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ユーザーマニュアル 

©2018 Hangzhou Hikvision Digital Technology Co., Ltd. 
 

本マニュアルについて 

本マニュアルは、国内外の著作権法により保護されています。Hangzhou Hikvision Digital 

Technology Co., Ltd（以下、「Hikvision」という）は、本マニュアルのすべての著作権を
保有します。Hikvisionの事前の書面による許可なしに、本マニュアルの一部または全部
を複製、改変、翻訳、配布することはできません。 

このユーザーズマニュアルは、専門家の指導の下で使用してください。 
 

商標 
 

 商標ならびにその他の Hikvisionのマークなどは、Hikvisionの

財産であり、登録商標もしくは同様に Hikvisionまたはその関連企業専用です。本マニュア

ルに記載されているその他の商標はすべて各社の登録商標です。明確な許可なしに、この

ような商標にライセンス権を与えることはできません。 
 

免責事項 

適用する法律により許容される最大限の範囲において、HIKVISIONは、本マニュアルに
関して、商品性と特定の目的への適合性を含むがそれらに限定されず、明示または黙示
を問わず、すべての保証を否認します。HIKVISIONは、本マニュアルの用途、またはそ
の中に含まれる情報の正確性、精度、信頼性について、保証したり、表明することはあ
りません。本マニュアルの使用やその信頼性については、使用者の責任で行う必要があ
ります。 

インターネットアクセスを使用する製品については、その製品の使用は利用者自身がす
べてのリスクを負います。HIKVISIONはサイバー攻撃、ハッカーによる攻撃、ウイルス
検査、その他インターネットリスクによる以上な動作、個人情報の漏洩、その他の損害
に対して責任を負いません。しかし、HIKVISIONは必要に応じて迅速な技術サポートを
提供します。 

監視についての法律は地域によって異なります。この製品を使用する前に、製品の使用が
法律に準拠していることを確認するために、地域の関連法規をすべてご確認ください。
HIKVISIONは本製品が違法な目的のために使用された場合でも、その責任を負いません。 

本マニュアルと適用される法律の間に矛盾がある場合には、法律が優先されます。 
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記号の規約 
 

 
 

本説明書に使用されている記号は、次のとおりに定義されます。 
 

記号 説明 
 

 危険 
回避しないと、死亡または重傷を招くおそれがある危険な
状況を示します。 

 

 注意 
回避しないと、機器の損傷、データ損失、パフォーマンスの低
下、または予期しない結果につながるおそれがある、潜在的に
危険な状況を示します。 

 

 注記 
本文の重要な点を強調または補足するための追加情報
を提供します。 
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第 1章 はじめにと概要 
 

 
 

iVMS-4200クライアントソフトウェアは、DVR、NVR、IPカメラ、エンコーダー、デコ
ーダ、セキュリティコントロールパネル、ビデオインターコムデバイス、アクセスコン
トロールデバイスなどに関する多目的なセキュリティ管理ソフトウェアです。 

 

このソフトウェアは、リアルタイムのライブビュー、ビデオ記録、リモート検索と再生、
ファイルのバックアップ、アラーム受信など、監視業務のニーズを満たすために複数の機
能を提供します。柔軟な分配構造と使いやすい操作により、クライアントソフトウェアは
中小規模の監視プロジェクトに広く適用されます。 

本ユーザーマニュアルでは、クライアントソフトウェアの機能、設定、操作手順につ
いて説明しています。ソフトウェアの使用方法および安定性を適切に保つため、イン
ストールおよび操作の前に、以下の内容を参照してマニュアルをよくお読みくださ
い。 

 
 

1.1 実行環境 
 

以下は、クライアントソフトウェアをインストールするための推奨実行環境です。 
 

オペレーティングシステム 

Microsoft Windows 7/Windows 8.1/Windows 10（32ビットまたは

64ビット）Microsoft Windows XP SP3（32ビット） 

Microsoft Windows 2008 R2/Windows Server 2012（64ビット） 
 

CPU 

Intel Pentium IV 3.0 GHz以上 
 

メモリ 

2 GB以上 
 

ビデオカード 

RADEON X700シリーズ以上 
 

GPU 

256 MB以上 
 

注記 

• 高い安定性と優れた性能を実現するには、上記のシステム要件を満たす必要がありま

す。 

• 本ソフトウェアは 64ビットオペレーティングシステムに対応していません。上記の 64

ビットオペレーティングシステムは、 

32ビットアプリケーションにも対応するシステムを指します。 

• ハードウェアデコーディング機能は、Windows XP以降のバージョンのオペレーティン
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対応しています。 
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1.2 コントロールパネルに表示されるモジュールをカスタマイズする 
 

ソフトウェアを初めて実行するときは、コントロールパネルの操作と制御領域に表示され
るモジュールをカスタマイズできます。 

 

コントロールパネルに表示されているモジュールをカスタマイズする必要がある場合は、

この作業を実行してください。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[モジュールのカスタマイズ]をクリックして、モジュールのカス
タマイズページを開きます。 

2. 実際の必要に応じてモジュールをチェックし、それらをコントロールパネルに表示させ
ます。 

3. [OK]をクリックします。 
 

注記 

• デバイス管理モジュールにアクセスコントロールデバイスを追加すると、アクセス
コントロール、ステータスモニター、勤怠管理モジュールが自動的にコントロール
パネルに表示されます。 

• デバイス管理モジュールにセキュリティコントロールパネルを追加すると、セキュ
リティコントロールパネルとリアルタイムアラームモジュールが自動でコントロー
ルパネル上に表示されます。 

 
 
 

1.3 変更の概要 
 

以下は、このバージョンと以前のバージョンとの間の変更点です。 
 

• デバイス追加時に時刻の同期を提供。 

• 顔画像の検索において、人名による検索を追加。 

• アクセスコントロールにおいて、カード紛失のレポート機能とカード紛失の取り消し機
能を追加。 

• 人物画像と指紋データのエクスポートとインポートを追加。 

• レーンコントローラーパラメータ、警報出力パラメータ、ゾーンパラメータ設定を追
加。 

• 勤怠管理モジュールにおいて、スケジュールをレポートして対象の受信者に送信する機
能を追加。 

• 勤怠管理モジュールにおいて、出勤データの自動計算を追加。 

• 勤怠管理モジュールにおいて、さまざまなタイプの休日を追加。 
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第 2章 ユーザー登録とログイン 
 

 
 

スーパーユーザーを登録すると、スーパーユーザーアカウントを管理者としてクライアン
トにログインすることができます。 

 
 

2.1 ユーザーの登録 
 

クライアントソフトウェアを初めて使用する場合は、ログイン用のスーパーユーザ

ーを登録する必要があります。スーパーユーザーをログイン用に登録するには、次

の手順を実行します。 

手順 

1. クライアントのインストール後、 をダブルクリックしてソフトウェアを実行します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1 ユーザーの登録 

2. スーパーユーザーのユーザー名とパスワードを作成します。 
 

注記 

• ユーザー名には、以下の記号は使えません。/ \ : * ? “ < > |.また、パスワードの長さ
は、6文字未満とすることもできません。 

• このソフトウェアは自動的にパスワードの強度を判断します。プライバシーと製品
のセキュリティを高めるため、パスワード（大文字、小文字、数字、特殊文字を含
める 8文字以上を使用）をユーザー自身で変更することを強くお勧めします。 

• すべてのパスワード設定やその他のセキュリティ設定は、インストール実行者と
エンドユーザーの責任です。 

 

3. パスワードを確認します。 

4. オプション：ソフトウェアに自動的にログインするには、[自動ログインを有効にする]

チェックボックスを選択します。 

5. 4.[登録]をクリックして、スーパーユーザーを登録します。 

スーパーユーザーとしてソフトウェアにログインできます。 
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次にすること 

クライアントにログインします。詳細については「ログイン」を参照してください。 
 
 

2.2 ログイン 
 

クライアントソフトウェアにログインして、ライブビュー、再生などの操作を実行できま
す。 

 

クライアントソフトウェアにログインする場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. クライアントソフトウェアを実行してログインダイアログを開きます。 

 
 

図 2-2 ログイン 

2. 自分が登録したユーザー名とパスワードを入力します。 

3. オプション：次回の実行に対してソフトウェアに自動的にログインするには、[自動ログ
インを有効にする]チェックボックスを選択します。 

 

4. [ログイン]をクリックしてクライアントソフトウェアにログインします。 

クライアントソフトウェアにログインした後、ウィザード（ビデオウィザード、ビデ
オウォールウィザード、セキュリティコントロールパネルウィザード、アクセスコン
トロールとビデオインターコムウィザード、出勤ウィザードを含む）を開いてデバイ
スの追加およびその他の設定や操作を行うことができます。 
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第 3章 リソース管理 
 

 
 

このクライアントでは、デバイスの追加、編集、削除など、デバイスの管理を行うことが
できます。また、デバイスのオンラインユーザーの確認やデバイスの QRコードの確認な
どの操作もできます。 

 
 

3.1 デバイスの追加 
 

クライアントを実行した後、ネットワークカメラ、ビデオエンコーダー、DVR、NVR、
デコーダ、セキュリティコントロールパネル、ビデオインターコムデバイス、アクセス
コントロールデバイスなどを含むデバイスを、リモート設定およびライブビュー、再
生、アラーム設定などの管理に対してクライアントに追加する必要があります。 

 

デバイスを追加した後、デバイスを選択して[リモート設定]をクリックし、必要に応じて選
択したデバイスのその他のパラメータを設定できます。また以下の機能も可能です。 

 

注記 

• 一部のモデルのデバイスでは、その通常または[詳細パラメータ設定]ウィンドウを
開くことができます。元のリモート設定ウィンドウを開くには、CTRLキーを押し
ながら[リモート設定]をクリックします。 

• 設定の詳細については、デバイスのユーザーマニュアルを参照してください。 
 

アクセスコントロールデバイスと CVR を追加した後、リストからアクセスコントロー
ルデバイスと CVR を選択して[デバイス状態]をクリックすると、録画状態、信号ステ
ータス、ハードウェアステータスなどのデバイス状態を表示できます。 

 

注記 

CVRの場合、[デバイス状態]をクリックして録画状態と ANR（自動ネットワーク補充）録
画状態を表示できます。 

 
 

3.1.1 デバイスの有効化 
 

一部のデバイスについては、ソフトウェアに追加して正しく機能させる前に、パスワード
を作成してデバイスを有効化する必要があります。 

 

デバイスを有効化する場合は、次のタスクを実行します。 
 

手順 
 

注記 

この機能はデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. デバイス管理ページに入ります。 
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2. デバイスのステータス（セキュリティ列に表示）を確認し、管理対象デバイスまたは
オンラインデバイス領域で無効なデバイスを選択します。 

 
 

図 3-1 オンラインデバイス 

3. [有効化]をクリックして[有効化]ダイアログを開きます。 

4. [パスワード]フィールドでパスワードを作成し、パスワードを確認します。 
 

注意 

デバイスのパスワードの強度は、自動的に確認されます。製品のセキュリティを高める
ため、パスワード（大文字、小文字、数字、特殊文字の中の最低でも 3種類を含む 8文
字以上を使用）をユーザー自身で変更することを強くお勧めします。また、高度なセキ
ュリティシステムでは特に、定期的にパスワードをリセットすることをお勧めします。
パスワードを月次または週次でリセットすると、製品をより安全に保護できます。 

すべてのパスワード設定やその他のセキュリティ設定は、インストール実行者とエン
ドユーザーの責任です。 

 

5. オプション：デバイスに対応している場合は、デバイスをアクティブにする際に Hik-

Connectサービスを有効にします。 

1) Hik-Connectを有効にするをオンにして、ノートダイアログを開きます。 

 
 

図 3-2 Hik-Connectサービスのノート 

2) 確認コードを作成します。 

3) 確認コードを確認します。 

4) [サービス条件]と[プライバシーポリシー]をクリックして要件を読みます。 
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5) [OK]をクリックして、Hik-Connectサービスを有効にします。 

6. [OK]をクリックして、デバイスを有効にします。 

パスワードが正常に設定されると、「デバイスが起動しています。」のウィンドウがポ

ップアップされます。 
 

 

3.1.2 オンラインデバイスの追加 
 

クライアントソフトウェアと同じローカルサブネットにある有効なオンラインデバイス
が、オンラインデバイス領域に表示されます。[60秒ごとに更新]をクリックすること
で、オンラインデバイスの情報を更新できます。 

 
 

単一のオンラインデバイスの追加 
 

クライアントソフトウェアに単一のオンラインデバイスを追加することができます。 
 

クライアントソフトウェアに単一のオンラインデバイスを追加するには、このタスクを

実行します。 
 

手順 

1. デバイス管理モジュールにアクセスします。 

2. [デバイス]タブをクリックし、デバイスタイプとして[Hikvisionデバイス]を選択し、オ
ンラインデバイス領域を 

表示します。 

 
 

図 3-3 オンラインデバイス 

3. オンラインデバイス領域からオンラインデバイスを選択します。 
 

注記 

非アクティブなデバイスについては、デバイスを適切に追加するために、パスワードを
作成する必要があります。詳細な手順については、「デバイスの有効化」を参照してく
ださい。 

 

4. クライアントに追加をクリックして、デバイス追加ウィンドウを開きます。 

5. 必要な情報を入力します。 

アドレス 

デバイスの IPアドレスを入力します。デバイスの IPアドレスは、この追加モード
で自動的に取得されます。
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ポート 

デフォルト値は 8000です。 

ユーザー名 

デフォルトでは、ユーザー名は「admin」です。 

パスワード 

デバイスのパスワードを入力します。 
 

注意 

デバイスのパスワードの強度は、自動的に確認されます。製品のセキュリティを高
めるため、パスワード（大文字、小文字、数字、特殊文字の中の最低でも 3種類を
含む 8文字以上を使用）をユーザー自身で変更することを強くお勧めします。ま
た、高度なセキュリティシステムでは特に、定期的にパスワードをリセットするこ
とをお勧めします。パスワードを月次または週次でリセットすると、製品をより安
全に保護できます。 

すべてのパスワード設定やその他のセキュリティ設定は、インストール実行者とエ
ンドユーザーの責任です。 

 

6. オプション：デバイスをクライアントに追加した後、デバイス時間をクライアント
の PCと同期させるには、[デバイス時間を同期する]にチェックを入れます 

7. オプション：デバイス名でグループを作成するには、[グループにエクスポート]にチェ

ックを入れます。 
 

注記 

デフォルトでは、デバイスのすべてのチャンネルを関連するグループにインポートでき

ます。 
 

8. オプション：オフラインデバイスを追加します。 

1) [オフラインデバイスを追加]にチェックを入れます。 

2) デバイスのチャンネル番号やアラーム入力番号など必要な情報を 

入力しま
す。 

3) [追加]をクリックします。 

オフラインデバイスがオンラインになると、ソフトウェアが自動的にそれを接続しま

す。 

9. [追加]をクリックしてデバイスを追加します。 
 
 

複数のオンラインデバイスの追加 
 

クライアントソフトウェアに複数のオンラインデバイスを追加できます。 
 

次のタスクは、複数のオンラインデバイスをクライアントソフトウェアに追加する必要が

ある場合に実行します。 
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手順 

1. デバイス管理モジュールにアクセスします。 

2. [デバイス]タブをクリックし、デバイスタイプとして[Hikvisionデバイス]を選択し、オ
ンラインデバイス領域を 

表示します。 

3. Ctrlキーを押しながら複数のデバイスを選択します。 
 
 

注記 

非アクティブなデバイスについては、デバイスを適切に追加するために、パスワードを
作成する必要があります。詳細な手順については、「デバイスの有効化」を参照してく
ださい。 

 

4. クライアントに追加をクリックして、デバイス追加ウィンドウを開きます。 

5. 必要な情報を入力します。 

ユーザー名 

デフォルトでは、ユーザー名は「admin」です。 

パスワード 

デバイスのパスワードを入力します。 
 

注意 

デバイスのパスワードの強度は、自動的に確認されます。製品のセキュリティを高
めるため、パスワード（大文字、小文字、数字、特殊文字の中の最低でも 3種類を
含む 8文字以上を使用）をユーザー自身で変更することを強くお勧めします。ま
た、高度なセキュリティシステムでは特に、定期的にパスワードをリセットするこ
とをお勧めします。パスワードを月次または週次でリセットすると、製品をより安
全に保護できます。 

すべてのパスワード設定やその他のセキュリティ設定は、インストール実行者とエ
ンドユーザーの責任です。 

 

6. オプション：デバイスをクライアントに追加した後、デバイスの時間をクライアン
トの PCと同期させるには、[デバイス時間を同期する]にチェックを入れます 

7. オプション：デバイス名でグループを作成するには、[グループにエクスポート]にチェ

ックを入れます。 
 

注記 

デフォルトでは、デバイスのすべてのチャンネルを関連するグループにインポートでき

ます。 
 

8. [追加]をクリックしてデバイスを追加します。 
 
 

すべてのオンラインデバイスを追加する 
 

クライアントソフトウェアにすべてのオンラインデバイスを追加できます。
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すべてのオンラインデバイスをクライアントソフトウェアに追加する必要がある場合は、

この作業を実行してください。 
 

手順 

1. デバイス管理ページに入ります。 

2. [デバイス]タブをクリックし、デバイスタイプとして[Hikvisionデバイス]を選択し、オ
ンラインデバイス領域を 

表示します。 

3. [すべて追加]をクリックして、デバイス追加ウィンドウを開きます。 
 
 

注記 

非アクティブなデバイスについては、デバイスを適切に追加するために、パスワードを
作成する必要があります。詳細な手順については、「デバイスの有効化」を参照してく
ださい。 

 

4. ユーザー名とパスワードを入力

します。 

ユーザー名 

デフォルトでは、ユーザー名は「admin」です。 

パスワード 

デバイスのパスワードを入力します。 
 

注意 

デバイスのパスワードの強度は、自動的に確認されます。製品のセキュリティを高める
ため、パスワード（大文字、小文字、数字、特殊文字の中の最低でも 3種類を含む 8文
字以上を使用）をユーザー自身で変更することを強くお勧めします。また、高度なセキ
ュリティシステムでは特に、定期的にパスワードをリセットすることをお勧めします。
パスワードを月次または週次でリセットすると、製品をより安全に保護できます。 

すべてのパスワード設定やその他のセキュリティ設定は、インストール実行者とエン
ドユーザーの責任です。 

 

5. オプション：デバイスをクライアントに追加した後、デバイスの時間をクライアン
トの PCと同期させるには、[デバイス時間を同期する]にチェックを入れます 

6. オプション：デバイス名でグループを作成するには、[グループにエクスポート]にチェ

ックを入れます。 
 

注記 

デフォルトでは、デバイスのすべてのチャンネルを関連するグループにインポートでき

ます。 
 

7. [追加]をクリックしてデバイスを追加します。 
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3.1.3 IPアドレスまたはドメイン名によるデバイスの追加 
 

デバイスは、IPアドレスまたはドメイン名で追加できます。 
 

IPアドレスまたはドメイン名でデバイスを追加する場合は、次のタスクを実行します。 
 

手順 

1. デバイス管理モジュールを開きます。 

2. [デバイス]タブをクリックし、デバイスタイプとして[Hikvisionデバイス]を選択しま
す。 

3. [追加]をクリックして[追加]ウィンドウを開きます。 

4. 追加モードに従い、[IP/ドメイン]を選択します。 

5. ニックネーム、IPアドレス、ポート番号、ユーザー名、パスワードを含む必要な情報を
入力必要な情報を入力します。 

アドレス 

デバイス IPアドレスまたはドメイン名を入力します。 
 

ポート 

デバイスのポート番号を入力します。デフォルト値は 8000です。 
 

ユーザー名 

デバイスのユーザー名を入力します。デフォルトでは、ユーザー名は「admin」です。 
 

パスワード 

デバイスのパスワードを入力します。 
 

注意 

デバイスのパスワードの強度は、自動的に確認されます。製品のセキュリティを高め
るため、パスワード（大文字、小文字、数字、特殊文字の中の最低でも 3種類を含む
8文字以上を使用）をユーザー自身で変更することを強くお勧めします。また、高度
なセキュリティシステムでは特に、定期的にパスワードをリセットすることをお勧め
します。パスワードを月次または週次でリセットすると、製品をより安全に保護でき
ます。 

すべてのパスワード設定やその他のセキュリティ設定は、インストール実行者とエン
ドユーザーの責任です。 

 

6. オプション：デバイスをクライアントに追加した後、デバイス時間をクライアント
の PCと同期させるには、[デバイス時間を同期する]にチェックを入れます 

7. オプション：デバイス名でグループを作成するには、[グループにエクスポート]にチェ

ックを入れます。 
 

注記 

デフォルトでは、デバイスのすべてのチャンネルを関連するグループにインポートでき

ます。 
 

8. オプション：オフラインデバイスを追加します。
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1) [オフラインデバイスを追加]にチェックを入れます。 

2) デバイスのチャンネル番号やアラーム入力番号など必要な情報を入力します。 

3) [追加]をクリックします。 

オフラインデバイスがオンラインになると、ソフトウェアが自動的にそれを接続しま

す。 

9. [追加]をクリックしてデバイスを追加します。 
 
 

3.1.4 IPセグメントでデバイスを追加する 
 

IPアドレスが IPセグメント内にあるデバイスを追加したい場合は、開始 IPアドレスと終
了 IPアドレス、ユーザー名、パスワード、その他のパラメータを指定してそれらを追加す
ることできます。 

 

IPセグメントでデバイスをクライアントに追加する必要がある場合は、この作業を実行し

てください。 
 

手順 

1. デバイス管理モジュールにアクセスします。 

2. [デバイス]タブをクリックし、デバイスタイプとして[Hikvisionデバイス]を選択しま

す。 

3. [追加]をクリックして[追加]ウィンドウを開きます。 

4. 追加モードとして[IPセグメント]を選択します。 

5. 必要な情報を入力します。 

開始 IP 

開始 IPアドレスを入力します。 

終了 IP 

開始 IPと同じネットワークセグメント内にある IPアドレスを入力します。 

ポート 

デバイスのポート番号を入力します。デフォルト値は 8000です。 

ユーザー名 

デフォルトでは、ユーザー名は「admin」です。 

パスワード 

デバイスのパスワードを入力します。 
 

注意 

デバイスのパスワードの強度は、自動的に確認されます。製品のセキュリティを高
めるため、パスワード（大文字、小文字、数字、特殊文字の中の最低でも 3種類を
含む 8文字以上を使用）をユーザー自身で変更することを強くお勧めします。ま
た、高度なセキュリティシステムでは特に、定期的にパスワードをリセットするこ
とをお勧めします。パスワードを月次または週次でリセットすると、製品をより安
全に保護できます。 

すべてのパスワード設定やその他のセキュリティ設定は、インストール実行者とエ
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6. オプション：デバイスをクライアントに追加した後、デバイス時間をクライアント
の PCと同期させるには、[デバイス時間を同期する]にチェックを入れます 

7. オプション：デバイス名でグループを作成するには、[グループにエクスポート]にチェ

ックを入れます。 
 

注記 

デフォルトでは、デバイスのすべてのチャンネルを関連するグループにインポートでき

ます。 
 

8. オプション：オフラインデバイスをクライアントに追加します。 

1) [オフラインデバイスを追加]にチェックを入れます。 

2) デバイスのチャンネル番号やアラーム入力番号など必要な情報を 

入力しま
す。 

3) [追加]をクリックします。 

オフラインデバイスがオンラインになると、ソフトウェアが自動的にそれを接続しま

す。 

9. [追加]をクリックしてデバイスを追加します。 
 
 
 

3.1.5 Hik-Connectでデバイスを追加する 
 

Hik-Connectドメインを介してデバイスをクライアントに追加することができます。 
 

開始前 

最初に Hik-Connectアカウントにデバイスを追加します。 

Hik-Connectドメインでデバイスを追加する必要がある場合は、この作業を実行してくだ

さい。 
 

手順 

1. Hik-Connectアカウントにログインします。 

2. デバイス管理モジュールを開きます。 

3. [デバイス]タブをクリックし、デバイスタイプとして[Hikvisionデバイス]を選択しま
す。 

4. [追加]をクリックして[追加]ウィンドウを開きます。 

5. 追加モードとして Hik-Connectドメインを選択します。 

Hik-Connectアカウントのデバイスが表示されます。 

6. デバイスを選択します。 

7. デバイスのユーザー名とパスワードを入力します。 
 

注記 

デフォルトでは、デバイスのユーザー名は admin、パスワードはデバイスを有効にした
ときに作成されます。 

 

8. オプション：デバイスをクライアントに追加した後、デバイス時間をクライアント
の PCと同期させるには、[デバイス時間を同期する]にチェックを入れます 
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9. オプション：デバイス名でグループを作成するには、[グループにエクスポート]にチェ

ックを入れます。 
 

注記 

デフォルトでは、デバイスのすべてのチャンネルを関連するグループにインポートでき

ます。 
 

10. [追加]をクリックしてデバイスを追加します。 
 
 

3.1.6 EHomeアカウントでデバイスを追加する 
 

EHomeアカウントを入力して、EHomeプロトコルを介して接続されているアクセスコン

トロールデバイスを追加できます。 
 

開始前 

最初にネットワークセンターパラメータを設定します。詳細については、「ネットワーク
パラメータを設定する」を参照してください。 

EHomeアカウントでデバイスを追加する必要がある場合は、この作業を実行してくださ

い。 
 

手順 

1. デバイス管理モジュールにアクセスします。 

2. [デバイス]タブをクリックし、デバイスタイプとして[Hikvisionデバイス]を選択しま
す。 

3. [追加]をクリックして[追加]ウィンドウを開きます。 

4. 追加モードとして EHomeを選択します。 

5. 必要な情報を入力します。 

アカウント 

EHomeプロトコル上に登録されているアカウント名を入力します。 

6. オプション：デバイスをクライアントに追加した後、デバイス時間をクライアント
の PCと同期させるには、[デバイス時間を同期する]にチェックを入れます 

7. オプション：デバイス名でグループを作成するには、[グループにエクスポート]にチェ

ックを入れます。 

8. オプション：オフラインデバイスを追加します。 

1) [オフラインデバイスを追加]にチェックを入れます。 

2) デバイスのチャンネル番号やアラーム入力番号など必要な情報を 

入力します。 

3) [追加]をクリックします。 
 

注記 

オフラインデバイスがオンラインになると、ソフトウェアが自動的にそれを接続しま

す。 
 

9. [追加]をクリックしてデバイスを追加します。 
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3.1.7 シリアルポートでデバイスを追加する 
 

シリアルポート経由で接続されているアクセスコントロールデバイスを追加できます。 
 

シリアルポートでアクセスコントロールデバイスを追加する必要がある場合は、この作業

を実行してください。 
 

手順 

1. デバイス管理モジュールを開きます。 

2. [デバイス]タブをクリックし、デバイスタイプとして[Hikvisionデバイス]を選択しま
す。 

3. [追加]をクリックして[追加]ウィンドウを開きます。 

4. 追加モードとしてシリアルポートを選択します。 

5. 必要な情報を入力します。 

シリアルポート番号 

デバイスの接続シリアルポート番号を選択します。 

ボーレート 

アクセスコントロールデバイスのボーレートを入力します。 

DIP 

デバイスの DIPアドレスを入力します。 

6. オプション：デバイスをクライアントに追加した後、デバイス時間をクライアント
の PCと同期させるには、[デバイス時間を同期する]にチェックを入れます 

7. オプション：デバイス名でグループを作成するには、[グループにエクスポート]にチェ

ックを入れます。 
 

注記 

デフォルトでは、デバイスのすべてのチャンネルを関連するグループにインポートでき

ます。 
 

8. オプション：オフラインデバイスをクライアントに追加します。 

1) [オフラインデバイスを追加]にチェックを入れます。 

2) デバイスのチャンネル番号やアラーム入力番号など必要な情報を 

入力しま
す。 

3) [追加]をクリックします。 

オフラインデバイスがオンラインになると、ソフトウェアが自動的にそれを接続しま

す。 

9. [追加]をクリックしてデバイスを追加します。 
 
 

3.1.8 IPサーバーでデバイスを追加する 
 

IPサーバーでデバイスを追加できます。 
 

IPサーバーでデバイスを追加するには、次の手順を実行します。 
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手順 

1. デバイス管理モジュールを開きます。 

2. [デバイス]タブをクリックし、デバイスタイプとして[Hikvisionデバイス]を選択しま
す。 

3. [追加]をクリックして[追加]ウィンドウを開きます。 

4. 追加モードとして IPサーバーを選択します。 

5. 必要な情報を入力します。 

サーバーアドレス 

IPサーバーをインストールする PCの IPアドレスを入力します。 
 

ユーザー名 

デバイスのユーザー名を入力します。デフォルトでは、ユーザー名は「admin」です。 
 

パスワード 

デバイスのパスワードを入力します。 
 

注意 

デバイスのパスワードの強度は、自動的に確認されます。製品のセキュリティを高め
るため、パスワード（大文字、小文字、数字、特殊文字の中の最低でも 3種類を含む
8文字以上を使用）をユーザー自身で変更することを強くお勧めします。また、高度
なセキュリティシステムでは特に、定期的にパスワードをリセットすることをお勧め
します。パスワードを月次または週次でリセットすると、製品をより安全に保護でき
ます。 

すべてのパスワード設定やその他のセキュリティ設定は、インストール実行者とエン
ドユーザーの責任です。 

 

6. オプション：デバイスをクライアントに追加した後、デバイス時間をクライアント
の PCと同期させるには、[デバイス時間を同期する]にチェックを入れます 

7. オプション：デバイス名でグループを作成するには、[グループにエクスポート]にチェ

ックを入れます。 
 
 

注記 

デフォルトでは、デバイスのすべてのチャンネルを関連するグループにインポートでき

ます。 
 

8. オプション：オフラインデバイスを追加します。 

1) [オフラインデバイスを追加]にチェックを入れます。 

2) デバイスのチャンネル番号やアラーム入力番号など必要な情報を 

入力します。 

3) [追加]をクリックします。 

オフラインデバイスがオンラインになると、ソフトウェアが自動的にそれを接続しま

す。 

9. [追加]をクリックしてデバイスを追加します。 



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

19 

 

 

 
 

3.1.9 HiDDNSでデバイスを追加する 
 

HiDDNSでデバイスを追加できます。 
 

HiDDNSでデバイスを追加するには、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. デバイス管理モジュールを開きます。 

2. [デバイス]タブをクリックし、デバイスタイプとして[Hikvisionデバイス]を選択しま
す。 

3. [追加]をクリックして[追加]ウィンドウを開きます。 

4. 追加モードとして HiDDNSを選択します。 

5. 必要な情報を入力します。 

サーバーアドレス 

www.hik-online.com 

デバイスのドメイン名 

HiDDNSサーバーに登録されているデバイスのドメイン名を入力します。 

ユーザー名 

デバイスのユーザー名を入力します。 

パスワード 

デバイスのパスワードを入力します。 
 

注意 

デバイスのパスワードの強度は、自動的に確認されます。製品のセキュリティを高
めるため、パスワード（大文字、小文字、数字、特殊文字の中の最低でも 3種類を
含む 8文字以上を使用）をユーザー自身で変更することを強くお勧めします。ま
た、高度なセキュリティシステムでは特に、定期的にパスワードをリセットするこ
とをお勧めします。パスワードを月次または週次でリセットすると、製品をより安
全に保護できます。 

すべてのパスワード設定やその他のセキュリティ設定は、インストール実行者とエ
ンドユーザーの責任です。 

 

6. オプション：デバイスをクライアントに追加した後、デバイス時間をクライアント
の PCと同期させるには、[デバイス時間を同期する]にチェックを入れます 

7. オプション：デバイス名でグループを作成するには、[グループにエクスポート]にチェ

ックを入れます。 
 

注記 

デフォルトでは、デバイスのすべてのチャンネルを関連するグループにインポートでき

ます。 
 

8. オプション：オフラインデバイスを追加します。 

1) [オフラインデバイスを追加]にチェックを入れます。 

2) デバイスのチャンネル番号やアラーム入力番号など必要な情報を入力します。 

3) [追加]をクリックします。

http://www.hik-online.com/
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オフラインデバイスがオンラインになると、ソフトウェアが自動的にそれを接続しま

す。 

9. [追加]をクリックしてデバイスを追加します。 
 
 

3.2 デバイスのネットワーク情報の編集 
 

デバイスを有効化すると、オンラインデバイスのネットワーク情報を編集できます。 
 

開始前 

デバイス状態が非アクティブの場合は、デバイスを有効化してください。 

有効化したオンラインデバイスのネットワーク情報を編集する必要がある場合は、次のタ

スクを実行します。 
 

手順 

1. デバイスの管理ページにアクセスします。 

2. オンラインデバイス領域で有効になっているデバイスを選択します。 

3. [ネットワーク情報の変更]をクリックし、[ネットワークパラメータの変更]ウィンドウを
開きます。 

 

注記 

この機能は、オンラインデバイス領域でのみ利用可能です。ソフトウェアにデバイス
を追加する必要がある場合は、デバイス IPアドレスをコンピューターと同じサブネッ
トに変更できます。 

 

4. デバイス IPアドレスをコンピューターと同じサブネットに変更します。 

- IPアドレスを手動で編集します。 

- DHCPを確認します。 

5. デバイスの起動時に作成したパスワードを入力します。 

6. [OK]をクリックし、ネットワークの設定を完了します。 
 
 
 

3.3 デバイスのパスワードの復元/リセット 
 

検出されたオンラインデバイスのパスワードを忘れた場合は、デバイスのデフォルトのパ
スワードに復元するか、デバイスのパスワードをクライアントからリセットすることがで
きます。 

 
 

3.3.1 デバイスのパスワードのリセット 
 

検出されたオンラインデバイスのパスワードを忘れた場合は、デバイスのパスワードをク
ライアントからリセットすることができます。 

 

デバイスのパスワードをリセットする必要がある場合は、次のタスクを実行します。 
 

手順 

1. デバイス管理モジュールにアクセスします。 
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同じサブネット内のすべてのオンラインデバイスが、オンラインデバイスリストに表示

されます。 

2. リストからデバイスを選択し、[パスワードのリセット]をクリックします。 

3. デバイスのパスワードをリセットします。 

- エクスポートボタン、パスワードとパスワードの確認フィールドのあるウィンドウが
開いた場合は、 

[エクスポート]をクリックし、お使いの PCにデバイスファイルを保存して、弊社の
テクニカルサポートまでファイルを送信します。 

 

注記 

パスワードのリセットを行うための以下の操作については、弊社のテクニカルサポー

トまでご連絡ください。 

- [エクスポート]と[生成]ボタン、パスワードとパスワードの確認フィールドのあるウ

ィンドウが開いた場合、QRコードウィンドウを表示するには、[生成]をクリック

し、お使いの PCに QRコードを保存するには、[ダウンロード]をクリックします。

QRコードの写真を撮ることで、お使いの携帯電話に保存できます。弊社のテクニ

カルサポートまで画像を送信してください。 
 

注記 

パスワードのリセットを行うための以下の操作については、弊社のテクニカルサポー

トまでご連絡ください。 

- 選択可能なセーフモードがあるウィンドウが開いた場合は、必要に応じてセーフ
モードを選択します。 

 

注記 

パスワードのリセットを行うための以下の操作については、弊社のテクニカルサポー

トまでご連絡ください。 

 

注意 

デバイスのパスワードの強度は、自動的に確認されます。製品のセキュリティを高める
ため、パスワード（大文字、小文字、数字、特殊文字の中の最低でも 3種類を含む 8文
字以上を使用）をユーザー自身で変更することを強くお勧めします。また、高度なセキ
ュリティシステムでは特に、定期的にパスワードをリセットすることをお勧めします。
パスワードを月次または週次でリセットすると、製品をより安全に保護できます。 

すべてのパスワード設定やその他のセキュリティ設定は、インストール実行者とエン
ドユーザーの責任です。 

 

 
 

3.3.2 デバイスのデフォルトパスワードの復元 
 

一部の旧バージョンのデバイスについて、検出されたオンラインデバイスのパスワードを
忘れた場合は、デバイスのデフォルトのパスワードをクライアントからリセットすること
ができます。 



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

22 

 

 

 
 

デバイスのパスワードを旧バージョンのデバイスのデフォルトのパスワードに復元する必
要がある場合に次のタスクを実行します。 

 

手順 

1. デバイス管理モジュールにアクセスします。 

同じサブネット内のすべてのオンラインデバイスが、オンラインデバイスリストに表

示されます。 

2. リストからデバイスを選択し、[パスワードのリセット]をクリックします。 

3. デバイスのパスワードを復元します。 

- セキュリティコードフィールドの付いたウィンドウがポップアップされた場合
は、セキュリティコードを入力すれば、選択されたデバイスのデフォルトパスワ
ードを復元することができます。 

 

注記 

セキュリティコードの取得については、弊社のテクニカルサポートまでご連絡くださ

い。 

- [インポート]と[エクスポート]ボタンのあるウィンドウがポップアップした場合、[エ
クスポート]をクリックしてお使いの PCにデバイスファイルを保存し、弊社のテク
ニカルサポートまでファイルを送信します。 

 

注記 

パスワードのリセットを行うための以下の操作については、弊社のテクニカル

サポートまでご連絡ください。 
 

次にすること 

管理者（admin）アカウントのデフォルトパスワード（12345）は、初回ログイン専用で
す。他人による製品への不正アクセスなど、製品の正常な機能を妨げたり、その他の望ま
しくない結果を招いたりするセキュリティリスクに対する保護を高めるために、このデフ
ォルトのパスワードを変更する必要があります。 

不正アクセスといったセキュリティリスクを避けるためにも、このデフォルトパスワード
を変更する必要があります。 

例えば、他人が許可なく製品にアクセスした場合、本製品が適切に動作しなくなったり、
その他の望ましくない結果を 

招く可能性があります。 
 

注意 

デバイスのパスワードの強度は、自動的に確認されます。製品のセキュリティを高めるた
め、パスワード（大文字、小文字、数字、特殊文字の中の最低でも 3種類を含む 8文字以
上を使用）をユーザー自身で変更することを強くお勧めします。また、高度なセキュリテ
ィシステムでは特に、定期的にパスワードをリセットすることをお勧めします。パスワー
ドを月次または週次でリセットすると、製品をより安全に保護できます。 

すべてのパスワード設定やその他のセキュリティ設定は、インストール実行者とエンド
ユーザーの責任です。 
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3.4 デバイスのオンラインユーザーを確認する 
 

ユーザーがデバイスにアクセスすると、クライアントはユーザー名、ユーザーのタイプ、
ユーザーの IPアドレス、ログイン時間などの接続情報を記録して表示できます。 

 

デバイスのオンラインユーザーを確認する必要がある場合は、この作業を実行してくだ

さい。 
 

手順 
 

注記 

この機能はデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. デバイス管理ページに入ります。 

2. [デバイス→Hikvision デバイス]の順にクリックし
て、デバイスリストを表示します。 

3. 追加されたオンラインデバイス
を選択します。 

4. [オンラインユーザー]をクリックして、オンラ
インユーザーウィンドウを開きます。 

5. デバイスにログインしているユーザーの情報を表示
します。 

6. [OK]をクリックしてウィ
ンドウを閉じます。 

 
 

3.5 デバイスの QRコードを確認する 
 

クライアントは追加したデバイスの QR コードを生成することができます。モバイルク
ライアントのソフトウェアを使用して QR コードをスキャンすることで、モバイルクラ
イアントのソフトウェアにデバイスを追加できます。モバイルクライアントのソフトウ
ェアにデバイスを追加する場合は、モバイルクライアントのソフトウェアのユーザーマ
ニュアルを参照してください。 

 

この作業を実行してデバイスの QRコードを確認します。 
 

手順 

1. デバイス管理ページを開きます。 

2. [デバイス→Hikvision デバイス]の順にクリックし
て、デバイスリストを表示します。 

3. 単一のデバイスの QRコードを表示します。 

- デバイスリスト内のデバイスをダブルクリックするか、またはデバイスを選択して
[変更]をクリックすると、デバイス情報と QRコードが表示されます。 

- デバイスを選択し、[QRコード]をクリックして QRコードウィンドウを開きます。 



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

24 

 

 

 
 

4. オプション：Ctrl キーを押しながら複数のデバイスを選択し、[QR コード]をクリッ
クして複数のデバイス QRコードをポップアップ表示させます。 

 

次にすること 

モバイルクライアントのソフトウェアを使用して QRコードをスキャンし、モバイルク
ライアントのソフトウェアにデバイスを 

追加します。モバイルクライアントのソフトウェアにデバイスを追加する場合は、モ
バイルクライアントのソフトウェアのユーザーマニュアル 

を参照してく
ださい。 

 
 
 

3.6 デバイスの一括インポート 
 

デバイスは、事前に定義した CSVファイルにデバイス情報を入力することで一括してソフ
トウェアに追加できます。 

 

デバイスを一括してインポートするには、次のタスクを実行します。 
 

手順 

1. デバイスの管理ページにアクセスします。 

2. [デバイス→Hikvisionデバイス→追加]の順にクリックして、デバイス追加ウィンドウを
開きます。 

3. 追加モードに従い、一括インポートを選択します。 

4. [テンプレートのエクスポート]をクリックし、事前に定義したテンプレート（CSVファ
イル）をお使いの PCに保存します。 

5. エクスポートしたテンプレートファイルを開き、対応する列に 

追加する必要なデバイスの情報を入力します。 

追加モード 

異なる追加モードを示す 0、2、3、4、5,または 6を入力できます。0はデバイスが
IPアドレスまたはドメイン名で追加されていることを示します。2はデバイスが IP

サーバーを介して追加されたことを示します。3はデバイスが HiDDNSを介して追加
されたことを示します。4はデバイスが EHomeプロトコルを介して追加されたこと
を示します。5はデバイスがシリアルポートによって追加されたことを示します。6

はデバイスが Hik-Connectを介して追加されたことを示します。 
 

アドレス 

デバイスのアドレスを編集します。追加モードとして 0を設定した場合は、デバイス
の IPアドレスまたはドメイン名を入力する必要があります。追加モードとして 2を
設定した場合は、IPサーバーをインストールする PCの IPアドレスを入力する必要
があります。追加モードとして 3を設定した場合は、www.hik-online.comと入力し
てください。 

 

ポート 

デバイスのポート番号を入力します。デフォルト値は 8000です。 

http://www.hik-online.com/


iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

25 

 

 

 

デバイス情報 

追加モードとして 0を設定した場合は、このフィールドは必須ではありません。追
加モードとして 2を設定した場合は、IPサーバーに登録されているデバイス IDを入
力してください。追加モードとして 3を設定した場合は、HiDDNSサーバーに登録
されているデバイスのドメイン名を入力してください。追加モードとして 4を設定
した場合は、EHomeアカウントを入力してください。追加モードとして 6を設定し
た場合は、デバイスのシリアル番号を入力してください。 

 

ユーザー名 

デバイスのユーザー名を入力します。デフォルトでは、ユーザー名は「admin」です。 
 

パスワード 

デバイスのパスワードを入力します。 
 

 

注意 

デバイスのパスワードの強度は、自動的に確認されます。製品のセキュリティを高め
るため、パスワード（大文字、小文字、数字、特殊文字の中の最低でも 3種類を含む
8文字以上を使用）をユーザー自身で変更することを強くお勧めします。また、高度
なセキュリティシステムでは特に、定期的にパスワードをリセットすることをお勧め
します。パスワードを月次または週次でリセットすると、製品をより安全に保護でき
ます。 

すべてのパスワード設定やその他のセキュリティ設定は、インストール実行者とエン
ドユーザーの責任です。 

 

オフラインデバイスの追加 

オフラインデバイスの追加を有効にするために 1を入力すると、オフラインデバイス
がオンラインになった際、ソフトウェアによって自動的に接続されます。0はこの機
能を無効にすることを示します。 

 

グループへのエクスポート 

デバイス名（ニックネーム）でグループを作成するために 1を入力することができま
す。デフォルトでは、デバイスのすべてのチャンネルは対応するグループにインポー
トされます。0はこの機能を無効にすることを示します。 

 

チャンネル番号 

オフラインデバイス追加に 1を設定した場合は、デバイスのチャンネル番号を入力し
ます。オフラインデバイス追加に 0を設定した場合は、このフィールドは必須ではあ
りません。 

 

アラーム入力番号 

オフラインデバイス追加に 1を設定した場合は、デバイスのアラーム入力番号を入力
します。オフラインデバイス追加に 0を設定した場合は、このフィールドは必須では
ありません。 
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シリアルポート番号 

追加モードとして 5を設定した場合は、アクセスコントロールデバイスのシリアルポ

ート番号を入力します。 
 

ボーレート 

追加モードとして 5を設定した場合は、アクセスコントロールデバイスのボーレート

を入力します。 
 

DIP 

追加モードとして 5を設定した場合は、アクセスコントロールデバイスの DIPアドレ

スを入力します。 
 

Hik-Connectのアカウント 

追加モードとして 6を設定した場合は、Hik-Connectのアカウントを入力します。 
 

Hik-Connectのパスワード 

追加モードとして 6を設定した場合は、Hik-Connectのパスワードを入力します。 
 

6. をクリックしてテンプレートファイルを選択します。 

7. [追加]をクリックしてデバイスをインポートします。 
 
 
 

3.7 デバイスのファームウェアバージョンのアップグレード 
 

追加したネットワークカメラに対して新しいファームウェアバージョンがある場合は、ク
ライアントからファームウェアバージョンをアップグレードできます。 

 

次のタスクは、追加したデバイスのファームウェアバージョンをアップグレードする必

要がある場合に実行します。 
 

手順 

1. デバイス管理インターフェイスにアクセスし、[デバイス]タブをクリックします。 

2. 管理用デバイスパネルで、新しいファームウェアのバージョンが利用可能な場合は、 

デバイスのファームウェアのアップグレード列のステータスが
アップグレード可に切り替わります。 

 
 

図 3-4 デバイスのファームウェアバージョンのアップグレード 
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注記 

ファームウェアアップグレードの列のステータス：なし（クライアントにアップグレ
ードサーバーが追加されていない状態）、ネットワーク切断（アップグレードサーバ
ーに接続不可）、アップグレード可（新しいファームウェアのバージョンが利用
可）、アップグレード不可（利用可能なファームウェアのバージョンがない）、待機
中（アップグレードの待機）、アップグレード済み、アップグレードに失敗。 

 

3. オプション：カーソルを まで移動すると、ファームウェアの現在バージョン、最
新バージョン、アップグレード内容が表示されます。 

4. [アップグレード]可能なデバイスを選択し、[アップグレード]をクリックしてデバイスの

ファームウェアのアップグレードを開始します。 

アップグレードの進行状況が表示されます。アップグレードが完了すると、そのデバ
イスのファームウェアアップグレードの列のステータスがアップグレード済みに変わ
ります。 
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第 4章 グループ管理 
 

 
 

追加したリソースは、エンコーディングチャンネル、アラーム入力、警報出力、ゾー
ン、アクセスコントロールポイントおよびレーンコントローラーなど、便利な管理に対
してグループに編成する必要があります。グループを通してライブビューを取得した
り、ビデオファイルを再生したり、その他のデバイス操作を実行したりできます。 

 
 

4.1 グループを追加する 
 

便利な管理に対して追加したデバイスを整理するためにグループを追加することができま

す。デバイスを管理するためにグループを追加する必要がある場合は、この作業を実行し

てください。 

手順 

1. [デバイス管理→グループ]の順にクリックして、グループ管理ページにアクセスしま
す。 

2. をクリックして、グループの追加ダイアログを開きます。 

3. グループ名を設定します。 

- 必要に応じて、[グループ名]フィールドにグループ名を作成します。 

- 選択したデバイスの名前で新しいグループを作成するには、[デバイス名でグルー
プを作成]にチェックを入れます。 

4. [OK]をクリックして新しいグループをグループリストに追加します。 
 
 

4.2 リソースをグループにインポートする 
 

追加したグループにデバイスリソース（エンコーディングチャンネル、アラーム入力、
警報出力など）を一括してインポートできます。 

 

開始前 

デバイスを管理するためのグループを追加します。「グループの追加」を参照してくださ
い。 

デバイスリソースをグループにインポートする場合は、この作業を実行してください。こ
こでは、例として、グループ化するためにデバイスのエンコーディングチャンネルをイン
ポートします。 

 

手順 
 

注記 

1つのグループに最大 256のエンコーディングチャンネルを追加できます。 
 

1. [デバイス管理→グループ]の順にクリックして、グループ管理ページにアクセスしま

す。 

2. [インポート]をクリックします。 
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3. [エンコーディングチャンネル]タブをクリックして、エンコーディングチャンネルのイ
ンポートページに進みます。 

4. サムネイル/リスト一覧でカメラのサムネイル/名称を選択します。 
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注記 

または をクリックして、カメラの表示モードをサムネイル表示またはリスト表示に

切り替えることができます。 
 

5. グループリストからグループを選択します。 
 

注記 

リストに必要なグループがない場合は、 をクリックして新しいグループを追加できま

す。 
 

6. グループにエンコーディングチャンネルをインポートします。 

- [インポート]をクリックして、選択したエンコーディングチャンネルを選択したグル
ープにインポートします。 

- [すべてインポート]をクリックして、すべてのエンコーディングチャンネルを選択し
たグループにインポートします。 

- をクリックすると、デバイス名という名前の新しいグループが作成され、対応す
るエンコーディングチャンネルが直接グループにインポートされます。 

 
 

4.3 チャンネルパラメータ

を編集する 
 

チャンネルをグループにインポートした後、チャンネルパラメータを編集できます。
エンコーディングチャンネルの場合は、チャンネル名、ストリームタイプ、プロトコ
ルタイプなどを編集できます。アラーム入力、ゾーン、その他のタイプのチャンネル
の場合は、チャンネル名を編集できます。 

 

開始前 

グループにチャンネルをインポートします。「リソースをグループにインポートする」を
参照してください。 

グループにインポートしたチャンネルパラメータを編集するには、次の手順を実行してく
ださい。ここでは、エンコーディングチャンネルパラメータを変更することを例としま
す。 

 

手順 
 

注記 

Hik-Connectデバイスのカメラを変更するには、「カメラのパラメータを編集する」を参
照してください。 

 

1. [デバイス管理→グループ]の順にクリックして、グループ管理ページにアクセスしま

す。 

追加したすべてのグループが左側に表示されます。 

2. グループの[エンコーディングチャンネル]をクリックします。 

グループにインポートされたエンコーディングチャンネルが表示されます。 
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3. カメラの修正ダイアログを開きます。
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- [エンコーディングチャンネル]をダブルクリックします。 

- [エンコーディングチャンネル]を選択して、[変更]をクリックします。 

4. カメラ名、ストリームタイプなどのカメラ情報を編集します。 

ビデオストリーム 

必要に応じて、カメラのライブビュー用のストリームを選択します。 
 

再生ストリームタイプ 

必要に応じて、カメラの再生用のストリームを選択します。 
 
 

注記 

デバイスがデュアルストリームに対応している場合、再生ストリームタイプフィール

ドが表示されます。 
 

回転タイプ 

必要に応じて、ライブビューの回転タイプまたはカメラの再生を選択します。 
 

プロトコルタイプ 

カメラの送信プロトコルを選択します。 
 

ストリーミングプロトコル 

ライブビュー時にストリームを取得するには、プロトコルを RTSPまたはプライベー

トとして選択します。 
 

注記 

有効にするにはもう一度ストリームを取得する必要があります。 
 

ストリームメディアサーバー 

ストリームメディアサーバーを介してカメラのストリームを取得します。利用可能な
ストリームメディアサーバーを選択して管理できます。 

 

コピー先 

設定したパラメータを他のカメラにコピーします。 
 

更新 

カメラのライブビュー用に新たにキャプチャーした画像を取得します。 
 

注記 

ビデオストリームとプロトコルタイプについては、カメラのライブビューを再度開い
た後に新しい設定が有効になります。 

 

5. [OK]をクリックして新しい設定を保存します。 
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注記 

デコーディング機能をサポートする NVRの IPチャンネルの場合： 

• ビデオウォールでデコーディングして表示すると、そのプロトコルタイプがビ
デオウォールでデコーディングしている新しいチャンネルが、エンコードチャ
ンネルのリソースリストに表示されます。 

• 対応するローミングウィンドウを閉じた後、新しいチャンネルはエンコードチャン
ネルのリソースリストから削除されます。 

 
 
 

4.4 チャンネルをグループから削除する 
 

追加したチャンネルをグループから削除することができます。 
 

追加したチャンネルをグループから削除するには、次の手順を実行します。ここでは、エ
ンコーディングチャンネルを例とします。 

 

手順 

1. [デバイス管理→グループ]の順にクリックして、グループ管理ページにアクセスしま
す。 

追加したすべてのグループが左側に表示されます。 

2. グループの[エンコーディングチャンネル]をクリックします。 

グループにインポートされたエンコーディングチャンネルが表示されます。 

3. [エンコーディングチャンネル]を選択し、[削除]をクリックしてカメラをグループから削

除します。 

4. オプション：グループからすべてのエンコーディングチャンネルを削除します。 

1) [インポート]をクリックします。 

すべてのグループとそのグループ内のエンコーディングチャンネルが表示されます。 

2) マウスをグループに移動させます。 

3) グループからすべてのカメラを削除するには、グループ名の近くにある をクリック
します。 

 
 

4.5 グループを削除する 
 

必要に応じて、グループを削除できます。 
 

グループを削除するには、次の手順を実行します。 
 

手順 

1. [デバイス管理→グループ]の順にクリックして、グループ管理ページにアクセスしま
す。 

2. グループを削除します。 

- グループを選択して をクリックします。 

- マウスをグループに移動させ、 をクリックします。 

選択したグループとその中のリソースが削除されます。 
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第 5章 ライブビュー 
 

 
 

監視作業では、追加したネットワークカメラ、ビデオエンコーダー、ビデオインターコム
デバイスのライブビデオをメインビューページで表示できます。また、画像のキャプチャ
ー、マニュアル録画、PTZコントロールなど、一部の基本操作もサポートされています。 

 

以下のアイコンは、カメラの各種ステータスを示します。 
 

 カメラはオンラインで、適切に動作します。 

 カメラはライブビューに切り替わっています。 

 カメラは録画ステータスに切り替わっています。 

 カメラがオフラインです。 

 
 

 

カメラに対してイベント（例えば、モーション検知）が検出されま
す。グループアイコンが に変わります。 

 
 
 
 
 
 

カメラはオフラインです。ストリームメディアサーバーが設定されて
いる場合、クライアントはストリームメディアサーバーを介してライ
ブビデオを取得できます。 

カメラのストリームメディアサーバーの設定については、「ストリー
ムメディアサーバーを介したビデオストリームの転送」を参照してく
ださい。 

 
 

5.1 ライブビューの開始と停止 
 

1台のカメラまたはグループ内のすべてのカメラのライブビューを起動することできま
す。デフォルトまたはカスタムビューモードで、ライブビューを開始することも可能で
す。 

 
 

5.1.1 1台のカメラのライブビューの開始 
 

単一のカメラのみのライブビューを開始できます。 
 

開始前 

カメラグループをライブビュー用に定義する必要があります。 

単一のカメラのライブビューを開始する必要がある場合は、次のタスクを実行します。 
 

手順 

1. メインビューページを開きます。 

2. オプション：ライブビューツールバーの をクリックして、ライブビューのウィンドウ
分割モードを選択します。 

3. オプション： をクリックして、ライブビューウィンドウの表示スケール
を設定します。 

フルスクリーン、4:3、16:9、またはオリジナル解像度の設定が可能です。 
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注記 

システム設定でライブビューと再生ウィンドウの両方の表示スケールを設定すること
もできます。詳細については、「画像のパラメータを設定する」を参照してくださ
い。 

 

4. 以下のいずれかの操作を行い、単一のカメラのライブビューを開始します。 

- グループ内のカメラをカメラリストからディスプレイウィンドウにドラッグしてライ
ブビューを起動します。 

- ライブビューを開始するには、表示ウィンドウを選択してカメラ名をダブルクリック
します。 

 

注記 

Hik-Connectデバイスの場合、カメラのライブビューまたはビデオファイルが暗号化さ
れている場合は、ストリームキーを入力する必要があります。 

 

5. オプション：ライブビューのカメラのビデオを別のウィンドウにドラッグして、ラ
イブビューの表示ウィンドウを変更します。 

6. オプション：カメラリストのカメラ名を右クリックして、必要に応じてストリームタ
イプを切り替えます。 

 

注記 

[すべてのストリームタイプ]をクリックすることで、頻繁に使用するストリームタイプ
を選択して、右クリックメニューで表示させることができます。 

 

図 5-1 頻繁に使用されるストリームタイプの選択 
 
 
 

5.1.2 カメラグループのライブビューを起動する 
 

1つのグループ内のすべてのカメラのライブビューを同時に起動することができます。 
 

開始前 

カメラグループをライブビュー用に定義する必要があります。 

カメラグループのライブビューを起動する場合は、この作業を実行してください。 
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手順 

1. メインビューページを開きます。 

2. オプション： をクリックして、ライブビューウィンドウの表示スケール
を設定します。 

フルスクリーン、4:3、16:9、またはオリジナル解像度の設定が可能です。 
 

注記 

システム設定でライブビューと再生ウィンドウの両方の表示スケールを設定すること
もできます。詳細については、「画像のパラメータを設定する」を参照してくださ
い。 

 

3. 次の操作のいずれかを実行して、グループ内のすべてのカメラのライブビュー

を起動します。 

- カメラリストからカメラグループをディスプレイウィンドウにドラッグしてライブビ
ューを起動します。 

- グループ名をダブルクリックしてライブビューを起動します。 
 

注記 

ディスプレイウィンドウ番号は、グループのカメラ番号に対して自動調整されます。 
 

4. オプション：カメラリストのグループ名を右クリックして、グループ内のカメラ
のストリームタイプを切り替えます。 

 

注記 

6、7、8、9、10番目のストリームに切り替える前に、デバイスのウェブ設定ページで
これらのストリームタイプを設定する必要があります。詳細については、デバイスの
ユーザーマニュアルを参照してください。 

 

 
 

5.1.3 デフォルトビューモードでのライブビューの開始 
 

追加したカメラのビデオは、各種ビューモードで表示できます。頻繁に使用するデフォル
トのビューモードは以下の 4つまで選択できます。1分割、4分割、9分割および 16分
割。 

 

次のタスクは、デフォルトのビューモードライブビューを開始するときに実行します。 
 

手順 

1. メインビューページを開きます。 

2. ビューパネルでデフォルトビューリストを展開するには、 をクリックします。 

3. デフォルトビューモードを選択します。 

追加したカメラのビデオは選択したビューに、一定の順番で表示されます。 

4. オプション： をクリックして、ライブビューウィンドウの表示スケール

を設定します。 

フルスクリーン、4:3、16:9、またはオリジナル解像度の設定が可能です。 



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

37 

 

 

 
 
 

注記 

システム設定でライブビューと再生ウィンドウの両方の表示スケールを設定すること
もできます。詳細については、「画像のパラメータを設定する」を参照してくださ
い。 

 

5. オプション：デフォルトモードでライブビューを開始して、以下の操作を行います。 
 

インスタン
ト再生の開
始 

 

自動切替
の開始 

カーソルをビューの上に移動して をクリックすると、ビューの
インスタント再生が開始されます。詳細については、「インスタ
ント再生」を参照してください。 

 

ビューにカーソルを移動させ、 をクリックし、ビューの自動切
替を開始します。詳細については、[ライブビューの自動切替]を
参照してください。 

 
 

5.1.4 カスタムビューの追加 
 

ライブビューのビューモードをカスタマイズできます。 
 

次のタスクは、ライブビューのカスタムビューを追加する際に実行します。 
 

手順 

1. メインビューページを開きます。 

2. ビューパネルで をクリックして新しいビューを作成します。 

3. ビューに希望の名前を入力します。 

4. [追加]をクリックしてビューを追加します。 

5. オプション：ライブビューツールバーの をクリックして、新しいビューのウィンドウ
分割モードを設定します。 

 

注記 

デフォルトでは、新しいビューは 4ウィンドウ分割です。 
 

6. 新しいビュー設定を保存するには、以下の操作のいずれかを行います。 

-  をクリックして直接ビューを保存します。 

- をクリックして、別のカスタムビューとしてビューを保存します。 

7. オプション：カスタムビューを追加してから、以下の操作を実行します。 
 

ビュー名の編集 新しいビューにカーソルを移動させ、ク

リックして 

ビュー名を編集し

ます。 

ビューの削除 新しいビューにカーソルを移動させ、ク

リックして 

ビューを削除しま

す。 

 

 

5.1.5 カスタムビューモードでのライブビューの開始 
 

追加したカメラのビデオは、カスタムビューモードで表示できます。
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開始前 

ビューモードをカスタマイズしてクライアントソフトウェアに追加します。詳細について
は、「カスタムビューを追加する」を参照してください。 

次のタスクは、カスタムビューモードライブビューを開始するときに実行します。 
 

手順 

1. メインビューページを開きます。 

2. オプション： をクリックして、ライブビューウィンドウの表示スケール
を設定します。 

フルスクリーン、4:3、16:9、またはオリジナル解像度の設定が可能です。 
 
 

注記 

システム設定でライブビューと再生ウィンドウの両方の表示スケールを設定すること
もできます。詳細については、「画像のパラメータを設定する」を参照してくださ
い。 

 

3. ビューパネルでカスタムビューリストを展開するには、 をクリックします。 

4. カスタムビューを選択します。 

5. カスタムビューモードでライブビューを起動するには、以下のいずれかの操作を実行し
てください。 

- カメラまたはカメラグループをドラッグしてウィンドウを表示し、選択したカ
スタムビューモードでライブビューを起動します。 

- カメラ名またはカメラグループ名をダブルクリックして、選択したカスタムビュ
ーモードでライブビューを起動します。 

6. オプション：カーソルをビューに移動させ、 をクリックしてビューのインスタント再

生を開始します。 
 
 

5.1.6 ライブビューの停止 
 

ライブビューを開始した後は、必要に応じて停止することができます。 
 

開始前 

ライブビューを開始します。 

次のタスクは、ライブビューを停止する際に実行します。 
 

手順 

1. メインビューページでライブビューの表示ウィンドウを選択します。 

2. ライブビューを停止するには、以下の操作のいずれかを行います。 

- 表示ウィンドウにカーソルを移動させ、右上隅に表示される をクリックし、この
表示ウィンドウのライブビューを停止します。 

- 表示ウィンドウを右クリックして右クリックメニューを開き、メニューの[ライブ
ビューの停止]をクリックしてライブビューを停止します。 

- すべてのライブビューを停止するには、ライブビューツールバーの をクリックしま

す。 
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5.2 ライブビューでの自動切替 
 

ライブビューでカメラやビューを自動で切り替えることができます。 
 

ライブビューで自動切替を行う際には、以下の 3つのモードを利用できます。 

• デフォルトビューでのすべてのカメラの自動切替 

• グループ内のカメラの自動切替 

• カスタムビューの自動切替 
 
 
 

5.2.1 デフォルトビューでのすべてのカメラの自動切替 
 

カメラリストのすべてのカメラのビデオは、選択したデフォルトのビューに自動的に切
り替えることができます。 

 

このタスクは、デフォルトビューですべてのカメラの自動切替を行う必要があるときに

実行します。 
 

手順 

1. メインビューページを開きます。 

2. ツールバーの をクリックして、切替間隔の選択またはカスタマイズを行います。 

3. デフォルトビューを選択して、選択したビューノードの をクリックします。 

カメラリストのすべてのカメラは、選択したデフォルトビューで自動切替を開始しま

す。 

4. オプション：デフォルトビューですべてのカメラの自動切替を開始した後に、以下
の操作を行います。 

 

自動切替の一時停
止/再開 

 

前/次のビデオの表
示 

 

/ をクリックして、デフォルトビューでのすべて
のカメラの自動切替の一時停止/再開を行います。 

 

/ をクリックして、前後のカメラのライブビデオを表示

します。 

 
 

5.2.2 グループ内のカメラの自動切替 
 

同じグループのカメラのビデオストリームは、選択した表示ウィンドウで自動的に切り替
わります。 

 

グループ内でカメラを自動切替する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. メインビューページを開きます。 

2. 自動切替の表示ウィンドウを選択します。 

3. ツールバーの をクリックして、切替間隔の選択またはカスタマイズを行います。 

4. グループを選択してグループノードの をクリックします。 

選択したグループのカメラがディスプレイウィンドウで自動切替を開始します。 
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注記 

自動切替が開始すると、オーディオはデフォルトでオフに切り替わります。 
 

5. オプション：グループでカメラの自動切替を開始してから、次の操作を行います。 
 

自動切替の一時停
止/再開 

 

前/次のビデオの表
示 

 

/ をクリックして、グループ内のカメラの自動切
替を一時停止/再開します。 

 

/ をクリックして、前後のカメラのライブビデオを表示

します。 

 
 
 

5.2.3 カスタムビューの自動切替 
 

設定したカスタムビューは、1つずつ自動的に切り替えることができます。 
 

開始前 

カスタムビューを追加します。詳細については、「カスタムビューの追加」を参照してくださ
い。 

このタスクは、カスタムビューの自動切替を行う必要があるときに実行します。 
 

手順 

1. メインビューページを開きます。 

2. ツールバーの をクリックして、切替間隔の選択またはカスタマイズを行います。 

3. カスタムビューノードの をクリックします。 

設定したすべてのカスタムビューが自動切替を開始

します。 

4. オプション：カスタムビューの自動切替を開始した後で、以下の操作を行います。 
 

自動切替の一時停止/再開 クリック /  をクリックしてカスタムビューの自動

切替の一時停止/再開を行います。 

前/次のビデオの表示 クリック /  をクリックして、前後のカメラのライ

ブビデオを表示します。 
 

 

5.3 PTZコントロール 
 

本ソフトウェアでは、パン/チルト/ズーム機能を備えたカメラに PTZコントロールを利
用できます。PTZコントロール中に、プリセット、巡回、パターンを設定できます。ま
た、PTZを制御するための新しいウィンドウを開くこともできます。 

 

注記 

Hik-Connectデバイスは、上下左右の方向への PTZの移動にのみ対応しています。 
 

PTZコントロールパネルには、次のアイコンがあります。
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アイコン 名称 説明 

 
 

 
 
 
 

手動トラッキング 自動トラッキング機能付きスピードドームの場
合、自動トラッキングを有効にします（右クリ
ックメニューから）。ビデオをクリックしてタ
ーゲットを手動でトラッキングするには、アイ
コンをクリックします。 

 
 
 

 

メニュー アナログスピードドームの場合は、アイコンを
クリックしてローカルメニューを表示します。
メニューの詳しい操作については、スピードド
ームのユーザーマニュアルを参照してくださ
い。 

 
 
 

 

ワンタッチ巡回 ワンタッチ巡回機能付きスピードドームの場
合、アイコンをクリックすると、スピードドー
ムが事前に定義されたプリセット番号 1からプ
リセット番号 32まで順に巡回を開始します
（パーク時間）。パーク時間の設定について
は、スピードドームのユーザーマニュアルを参
照してください。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

ワンタッチパーク ワンタッチパーク機能付きスピードドームの場
合、アイコンをクリックすると、スピードドー
ムが現在のビューをプリセット番号 32に保存
します。デバイスは、一定時間操作がないと自
動的にプリセット番号 32でパークを開始しま
す（パーク時間）。パーク時間の設定について
は、スピードドームのユーザーマニュアルを参
照してください。 

 

 

5.3.1 プリセットの設定 
 

プリセットは事前に定義された画像位置です。これには、パン、チルト、フォーカス、そ
の他パラメータの情報が含まれます。 

 

このタスクは、PTZカメラのプリセットを追加する必要がある場合に実行します。 
 

手順 

1. メインビューページを開き、PTZカメラのライブビューを開始します。 

2. をクリックして、PTZコントロールパネルを展開します。 

3. [プリセット]をクリックして、[PTZプリセット設定]パネルに移動します。 

4. PTZコントロールパネルの方向ボタンとその他のボタンをクリックして、希望のビュー
にカメラを 

動かします。 

5. プリセットリストから PTZプリセット番号を選択し、 をクリックしてダイアログを開
きます。 

6. ダイアログでプリセット名を入力します。 

7. [OK]をクリックします。
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8. オプション：プリセットを設定した後に、以下の操作を行います。 
 

プリセット リスト内の設定済みプリセットをダブルクリックするか、プリセット 

の呼び出し を選択して をクリックし、プリセットを呼び出します。キーボード
の数字キー（4など）を押して、プリセット 1～9を呼び出し、キーボ
ードの[数字キー（124 など）]を押して他のプリセットを呼び出すこ
ともできます。 

 

注記 

プリセット番号は 1～256です。 
 

プリセット リストから設定済みのプリセットを選択し、 をクリックして編集し 

の編集 ます。 
 

プリ
セッ
トの
削除 

 

リストから設定済みのプリセットを選択し、 をクリックして削除し

ます。 

 
 
 

5.3.2 巡回の設定 
 

巡回は、ユーザーが定義した一連のプリセットで指定されているスキャントラックで、2

つのプリセット間のスキャン速度と、別々にプログラム可能なプリセットでの滞在時間が
含まれます。 

 

開始前 

1つの PTZカメラに、2つ以上のプリセットを追加します。 

このタスクは、PTZカメラの巡回を追加する必要がある場合に実行します。 
 

手順 

1. メインビューページを開き、PTZカメラのライブビューを開始します。 

2. をクリックして、PTZコントロールパネルを展開します。 

3. [巡回]をクリックして、[PTZ巡回設定]パネルに移動します。 

4. ドロップダウンリストからパス No.を選択します。 

5. をクリックして、巡回番号の追加ダイアログを開きます。 

6. ダイアログで、プリセットの滞在時間と巡回速度を設定します。 
 

注記 

プリセットの滞留時間は 1秒から 30秒の間で設定でき、巡回速度はレベル 1からレ
ベル 40の間で設定できます。 

 

7. [OK]をクリックします。 

8. その他のプリセットを巡回に追加するには、手順 5、6、7を繰り返します。 

9. オプション：巡回を設定した後に、以下の操作を行います。 
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巡回の呼び出し をクリックして巡回を呼び出します。 
 

巡回の停止 をクリックして巡回の呼び出しを停止します。 
 

巡回のプリセット 巡回パスのプリセットを選択し、 をクリックしてプリセ 

の編集 ットを編集します。 
 

巡回からのプリセ
ットの削除 

 

巡回パスのプリセットを選択し、 をクリックして巡
回からプリセットを削除します。 

 
 

5.3.3 パターンの設定 
 

パターンは、記憶した一連のパン、チルト、ズーム、プリセット機能です。この

タスクは、PTZカメラのパターンを追加する必要がある場合に実行します。 

手順 

1. メインビューページを開き、PTZカメラのライブビューを開始します。 

2. をクリックして、PTZコントロールパネルを展開します。 

3. [パターン]をクリックして、[PTZパターン設定]パネルに移動します。 

4. をクリックして、このパターンパスの記録を開始します。 

5. 方向ボタンを使用して、PTZの動作を制御します。 

6. をクリックして、記録を停止し、記録したパターンを保存します。 
 
 

7. オプション：パターンを設定した後に、以下の操作を行います。 
 

パターンの呼び出

し 

クリック  パターンを呼び出します。 

パターンの呼び出

しの停止 

クリック  パターンの呼び出しを停止します。 

パターンの削除 1つのパターンを選択し、 をクリックしてパターンを削除しま 

 す。 
 

すべてのパタ をクリックして、すべてのパターンを削除します。 

ーンの削除 
 

 

5.4 手動による録画とキャプチャー 
 

ライブビューを行っている際は、手動によるビデオの録画と画像のキャプチャーを行うこ
とができます。そして、ローカル PCで録画したビデオファイルやキャプチャー画像を表
示できます。 

 
 

5.4.1 手動によるビデオ録画 
 

マニュアル録画機能では、メインビューページにおいてマニュアルでライブビデオを
録画できます。また、ローカル PCにビデオファイルを保存できます。
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このタスクは、手動でビデオを録画する必要がある場合に実行します。 
 

手順 
 

注記 

ライブビュー中の手動記録は、Hik-Connectデバイスに対応していません。 
 

1. メインビューページを開きます。 

2. ライブビューの開始 

3. マニュアル録画を開始するには、以下の操作のいずれかを実行します。 

- ライブビューの表示ウィンドウにカーソルを移動させ、ツールバーを表示し、ツ
ールバーの をクリックします。 

- 表示ウィンドウを右クリックし、右クリックメニューの[録画の開始]をクリ

ックします。アイコン が に変わります。インジケーター が表示ウィンド

ウの右上隅に 

表示されます。 

4. マニュアル録画を停止するには、 をクリックします。 

録画したビデオファイルは自動的にローカル PCに保存されます。また、保存パス情
報が記載された小さなウィンドウがデスクトップの右下隅に表示されます。 

 

注記 

録画したビデオファイルの保存パスは、システム設定ページで設定できます。詳細に
ついては、「ファイルの保存パスの設定」を参照してください。 

 
 
 

5.4.2 ローカルビデオの表示 
 

ローカル PCに保存されている記録済みビデオファイルを見ることができます。 
 

開始前 

ライブビデオを記録します。 

ローカルビデオファイルを表示する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. 1.左上の[ファイル→ビデオファイルを開く]の順にクリックして、ビデオファイルペー
ジを開きます。 

2. カメラグループリストから検索するカメラを選択します。 

3. をクリックして、検索の開始時間と終了時間を指定します。 

4. [検索]をクリックします。 

開始時間と終了時間の間に録画されたビデオファイルは、サムネイル形式でページに
表示されます。 

5. オプション：検索後に、以下の操作を行います。 
 

ビデオファ
イルの削除 

 

ビデオファイルを選択し、[削除]をクリックしてビデオファイルを削

除します。 
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メールの送信 ビデオファイルを選択し、[メールの送信]をクリックして、選
択したビデオファイルを添付したメール通知を送信します。 

 

注記 

メール通知を送信するには、続行する前にメール設定を構成する必
要があります。詳細については、「メールのパラメータを設定す
る」を参照してください。 

 

ローカル
ビデオの
保存 

ビデオファイルを選択し、[名前を付けて保存]をクリックしてビデオ

ファイルの新しいコピーを保存します。 

 

再生 ビデオファイルをダブルクリックして、ローカル再生を開始します。 
 

 

5.4.3 画像のキャプチャー 
 

ライブビュー中に画像をキャプチャーすることができます。 
 

このタスクは、ライブビューの際に画像をキャプチャーする必要がある場合に実行しま

す。 
 

手順 

1. メインビューページを開き、カメラのライブビューを開始します。 

2. 画像をキャプチャーするには、以下の操作のいずれかを行います。 

- ライブビューの表示ウィンドウにカーソルを移動させ、ツールバーを表示し、ツ
ールバーの をクリックします。 

- 表示ウィンドウを右クリックし、右クリックメニューの[キャプチャー]をクリックし

ます。 
 
 

キャプチャー画像は、ローカル PCに自動的に保存されます。ピクチャープレビューと
保存パス情報の含まれた小さなウィンドウがデスクトップの右下隅に表示されます。 

 

注記 

キャプチャー画像の保存パスは、システム設定ページで設定できます。詳細について
は、「ファイルの保存パスの設定」を参照してください。 

 

 
 

5.4.4 キャプチャー画像の表示 
 

ライブビューでキャプチャーした画像は、ソフトウェアを実行している PCに保存されま
す。必要であれば、キャプチャー画像を表示できます。 

 

開始前 

ライブビューで画像をキャプチャーします。 



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

46 

 

 

キャプチャーした画像を表示する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
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手順 

1. 左上の[ファイル→画像ファイルを開く]の順にクリックして、ビデオファイルページを
開きます。 

2. カメラグループリストから検索するカメラを選択します。 

3. をクリックして、検索の開始時間と終了時間を指定します。 

4. [検索]をクリックします。 

開始時間と終了時間の間にキャプチャー画像は、サムネイル形式でページに表示されま
す。 

5. オプション：検索後に、以下の操作を行います。 
 

画像の拡大 画像のサムネイルをダブルクリックして拡大し、見やすくします。 
 

画像の印刷 キャプチャー画像を選択し、[印刷]をクリックして、選択した画像を 

 プリントアウトします。 
 

画像の削除 キャプチャー画像を選択して、[削除]をクリックして、選択した画像 

 を削除します。 
 

メールの送信 キャプチャーした画像を選択し、[メールの送信]をクリック
して、選択した画像を添付したメール通知を送信します。 

 

画像の保存 キャプチャー画像を選択して、[名前を付けて保存する]をクリッ
クし、選択した画像の新しいコピーを保存します。 

 

 

5.5 簡易再生 
 

インスタント再生では、注目に値する、あるいは一見して不明確なビデオのあるセクショ
ンを表示します。そのため、メインビューページでビデオファイルを即座に再生し、必要
に応じてすぐにレビューを得ることができます。 

 
 

開始前 

ビデオファイルを記録し、それらを DVR、NVR、ネットワークカメラなどの SD/SDHCカ
ードや HDDなどのストレージデバイスに保存します。 

ストレージデバイス、またはストレージサーバーに保存します。 

このタスクは、インスタント再生を開始する必要がある場合に実行します。 
 

手順 

1. メインビューページを開き、ライブビューを開始します。 

2. インスタント再生のプリプレイ期間リストを表示するには、以下の操作のいずれかを行
います。 

- 表示ウィンドウにカーソルを移動させ、ツールバーを表示して をクリックします。 

- 表示ウィンドウを右クリックし、右クリックメニューの[インスタント再生に切り替
える]を選択します。 

- ビューパネルのデフォルトビューまたはカスタムビューノードにカーソルを移動さ
せ、 をクリックします。 

30秒、1分、3分、5分、8分、10分のプリプレイ期間リストが表示されます。
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3. 表示されたリストから期間を選択し、インスタント再生を開始します。 
 

例 

3分を選択すると、ライブビューの現在の時間が 09:30:00である場合は、インスタン
ト再生が 09:27:00から開始されます。 

インスタント再生中に、インジケーター が表示ウィンドウの右上隅に表示されま
す。 

4. オプション：インスタント再生を停止してライブビューに戻るには、 を再びクリック

します。 
 
 

5.6 ウィンドウ分割のカスタマイズ 
 

このクライアントソフトウェアでは、事前に定義されている複数のタイプのウィンド
ウ分割を利用できます。また、必要に応じてカスタマイズしたウィンドウ分割を設定
することもできます。 

 

このタスクは、ウィンドウ分割のカスタマイズを行う必要がある場合に実行します。 
 

手順 
 

注記 

最大 5つのウィンドウ分割をカスタマイズできます。 
 

1. メインビューまたはリモート再生ページを開きます。 

2. ライブビューまたは再生ツールバーの をクリックします。 

3. [編集]を選択してカスタムウィンドウ分割ページを開きます。 

4. [追加]をクリックして[カスタムウィンドウ分割の追加]ダイアログを開きます。 

5. 新しいウィンドウ分割に希望の名前を設定し、[OK]をクリックします。 

6. ウィンドウ分割は 3x3、4x4、5x5、または 6x6として選択します。 
 

注記 

リモート再生については、最大 16個のウィンドウを同時に再生できます。そのため、
16個を超えるウィンドウのあるカスタムウィンドウ分割は無効となります。 

 

7. オプション：マウスをドラッグして調整ウィンドウを選択し、[結合]をクリックし
てウィンドウ全体として結合します。 

8. [保存]をクリックします。 
 

次にすること 

をクリックすると、メインビューまたはリモート再生ページに戻ります。 
 
 

5.7 魚眼カメラのライブビュー 
 

魚眼カメラの場合、魚眼レンズモードでライブビューを開始したり、プリセットや巡
回を設定したり、PTZコントロールを実行したりできます。
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5.7.1 魚眼レンズモードでライブビューを実行する 
 

魚眼レンズ拡張モードでカメラのライブビデオを再生することができます。 
 

魚眼カメラの魚眼モードでライブビューを起動する必要がある場合は、この作業を実行し

てください。 
 

手順 

1. メインビューページを開き、魚眼カメラのライブビューを起動します。 

2. ビデオを右クリックして[魚眼レンズ拡張]を選択し、魚眼レンズ拡張ウィンドウにアク
セスします。 

3. 実際の取り付け位置に応じて魚眼カメラの取り付けタイプを選択します。 

4. 必要に応じてライブビューの拡張モードを選択します。 

魚眼レンズ 

魚眼ビューモードでは、カメラの広角ビュー全体が表示されます。このビューモー
ドは、魚の凸状の目の視界に近いため魚眼レンズと呼ばれています。レンズは広い
範囲の曲線状の画像を生成する一方、画像内のオブジェクトの遠近感と角度を歪め
ます。 

パノラマ 

パノラマビューモードでは、いくつかのキャリブレーション方法により歪んだ魚
眼画像が通常の透視画像に変換されます。 

PTZ 

PTZビューは、魚眼ビューまたはパノラマビューで定義された領域のクローズア
ップビューであり、e-PTZとも呼ばれる電子 PTZ機能に対応しています。 

 

注記 

各 PTZビューは、魚眼ビューとパノラマビューにおいて特定のナビゲーションボッ
クスでマークされています。魚眼ビューまたはパノラマビューのナビゲーションボ
ックスをドラッグして PTZビューを調整するか、または PTZビューをドラッグし
てビューを目的の角度に調整できます。 

 

5. オプション：魚眼レンズモードでライブビューを開始した後、以下の操作を行ってくだ

さい。 
 

キャプチャー ウィンドウを右クリックして[キャプチャー]を選択し、ライブビュ
ープロセスで画像をキャプチャーします。 

 

全画面
表示 

 

再生中のウィンドウを右クリックして、選択したウィンドウを
全画面モードに切り替えます。 

 
 

5.7.2 魚眼レンズモードでの PTZコントロール 
 

魚眼レンズモードでは、PTZを制御して PTZウィンドウを調整できます。
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注記 

PTZパネルはデバイスによって異なります。 
 

PTZコントロールパネルでは、以下の機能を利用できます。 

• PTZウィンドウを選択し、方向ボタンをクリックして視野角を調整します。もしくは、
魚眼レンズまたはパノラマウィンドウの番号ラベルをドラッグして、PTZウィンドウの
視野角を変更します。 

• PTZウィンドウを選択し、 をクリックしてオートスキャンを開始し、もう一度クリッ

クしてオートスキャンを停止します。 

• のスライダーをドラッグして、PTZの移動速度を調整しま
す。 

• または をクリックするか、マウスホイールをスクロールして、選択した PTZウィン
ドウを拡大または縮小します。 

 
 

プリセットの設定 
 

魚眼レンズモードでは、ユーザー定義のモニター位置/ポイントであるプリセットを設定
し、プリセット番号を呼び出すだけで監視シーンを定義した位置に変更できます。 

 

魚眼レンズモードでプリセットを設定する必要がある場合は、この作業を実行してくださ

い。 
 

手順 
 

注記 

特定の魚眼カメラのみがプリセットの設定をサポートし、最大 256のプリセットを魚眼モ
ードで設定できます。 

 

1. メインビューページを開き、魚眼カメラのライブビューを起動します。 

2. ビデオを右クリックして[魚眼レンズ拡張]を選択し、魚眼レンズ拡張ウィンドウにアク
セスします。 

3. [プリセット]タブをクリックして、プリセット設定パネルにアクセスします。 

4. PTZウィンドウを選択し、プリセットとしてマークしたい場所にシーンを調整します。 

5. をクリックしてプリセットの追加ウィンドウを開きます。 

6. プリセット名を入力します。 

7. [OK]をクリックします。 

8. オプション：プリセットを設定したら、次の操作を実行します。 
 

プリセットの

呼び出し 

プリセットを選択してク

リックし、 

設定したプリセットを呼

び出します。 

プリセットの

削除 

プリセットを選択してク

リックし、 

設定したプリセットを削

除します。 
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巡回の設定 
 

魚眼レンズモードでは、2つのプリセット間のスキャン速度とプリセットでの滞留時間
を別々にプログラム可能にして、ユーザー定義のプリセットのグループで指定された
スキャントラックである巡回を設定できます。 

 

開始前 

2つ以上のプリセットを設定します。 

魚眼レンズモードで巡回を設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

特定の魚眼カメラのみが巡回の設定をサポートし、最大 32の巡回を魚眼レンズモードで設
定できます。 

 

1. メインビューページを開き、魚眼カメラのライブビューを起動します。 

2. ビデオを右クリックして[魚眼レンズ拡張]を選択し、魚眼レンズ拡張ウィンドウにアク
セスします。 

3. [巡回]タブをクリックして、巡回設定パネルにアクセスします。 

4. ドロップダウンリストからパス No.を選択します。 

5. をクリックして巡回番号の追加ウィンドウを開きます。 

6. プリセットの滞留時間と巡回速度を設定します。 
 

注記 

滞留時間は 1秒から 120秒の範囲であり、巡回速度の範囲は 1〜40です。 
 

7. [OK]をクリックします。 

8. その他のプリセットを巡回に追加するには、手順 5、6、7を繰り返します。 

9. オプション：巡回を設定したら、次の操作を実行します。 
 

巡回のプリセット 巡回パスのプリセットを選択し、 をクリックしてプリセ 

の編集 ットを編集します。 
 

巡回からのプリセ
ットの削除 

 

巡回パスのプリセットを選択し、 をクリックして巡
回からプリセットを削除します。 

 

巡回の呼び出し をクリックして巡回を呼び出します。 
 

巡回の停止 をクリックして巡回の呼び出しを停止します。 
 

 

5.8 マスタースレーブのリンケージを行う 
 

マスタースレーブのトラッキング機能に対応しているボックスまたはバレットカメラは、
ユーザーの要求に応じてターゲットを見つけるか、トラッキングすることができます。 
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注記 

• この機能は特定のボックスカメラまたはバレットカメラにのみ対応しています。 

• 自動トラッキング機能付きスピードドームは、ボックスカメラまたはバレットカメラの
近くで取り付ける必要があります。 

 

 

5.8.1 マスタースレーブトラッキングルールを設定する 
 

ライブビュー中にマスタースレーブトラッキングを実行する前に、VCA検出ルールの設定、ス
ピードドームへのリンク、カメラとスピードドームのキャリブレーションなど、ボックスカメ
ラまたはバレットカメラのマスタースレーブのトラッキングルールを設定する必要がありま
す。 

 
 

侵入検知ルールを設定する 
 

バレットボックスまたはボックスカメラの VCA検出ルールを設定する必要があります。
VCAイベントがトリガーすると、クライアントはスピードドームをトリガーさせてター
ゲットのトラッキングを可能にします。ここでは、侵入検知を例とします。 

 

バレットカメラまたはボックスカメラの侵入検知ルールを設定するには、この作業を実行

してください。 
 

手順 

1. デバイス管理ページを開き、ボックスカメラまたはバレットカメラを選択します。 

2. [リモート設定→VCA設定→ルール→ルール設定]の順にクリックして、ルール設定ペー
ジにアクセスします。 
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図 5-2 ルール設定 
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3. ルールを追加するには、ルールリストパネルで[追加]をクリックします。 

4. イベントタイプとして侵入を選択します。 

5. をクリックすると、ライブビデオに検出領域が描画されます。 

6. [保存]をクリックします。 
 
 

スピードドームを連動する 
 

ボックスカメラまたはバレットカメラのマスタースレーブトラッキングを設定するとき
は、カメラをスピードドームに連動し、トラッキング用のスピードドームの PTZ位置を
設定できます。 

 

この作業を実行して、ボックスカメラまたはバレットカメラをマスタースレーブトラッキ

ングのスピードドームに連動します。 
 

手順 

1. デバイス管理ページを開き、ボックスカメラまたはバレットカメラを選択します。 

2. [リモート設定]→[高度な設定]→[マスタースレーブトラッキング]の順にクリックして、 

マスタースレーブトラッキング
の設定ページにアクセスしま

す。 

3. スピードドームログインウィンドウを開くには、表示ウィンドウで[ログイン]をクリッ
クします。 

 

図 5-3 スピードドームのログインウィンドウ 

4. スピードドームの IPアドレス、ポート番号、ユーザー名、パスワードを入力します。 

5. [ログイン]をクリックしてスピードドームにログインします。 

6. [PTZ]をクリックし、方向矢印を使用してスピードドームを水平位置に調整します。 
 

次にすること 

ボックスカメラまたはバレットカメラ、リンクされたスピードドームをキャリブレートし
ます。詳細については「カメラとスピードドームを自動で 

キャリブレートする」または「カメラとスピードドームを手動でキャリブレートする」を
参照してください。 
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カメラとスピードドームを自動でキャリブレートする 
 

バレットカメラまたはボックスカメラのマスタースレーブトラッキングルールを設定す
るときは、カメラとスピードドームをキャリブレートする必要があります。自動と手動
を含む 2つのキャリブレーションモードが利用可能です。ここでは自動キャリブレーシ
ョンについて紹介します。 

 
 

開始前 

カメラをスピードドームにリンクします。詳細については「スピードドームを連動する」
を参照してください。 

カメラとスピードドームを自動でキャリブレートするには、この作業を実行してくださ

い。 
 

手順 

1. デバイス管理ページを開き、ボックスカメラまたはバレットカメラを選択します。 

2. [リモート設定]→[高度な設定]→[マスタースレーブトラッキング]の順にクリックして、 

マスタースレーブトラッキングの設定ページにアクセスします。 

3. キャリブレーションパネルの右下にあるキャリブレーションモードを、自動キャリブレ
ーションに設定します。 

4. ドームとカメラのライブビューがほぼ同じになるように、スピードドームのビューを拡
大/縮小します。 

5. [保存]をクリックします。 
 
 

カメラとスピードドームを手動でキャリブレートする 
 

バレットカメラまたはボックスカメラのマスタースレーブトラッキングルールを設定す
るときは、カメラとスピードドームをキャリブレートする必要があります。自動と手動
を含む 2つのキャリブレーションモードが利用可能です。ここでは手動キャリブレーシ
ョンについて紹介します。 

 

開始前 

カメラをスピードドームにリンクします。詳細については「スピードドームを連動する」
を参照してください。 

カメラとスピードドームを手動でキャリブレートするには、この作業を実行してくださ

い。 
 

手順 

1. デバイス管理ページを開き、ボックスカメラまたはバレットカメラを選択します。 

2. [リモート設定]→[高度な設定]→[マスタースレーブトラッキング]の順にクリックして、 

マスタースレーブトラッキングの設定ページにアクセスします。 

3. キャリブレーションパネルの右下にあるキャリブレーションモードを、手動キャリブレ
ーションに設定します。 

4. リストから 1番目のサイトを選択して をクリックします。 

ライブビューページの中央に青い十字が表示され、選択したサイトのデジタルズーム
ビューが右側に表示されます。 
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5. 他の手動キャリブレーションサイトを追加するには、手順 4を繰り返します。 
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図 5-4 キャリブレーションサイト 

6. ライブビューページで 4つのキャリブレーションサイト間の距離を均等に調整します。 

7. 1番目のキャリブレーションサイトを選択します。 

右側に 1番目のサイトのデジタルズームビューが表示されます。 

8. スピードドームのライブビューと選択したサイトのデジタルズームビューがほぼ同
じであることを確認するために、スピードドームのビューを移動または拡大/縮小し
ます。 

9. をクリックして現在のサイト位置情報を保存します。 

10. 他のサイトの位置を設定するには、手順 7、8、9を繰り返します。 

11. [保存]をクリックします。 
 
 

5.8.2 マスタースレーブトラッキングを有効にする 
 

ライブビュー中に、マスタースレーブトラッキングを有効にして、スピードドーム付きの
バレットカメラまたはボックスカメラのビューに表示されるターゲットを特定またはトラ
ッキングできます。 

 

開始前 

ボックスカメラまたはバレットカメラのマスタースレーブトラッキングルールを設定しま
す。 

ボックスカメラまたはバレットカメラのマスタースレーブトラッキングを有効にする必

要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. メインビューページにアクセスし、ボックスカメラまたはブレットカメラのライブビュ
ーを起動します。 

2. ライブビューウィンドウを右クリックし、[マスタースレーブトラッキングを有効にす
る]をクリックします。 

設定された VCAルールがターゲットによってトリガーすると、連動されたスピードド
ームが自動マスタースレーブトラッキングを実行し、ターゲットフレームが緑色から
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赤色に変わります。 
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5.9 サーマルカメラのライブビュー 
 

サーマルカメラの場合は、ライブビュー中に火源情報と温度を表示できます。手動で
温度を測定して、ライブビュー画像の温度情報を取得することもできます。 

 
 

5.9.1 ライブビュー中に火源情報を表示する 
 

ライブビュー中に、検出された火源情報を見ることができます。 
 

開始前 

サーマルデバイスのアラームルールを設定します。詳細はデバイスのユーザーマニュ
アルを参照してください。 

ライブビュー中に火源情報を表示する必要がある場合は、この作業を実行し

てください。 
 

手順 

1. メインビューページにアクセスし、サーマルカメラのライ
ブビューを起動します。 

 

注記 

ライブビューの起動と停止については、「1台のカメラのライブビューを起動する」と
「ライブビューを停止する」を参照してください。 

 

2. ライブビュー画像を右クリックし、右クリックメニューの[火源情報]を選択して情報
タイプのリストを表示します。 

3. リストから情報のタイプを選択して情報を表示します。 

火源領域 

設定されたアラーム閾値よりも温度が高い領域。 

最高温度領域 

火源領域で最も気温が高い領域をマークします。緑色で表示されています。 

火源ターゲット 

目的地情報を表示します。 
 

 
 

図 5-5 ライブビュー画像上の火源情報 
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5.9.2 ライブビュー画像に温度情報を表示する 
 

ライブビデオを表示しているときに、監視シーンのリアルタイムの温度情報を表示また
は非表示にすることができます。 

 

開始前 

• デバイスの VCAソースタイプを、温度測定 + 行動分析として切り替えます。 

• デバイス温度測定機能を有効にして温度測定ルールを設定します。 

詳細については、デバイスのユーザーマニュアルを参照してください。 

ライブビュー画像に温度情報を表示する必要がある場合は、この作業を実行してくださ

い。 
 

手順 

1. メインビューページにアクセスし、サーマルカメラのライブビューを起動します。 
 

注記 

ライブビューの起動と停止については、「1台のカメラのライブビューを起動する」と
「ライブビューを停止する」を参照してください。 

 

2. 温度測定ルールで設定された領域にシーンを調整します。 

3. ライブビュー画像を右クリックして、右クリックメニューの[温度情報を表示する]を選
択します。 

ライブビュー画像に温度が表示されます。 

4. 詳細な温度情報を表示するには、画像をクリックしてください。 

 
 

図 5-6 ライブビュー画像の温度情報 

5. オプション：ライブビュー画像を右クリックして、[温度情報を非表示にする]を選択
して温度情報を非表示にします。 

 
 

5.9.3 手動で温度を測定する 
 

サーマルカメラのライブビュー中に、特定箇所または領域の温度を取得するためにライ
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ブビュー画像上に点または枠を描画することができます。 
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注記 

• 1台のカメラに最大 10個の測定ルール（点と枠）を描画することができます。 

• 複数のクライアントが 1台のカメラのライブビデオを取得しているときに、1つのクラ
イアントが測定ルール（点と枠）を追加または削除すると、 

他のクライアントのライブビューも影響を受けます。すべての 

ユーザーがカメラのライブビューを停止すると、測定ルールが消去されます。 
 

 

点の温度を手動で測定する 
 

サーマルカメラのライブビュー中に、ライブビュー画像に点を描画して、さまざまな点の
温度を測定できます。 

 

手動で点の温度を測定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. メインビューページにアクセスし、サーマルカメラのライブビューを起動します。 
 

注記 

ライブビューの起動と停止については、「1台のカメラのライブビューを起動する」と
「ライブビューを停止する」を参照してください。 

 

2. 温度測定の種類を選択するには、次の操作のいずれかを実行します。 

- ライブビュー画像を右クリックして、[手動温度測定→点別]の順に選択します。 

- ライブビューツールバーの をクリックして、[点別]を選択します。 

3. ライブビュー画像をクリックして点を描きます。 

 
 

図 5-7 点の温度測定 
 

設定された点の温度は、点の横にある画像に表示されます。 

4. オプション：手動で点の温度を測定した後、次の操作を実行してください。 
 

点の削除 [キャンセル]をクリックし、削除するライブビュー画像上の描画 

 点をクリックします。
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温度の非表示 ライブビュー画像を右クリックして、右クリックメニ
ューの[手動温度表示を無効にする]を選択します。 

 
 
 

領域内の温度を手動で測定する 
 

サーマルカメラのライブビュー中に、ライブビュー画像に枠を描画して、さまざまな領
域内の温度を測定できます。 

 

手動で領域内の温度を測定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. メインビューページにアクセスし、サーマルカメラのライブビューを起動します。 
 

注記 

ライブビューの起動と停止については、「1台のカメラのライブビューを起動する」と
「ライブビューを停止する」を参照してください。 

 

2. 温度測定の種類を選択するには、次の操作のいずれかを実行します。 

- ライブビュー画像を右クリックして、[手動温度測定]→[枠別]の順に選択しま
す。 

- ライブビューツールバーの をクリックして、[枠別]を選択します。 

3. ライブビュー画像をクリックして、領域枠を描画します。 

 
 

図 5-8 領域内の温度測定 
 

描画された領域の平均気温は、領域の横にあるライブビュー画像に表示されます。 

4. オプション：手動で領域内の温度を測定した後、次の操作を実行してください。 
 

点の削除 [キャンセル]をクリックし、削除するライブビュー画像上の描画 

 領域をクリックします。 
 

温度の非表示 ライブビュー画像を右クリックして、右クリックメニ
ューの[手動温度表示を無効にする]を選択します。 
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5.10 その他の機能 
 

補助画面プレビュー、デジタルズーム、チャンネルゼロ、双方向オーディオ、カメラ
ステータス、同期など、ライブビューで対応している機能は他にもいくつかありま
す。 

 
 

補助スクリーンプレビュー 

複数の監視シーンを簡単にプレビューするため、異なる補助画面にライブビデオを表示し
ます。 

 

注記 

最大 3つの補助画面がサポートされています。 
 

デジタルズーム 

マウスをドラッグして、右下/左下向きの矩形を描き、この領域のズームインまたはアウ
トを行います。あるいは、マウスホイールを使用して、デジタルズームモードで表示の
ズームインまたはズームアウトを行います。 

 

チャンネルゼロ 

デバイスがチャンネルゼロの場合は、Ctrlキーを押しながらダブルクリックして特定の
チャンネルを表示します。復元するには、Ctrlキーを押した状態でダブルクリックしま
す。 

 

双方向音声 

双方向音声機能を使用すると、カメラの音声トークを有効化できます。これにより、ラ
イブビデオを取得できるだけでなく、カメラからリアルタイムのオーディオを得ること
ができるようになります。デバイスに複数の双方向音声チャンネルがある場合は、チャ
ンネルを選択すると双方向音声を開始できます。 

 

注記 

• 双方向音声は、1度に 1つのカメラのみに使用できます。 

• Hik-Connectデバイスは、双方向オーディオ中のチャンネル選択に対応していません。 

 

カメラステータス 

録画ステータス、信号状態、接続番号などのカメラステータスは検出でき、確認用途で
表示できます。状況情報は、10秒ごとに更新されます。 

 

同期化 

同期化機能では、このクライアントソフトウェアを動作させている PCとデバイスの時
計を同期化する方法を提供します。 
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第 6章 リモートストレージ設定 
 

 
 

ビデオファイルとキャプチャーした画像は、ローカルデバイスの HDD、Net HDD、
SD/SDHCカード、または接続されているストレージサーバーに保存することができま
す。 

 
 

6.1 DVR、NVR、またはネットワークカメラに画像とビデオを保存

する 
 

DVR、NVR、ネットワークカメラなどの一部のローカルデバイスは、ビデオファイルや
画像ファイル用の HDD、Net HDD、SD/SDHCカードなどのストレージデバイスを提供
します。ローカルデバイスのチャンネルに録画スケジュールまたはキャプチャースケジュ
ールを設定できます。 

 

開始前 

新しく取り付けたストレージデバイスをフォーマットする必要があります。デバイスのリ
モート設定ページに移動し、 

[ストレージ]→[一般]の順にクリックし、HDDまたは SD/SDHCカードを選択し、[フォー
マット]をクリックして選択した 

ストレージデバイスをフォーマットします。 

DVR、NVR、またはネットワークカメラなどのエンコーディングデバイスに画像ファイ
ルとビデオファイルを保存する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

 

手順 
 

注記 

キャプチャースケジュールでキャプチャーされた画像はローカルデバイスに保存され、
デバイスのリモート設定ページで検索できます。 

 

1. ストレージスケジュールページを開きます。 

2. カメラグループリストでカメラを選択します。 

3. デバイスのローカル記録またはキャプチャーを有効にするには、[エンコーディングサー
バーのストレージ]下の[録画スケジュール]または[キャプチャースケジュール]に 

チェックを入れます。 

 
 

図 6-1 ローカル記録またはキャプチャーを有効にする 

4. ドロップダウンリストから記録またはキャプチャースケジュールテンプレートを選択し

ます。 
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全日テンプレート 

全日の連続記録。 
 

平日テンプレート 

午前 8時から午後 8時までの勤務時間の連続記録。 
 

イベントテンプレート 

全日のイベントトリガー録画。 
 

テンプレート 01～08 

特定のスケジュール用の固定テンプレート。必要に応じて、テンプレートを編集でき

ます。 
 

カスタム 

必要に応じてテンプレートをカスタマイズします。 
 

注記 

テンプレートを編集またはカスタマイズする必要がある場合は、「録画スケジュール
テンプレートを設定する」または「キャプチャースケジュールテンプレートを設定
する」を参照してください。 

 

5. 録画スケジュールの[高度な設定]をクリックして、記録の詳細パラメータを設定しま

す。 
 

注記 

表示される項目はデバイスによって異なります。 
 

プレ録画 

通常、イベントが発生する前に記録したい場合に、イベントトリガー記録用に使
用されます。 

ポスト録画 

イベント終了後、ビデオを一定期間記録することもできます。 

ビデオファイルの保存期間 

ビデオファイルをストレージデバイスに保存する時間は、期限切れになると削除さ
れます。値が 0に設定されている場合、ファイルは永久に保存されます。 

冗長記録 

ビデオファイルを R/W HDDだけでなく、冗長 HDDにも保存します。 

録音 

ビデオファイルを音声ありもしくはなしで録画します。 

ビデオストリーム 

録画するストリームタイプを選択します。 
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注記 

特定のタイプのデバイスでは、カメラのメインストリームとサブストリームの両方
を記録するためにデュアルストリームを選択できます。このモードでは、リモート
再生中にストリームタイプの切り替えができます。再生中のストリーム切り替えに
ついては、「通常の再生」を参照してください。 

 

6. キャプチャースケジュールの[高度な設定]をクリックして、キャプチャーの詳細パラメ

ータを設定します。 

解像度 

連続画像またはイベントでキャプチャーした画像の解像度を選択します。 

画質 

連続画像またはイベントでキャプチャーした画像の品質を設定します。 

間隔 

2つのキャプチャーアクション間の期間を指す間隔を選択します。 

キャプチャーした画像番号 

イベントでキャプチャーする画像番号を設定します。 

7. オプション：[コピー先]をクリックして、録画スケジュール設定を他のチャンネルにコ

ピーします。  

8. [保存]をクリックして設定を保存します。 
 
 

6.2 画像とビデオをストレージデバイスに保存する 
 

追加したエンコーディングデバイスのビデオファイルと画像をストレージデバイスに

保存することができます。追加したエンコーディングデバイスのビデオファイルや画

像を保存するためのストレージデバイスをクライアントに追加したり、 

リモート再生用にファイルを検索したりできます。ストレージデバイスは、 

iVMS-4200ストレージサーバー、CVR（センタービデオレコーダー）、またはその他の
NVRです。 

ここでは、iVMS-4200ストレージサーバーの設定を例とします。 
 

注記 

iVMS-4200ストレージサーバーのアプリケーションソフトウェアをインストールする必
要があり、これはクライアントインストールパッケージに含まれています。インストー
ルパッケージを実行したら、ストレージサーバーを選択して iVMS-4200ストレージサー
バーのインストールを有効にします。 
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6.2.1 ストレージサーバーを起動する 
 

初めて iVMS-4200ストレージサーバーを実行する場合は、ストレージサーバーを起動する

必要があります。ストレージサーバーを起動する必要がある場合は、この作業を実行して

ください。 

手順 

1. デスクトップの をクリックして iVMS-4200ストレージサーバーを実行します。 

 

図 6-2 ストレージサーバーのパスワード再設定 
 
 

注記 

• ストレージサーバーのポート（値：8000）が他のサービスによって占有されている
場合は、ダイアログが提示します。ストレージサーバーが正しく動作するように、
ポート番号を他の値に変更する必要があります。 

• 他の PCにインストールされている iVMS-4200ストレージサーバーにビデオファイル

を記録することもできます。 
 

2. 新しいパスワードを入力して、パスワードを確定します。 
 

注意 

デバイスのパスワードの強度は、自動的に確認されます。製品のセキュリティを高める
ため、パスワード（大文字、小文字、数字、特殊文字の中の最低でも 3種類を含む 8文
字以上を使用）をユーザー自身で変更することを強くお勧めします。また、高度なセキ
ュリティシステムでは特に、定期的にパスワードをリセットすることをお勧めします。
パスワードを月次または週次でリセットすると、製品をより安全に保護できます。 

すべてのパスワード設定やその他のセキュリティ設定は、インストール実行者とエン
ドユーザーの責任です。 

 

3. [OK]をクリックしてパスワードを変更します。 

パスワードを変更すると、ストレージサーバーが自動的に起動します。 
 

 

6.2.2 クライアントにストレージサーバーを追加する 
 

追加したエンコーディングデバイスのビデオファイルと画像を保存するために、クライア
ントにストレージサーバーを追加できます。 

 

ストレージサーバーを追加する必要がある場合、この作業を実行してください。
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手順 

1. デバイス管理ページを開きます。 

2. [デバイス]をクリックします。 

3. [Hikvisionデバイス]をクリックしてデバイスリストを表示します。 

4. iVMS-4200ストレージサーバーを追加します。 

- オンラインストレージサーバーを追加できます。詳細については「単一のオンライン
デバイスを追加する」を参照してください。 

- IPアドレスまたはドメイン名でストレージサーバーを追加できます。詳細につい
ては「IPアドレスまたはドメイン名でデバイスを追加する」を参照してください。 

 
 

6.2.3 ストレージサーバーの HDDをフォーマットする 
 

ビデオファイルと画像の保存に対して、ストレージサーバーの HDDをフォーマット

する必要があります。この作業を実行して、ストレージサーバーの HDDをフォーマ

ットします。 

 

手順 
 

注記 

HDDのフォーマットは保存用にディスクスペースを事前に割り当てることであり、フォ
ーマットされた HDDの元のデータは削除されません。 

 

1. デバイス管理ページを開きます。 

2. [デバイス]をクリックします。 

3. リストから追加したストレージサーバーを選択します。 

4. [リモート設定]をクリックします。 

5. [ストレージ]→[一般]の順にクリックして HDDフォーマットウィンドウを開きます。 

 
 

図 6-3 HDDのフォーマット 
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6. リストから HDDを選択し、[フォーマット]をクリックします。 

プロセスバーからフォーマットプロセスを確認でき、フォーマット済み HDDのステー
タスが未フォーマットから通常ステータスに変わります。 

 

 

6.2.4 ストレージ設定を構成する 
 

ストレージサーバーが使用可能になったら、カメラの録画スケジュールまたはキャプチャ
ースケジュールを設定できます。 

 

開始前 

新しく取り付けたストレージデバイスはフォーマットが必要です。 

ストレージ設定を構成する必要がある場合は、この作業を実行します。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[ストレージスケジュール]をクリックして、ストレージスケジュ
ールのページを開きます。 

2. カメラグループリストでカメラを選択します。 

3. [ストレージサーバー]ドロップダウンリストから、ストレージサーバーを選択します。 

 
 

注記 

[ストレージサーバーの管理]をクリックして、ストレージサーバーを追加、編集、また

は削除できます。 
 

4. [録画スケジュール]または[画像の保存]にチェックを入れて、イベント発生時のビデオ
ファイルまたはカメラのアラーム画像の保存を有効にします。 

5. オプション：ヒートマップ機能または人数カウント機能を備えたネットワークカメラの

場合は、 

[追加情報の保存]にチェックを入れ、[VCA設定]をクリックしてカメラの VCAルールを
設定します。 

 

注記 

VCAルールの設定に関する詳細な設定については、カメラのユーザーマニュアルを参照

してください。 
 

ヒートマップ、人数カウントデータ、道路交通データをストレージサーバーにアップロ

ードできます。 

6. ドロップダウンリストから記録またはキャプチャー用のスケジュールテンプレートを選

択します。 
 

注記 

テンプレートを編集またはカスタマイズする必要がある場合は、「録画スケジュールテ
ンプレートを設定する」 

または「キャプチャースケジュールテンプレートを設定する」を参照してください。 
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7. オプション：録画スケジュールの場合、[詳細設定]をクリックして、記録前の時
間、記録後の時間、ビデオストリームおよびその他のパラメータを設定します。 

 

注記 

iVMS-4200ストレージサーバーはメインストリームにのみ対応します。 
 

8. [クォータの設定]をクリックして、記録、画像、追加情報に対応するクォータ
を設定します。 

 

例 

記録用のクォータを 60％に設定した場合、最大 60％のストレージスペースをビデ
オファイルの保存に使用できます。 

9. [保存]をクリックして設定を保存します。 
 
 

6.3 録画スケジュールテンプレートを設定する 
 

特定の録画スケジュールテンプレートを編集したり、1つの録画スケジュールテンプレ

ートをカスタマイズしたりできます。録画スケジュールテンプレートを設定する必要

がある場合は、この作業を実行してください。 

手順 

1. ストレージスケジュールモジュールにアクセスします。 

2. テンプレート設定ウィンドウを開きます。 

- ドロップダウンリストからテンプレート 01～テンプレート 08を選択し、[編集]をク
リックします。 

- ドロップダウンリストから[カスタム]を選択します。 

3. タイムラインをドラッグして、カーソルが 

に変わったときに選択したテンプレートの期間を設定します。 
 
 

連続 

通常および連続記録。スケジュール時刻バーは、 でマークされます。 

イベント記録 

記録はイベントによってトリガーされます。スケジュール時刻バーは、 でマー

クされます。 

コマンド 

記録はコマンドによってトリガーされます。スケジュール時刻バーは、 でマーク

されます。 
 

注記 

ATM DVRがクライアントに追加されている場合、コマンドによってトリガーした記
録は ATMトランザクションでのみ使用可能です。 
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注記 

録画スケジュールでは、1日に最大 8つの期間を設定できます。 
 

4. オプション：期間を設定した後、次のうち 1つ以上を実行できます。 
 

移動 カーソルが に変わったら、期間をドラッグして移動させます。 
 

延長また
は短縮 

 

カーソルが に変わったら、期間を選択してから延長また
は短縮します。 

 

削除 設定したスケジュール期間を選択し、 をクリックして削除しま 

 す。 
 

すべて削除 をクリックして、設定されているすべての期間を削除します。 
 

コピー先 1つの日付を選択して をクリックすると、その日付の期間設
定が他の日付にコピーされます。 

5. オプション：テンプレート 01から 08の場合は、必要に応じてテンプレート名を編集で

きます。 

6. [OK]をクリックして設定を保存します。 
 

注記 

[カスタム]を選択してテンプレートをカスタマイズする場合は、[スケジュールテン
プレートとして保存]をクリックして、カスタムテンプレートをテンプレート 01か
ら 08として保存できます。 

 

 
 

6.4 キャプチャースケジュールテンプレートを設定する 
 

特定のキャプチャースケジュールテンプレートを編集したり、1つのキャプチャー

スケジュールテンプレートをカスタマイズしたりできます。キャプチャースケジュ

ールテンプレートを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

手順 

1. ストレージスケジュールモジュールにアクセスします。 

2. テンプレート設定ウィンドウを開きます。 

- ドロップダウンリストからテンプレート 01～テンプレート 08を選択し、[編集]をク
リックします。 

- ドロップダウンリストから[カスタム]を選択します。 
 
 

3. タイムラインをドラッグして、カーソルが に変わったら、選択したテンプレートの期

間を設定します。 

連続キャプチャー 

通常および連続キャプチャー。スケジュール時刻バーは、 でマークされま

す。 
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イベントキャプチャー 

キャプチャーがイベントによってトリガーされます。スケジュール時刻バーは、

でマークされます。 

4. オプション：期間を設定した後、次のうち 1つ以上を実行できます。 
 

移動 カーソルが に変わったら、編集した期間を移動できます。ま 

た、画面に表示されているタイムポイントを編集して正確な日時
の期間を設定することも可能ます。 

 

延長また
は短縮 

 

カーソルが に変わったら、選択した期間を延長したり
短縮したりできます。 

 

削除 1つの期間を選択し、 をクリックして削除します。 
 

すべて削除 をクリックして、設定されているすべての期間を削除します。 
 

コピー先 1つの日付を選択して をクリックすると、その日付の期間設定
が他の日付にコピーされます。 

5. オプション：テンプレート 01から 08の場合は、必要に応じてテンプレート名を編集で

きます。 

6. [OK]をクリックして設定を保存します。 
 

注記 

[カスタム]を選択してテンプレートをカスタマイズする場合は、[スケジュールテン
プレートとして保存]をクリックして、カスタムテンプレートをテンプレート 01か
ら 08として保存できます。 
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第 7章 リモート再生 
 

 
 

ローカルデバイスまたはストレージサーバーに保存されているビデオファイルを、カメ
ラまたはトリガーイベントで検索してからリモートで再生できます。 

 

注記 

ローカルデバイス、ストレージサーバー、またはストレージサーバーとローカルデバイ
スの両方に保存されているビデオファイルを再生するように設定できます。詳細につい
ては、「ライブビューおよび再生パラメータ」を参照してください。 

 
 

7.1 通常再生 
 

通常の再生では、ビデオファイルをカメラまたはグループで検索できます。 
 

 
 

図 7-1 通常の再生ツールバー 
 

アイコン 名称 説明 

 
 
 

 

シングルフ
レーム（リ
バース） 

ビデオファイルをフレームごとに再生します（リバー
ス）。また、マウスホイールを下にスクロールするこ
とで、フレームごとにビデオファイルフレームを再生
できます（リバース）。 

 
 
 

イベント再生 モーション検知、ビデオロス、ビデオタンパリン
グなどのイベントに基づいて記録されたビデオフ
ァイルを検索します。 

 ATM再生 ATMデバイスのビデオファイルを検索します。 

 POS再生 POS情報を含むビデオファイルを検索します。 

 
 
 

 

VCA再生 モーション検知、侵入、ラインクロスなど、VCA

イベントが発生する検索済みビデオファイルの
VCAルールを設定します。 

 
 
 

複数カメラのダ
ウンロード 

複数のカメラのビデオファイルを同時にダウンロード

します。 

 
 
 

 

ダウンロード カメラのビデオファイルをダウンロードし、ローカ
ルの PC に保存します。ファイル、日付またはタグ
によるダウンロードを選択できます。 
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アイコン 名称 説明 

 
 
 

 

タグ ビデオファイルのデフォルトタグを追加し、重要な
ビデオポイントをマークします。このタグは編集し
たり、右クリックメニューからタグ位置に行くこと
ができます。 

 
 
 

正確なポ
ジショニ
ング 

ビデオファイルを再生する正確な時点を設定します。 

 日付 ビデオファイルのある日付は、 でマークされます。 
 

注記 

Hik-Connectデバイスは通常の再生にのみ対応しています。また、逆再生、スロー再生ま
たは早送り、タグの追加の機能には対応していません。 

 

 

図 7-2 通常再生表示ウィンドウの右クリックメニュー 
 

アイコン 名称 説明 

 
 
 

 

温度情報の表示/

非表示 

再生画像の温度情報オーバーレイを有効または無効にし
ます。 
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アイコン 名称 説明 

  
 

 注記 

温度情報オーバーレイはサーマルカメラにのみ対応し
ています。 

 
 
 

 

タグ管理 重要なビデオポイントをマークするため、ビデオファイル
のデフォルト（デフォルトのタグ名は TAG）またはカスタ
ムタグ（タグ名はカスタマイズされたもの）を追加しま
す。タグを編集したり、都合よくタグの位置に移動したり
することもできます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他のキ
ャプチャー
モード 

キャプチャー画像を印刷します 

画像をキャプチャーして印刷します。 

Eメール送信 

現在の画像をキャプチャーしてから、1人以上の受信
者にメール通知を送信します。キャプチャーした画像
を添付することができます。 

カスタムキャプチャー 

現在の画像をキャプチャーします。名前を編集して保存

することができます。 
 

 
 

魚眼レンズの

拡張 

魚眼レンズ再生モードにアクセスします。詳細について
は、「魚眼レンズ再生」を参照してください。 

 

 

7.1.1 再生用のビデオストリームに切り替える 
 

オプションで、再生用にメインストリームとサブストリームの間でストリームタイプを切

り替えることができます。 
 

開始前 

記録用のビデオストリームをデュアルストリームとして設定します。 
 

注記 

詳細については、「DVR、NVR、またはネットワークカメラに画像とビデオを

保存する」を参照してください。再生用にビデオストリームを切り替えたい場

合は、この作業を実行してください。 

手順 
 

注記 

この機能はデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. グループ管理ページを開きます。 
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注記 

詳細については、「グループ管理」を参照してください。 
 

2. カメラの修正ウィンドウを開きます。 
 
 

注記 

詳細については、「チャンネルパラメータを編集する」を参照してください。 
 

3. [ビデオストリーム]フィールドでビデオストリームをメインストリームまたはサブスト

リームとして選択します。 

4. [OK]をクリックします。 
 
 

7.1.2 ビデオファイルの検索 
 

日付でビデオファイルを検索することができ、通常の再生に対して一致した結果をフィル
タリングするためにキーワードを入力することもできます。 

 

通常の再生に対してビデオファイルを検索する必要がある場合は、この作業を実行してく

ださい。 
 

手順 

1. リモート再生ページを開きます。 

2. オプション： をクリックして、検索期間の開始日と終了日を設定します。 
 

注記 

カレンダーのスケジュールで録画されたビデオファイルのある日付は、 でマークされ
ます。また、イベントに基づいて録画したビデオファイルのある日付は、 でマーク
されます。 

 

3. カメラの再生を開始し、選択したカメラのビデオファイルを検索します。再生を開
始するには、次のいずれかを実行します。 

 

注記 

最大 16台のカメラを同時に検索できます。 
 

- カメラまたはグループを表示ウィンドウにドラッグします。 

- 表示ウィンドウを選択して、開始するカメラまたはグループをダブルクリックしま
す。 

選択したグループまたはカメラの一致したビデオファイルが、リモート再生ページの
右側に時系列順に表示されます。デフォルトでは、最初のビデオファイルが自動的に
再生されます。 

4. オプション：結果をフィルタリングするには、[フィルター]フィールドにキーワードを

入力します。 
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7.1.3 ビデオファイルを再生 
 

通常の再生に対してビデオファイルを検索した後、ファイルリストまたはタイムラインで
ビデオを再生できます。 

 

このタスクは、ビデオファイルを再生する必要がある場合に実行します。 
 

手順 

1. リモート再生ページを開きます。 

2. ビデオファイルを検索します。 

3. ファイルリストまたはタイムラインでビデオを再生します。 
 
 

- 検索結果リストからビデオファイルを選択し、ビデオファイルの をクリックす
るか、またはビデオファイルをダブルクリックして、再生表示ウィンドウでビデ
オを再生します。 

- タイムラインをクリックして、通常の再生に必要な特定の時間のビデオセグメン
トを配置します。 

 

注記 

• タイムラインは、ビデオファイルの再生時間の長さを示します。また、それぞれ
のビデオファイルのタイプは色分けされます。 

• マウスホイールを使用するか、または / をクリックして、タイムラインバーの拡大

または縮小を行います。 
 
 
 

7.2 アラーム入力の再生 
 

アラーム入力がトリガーした場合、連動されたビデオでアラーム入力の再生を検索でき
ます。この機能は接続デバイスに対応していることが必要となります。 

 

アラーム入力の再生ツールバーおよび表示ウィンドウの右クリックメニューの説明につい
ては、「通常の再生」を参照してください。 

 

注記 

一部のアイコンはアラーム入力の再生に対して使用できない場合があります。 
 
 

7.2.1 ビデオファイルの検索 
 

日付でビデオファイルを検索することができ、アラーム入力の再生に対して一致した結果
をフィルタリングするためにキーワードを入力することもできます。 

 

アラーム入力の再生に対してビデオファイルを検索する必要がある場合は、この作業を実

行してください。 
 

手順 

1. リモート再生ページを開きます。
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2. をクリックして、左側にアラーム入力パネルを表示させます。 

3. オプション： をクリックして、検索期間の開始日と終了日を設定します。 

4. 選択したアラーム入力のビデオファイルを検索するには、アラーム入力の再生を開始し
ます。再生 

を開始するには、次のいずれかを実行します。 

- アラーム入力を表示ウィンドウにドラッグします。 

- 表示ウィンドウを選択して、開始するアラーム入力をダブルクリックします。 

選択したアラーム入力の一致したビデオファイルが、リモート再生ページの右側に時
系列順に表示されます。デフォルトでは、最初のビデオファイルが自動的に再生され
ます。 

5. オプション：結果をフィルタリングするには、[フィルター]フィールドにキーワードを

入力します。 
 
 
 

7.2.2 ビデオファイルを再生 
 

アラーム入力の再生に対してビデオファイルを検索した後、ファイルリストまたはタイム
ラインでビデオを再生できます。 

 

アラーム入力のビデオファイルを再生したい場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. リモート再生ページを開きます。 

2. をクリックして、左側にアラーム入力パネルを表示させます。 

3. アラーム入力のビデオファイルを検索します。 
 

注記 

アラーム入力のビデオファイルの検索の詳細については、「ビデオファイルを検索す
る」を参照してください。 

 

4. ファイルリストまたはタイムラインでビデオを再生します。 

- 検索結果リストからビデオファイルを選択し、ビデオファイルの をクリックする
か、またはビデオファイルをダブルクリックして、再生表示ウィンドウでビデオ
を再生します。 

- タイムラインをクリックして、アラーム入力の再生に必要な特定の時間のビデオ
セグメントを配置します。 

 

注記 

• タイムラインは、ビデオファイルの再生時間の長さを示します。また、それぞれ
のビデオファイルのタイプは色分けされます。 

• マウスホイールを使用するか、または / をクリックして、タイムラインバーの拡大

または縮小を行います。 
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7.3 イベント再生 
 

モーション検知、VCA検出、行動分析、またはアクセスコントロールイベント（ビデオア
クセスコントロール端末用）などのイベントによってトリガーした記録済みビデオファイ
ルを、イベント再生に対して検索できます。この機能は接続デバイスに対応していること
が必要となります。 

 

イベント再生ツールバーおよび表示ウィンドウの右クリックメニューの説明については、 

「通常の再生」を参照してください。 
 

注記 

一部のアイコンはイベント再生に対して使用できない場合があります。 
 
 

7.3.1 ビデオファイルの検索 
 

日付とイベントのタイプによってビデオファイルを検索することができます。また、キー
ワードを入力して一致した結果をイベント再生用にフィルタリングすることもできます。 

 

イベント再生に対してビデオファイルを検索したい場合は、この作業を実行してくださ

い。 
 
 

手順 

1. リモート再生ページを開きます。 

2. カメラを選択して通常再生を開始します。 
 

注記 

通常の再生開始については、「ビデオファイルを再生する」を参照してください。 
 

3. をクリックしてイベント再生を有効にします。 

デフォルトでは、モーション検知に基づいて記録されたビデオファイルが検索されま

す。 

4. オプション： をクリックして、検索期間の開始日と終了日を設定します。 
 

注記 

カレンダーのスケジュールで録画されたビデオファイルのある日付は、 でマークされ
ます。また、イベントに基づいて録画したビデオファイルのある日付は、 でマーク
されます。 

 

5. ドロップダウンリストからイベントタイプを選択して検索を開始します。 

一致したビデオファイルが、リモート再生ページの右側に時系列順に表示されます。
デフォルトでは、最初のビデオファイルが自動的に再生されます。 

6. オプション：結果をフィルタリングするには、[フィルター]フィールドにキーワードを

入力します。 
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7.3.2 ビデオファイルを再生 
 

イベント再生に対してビデオファイルを検索した後、ファイルリストまたはタイムライン

でビデオを再生できます。 
 

開始前 

カメラの通常の再生を開始します。 

イベントに基づいて記録されたビデオファイルを再生したい場合は、この作業を実行して

ください。 
 

手順 

1. リモート再生ページを開きます。 

2. リモート再生ページの をクリックしてイベント再生を有効にします。 

3. イベントに基づいて記録されたビデオファイルを検索します。 

4. ビデオファイルを再生します。 

- 検索結果リストからビデオファイルを選択し、ビデオファイルの をクリックする
か、またはビデオファイルをダブルクリックして、再生表示ウィンドウでビデオ
を再生します。 

- タイムラインをクリックして、イベント再生に必要な特定の時間のビデオセグ
メントを配置します。 

 

注記 

• タイムラインは、ビデオファイルの再生時間の長さを示します。また、それぞれ
のビデオファイルのタイプは色分けされます。 

• マウスホイールを使用するか、または / をクリックして、タイムラインバーの拡大

または縮小を行います。 
 
 
 

7.4 ATM再生 
 

ATM再生に対して、ATM DVRのビデオファイルを検索することができます。この機能
は、トランザクションルールで設定されている接続デバイスのサポートを必要とします。 

 

ATM再生ツールバーおよび表示ウィンドウの右クリックメニューの説明については、 

「通常の再生」を参照してください。 
 

注記 

一部のアイコンは ATM再生に対して使用できない場合があります。 
 
 

7.4.1 ビデオファイルの検索 
 

ATM DVRのビデオファイルは、カード番号、トランザクションタイプ、トランザクショ
ン額、ファイルの種類、または日付で検索できます。また、キーワードを入力して一致し
た結果を ATM再生用にフィルタリングすることもできます。
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ATM再生に対してビデオファイルを検索したい場合は、この作業を実行してくださ

い。 
 

手順 

1. リモート再生ページを開きます。 

2. ATM DVRのカメラを選択して通常の再生を開始します。 
 

注記 

通常の再生開始については、「ビデオファイルを再生する」を参照してください。 
 

3. をクリックして ATM再生を有効にします。 

4. 検索条件を設定します。 

カード番号別 

ATM情報に含まれるカード番号を入力します。 

トランザクションタイプおよびトランザクション額別 

検索するトランザクションタイプを選択し、関連するトランザクション額を入力しま

す。 

ファイルタイプ別 

検索するビデオファイルのタイプを選択します。 

日付別 

をクリックして、検索期間の開始日と終了日を設定します。 

5. [検索]をクリックして検索を開始します。 

選択した ATM DVRの一致したビデオファイルが、リモート再生ページの右側に時系列
順に表示されます。デフォルトでは、最初のビデオファイルが自動的に再生されます。 

6. オプション：結果をフィルタリングするには、[フィルター]フィールドにキーワードを

入力します。 
 
 
 

7.4.2 ビデオファイルを再生 
 

ATM DVRに接続されているカメラのビデオファイルを検索した後、ファイルリストまた
はタイムラインでビデオを再生できます。 

 

開始前 

ATM DVRに接続されているカメラの通常の再生を開始します。 

ATM DVRに接続されているカメラのビデオファイルを再生したい場合は、この作業を実行

してください。 
 

手順 

1. リモート再生ページを開きます。 

2. リモート再生ページの をクリックして ATM再生を有効にします。 

3. ATM DVRに接続されているカメラのビデオファイルを検索します。 

4. ビデオファイルを再生します。
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- 検索結果リストからビデオファイルを選択し、ビデオファイルの をクリックする
か、またはビデオファイルをダブルクリックして、再生表示ウィンドウでビデオ
を再生します。 

- タイムラインをクリックして、ATM再生に必要な特定の時間のビデオセグメン
トを配置します。 

 

注記 

• タイムラインは、ビデオファイルの再生時間の長さを示します。また、それぞれ
のビデオファイルのタイプは色分けされます。 

• マウスホイールを使用するか、または / をクリックして、タイムラインバーの拡大

または縮小を行います。 
 
 
 

7.5 POS再生 
 

POS再生に対して、POS情報を含むビデオファイルを検索することができます。この機
能は、POSテキストオーバーレイで設定されている接続デバイスのサポートを必要とし
ます。 

 

POS再生ツールバーおよび表示ウィンドウの右クリックメニューの説明については、 

「通常の再生」を参照してください。 
 

注記 

一部のアイコンは POS再生に対して使用できない場合があります。 
 
 

7.5.1 ビデオファイルの検索 
 

POS情報を含むビデオファイルをキーワードまたは日付で検索できます。POS再生

に対してビデオファイルを検索したい場合は、この作業を実行してください。 

手順 

1. リモート再生ページを開きます。 

2. カメラを選択して通常再生を開始します。 
 

注記 

通常の再生開始については、「ビデオファイルを再生する」を参照してください。 
 

3. をクリックして POS再生を有効にします。 

4. 検索条件を設定します。 

キーワード別 

ATM情報に含まれるカード番号を入力します。 
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注記 

一度に入力できるキーワードは 3つまでです。また、2つのキーワードはそれぞれコ
ンマで区切ります。 

 

フィルター別 

複数のキーワードの場合は、「または(|)」を選択して任意のキーワードを含む POS

情報を検索するか、もしくは「および(&)」を選択してすべてのキーワードを含む
POS情報を検索することができます。 

大文字小文字識別 

大文字と小文字を区別するキーワードで POS情報を検索するには、大文字小文字識

別にチェックを入れます。 

日付別 

をクリックして、検索期間の開始日と終了日を設定します。 

5. [検索]をクリックして検索を開始します。 

POS情報を含むビデオファイルは、リモート再生ページの右側に時系列で表示されま
す。デフォルトでは、最初のビデオファイルが自動的に再生されます。 

6. オプション：結果をフィルタリングするには、[フィルター]フィールドにキーワードを

入力します。 
 
 

7.5.2 ビデオファイルを再生 
 

POS情報を含むビデオファイルを検索した後、ファイルリストまたはタイムラインでビ
デオを再生できます。 

 

開始前 

POS情報オーバーレイで設定されているカメラの通常の再生を開始します。 

POS情報を含むビデオファイルを再生したい場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. リモート再生ページを開きます。 

2. リモート再生ページの をクリックして POS再生を有効にします。 

3. POS情報を含むビデオファイルを検索します。 

4. ファイルリストまたはタイムラインでビデオを再生します。 
 
 

- 検索結果リストからビデオファイルを選択し、ビデオファイルの をクリックする
か、またはビデオファイルをダブルクリックして、再生表示ウィンドウでビデオ
を再生します。 

- タイムラインをクリックして、POS再生に必要な特定の時間のビデオセグメン
トを配置します。 



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

85 

 

 

 
 
 

注記 

• タイムラインは、ビデオファイルの再生時間の長さを示します。また、それぞれ
のビデオファイルのタイプは色分けされます。 

• マウスホイールを使用するか、または / をクリックして、タイムラインバーの拡大

または縮小を行います。 
 
 
 

7.6 VCA再生 
 

検索したビデオファイルに VCAルールを設定して、モーション、侵入、ラインクロスな
ど、VCAイベントが発生したビデオを探すことができます。この機能は、より関心があ
るビデオを探し出して、それに赤い色で印を付けるのに役立ちます。 

 

VCAルールを設定し、VCAイベントが発生したビデオを探す必要がある場合は、この

作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

一部のデバイスでは性別や年齢、眼鏡をかけているかどうかなど、アドバンス属性を設定
して、検索したビデオファイルをフィルタリングできます。 

 

1. リモート再生ページを開きます。 

2. カメラを選択して通常再生を開始します。 
 

注記 

詳細については、「ビデオファイルを再生する」を参照してください。 
 

3. をクリックして VCA再生インターフェイスに進みます。 

4. VCAタイプを選択し、検出領域を描画して感度を設定します。 

動体検知 

事前定義された領域で発生したすべての関連するモーション検知イベントを取得しま

す。 

侵入検知 

事前定義された領域に侵入する人、車、その他の移動物体があるかどうかを検出し
ます。 

ラインクロス検知 

仮想ラインを横切る人、車、その他の移動物体を双方向で検出します。 
 

モーションの検出領域
を設定 

をクリックしてから再生ウィンドウをクリックし
て移動し、グリッド長方形を検出領域として設定
します。 
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全領域をモーション検知
領域に設定 

 

侵入検知領域の頂点設定 
 
 
 

ラインクロスの検出ラ
インを設定 

をクリックして、カメラで撮影されたすべて
の領域を検出領域として設定します。 

 

をクリックしてから再生ウィンドウをクリック
し、検出領域の頂点を設定します。 

 

をクリックしてから再生ウィンドウでドラッグ
し、検出ラインを設定します。 

 

描画された領域または をクリックします。 

ラインを削除 
 

注記 

侵入とラインクロスの場合は、[アドバンス属性]をクリックして、性別や年齢、眼鏡を
かけているかどうかなどのターゲット特徴を設定して、検索したビデオファイルをフィ
ルタリングできます。この機能はデバイスに対応していなければなりません。 

 

5. オプション： をクリックして、検索期間の開始日と終了日を設定します。 

6. [検索]をクリックします。 

定義された領域で発生した VCAイベントは、タイムライン上に赤いマークが付きます。 
 

注記 

• デフォルトでは、関係するビデオの再生速度は 1倍、関係のないビデオの再生
速度は 8倍になります。 

• システム設定で VCA再生中に関係ないビデオをスキップするように設定でき、
VCA再生中に関係ないビデオは再生されません。詳細については、「ライブビュ
ーおよび再生パラメータを設定する」を参照してください。 

 

7. 検索後にビデオファイルを再生します。 
 

注記 

• 再生コントロールツールバーと右クリックメニューの説明については、「ビデオ
ファイルを再生する」を参照してください。 

• 一部のアイコンは VCA再生に対して使用できない場合があります。 
 
 
 

7.7 同期再生 
 

同期再生では、ビデオファイルを同期して再生できます。このタスク

は、同期化にビデオファイルを再生する必要がある場合に実行します。 

手順 

 

注記 

最大 16台のカメラのビデオファイルを同時に再生できます。 
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1. リモート再生ページを開きます。 

2. 少なくとも 2台のカメラの通常の再生を開始します。 
 

注記 

詳細については、「ビデオファイルを再生する」を参照してください。 
 

3. ツールバーの をクリックして、同期再生を有効にします。 

再生中のカメラが同期再生を開始します。 

4. をクリックすると、同期再生が無効になります。 
 
 

7.8 魚眼レンズの再生 
 

魚眼カメラのビデオファイルは、魚眼レンズ拡張モードで再生できます。 
 

魚眼カメラのビデオファイルを魚眼レンズ拡張モードで再生する必要がある場合は、この

作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

その他の再生制御方法については、「通常の再生」を参照してください。一部のアイコン
は魚眼レンズの再生に対して使用できない場合があります。 

 

1. リモート再生ページを開きます。 

2. 魚眼カメラを選択して再生を開始します。 
 

注記 

再生および再生制御に関する詳細な設定については、「通常の再生」を参照してくだ
さい。 

 

3. ビデオファイルを右クリックして[魚眼レンズ拡張]を選択し、魚眼レンズ拡張モードに

アクセスします。 
 

注記 

魚眼レンズ拡張の再生時の取り付けタイプは、ライブビューの取り付けタイプに従って
設定されます。詳細については、「魚眼レンズモードでライブビューを実行する」を参
照してください。 

 

4. 必要に応じて再生の拡張モードを選択します。 

魚眼レンズ 

魚眼ビューモードでは、カメラの広角ビュー全体が表示されます。このビューモー
ドは、魚の凸状の目の視界に近いため魚眼レンズと呼ばれています。レンズは広い
範囲の曲線状の画像を生成する一方、画像内のオブジェクトの遠近感と角度を歪め
ます。
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パノラマ/デュアル 180°パノラマ/360°パノラマ 

パノラマビューモードでは、いくつかのキャリブレーション方法により歪んだ魚眼画
像が通常の透視画像に変換されます。 

 

PTZ 

PTZビューは、魚眼ビューまたはパノラマビューで定義された領域のクローズアップ
ビューであり、e-PTZとも呼ばれる電子 PTZ機能に対応しています。 

 

注記 

各 PTZビューは、魚眼ビューとパノラマビューにおいて特定のナビゲーションボッ
クスでマークされています。魚眼ビューまたはパノラマビューのナビゲーションボッ
クスをドラッグして PTZビューを調整するか、または PTZビューをドラッグしてビ
ューを目的の角度に調整できます。 

 

5. オプション：再生中のウィンドウを右クリックして、選択したウィンドウを全画面モ
ードに切り替えることができます。 

 

注記 

キーボードの Escキーを押すか、またはウィンドウを右クリックして[全画面を終了] 

を選択し、全画面モードを終了できます。 
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第 8章 ビデオファイルのダウンロード 
 

 
 

再生中に、1台または複数のカメラのビデオファイルをファイル別、日付別、またはタグ
別にローカル PCにダウンロードできます。 

 

注記 

Hik-Connectデバイスのビデオファイルをダウンロードすることはできません。 
 
 

8.1 ファイル別にダウンロードする 
 

再生中に、カメラのビデオファイルをファイル別にローカル PCにダウンロードでき

ます。ファイル別にビデオファイルをダウンロードするには、次の手順を実行しま

す。 

手順 

1. リモート再生ページにアクセスし、カメラを選択して再生を開始します。 
 

注記 

再生開始の詳細については、「リモート再生」を参照してください。 
 

2. ツールバーの をクリックしてファイルのダウンロードページを開きます。 

3. ファイルのダウンロードページの[ファイル別にダウンロード]タブをクリックします。 

選択したカメラのビデオファイルがページに表示されます。 

4. ビデオファイルにチェックを入れます。 

選択したファイルの合計サイズが計算され、下部に表示されます。 

5. [ダウンロード]をクリックして、選択したファイルのローカル PCへのダウンロードを

開始します。 

6. オプション：フローを入力し、[設定]をクリックしてダウンロード速度を制御します。 
 

注記 

フローは 0 Kbpsから 32,768 Kbpsの間でなければなりません。 
 

7. オプション：ダウンロードを手動で停止するには、[停止]をクリックします。 
 
 

8.2 日付別にダウンロードする 
 

再生中に、カメラのビデオファイルを日付別にローカル PCにダウンロードできま

す。日付別にビデオファイルをダウンロードするには、次の手順を実行してくださ

い。 

手順 
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1. リモート再生ページにアクセスし、カメラを選択して再生を開始します。 
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注記 

再生開始の詳細については、「リモート再生」を参照してください。 
 

2. ツールバーの をクリックしてファイルのダウンロードページを開きます。 

3. ファイルのダウンロードページの[日付別にダウンロード]タブをクリックします。 

4. 有効にする期間を確認し、 をクリックして開始時間と終了時間を設定します。 

設定した期間内のビデオの合計サイズが計算され、下部に表示されます。 

5. [ダウンロード]をクリックして、設定した期間のビデオファイルのローカル PCへの
ダウンロードを開始します。 

 

注記 

進行状況バーにダウンロードプロセスが表示されます。 
 

6. オプション：フローを入力し、[設定]をクリックしてダウンロード速度を制御します。 
 

注記 

フローは 0 Kbpsから 32,768 Kbpsの間でなければなりません。 
 

7. オプション：ダウンロードを手動で停止するには、[停止]をクリックします。 
 

注記 

ある期間のビデオファイルをダウンロードするときは、設定した期間内にダウンロー
ドしたビデオファイルをマージするように設定できます。ダウンロードしたビデオフ
ァイルをマージする場合は、「ライブビューおよび再生パラメータを設定する」を参
照してください。 

 

 
 

8.3 タグ別にダウンロードする 
 

再生中に、カメラのビデオファイルをタグ別にローカル PCにダウンロードできま

す。タグ別にビデオファイルをダウンロードするには、次の手順を実行します。 

手順 

1. リモート再生ページにアクセスし、カメラを選択して再生を開始します。 
 

注記 

再生開始の詳細については、「リモート再生」を参照してください。 
 

2. ツールバーの をクリックしてファイルのダウンロードページを開きます。 

3. ファイルのダウンロードページの[タグ別にダウンロード]タブをクリックします。 

追加されたすべてのタグがページに表示されます。 

4. タグを確認して、タグ時間の前後 30秒間にビデオファイルを選択します。 

選択したビデオファイルの合計サイズが計算され、下部に表示されます。 
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5. [ダウンロード]をクリックして、選択したファイルのローカル PCへのダウンロードを

開始します。 

6. オプション：フローを入力し、[設定]をクリックしてダウンロード速度を制御します。 
 

注記 

フローは 0 Kbpsから 32,768 Kbpsの間でなければなりません。 
 

7. オプション：ダウンロードを手動で停止するには、[停止]をクリックします。 
 
 

8.4 日付別に複数のカメラをダウンロードする 
 

複数のカメラの再生中は、複数のカメラのビデオファイルを日付で同時にダウンロードで
きます。 

 

以下の手順は、複数のカメラのビデオファイルを日付で同時にダウンロードするために実
行します。 

 

手順 

1. リモート再生ページにアクセスし、複数のカメラを選択して再生を開始します。 
 

注記 

再生開始の詳細については、「リモート再生」を参照してください。 
 

2. をクリックして、複数カメラのダウンロードページを開きます。 

3. カメラにチェックを入れて、対応するビデオ継続期間設定を有効化します。 

4. 各カメラのビデオの再生時間の開始時間と終了時間を設定します。 

5. オプション：[プレーヤーのダウンロード]にチェックを入れ、プレーヤーをダウンロー
ドします。 

6. [ダウンロード]をクリックし、設定した再生時間のビデオファイルのローカル PCへの
ダウンロードを開始します。 

進行状況バーにダウンロードプロセスが表示されます。 

7. オプション：フローを入力し、[設定]をクリックしてダウンロード速度を制御します。 
 

注記 

フローは 0 Kbpsから 32,768 Kbpsの間でなければなりません。 
 

8. オプション：ダウンロードを手動で停止するには、[停止]をクリックします。 
 

注記 

最大 16台のカメラのビデオファイルを同時にダウンロードできます。 
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第 9章 イベントとアラーム 
 

 
 

追加したリソースのアラームを設定し、アラームがトリガーしたときにアラームの詳細を
表示できるようにリンケージアクションを設定できます。 

 
 

9.1 アラームの設定 
 

カメラ、アラーム入力、デバイス、アクセスコントロールなどの追加されたリソースのイ
ベント検出を追加し、イベントが発生したときにリンケージアクションをトリガーさせる
ことができます。例えば、モーションが検出されると、警告音が表示されたり、ビデオ記
録が開始されたりします。 

 

注記 

• イベント検出は、設定する前にデバイスに対応していなければなりません。 

• カメライベントのイベントタイプはデバイスによって異なります。ここでは、 

いくつかのイベントタイプの設定を例に挙げます。その他のタイプについては、デバイ
スのユーザーマニュアルを 

参照してください。 
 

 

9.1.1 モーション検知アラームを設定する 
 

クライアントソフトウェアが定義された領域内で動作を検出すると、モーション検知ア
ラームがトリガーされます。警報出力、チャンネル記録、アラームのクライアントアク
ションを含むリンケージアクションを設定できます。 

 

モーション検知アラームを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

設定はデバイスによって異なります。詳細については、各デバイスのユーザーマニュアル
を参照してください。 

 

1. イベント管理ページを開き、[カメライベント]タブをクリックします。 

2. 設定するカメラを選択し、イベントタイプとして[モーション検知]を選択します。 

3. [有効化]にチェックを入れて、モーション検知を有効にします。 

4. [動的解析を有効にする]にチェックを入れると、ライブビューおよび再生で検出された
オブジェクトに緑色の長方形 

が付きます。 

5. [警備スケジュール]フィールドから警備スケジュールテンプレートを選択します。 

全日テンプレート 

全日の継続的な警備用。 
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平日テンプレート 

午前 8時から午後 8時までの勤務時間の連続警備。 

テンプレート 01～09 

特定のスケジュール用の固定テンプレート。必要に応じて、テンプレートを編集でき

ます。 

カスタム 

必要に応じてテンプレートをカスタマイズします。詳細については、「警備スケジュ
ールを設定する」を参照してください。 

6. オプション：一部のカメラの設定タイプとして[通常]または[エキスパート]を選択しま

す。 
 

注記 

エキスパートモードは主に、異なるデイ/ナイト切替に対して、各領域の領域上のオブ
ジェクトの感度と比率を設定するために使用されます。詳細については、デバイスの
ユーザーマニュアルを参照してください。 

 

7. トリガーカメラを選択します。 
 

注記 

選択したイベントが発生したときにトリガーカメラの画像をキャプチャーするには、
ストレージスケジュール内でキャプチャースケジュールとストレージを設定すること
もできます。詳細については、「リモートストレージ設定」を参照してください。 

 

モーション検知アラームが発生すると、トリガーカメラからの画像またはビデオが
ポップアップ表示されるか、またはビデオウォールに表示されます。 

8. 警備領域に定義された領域を描画します。 

- マウスをドラッグして描画します。 

- をクリックして、ビデオ領域全体を検出領域として設定します。 
 

注記 

をクリックして、すべての検出領域を消去することができます。 

9. 感度バーのスライダーをドラッグして、モーション検知の感度を調整します。 
 

注記 

値が大きいほど、検出の感度が大きくなります。 
 

10. アラームのリンケージアクションを確認します。 

アラーム出力 

警報出力機能を有効にします。警報出力ポートを選択すると、ポートに接続されて
いる外部デバイスを制御できます。 

チャンネル記録 

アラームがトリガーした際、選択したカメラの記録を開始します。 
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音声警告 

アラームがトリガーすると、クライアントソフトウェアが警告音を発します。音声
警報のアラーム音は選択可能です。アラーム音の設定については、「アラーム音を
設定する」を参照してください。 

電子メールリンケージ 

アラーム情報のメール通知を 1人以上の受信者に送信します。 

Eマップアラーム 

Eマップにアラーム情報を表示します。 

アラーム発生ポップアップ画像 

アラームがトリガーすると、アラーム情報を含む画像がポップアップ表示されま

す。 
 

注記 

初めにトリガーカメラを設定する必要があります。詳細については、この作業のス

テップ 7を参照してください。 
 

アラームによってトリガーするビデオウォール表示 

アラームがトリガーしたときに、ビデオウォールにトリガーカメラのビデオを表示

します。 
 

注記 

初めにトリガーカメラを設定する必要があります。詳細については、この作業のス

テップ 7を参照してください。 
 

11. [コピー先]をクリックして、録画スケジュール設定を他のチャンネルにコピーします。

をクリックして、アラームのパラメータを他のチャンネルにコピーします。 

12. [保存]をクリックします。 
 
 

9.1.2 ビデオタンパリングアラームを設定する 
 

ビデオタンパリングアラームは、カメラが覆われて監視領域が表示されないときにトリガ
ーされます。警報出力およびクライアントアクションを含むリンケージアクションを設定
できます。 

 

ビデオタンパリングアラームを設定する必要がある場合は、この作業を実行してくださ

い。 
 

手順 
 

注記 

設定はデバイスによって異なります。詳細については、各デバイスのユーザーマニュアル
を参照してください。 
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1. イベント管理ページを開き、[カメライベント]タブをクリックします。 

2. 設定するカメラを選択し、イベントタイプとして[ビデオタンパリング検出]を選択しま
す。 

3. [有効化]にチェックを入れて、ビデオタンパリング検出を有効にします。 

4. [警備スケジュール]フィールドから警備スケジュールテンプレートを選択します。 

全日テンプレート 

全日の継続的な警備用。 

平日テンプレート 

午前 8時から午後 8時までの勤務時間の連続警備。 

テンプレート 01～09 

特定のスケジュール用の固定テンプレート。必要に応じて、テンプレートを編集でき

ます。 

カスタム 

必要に応じてテンプレートをカスタマイズします。詳細については、「警備スケジュ
ールを設定する」を参照してください。 

 

5. トリガーカメラを選択します。 
 

注記 

選択したイベントが発生したときにトリガーカメラの画像をキャプチャーするには、
ストレージスケジュール内でキャプチャースケジュールとストレージを設定すること
もできます。詳細については、「リモートストレージ設定」を参照してください。 

 

ビデオタンパリングアラームが発生すると、トリガーカメラからの画像またはビデオ
がポップアップ表示されるか、またはビデオウォールに表示されます。 

6. 警備領域に定義された領域を描画します。 

- マウスをドラッグして描画します。 

- をクリックして、ビデオ領域全体を検出領域として設定します。 
 

注記 

をクリックして、検出領域を消去します。 

7. 感度バーのスライダーをドラッグして、タンパリングアラームの感度を調整します。 

8. アラームのリンケージアクションを確認します。 

アラーム出力 

警報出力機能を有効にします。警報出力ポートを選択すると、ポートに接続されて
いる外部デバイスを制御できます。 

音声警告 

アラームがトリガーすると、クライアントソフトウェアが警告音を発します。音声
警報のアラーム音は選択可能です。アラーム音の設定については、「アラーム音を
設定する」を参照してください。 
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電子メールリンケージ 

アラーム情報のメール通知を 1人以上の受信者に送信します。 

Eマップアラーム 

Eマップにアラーム情報を表示します。 

アラーム発生ポップアップ画像 

アラームがトリガーすると、トリガーカメラの画像がポップアップ表示されます。 
 

注記 

初めにトリガーカメラを設定する必要があります。詳細については、この作業のステ

ップ 5を参照してください。 
 

アラームによってトリガーするビデオウォール表示 

アラームがトリガーしたときに、ビデオウォールにトリガーカメラのビデオを表示し

ます。 
 

注記 

初めにトリガーカメラを設定する必要があります。詳細については、この作業のステ

ップ 5を参照してください。 
 

9. オプション：[コピー先]をクリックして、録画スケジュール設定を他のチャンネルにコ

ピーします。をクリックして、アラームのパラメータを他のカメラにコピーします。 

10. [保存]をクリックします。 
 
 
 

9.1.3 ビデオロスアラームを設定する 
 

クライアントソフトウェアがフロントエンドデバイスからビデオ信号を受信できない場合
は、ビデオロスアラームがトリガーされます。警報出力およびアラームのクライアントア
クションを含むリンケージアクションを設定できます。 

 

ビデオロスアラームを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

設定はデバイスによって異なります。詳細については、各デバイスのユーザーマニュアル
を参照してください。 

 

1. イベント管理ページを開き、[カメライベント]タブをクリックします。 

2. 設定するカメラを選択し、イベントタイプとして[ビデオロス]を選択します。 

3. [有効化]にチェックを入れて、ビデオロスアラームを有効にします。 

4. [警備スケジュール]フィールドから警備スケジュールテンプレートを選択します。 
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全日テンプレート 

全日の継続的な警備用。 

平日テンプレート 

午前 8時から午後 8時までの勤務時間の連続警備。 

テンプレート 01～09 

特定のスケジュール用の固定テンプレート。必要に応じて、テンプレートを編集でき

ます。 

カスタム 

必要に応じてテンプレートをカスタマイズします。詳細については、「警備スケジュ
ールを設定する」を参照してください。 

5. トリガーカメラを選択します。 
 

注記 

選択したイベントが発生したときにトリガーカメラの画像をキャプチャーするには、
ストレージスケジュール内でキャプチャースケジュールとストレージを設定すること
もできます。詳細については、以下を参照してください。 

 

ビデオロスアラームが発生すると、トリガーカメラからの画像またはビデオがポップ
アップ表示されるか、またはビデオウォールに表示されます。 

6. アラームのリンケージアクションを確認します。 

アラーム出力 

警報出力機能を有効にします。警報出力ポートを選択すると、ポートに接続されて
いる外部デバイスを制御できます。 

音声警告 

アラームがトリガーすると、クライアントソフトウェアが警告音を発します。音声
警報のアラーム音は選択可能です。アラーム音の設定については、「アラーム音を
設定する」を参照してください。 

電子メールリンケージ 

アラーム情報のメール通知を 1人以上の受信者に送信します。 

Eマップアラーム 

Eマップにアラーム情報を表示します。 

アラーム発生ポップアップ画像 

アラームがトリガーすると、トリガーカメラの画像がポップアップ表示されます。 
 

注記 

初めにトリガーカメラを設定する必要があります。詳細については、この作業のステ

ップ 5を参照してください。 
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アラームによってトリガーするビデオウォール表示 

アラームがトリガーしたときに、ビデオウォールにトリガーカメラのビデオを表示し

ます。 
 

注記 

初めにトリガーカメラを設定する必要があります。詳細については、この作業のステ

ップ 5を参照してください。 
 

7. オプション：[コピー先]をクリックして、録画スケジュール設定を他のチャンネルにコ

ピーします。をクリックして、アラームのパラメータを他のカメラにコピーします。 

8. [保存]をクリックします。 
 
 

9.1.4 異常音声アラームを設定する 
 

無音、環境騒音、現在の騒音などの異常音を検出できます。異常音声アラームを設定する

必要がある場合は、この作業を実行してください。 

手順 
 

注記 

異常音声アラームには、接続デバイスのサポートが必要です。 
 

1. イベント管理ページを開き、[カメライベント]タブをクリックします。 

2. 設定するカメラを選択し、イベントタイプとして[オーディオ異常検知]を選択します。 

3. 音声検出アラームの関連機能を有効にするには、次の操作を実行してください。 
 

音声入力
検出 

 

音の強さ
の突然の
増加 

 

音声入力状態の例外を検出するには、[音声入力検出]をチェックしま
す。 

 

音の強さの突然の増加を検出するには、[音の強さの突然の増加]を
チェックします。これは感度と音の強さの閾値の設定からなりま
す。 

 

注記 感度 

範囲[1～100]。値が小さいほど、検出をトリガーさせるための変
更がより厳しくなります。 

音の強さの閾値 

範囲[1～100]。環境内の音をフィルタリングすることができ、環
境音が大きくなればなるほど、値は高くなるはずです。実環境に
合わせて調整できます。 

 

 

音の強さ
の突然の
減少 

音の強さの突然の減少を検出するには、音の強さの突然の減少をチ
ェックします。これにより異常な無音を探すことができます。例え
ば、発電機は稼働しているときに大きな音を立てるので、騒音が突
然消える場合は注意が必要です。 
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4. [警備スケジュール]フィールドから警備スケジュールテンプレートを選択します。 

全日テンプレート 

全日の継続的な警備用。 

平日テンプレート 

午前 8時から午後 8時までの勤務時間の連続警備。 

テンプレート 01～09 

特定のスケジュール用の固定テンプレート。必要に応じて、テンプレートを編集でき

ます。 

カスタム 

必要に応じてテンプレートをカスタマイズします。詳細については、「警備スケジュ
ールを設定する」を参照してください。 

5. トリガーカメラを選択します。 
 

注記 

選択したイベントが発生したときにトリガーカメラの画像をキャプチャーするには、
ストレージスケジュール内でキャプチャースケジュールとストレージを設定すること
もできます。詳細については、「リモートストレージ設定」を参照してください。 

 

異常音声アラームが発生すると、トリガーカメラからの画像またはビデオがポップアッ
プ表示されるか、またはビデオウォールに表示されます。 

6. アラームのリンケージアクションを確認します。 

アラーム出力 

警報出力機能を有効にします。警報出力ポートを選択すると、ポートに接続されて
いる外部デバイスを制御できます。 

記録 

アラームがトリガーした際、選択したカメラの記録を開始します。 

音声警告 

アラームがトリガーすると、クライアントソフトウェアが警告音を発します。音声
警報のアラーム音は選択可能です。アラーム音の設定については、「アラーム音を
設定する」を参照してください。 

メールリンケージ 

アラーム情報のメール通知を 1人以上の受信者に送信します。 

Eマップアラーム 

Eマップにアラーム情報を表示します。 

アラーム発生ポップアップ画像 

アラームがトリガーすると、トリガーカメラの画像がポップアップ表示されます。 
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注記 

初めにトリガーカメラを設定する必要があります。詳細については、この作業のステ

ップ 5を参照してください。 
 

アラームによってトリガーするビデオウォール表示 

アラームがトリガーしたときに、ビデオウォールにトリガーカメラのビデオを表示し

ます。 
 

注記 

初めにトリガーカメラを設定する必要があります。詳細については、この作業のステ

ップ 5を参照してください。 
 

7. オプション：[コピー先]をクリックして、録画スケジュール設定を他のチャンネルにコ

ピーします。をクリックして、アラームのパラメータを他のカメラにコピーします。 

8. [保存]をクリックします。 
 
 

9.1.5 顔検出アラームを設定する 
 

顔検出は、監視領域内の人物の顔を自動的に検出するのに役立ちます。そして、オブジェ
クトが検出されると一連のリンケージアクションがトリガーされます。 

 

顔検出アラームを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

顔検出機能には、接続デバイスのサポートが必要です。 
 

1. イベント管理ページにアクセスし、[カメライベント]タブをクリックします。 

2. 設定するカメラを選択し、イベントタイプとして[顔検出]を選択します。 

3. [有効化]にチェックを入れて、顔検出アラームを有効にします。 

4. [警備スケジュール]フィールドから警備スケジュールテンプレートを選択します。 

全日テンプレート 

全日の継続的な警備用。 

平日テンプレート 

午前 8時から午後 8時までの勤務時間の連続警備。 

テンプレート 01～09 

特定のスケジュール用の固定テンプレート。必要に応じて、テンプレートを編集でき

ます。 

カスタム 
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必要に応じてテンプレートをカスタマイズします。詳細については、「警備スケジュ
ールを設定する」を参照してください。 

5. トリガーカメラを選択します。 
 

注記 

選択したイベントが発生したときにトリガーカメラの画像をキャプチャーするには、
ストレージスケジュール内でキャプチャースケジュールとストレージを設定すること
もできます。詳細については、「リモートストレージ設定」を参照してください。 

 

顔検出アラームが発生すると、トリガーカメラからの画像またはビデオがポップアッ
プ表示されるか、またはビデオウォールに表示されます。 

6. 顔検出の感度を設定します。 

7. オプション：ライブビューで検出された顔を長方形でマークするには、[顔検出の動的解
析を有効にする]にチェックを入れます。 

8. アラームのリンケージアクションを確認します。 

アラーム出力 

警報出力機能を有効にします。警報出力ポートを選択すると、ポートに接続されて
いる外部デバイスを制御できます。 

チャンネル記録 

アラームがトリガーした際、選択したカメラの記録を開始します。 

音声警告 

アラームがトリガーすると、クライアントソフトウェアが警告音を発します。音声
警報のアラーム音は選択可能です。アラーム音の設定については、「アラーム音を
設定する」を参照してください。 

電子メールリンケージ 

アラーム情報のメール通知を 1人以上の受信者に送信します。 

Eマップアラーム 

Eマップにアラーム情報を表示します。 

アラーム発生ポップアップ画像 

アラームがトリガーすると、トリガーカメラの画像がポップアップ表示されます。 
 

注記 

初めにトリガーカメラを設定する必要があります。詳細については、この作業のステ

ップ 5を参照してください。 
 

アラームによってトリガーするビデオウォール表示 

アラームがトリガーしたときに、ビデオウォールにトリガーカメラのビデオを表示し

ます。 
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注記 

初めにトリガーカメラを設定する必要があります。詳細につ

いては、この作業のステップ 5を参照してください。 
 

9. オプション：[コピー先]をクリックして、録画スケジュール設定を他のチャンネルにコ

ピーします。をクリックして、アラームのパラメータを他のカメラにコピーします。 

10. [保存]をクリックします。 
 
 
 

9.1.6 ラインクロス検知アラームを設定する 
 

ラインクロス検知は、事前定義された仮想ラインを横切る人、車両、オブジェクトを検
出するために使用することができます。クロス方向は、左から右へ、または右から左へ
の双方向に設定できます。そして、オブジェクトが検出されると一連のリンケージアク
ションがトリガーされます。 

 

ラインクロス検知アラームを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

ラインクロス検知機能には、接続デバイスのサポートが必要です。 
 

1. イベント管理ページにアクセスし、[カメライベント]タブをクリックします。 

2. 設定するカメラを選択し、イベントタイプとして[ラインクロス検知]を選択します。 

3. [有効化]にチェックを入れて、ラインクロス検知アラームを有効にします。 
 

注記 

特定のスピードドームの場合、設定中にスピードドームが自動的に動かないようにする
ために[ロック]をクリックできます。 

 

4. [警備スケジュール]フィールドから警備スケジュールテンプレートを選択します。 

全日テンプレート 

全日の継続的な警備用。 

平日テンプレート 

午前 8時から午後 8時までの勤務時間の連続警備。 

テンプレート 01～09 

特定のスケジュール用の固定テンプレート。必要に応じて、テンプレートを編集でき

ます。 

カスタム 

必要に応じてテンプレートをカスタマイズします。詳細については、「警備スケジュ
ールを設定する」を参照してください。 

5. トリガーカメラを選択します。
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注記 

選択したイベントが発生したときにトリガーカメラの画像をキャプチャーするには、
ストレージスケジュール内でキャプチャースケジュールとストレージを設定すること
もできます。詳細については、「リモートストレージ設定」を参照してください。 

 

ラインクロス検知アラームが発生すると、トリガーカメラからの画像またはビデオが
ポップアップ表示されるか、またはビデオウォールに表示されます。 

6. 警備ラインを設定します。 

1) 仮想ラインの IDを選択します。 
 
 

注記 

特定のスピードドームの場合、[PTZ]をクリックしてスピードドームを仮想ライン
IDに対応する目的のシーンに移動させることができます。このようにして、複数の
ビューに対して異なるラインクロス検知アラームを設定できます。 

2) 仮想ラインの方向を A<->B、A ->B、または B->Aとして選択します。 

A<->B 

オブジェクトが両方向でラインを横切っているときに検出可能で、アラームがト
リガーされます。 

A->B 

オブジェクトが仮想ラインを A側から B側へ横切る場合にのみ検出可能です。 

B->A 

オブジェクトが仮想ラインを B側から A側へ横切る場合にのみ検出可能です。 

3) をクリックして、プレビューウィンドウに仮想ラインを引きます。 
 

注記 

• 別の仮想ラインを引きたい場合は、別の仮想ラインの IDを選択する必要がありま

す。 

• 最大 4行まで引くことができます。 

4) オプション： をクリックし、仮想ラインをドラッグしてその位置を調整します。 

5) オプション： をクリックして、選択した仮想ラインを削除します。 

7. 感度を 1～100に設定します。 

8. アラームのリンケージアクションを確認します。 

アラーム出力 

警報出力機能を有効にします。警報出力ポートを選択すると、ポートに接続されて
いる外部デバイスを制御できます。 

チャンネル記録 

アラームがトリガーした際、選択したカメラの記録を開始します。 

音声警告 
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アラームがトリガーすると、クライアントソフトウェアが警告音を発します。音声
警報のアラーム音は選択可能です。アラーム音の設定については、「アラーム音を
設定する」を参照してください。 

電子メールリンケージ 

アラーム情報のメール通知を 1人以上の受信者に送信します。 

Eマップアラーム 

Eマップにアラーム情報を表示します。 

アラーム発生ポップアップ画像 

アラームがトリガーすると、トリガーカメラの画像がポップアップ表示されます。 
 
 

注記 

初めにトリガーカメラを設定する必要があります。詳細については、この作業のステ

ップ 5を参照してください。 
 

アラームによってトリガーするビデオウォール表示 

アラームがトリガーしたときに、ビデオウォールにトリガーカメラのビデオを表示し

ます。 
 

注記 

初めにトリガーカメラを設定する必要があります。詳細については、この作業のステ

ップ 5を参照してください。 
 

9. オプション：[コピー先]をクリックして、録画スケジュール設定を他のチャンネルにコ

ピーします。をクリックして、アラームのパラメータを他のカメラにコピーします。 

10. [保存]をクリックします。 
 
 

9.1.7 警報入力アラームを設定する 
 

デバイスのアラーム入力が煙探知機、ドアベルなどの外部アラームデバイスから信号を受
信すると、クライアントソフトウェアは通知するためにリンケージアクションをトリガー
させることができます。 

 

開始前 

クライアントにアラーム入力を追加し、管理に対してアラーム入力をグループ化します。 

警報入力アラームを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. イベント管理ページにアクセスし、[アラーム入力]タブをクリックします。 

2. 設定するアラーム入力チャンネルを選択します。 

3. [有効化]にチェックを入れて、警報入力アラームを有効にします。 

4. アラームに名前を付けます。 

5. アラーム入力デバイスに合わせて、アラーム状態を設定します。 

6. [警備スケジュール]フィールドから警備スケジュールテンプレートを選択します。
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全日テンプレート 

全日の継続的な警備用。 

平日テンプレート 

午前 8時から午後 8時までの勤務時間の連続警備。 

テンプレート 01～09 

特定のスケジュール用の固定テンプレート。必要に応じて、テンプレートを編集で

きます。 

カスタム 

必要に応じてテンプレートをカスタマイズします。詳細については、「警備スケジ
ュールを設定する」を参照してください。 

7. トリガーカメラを選択します。 
 
 

注記 

選択したイベントが発生したときにトリガーカメラの画像をキャプチャーするには、
ストレージスケジュール内でキャプチャースケジュールとストレージを設定すること
もできます。詳細については、「リモートストレージ設定」を参照してください。 

 

警報入力アラームが発生すると、トリガーカメラからの画像またはビデオがポップアッ
プ表示されるか、またはビデオウォールに表示されます。 

8. アラームのリンケージアクションを確認します。 

アラーム出力 

警報出力機能を有効にします。警報出力ポートを選択すると、ポートに接続されて
いる外部デバイスを制御できます。 

チャンネル記録 

アラームがトリガーした際、選択したカメラの記録を開始します。 

音声警告 

アラームがトリガーすると、クライアントソフトウェアが警告音を発します。音声
警報のアラーム音は選択可能です。アラーム音の設定については、「アラーム音を
設定する」を参照してください。 

電子メールリンケージ 

アラーム情報のメール通知を 1人以上の受信者に送信します。 

Eマップアラーム 

Eマップにアラーム情報を表示します。 

アラーム発生ポップアップ画像 

アラームがトリガーすると、トリガーカメラの画像がポップアップ表示されます。 
 

注記 

初めにトリガーカメラを設定する必要があります。詳細については、この作業のステ

ップ 7を参照してください。 
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アラームによってトリガーするビデオウォール表示 

アラームがトリガーしたときに、ビデオウォールにトリガーカメラのビデオを表示し

ます。 
 

注記 

初めにトリガーカメラを設定する必要があります。詳細については、この作業のステ

ップ 7を参照してください。 
 

9. オプション：[コピー先]をクリックして、録画スケジュール設定を他のチャンネルにコ

ピーします。をクリックして、アラームのパラメータを他のアラーム入力にコピーしま

す。 

10. [保存]をクリックします。 
 
 

9.1.8 デバイス異常アラームを設定する 
 

HDDフル、HDD例外、不正ログイン、デバイスオフラインなど、有効なデバイスタイ
プの例外が発生すると、通知するためにリンケージアクションがトリガーされます。必
要に応じて、リンケージアクションを設定できます。 

デバイス異常アラームを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. イベント管理ページにアクセスし、[例外]タブをクリックします。 

2. 設定するデバイスを選択します。 

3. HDDフル、HDD例外、不正ログイン、デバイスオフラインなどデバイス異常の種類を
選択します。 

4. [有効化]にチェックを入れて、デバイス検出アラームを有効にします。 

5. アラームのリンケージアクションを確認します。 

アラーム出力 

警報出力機能を有効にします。警報出力ポートを選択すると、ポートに接続されて
いる外部デバイスを制御できます。 

 

注記 

警報出力は、デバイスオフライン例外には使用できません。 
 

警告音 

アラームがトリガーすると、クライアントソフトウェアが警告音を発します。音声
警報のアラーム音は選択可能です。アラーム音の設定については、「アラーム音を
設定する」を参照してください。 

電子メールリンケージ 

アラーム情報のメール通知を 1人以上の受信者に送信します。 

6. オプション：[コピー先]をクリックして、録画スケジュール設定を他のチャンネルにコ

ピーします。をクリックして、アラームのパラメータを他のデバイスにコピーします。 

7. [保存]をクリックします。
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9.1.9 警備スケジュールを設定する 
 

クライアントは、2つのデフォルトの警備スケジュールテンプレートを提供します。全
日テンプレートと平日テンプレート。これはまた 9つの事前定義されたテンプレートを
提供します。曜日ごとに期間を設定し、その設定を事前定義された警備スケジュールと
して保存できます。 

 

事前定義した警備スケジュールを設定する必要がある場合は、この作業を実行してくだ

さい。 
 

手順 

1. イベント管理ページを開き、[カメライベント]タブをクリックします。 

2. 設定するカメラを選択し、イベントタイプを選択します。 

3. 選択したイベントタイプの検出を有効にするには、[有効化]にチェックを入れます。 

4. [編集]をクリックして、テンプレート管理ページにアクセスします。 

5. タイムラインでカーソルをドラッグして期間を設定します。 
 

注記 

1日に最大 8つの期間を設定できます。 
 

6. オプション：期間を管理するには、次の操作を実行します。 
 

移動 ある期間にカーソルを移動し、カーソルが 

 に変わったら、期間をドラッグして移動させます。 
 

延長また
は短縮 

 

カーソルを期間の一方の端に移動し、カーソルが に変わっ
たら、ドラッグして期間を長くしたり短くしたりします。 

 

削除 期間を選択し、 をクリックして削除します。 
 

すべて削除 をクリックして、すべての期間を削除します。 
 

他の日付に
コピー 

 

期間を選択し、 をクリックして期間設定を他の日付にコピー
します。 

7. [OK]をクリックします。 
 
 
 

9.1.10 カスタム警備スケジュールを設定する 
 

必要に応じて、カスタム警備スケジュールを設定できます。 
 

カスタム警備スケジュールを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. イベント管理ページを開き、[カメライベント]タブをクリックします。 

2. 設定するカメラを選択し、イベントタイプを選択します。 

3. 選択したイベントタイプの検出を有効にするには、[有効化]にチェックを入れます。 

4. 警備スケジュールから[カスタム]を選択して、カスタムスケジュールページを開きま
す。 
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5. タイムラインでカーソルをドラッグして期間を設定します。
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注記 

1日に最大 8つの期間を設定できます。 
 

6. オプション：期間を管理するには、次の操作を実行します。 
 

移動 ある期間にカーソルを移動し、カーソルが 

 に変わったら、期間をドラッグして移動させます。 
 

延長また
は短縮 

 

カーソルを期間の一方の端に移動し、カーソルが に変わっ
たら、ドラッグして期間を長くしたり短くしたりします。 

 

削除 期間を選択し、 をクリックして削除します。 
 

すべて削除 をクリックして、すべての期間を削除します。 
 

他の日付に
コピー 

 

期間を選択し、 をクリックして期間設定を他の日付にコピー
します。 

7. [スケジュールテンプレートとして保存]をクリックします。 

カスタムテンプレートがテンプレート 01、02、03...または 09として保存されます。 

8. [OK]をクリックします。 
 
 
 

9.2 アラームとイベント情報を表示する 
 

すべての追加デバイスおよび起動デバイスから新たに受信したアラームとイベントを、
アラームイベントセンターに表示させることができます。そして、これらの情報を表示
および管理することができます。 

 
 

9.2.1 デバイスからのアラーム受信を有効にする 
 

クライアントがデバイスからアラーム情報を受信する前に、まずデバイスを起動する必
要があります。 

 

デバイスからアラームを受信する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. [ツール→デバイス警備コントロール]の順にクリックして、デバイス警備コントロール
ページを開きます。 

追加されたすべてのデバイスがページに表示されます。 

2. デバイスをチェックして、選択したデバイスを起動します。 

警戒状態列のアイコン が に変わり、アラームがトリガーすると、警備デバイスの
アラームが自動的にクライアントにアップロードされます。 
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9.2.2 アラーム情報を表示する 

 

モーション検知、ビデオ/オーディオ例外、アラーム入力、デバイス例外、VCAアラー
ム、CIDアラーム、アクセスコントロールアラーム、その他のアラームなど、さまざま
なタイプのアラームをアラームおよびイベントセンターに表示できます。 

 

開始前 

イベント管理でアラームを設定します。詳細については、異なるアラームの設定（例： 

「モーション検知アラームを設定する」）を参照してください。 

受信したアラーム情報を表示する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. アラームイベントのページにアクセスします。 

- クライアントソフトウェアの右下にある をクリックしてアラームとイベントパネ
ルを表示し、次に をクリックします。 

- コントロールパネルの[アラームイベント]をクリックします。 

2. [アラーム]タブをクリックします。 
 

注記 

アラームが発生すると、左上のアイコン が点滅して注意を促します。 
 

アラーム時刻、発信元、詳細、内容など、受信したアラーム情報がページに表示され
ます。 

3. オプション：アラームの表示をフィルタリングするには、さまざまなアラームタイプを

確認します。 

4. アラーム情報をダブルクリックすると、アラームの詳細が表示されます。 

5. オプション：希望するアラーム情報を表示した後、以下の操作を行ってください。 
 

トリガーカメラ
のライブビデオ
を見る 

 
 

メール通
知を送信 

 

トリガーカメラで設定したアラームの場合、ライブビュー列
の をクリックして、トリガーカメラのライブビデオとアラ
ーム画像を表示します。詳細については、「ポップアップア
ラーム情報を表示する」を参照してください。 

 

メール送信列の をクリックして、アラームのメール通知
を 1人以上の受信者に送信します。 

 

注記 

最初にメール設定を構成します。詳細については、「メールのパ
ラメータを設定する」を参照してください。 

 

ビデオウォー
ルにビデオを
表示する 

ライブビュー列の をクリックして、アラームでトリガーカメ
ラのビデオをビデオウォールに表示します。ビデオウォールペ
ージに進み、画面上でアラームがトリガーしたビデオを確認で
きます（これはアラームウィンドウとして設定されていま
す）。物理的なビデオウォールにもビデオが表示されます。 



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

112 

 

 

 
 
 

注記 

デコード装置を追加し、最初にビデオウォールを設定します。詳
細については、「ビデオウォール」のトピックを参照してくださ
い。 

 

アラームメモを書く ノート列をクリックして、アラームの詳細を入力します。 
 

アラームのクリア をクリックするか、またはアラームを右クリックして[消去]を 

 選択します。 
 

警告音を有効/

無効にする 

 

警告音で設定されたアラームの場合、 または をクリックし
てアラームの警告音を有効または無効にします。 

 

注記 

アラームの警告音を設定するには、それぞれのアラームの設定
を参照してください（例：モーション検知アラームを設定す
る）。 

 
 
 

9.2.3 イベント情報を表示する 
 

ライブビューの失敗やデバイスの切断などのクライアントソフトウェアの例外を、ア
ラームおよびイベントセンターに表示することができます。 

 

この作業を実行して、クライアントのイベント情報を表示します。 
 

手順 

1. アラームイベントのページにアクセスします。 

- クライアントソフトウェアの右下にある をクリックしてアラームとイベントパネ
ルを表示し、次に をクリックします。 

- コントロールパネルの[アラームイベント]をクリックします。 

2. [イベント]タブをクリックします。 
 
 

発生時刻や詳細など、受信したイベント情報がページに表示されます。 

3. オプション：イベント情報を消去します。 

- をクリックします。 

- イベント情報を右クリックしてから、[消去]をクリックします。 
 
 

9.2.4 ポップアップアラーム情報を表示する 
 

ポップアップ画像で設定されたアラームの場合、対応するアラームがトリガーしたとき
にアラームのビデオと画像をポップアップウィンドウに表示できます。 
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開始前 

アラームのリンケージアクションをアラームトリガーポップアップ画像として設定しま
す。 

詳細については、それぞれのアラーム設定（例：「モーション検知アラームを設定す
る」）を参照してください。 

ポップアップアラーム情報を表示する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. アラームイベントのページにアクセスします。 

- クライアントソフトウェアの右下にある をクリックしてアラームとイベントパネ
ルを表示し、次に をクリックします。 

- コントロールパネルの[アラームイベント]をクリックします。 

2. [アラーム]タブをクリックします。 

3. をクリックして、アラームトリガーポップアップ機能を有効にします。 

4. アラームをトリガーします。 

アラームのビデオ、アラームの画像、アラームの詳細を示すアラームウィンドウがポッ

プアップ表示されます。 
 

 
 

図 9-1 アラームのポップアップウィンドウ 
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5. 画像をポップアップ表示した後、次の操作を実行してください。 
 

アラーム
ビデオを
表示する 

 

デフォルトでは、アラームビデオは 4レイアウトモードで表示され

ます。 
 

注記 

サーマルカメラとターゲットキャプチャーカメラの場合、両方
のライブビデオが同時に表示されます。 

 

アラーム
画像を表
示する 

ストレージサーバーの画像ストレージで設定されたアラームトリ
ガーカメラの場合、アラーム画像はアラームビデオの下のフィー
ルドに表示されます。[設定]を直接クリックして、パラメータを
設定することもできます。 

 

注記 

画像保存の設定については、「画像とビデオをストレージデバイ
スに保存する」を参照してください。 

 

最新のアラ
ームを表示
する 

 
 

前または次
のアラーム
を表示する 

[最新のアラームの表示を優先する]にチェックを入れると、最も
古いアラームが最新のアラームに置き換えられ、最新のアラーム
ウィンドウが表示されます。それ以外の場合は、現在のアラーム
情報が表示されます。 

 

[前のページ]または[次のページ]をクリックして、前また
は次のアラーム情報を表示します。 

 
 

9.2.5 火元検知アラームを確定する 
 

スキャン中にサーマルデバイスが火源を検出すると、火元検知アラームがトリガーし、デ
バイスの移動が停止します。アラームビデオとアラーム画像を含むアラームの詳細を見る
ことができます。アラームが処理されると、アラームを確定することができ、デバイスは
設定されたパスに従って動き続けます。 

 

開始前 

• クライアントで火元検知アラームを設定します。詳細については、それぞれのアラー
ムの設定（例：モーション検知アラームを設定する）を参照してください。 

• デバイス上で火源確定モードを設定します。詳細については、デバイスのユーザ
ーマニュアルを参照してください。 

火元検知アラームを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. 火元検知アラームをトリガーします。 

2. アラームの詳細を表示するには、次の操作のいずれかを実行します。 

- アラームイベントページに進み、火元検知アラームをクリックして詳細ウィンドウを
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- 火元検知アラーム用のポップアップ画像リンクを設定します。その後アラーム
がトリガーする際にアラームウィンドウが自動的に提示されます。 

 
 

注記 

アラームポップアップ画像のリンクを設定するには、それぞれのアラームの設定
を参照してください（例：「モーション検知アラームを設定する」）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 9-2 アラームの詳細ウィンドウ 

3. [確定]をクリックします。 
 
 

注記 

確定モードが自動に設定されている場合、設定された確定期間内にアラームが確定され
ないと、デバイスは自動的にスキャンを続行します。確定期間を設定する場合は、デバ
イスのユーザーマニュアルを参照してください。 

 

確定モードの場合、デバイスは設定されたパスに従ってスキャンを続行します。 
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第 10章 マップの管理 
 

 
 

Eマップ機能は、設置されているカメラ、アラーム入力デバイス、警報出力デバイス、
ゾーン、アクセスコントロールポイントの位置と分布の概要を視覚的に示します。カメ
ラのライブビューをマップ上で取得することができ、アラームがトリガーした際にマッ
プから通知メッセージを受け取れます。 

 
 

10.1 マップを追加する 
 

ホットスポットとホット領域の親マップとしてマップを追加する必要があります。マッ

プを追加する必要があるときに、この作業を実行してください。 

手順 
 

注記 

1つのグループに追加できるマップは 1つだけです。 
 

1. Eマップページを開きます。 

2. マップに追加したいグループを選択します。 
 

注記 

グループ設定の詳細については、「グループ管理」を参照してください。 
 

3. マップ表示領域の をクリックして、マップ追加ウィンドウを開きます。 

4. 必要に応じて、追加したマップにわかりやすい名前を入力します。 

5. をクリックして、ローカルパスからマップの画像を選択します。 
 

注記 

マップの画像フォーマットは PNG、JPGまたは BMPのみです。 
 

6. [OK]をクリックします。 

7. オプション：マップを追加したら、次の作業を実行してください。 
 

拡大/縮小 マウスホイールを使用するか、 または をクリックしてマップを 

 拡大または縮小します。 
 

マップ領
域を調整
する 

 

右下にある黄色のウィンドウをドラッグするか、方向ボタンと
ズームバーを使用して、表示するマップ領域を調整します。 

 
 

10.2 ホットスポットを管理する 
 

カメラ、アラーム入力、警報出力はマップに追加でき、ホットスポットと呼ばれていま
す。ホットスポットには、カメラの位置、アラーム入力、警報出力が表示されます。 
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また、ホットスポットから監視シナリオのライブビューとアラーム情報を取得するこ
ともできます。 

 

注記 

• ゾーンホットスポットの管理およびプレビューの詳細については、「マップ上にゾーン
を表示する」を参照してください。 

• アクセスコントロールポイントのホットスポットの管理とプレビューの詳細についての
詳細先： 

 

 

10.2.1 ホットスポットとしてカメラを追加する 
 

カメラをホットスポットとしてマップに追加できます。 
 

カメラをマップ上のホットスポットとして追加する場合は、この作業を実行してくださ

い。 
 

手順 

1. Eマップページにアクセスします。 

2. Eマップツールバーの[編集]をクリックして、マップ編集モードにアクセスします。 

3. ツールバーの をクリックして、ホットスポットを追加するウィンドウを開きます。 

4. チェックボックスを選択して、追加したいカメラを選択します。 

5. オプション：ホットスポットの名前を編集し、名前の色を選択し、対応するフィールド
をダブルクリックしてホットスポットアイコンを選択します。 

6. [OK]をクリックして設定を保存します。 
 

注記 

また、グループリストからカメラアイコンを直接マップにドラッグして、ホットスポッ

トを追加することもできます。 
 

カメラのアイコンがホットスポットとしてマップに追加され、グループリストに追加
されたカメラのアイコンが から に変わります。 

 

 

10.2.2 ホットスポットとしてアラーム入力を追加する 
 

アラーム入力をホットスポットとしてマップに追加できます。 
 

アラーム入力をマップ上のホットスポットとして追加するには、次の手順を実行しま

す。 
 

手順 

1. Eマップモジュールにアクセスします。 

2. Eマップツールバーの[編集]をクリックして、マップ編集モードにアクセスします。 

3. ツールバーの をクリックして、ホットスポットを追加するウィンドウを開きます。 

4. チェックボックスを選択して、追加したいアラーム入力を選択します。 

5. オプション：ホットスポットの名前を編集し、名前の色を選択し、対応するフィールド
をダブルクリックして 
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ホットスポットアイコンを選択します。 

6. [OK]をクリックします。 
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注記 

また、アラーム入力リストからマップにアラーム入力アイコンを直接ドラッグして、
ホットスポットを追加することもできます。 

 

アラーム入力のアイコンがホットスポットとしてマップに追加され、グループリスト
に追加されたアラーム入力のアイコンが から に変わります。 

 

 

10.2.3 ホットスポットとして警報出力を追加する 
 

警報出力をホットスポットとしてマップに追加できます。 
 

警報出力をマップ上のホットスポットとして追加するには、次の手順を実行します。 
 

手順 

1. Eマップモジュールにアクセスします。 

2. Eマップツールバーの[編集]をクリックして、マップ編集モードにアクセスします。 

3. ツールバーの をクリックして、ホットスポットを追加するウィンドウを開きます。 

4. チェックボックスを選択して、追加する警報出力を選択します。 

5. オプション：ホットスポットの名前を編集し、名前の色を選択し、対応するフィールド
をダブルクリックして 

ホットスポットアイコンを選択します。 

6. [OK]をクリックします。 
 

注記 

また、警報出力リストからマップに警報出力アイコンを直接ドラッグして、ホットスポ
ットを追加することもできます。 

 

警報出力のアイコンがホットスポットとしてマップに追加され、グループリストに追
加された警報出力のアイコンが から に変わります。 

 

 

10.2.4 ホットスポットを編集する 
 

名前、色、アイコンなどマップに追加されたホットスポットの情報を編集できます。 
 

ホットスポットのパラメータを編集するには、次の手順を実行します。 
 

手順 

1. Eマップモジュールにアクセスします。 

2. 左下にある[編集]をクリックして、マップ編集モードにアクセスします。 

3. ホットスポットの変更ウィンドウを開きます。 

- マップ上のホットスポットアイコンを選択し、Eマップツールバーの をクリ
ックしてホットスポットの変更ウィンドウを開きます。 

- マップ上のホットスポットアイコンを右クリックし、右クリックメニューの[変
更]を選択して、ホットスポットの変更ウィンドウを開きます。 
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- マップ上のホットスポットアイコンをダブルクリックして、ホットスポットの変更ウ

ィンドウを開きます。 

4. テキストフィールドでホットスポットの名前を編集し、ホットスポットの色、アイコ
ン、連動ゾーンを選択します。 

5. [OK]をクリックします。 

6. オプション：ホットスポットを削除します。 

- ホットスポットアイコンを選択し、ツールバーの をクリックしてホットスポットを
削除します。 

- ホットスポットアイコンを右クリックし、[削除]を選択してホットスポットを削除し
ます。 

 
 

10.2.5 ホットスポットをプレビューする 
 

カメラのホットスポットのライブビューとホットスポットのトリガーしたアラーム情報を
マップ上に表示できます。 

 

カメラのホットスポットのライブビューとホットスポットのトリガーしたアラーム情報を
マップ上に表示するには、次の手順を実行します。 

 

手順 

1. Eマップモジュールにアクセスします。 

2. Eマップツールバーの[編集モードの終了]をクリックして、マッププレビューモードに
アクセスします。 

3. カメラのライブビューを取得します。 

- マップ上のカメラのホットスポットをダブルクリックします。 

- マップ上のカメラのホットスポットを右クリックして、[ライブビュー]をクリックし
ます。 

4. オプション：カメラのホットスポットの場合、アラームがトリガーすると、 が表示さ
れ、ホットスポットの近くで 

点滅します（10秒間点滅）。以下の操作ができます。 
 

アラーム
情報を表
示する 

 

インスタン
ト再生を表
示する 

 

をクリックして、アラームタイプやトリガー時間などのア
ラーム情報を表示します。 

 
 
 
 

マップ上のカメラのホットスポットを右クリックし、[ライ
ブビュー]をクリックして 30秒のインスタント再生を表示
します。 

 

注記 

• DeepinMind デバイスの場合、アラームがトリガーすると、ホットスポットの近く
にアラーム画像が表示されます。 をクリックし、アラームをダブルクリックして、
アラームの詳細を表示させ、アラーム記録されたビデオを再生することができます。 

• マップ上にアラーム情報を表示するには、アラームのリンケージアクションとし
て Eマップ上のアラームを選択する必要があります。詳細については、「アラー
ムの設定」を参照してください。 
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図 10-1 カメラのホットスポットのプレビュー 

5. オプション：警報出力のホットスポットの場合、それがトリガーすると、 が表示さ
れてホットスポットの近くで点滅します（10秒間点滅）。マップ上の警報出力のホッ
トスポットを右クリックし、[閉じる]または[開く]をクリックして警報出力のステータ
スを制御します。 

 
 

10.3 ホット領域を管理する 
 

ホット領域機能は、マップを別のマップにリンクします。 
 

ホット領域の追加、編集、削除など、ホット領域を管理できます。ホット領域をプ
レビューすることもできます。 

 
 

10.3.1 ホット領域の追加 
 

ホット領域としてマップを別のマップに追加すると、追加されたマップへのリンクのアイ
コンがメインマップに表示されます。追加されたマップは子マップと呼び、ホット領域を
追加したマップは親マップと呼びます。 

 

開始前 

少なくとも 2つのマップを追加する必要があります。マップの追加については、「マップ
を追加する」を参照してください。 

ホット領域を追加する必要があるときに、この作業を実行してください。 
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手順 
 

注記 

マップはホット領域として一度だけ追加できます。 
 

1. Eマップページにアクセスします。 

2. Eマップツールバーの[編集]をクリックして、マップ編集モードにアクセスします。 

3. 追加されたマップを親マップとして選択します。 

4. ツールバーの をクリックして、ホット領域の追加ウィンドウを開きます。 

5. チェックボックスを選択して、子マップを選択します。 

6. オプション：ホット領域名を編集し、対応するフィールドをダブルクリックしてホット
領域のカラーと 

アイコンを選択します。 

7. [OK]をクリックします。 

子マップアイコンは親マップ上でホット領域として追加されます。 
 

 

10.3.2 ホット領域を編集する 
 

名前、色、アイコンなど、親マップ上のホット領域の情報を編集できます。ホット領域を

編集する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

手順 

1. Eマップモジュールにアクセスします。 

2. Eマップツールバーの[編集]をクリックして、マップ編集モードにアクセスします。 

3. ホット領域の変更ウィンドウを開きます。 

- 親マップのホット領域アイコンを選択して、ツールバーの をクリックします。 

- ホット領域アイコンを右クリックして、[変更]を選択します。 

- ホット領域アイコンをダブルクリックします。 

4. ホット領域名を編集し、必要に応じて色、アイコン、連動された子マップを選択しま
す。 

5. [OK]をクリックします。 

6. オプション：ホット領域を削除します。 

- ホット領域アイコンを選択して、ツールバーの をクリックします。 

- ホット領域アイコンを右クリックして、[削除]を選択します。 
 
 

10.3.3 ホット領域をプレビューする 
 

ホット領域のホットスポットを表示することができます。 
 

ホット領域をプレビューする必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. Eマップページにアクセスします。 
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注記 

マップ編集モードになっている場合は、Eマップツールバーの[編集モードの終了]を
クリックしてマッププレビューモードに進みます。 

 

ホット領域のホットスポットを表示することができます。 

2. ホット領域アイコンをクリックして、連動されている子マップに進みます。 

3. オプション：ツールバーの をクリックして、親マップに戻ります。 

4. オプション：ツールバーの をクリックしてアラーム情報を消去します。 
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第 11章 Hik-Connect 
 

 
 

クライアントソフトウェアは、Hik-Connectアカウントの登録、Hik-Connectアカウント
へのログイン、Hik-Connectサービスをサポートするデバイスの管理にも対応していま
す。 

 
 

11.1 Hik-Connectアカウントを登録する 
 

クライアントソフトウェアは、Hik-Connectサービスに対応するデバイスを管理するため
の Hik-Connectアカウントの登録に対応しています。 

 

クライアントソフトウェアから Hik-Connectアカウントを登録したい場合は、この作業を

実行してください。 
 

手順 

1. デバイス管理ページに入ります。 

2. [デバイス]→[Hik-Connectデバイス]の順にクリックして、Hik-Connectへようこそペー
ジにアクセスします。 

3. デバイスが配置されている領域を選択します。 

4. [ログイン]をクリックしてログインページを開きます。 

5. [登録]をクリックしてアカウントの登録ウィンドウを開きます。 

 

図 11-1 Hik-Connectアカウントの登録 
 

注記 

Webブラウザーは、Internet Explorerバージョン 9以降を使用する必要があります。 
 

6. ユーザー名、パスワード、確認パスワード、電話番号/メールアドレスなどの必要
な情報を入力します。 

 

注意 

デバイスのパスワードの強度は、自動的に確認されます。お使いの製品のセキュリテ
ィを強化するために、自分で選択したパスワード（大文字、小文字、数字 
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および特殊文字のうち少なくとも 3種類のカテゴリーを含む 8文字以上の使用）に変更
することを強く推奨しています。また、高度なセキュリティシステムでは特に、定期的
にパスワードをリセットすることをお勧めします。パスワードを月次または週次でリセ
ットすると、製品をより安全に保護できます。 

すべてのパスワード設定やその他のセキュリティ設定は、インストール実行者とエン
ドユーザーの責任です。 

 

7. [メッセージの送信]をクリックして確認コードを取得します。 

システムは、電話または Eメールに確認コードを送信します。 

8. 受け取った検証コードを[検証コード]テキストフィールドに入力します。 

9. [登録]をクリックして、登録を終了します。 
 
 

11.2 Hik-Connectアカウントにログインする 
 

クライアントソフトウェアから Hik-Connectアカウントにログインできます。 
 

開始前 

Hik-Connectアカウントに登録します。 
 

注記 

詳細については、「Hik-Connectアカウントを登録する」を参照してください。 
 

クライアントソフトウェアから登録済みの Hik-Connectアカウントにログインする場合
は、この作業を実行してください。 

 

注記 

ログインは 7日で期限切れになります。ログインが期限切れになったときは、再度アカウ

ントにログインする必要があります。 
 

手順 

1. デバイスの管理ページにアクセスします。 

2. [デバイス]→[Hik-Connectデバイス]の順にクリックして、Hik-Connectへようこそペー
ジにアクセスします。 

3. [ログイン]をクリックしてログインページに進みます。 

4. ユーザー名/電話番号とパスワードを入力します。 

5. [ログイン]をクリックしてアカウントにログインします。 

6. オプション：[ログアウト]をクリックして、アカウントからログアウトします。 
 
 

11.3 デバイス管理 
 

Hik-Connectデバイスを Hik-Connectアカウントに追加し、追加したデバイスをアカウン
トから削除することができます。Hik-Connectアカウントのデバイスに対して、リモート
設定とグループ管理を行うこともできます。 
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11.3.1 Hik-Connectアカウントにデバイスを追加する 
 

手動での追加とオンラインでの追加による 2つの方法で、Hik-Connectデバイスを Hik-

Connectアカウントに追加することができます。 
 

注記 

1つの Hik-Connectアカウントに追加できるデバイスは最大 256台（1024台のカメラ）で

す。 
 
 

オンラインデバイスの追加 
 

クライアントを実行している PCと同じローカルサブネットにある Hik-Connectオンライ
ンデバイスを Hik-Connectアカウントに追加できます。 

 

Hik-Connectアカウントにオンラインデバイスを追加する必要がある場合は、この作業を実

行してください。 
 

手順 

1. デバイス管理ページに入ります。 

2. [デバイス]→[Hik-Connectデバイス]の順にクリックして、Hik-Connectアカウントにロ
グインします。 

クライアントソフトウェアと同じローカルサブネットにある有効なオンラインデバイ
スが、オンラインデバイス領域に表示されます。[60 秒ごとに更新]をクリックするこ
とで、オンラインデバイスの情報を更新できます。 

3. オンラインデバイスリストで Hik-Connectサービスに対応しているデバイスを選択しま

す。 

 
 

図 11-2 オンラインデバイスリスト 
 

注記 

非アクティブなデバイスの場合、デバイスを正しく追加する前に、パスワードを作成
し、それに対して Hik-Connectサービスを有効にする必要があります。詳細について
は、「デバイスを有効化する」を参照してください。 

 

4. [アカウントに追加]をクリックして、デバイス追加ダイアログボックスを開きます。 

5. 5.検証コードを入力します。 
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検証コードは、Hik-Connectサービスを有効にしたときに作成されます。詳細について

は、「デバイスを有効化する」を参照してください。 

6. [OK]をクリックして、デバイスを追加します。 

7. オプション：デバイス管理ページからデバイスを選択し、[削除]をクリックして Hik-

Connectアカウントからデバイスを削除します。 
 
 

次にすること 

デバイスを Hik-Connectアカウントに追加した後、デバイスをローカルクライアントソフ
トウェアに追加したい場合は、Hik-Connectからデバイスを追加する必要があります。詳細
については、「Hik-Connectでデバイスを追加する」を参照してください。 

 
 

手動でデバイスを追加する 
 

シリアル番号と検証コードを入力して、Hik-Connectデバイスを Hik-Connectアカウント
に手動で追加できます。 

 

デバイスを手動で追加する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

• Hik-Connectサービスに対応しているデバイスのみが追加可能です。 

• 1つの Hik-Connectアカウントに対して、1台のデバイスのみを追加できます。 
 

1. デバイス管理ページに入ります。 

2. [デバイス]→[Hik-Connectデバイス]の順にクリックして、Hik-Connectアカウントにロ
グインします。 

3. [デバイスを追加する]をクリックして、デバイス追加ウィンドウを開きます。 

4. デバイスのシリアル番号と認証コードを入力します。 

シリアル番号 

お使いのデバイスのラベルにマークされています。 

検証コード 

Hik-Connectサービスを有効にしたときに作成されます。詳細については、「デバイ
スを有効化する」を参照してください。 

5. [OK]をクリックして、デバイスを追加します。 

正常に追加されたデバイスは、デバイス管理ページに表示されます。 
 

次にすること 

デバイスを Hik-Connectアカウントに追加した後、デバイスをローカルクライアントソフ
トウェアに追加したい場合は、 

Hik-Connectからデバイスを追加する必要があります。詳細については、「Hik-Connect

でデバイスを追加する」を参照してください。
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11.3.2 カメラのパラメータを編集する 
 

Hik-Connectのデバイスをローカルクライアントソフトウェアに追加した後、カメラのパ
ラメータを編集してストリームキーを設定できます。 

 

開始前 

Hik-Connectのデバイスをローカルクライアントソフトウェアに追加します。 
 

注記 

詳細については、「手動でデバイスを追加する」または「オンラインデバイスを追加す
る」を参照してください。 

 
 

Hik-Connectアカウントに追加されたカメラを編集する必要がある場合は、この作業を実行

してください。 
 

手順 

1. デバイスの管理ページにアクセスします。 

2. [グループ]タブをクリックします。 

3. リソースリストでカメラを選択します。 

4. [変更]をクリックして、カメラの変更ダイアログをポップアップ表示させます。 

5. 名称、回転、プロトコルタイプなどのカメラ情報を編集します。 

回転 

必要に応じて、ライブビューの回転タイプまたはカメラの再生を選択します。 

ストリームキー 

Hik-Connectデバイスの場合、ストリームキーは Hik-Connectサービスを有効にし
た際に作成される検証コードと同じです。 

Hik-Connect デバイスのライブビューまたはビデオファイルが暗号化されている場
合、デバイスのライブビューまたはビデオファイルを表示する前に、カメラの変
更ウィンドウでストリームキーを入力する必要があります。 

 

注記 

Hik-Connectのモバイルクライアントソフトウェアで、Hik-Connectのデバイスのラ
イブビューまたはビデオファイルを暗号化するかどうかを設定できます。詳細につ
いては、「Hik-Connectのモバイルクライアントソフトウェアのユーザーマニュア
ル」を参照してください。 

 

6. オプション：[コピー先]をクリックし、設定したパラメータをその他のカメラにコピー

します。 

7. [OK]をクリックしてカメラを編集します。 
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第 12章 ストリームメディアサーバーを介した
ビデオストリームの転送 

 

 
 

デバイスのリモートアクセス番号には常に制限があります。ライブビューを取得するため
にデバイスにリモートアクセスしたいユーザーが多い場合は、ストリームメディアサーバ
ーを追加し、ストリームメディアサーバーからビデオデータストリームを取得すること
で、デバイスの負荷を減らすことができます。 

 

注記 

ストリームメディアサーバーのアプリケーションソフトウェアをインストールする必要が
あり、これはクライアントインストールパッケージに含まれています。インストールパッ
ケージを実行したら、[ストリームメディアサーバー]にチェックを入れてストリームメデ
ィアサーバーのインストールを有効にします。 

 
 

12.1 証明書をストリームメディアサーバーにインポートする 
 

ストリームメディアサーバーをクライアントへ追加する前に、まずクライアントのセキュ
リティ証明書をストリームメディアサーバーにインポートしてセキュリティ認証を実行
し、データセキュリティを確保する必要があります。 

 

セキュリティ証明書をストリームメディアサーバーにインポートするには、次の手順を

実行します。 
 

手順 

1. クライアントから証明書をエクスポートします。 

1) [システム設定]→[サービス証明書]にアクセスします。 

2) [エクスポート]をクリックします。 

2. ストリームメディアサーバーをインストールした PCに証明書をコピーします。 

3. ストリームメディアサーバーをインストールした PCのデスクトップ上の をクリック
して実行します。 

4. 証明書をストリームメディアサーバーにインポートします。 

1) タスクバーの を右クリックして、[表示]をクリックします。 

2) [設定]をクリックして、設定ウィンドウに進みます。 

3) セキュリティ証明書フィールドで、[インポート]をクリックし、手順 1でクライアン
トからエクスポートした証明書ファイルを選択します。 

4) [OK]をクリックします。 

5. 有効にするためにストリームメディアサーバーを再起動します。 
 

注記 

クライアントのセキュリティ証明書が更新された場合、新しい証明書をクライアント
からエクスポートし、それをストリームメディアサーバーに再度インポートして更新
する必要があります。 
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12.2 ストリームメディアサーバーを追加する 
 

IPアドレスまたは IPセグメントでストリームメディアサーバーをクライアントに追加でき

ます。 
 

IPアドレスでストリームメディアサーバーを追加する場合、毎回クライアントに 1つの
ストリームメディアサーバーを追加でき、また毎回クライアントに複数のストリームメデ
ィアサーバーも追加できます。 

 
 

12.2.1 IPアドレスでストリームメディアサーバーを追加する 
 

IPアドレスでストリームメディアサーバーを 1つずつ追加できます。 
 

IPアドレスでストリームメディアサーバーを追加するには、以下の手順を実行します。 
 

手順 
 

注記 

1つのクライアントに対して、最大 16のストリームメディアサーバーを追加できます。 
 

1. デスクトップの をクリックして、ストリームメディアサーバーを実行します。 
 

注記 

• 他の PCにインストールされているストリームメディアサーバーを介してビデオを転

送することもできます。 

• ストリームメディアサーバーのポート（値：554）が他のサービスによって占有され
ている場合は、ダイアログが 

提示されます。ストリームメディアサーバーが正しく動作するように、ポート番号を
他の値に変更する 

必要があります。 
 

2. クライアントソフトウェアでデバイス管理ページにアクセスし、[デバイス]をクリック

します。 

3. [デバイス]タブで新しいデバイスタイプを追加します。 

1) [新しいデバイスタイプを追加]をクリックします。 

2) [ストリームメディアサーバー]を選択します。 

3) [OK]をクリックします。 

4. リストの[ストリームメディアサーバー]をクリックし、[追加]をクリックして追加ウィン
ドウを開きます。 

5. 追加モードとして[IPアドレス]を選択します。 

6. ストリームメディアサーバーのニックネームと IPアドレスを入力します。 
 

注記 

デフォルトのポート値は 554です。 
 

7. [追加]をクリックします。
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注記 

追加したメディアサーバーのセキュリティ証明書がクライアントのものと一致しない
場合は、サーバーのニックネームの後に と表示されます。 に移動して例外メッセ
ージを表示し、証明書の一貫性を保つために提供された手順に従ってください。 
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12.2.2 IPセグメントでストリームメディアサーバーを追加する 
 

IPセグメントで複数のストリームメディアサーバーをまとめて追加

できます。IPセグメントでストリームメディアサーバーを追加する

には、以下の手順を実行します。手順 

 

注記 

1つのクライアントに対して、最大 16のストリームメディアサーバーを追加できます。 
 

1. デスクトップの をクリックして、ストリームメディアサーバーを実行します。 
 

注記 

• 他の PCにインストールされているストリームメディアサーバーを介してビデオを転

送することもできます。 

• ストリームメディアサーバーのポート（値：554）が他のサービスによって占有され
ている場合は、ダイアログが 

提示されます。ストリームメディアサーバーが正しく動作するように、ポート番号を
他の値に変更する 

必要があります。 
 

2. クライアントソフトウェアでデバイス管理ページにアクセスし、[デバイス]をクリック

します。 

3. [デバイス]タブで新しいデバイスタイプを追加します。 

1) [新しいデバイスタイプを追加]をクリックします。 

2) [ストリームメディアサーバー]を選択します。 

3) [OK]をクリックします。 

4. リストの[ストリームメディアサーバー]をクリックし、[追加]をクリックして追加ウィン
ドウを開きます。 

5. 追加モードとして[IPセグメント]を選択します。 

6. 開始 IPアドレスと終了 IPアドレスを入力します。 
 

注記 

デフォルトのポート値は 554です。 
 

7. [追加]をクリックします。 
 

注記 

追加したメディアサーバーのセキュリティ証明書がクライアントのものと一致しない
場合は、サーバーのニックネームの後に と表示されます。 に移動して例外メッセ
ージを表示し、証明書の一貫性を保つために提供された手順に従ってください。 

 

IPアドレスが開始 IPと終了 IPの間にあるストリームメディアサーバーがクライアント
に追加されます。 
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12.3 カメラをストリームメディアサーバーに追加して、ビデオスト

リームを転送する 
 

ストリームメディアサーバーを介してカメラのビデオストリームを取得するには、カメラ
をストリームメディアサーバーに接続する必要があります。 

 

ビデオストリームを転送するためにカメラをストリーミングメディアサーバーに追加す

るには、以下の手順を実行します。 
 

手順 

1. デバイス管理ページに入ります。 

2. [デバイス]をクリックして、デバイスタブにアクセスします。 

3. デバイスタイプパネルで[ストリームメディアサーバー]を選択します。 

4. デバイス管理リストから、ストリームメディアサーバーを選択します。 

5. [設定]をクリックして、メディアサーバーのページにアクセスします。 

6. ビデオストリームをストリームメディアサーバー経由で転送するカメラを選択します。 

7. [OK]をクリックします。 

8. メインビューページに移動し、カメラのライブビューを再開します。 

ストリームメディアサーバーのコントロールパネルで、ストリームメディアサーバー
を介して転送または送信されるビデオストリームのチャンネル番号を確認します。 

 

注記 

• 1台のストリームメディアサーバーでは、最大 64チャンネルのビデオストリームを
転送でき、最大 200チャンネルのビデオストリームをクライアントに送信できま
す。 

• カメラがオフラインの場合でも、クライアントはストリームメディアサーバーを介し

てライブビデオを取得できます。 
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第 13章 ビデオウォール 
 

 
 

ビデオウォールモジュールはビデオのデコーディング機能を提供し、注意を引きそうなパ
フォーマンスに対してデコードされたビデオをビデオウォールに表示させることができま
す。 

 
 

13.1 エンコーディングデバイスを管理する 
 

ビデオウォールにデコードして表示させるには、エンコードデバイスをクライアントに
追加する必要があります。 

 
 

13.1.1 エンコーディングデバイスを追加する 
 

デコードしてビデオウォールに表示するためのエンコーディングデバイスを追加する必要
があります。デバイス管理ページでエンコーディングデバイスを追加しない場合は、それ
らをビデオウォールページで追加できます。 

 

ビデオウォールページにエンコーディングデバイスを追加する必要がある場合は、この

作業を実行してください。 
 

手順 

1. ビデオウォールモジュールにアクセスします。 

2. カメラ領域で をクリックして、デバイス追加ウィンドウを開きます。 

3. 追加モードを選択して、デバイスに対応するパラメータを設定します。 

- IP/ドメインモードについては、「IPアドレスまたはドメイン名でデバイスを追加す
る」を参照してください。 

- IPセグメントモードについては、「IPセグメントでデバイスを追加する」を参照し
てください。 

- IPサーバーモードについては、「IPサーバーでデバイスを追加する」を参照してく
ださい。 

- HiDDNSモードについては、「HiDDNSでデバイスを追加する」を参照してくださ
い。 

 
 

13.1.2 他社製のエンコーディングデバイスを追加する 
 

他社製のエンコーディングデバイスをクライアントに追加することができます。 
 

IPアドレス、ドメイン、または IPセグメントによる他社製のエンコードデバイスの追加

に対応しています。 
 
 

IPアドレスまたはドメイン名で他社製のエンコーディングデバイスを追加

する 
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デコードしてビデオウォールに表示するために、IPアドレスまたはドメイン名で他社製の
エンコードデバイスをクライアントに追加できます。 

 

他社製のエンコーディングデバイスをクライアントに追加する必要がある場合は、この

作業を実行してください。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[デバイス管理]をクリックして、デバイス管理モジュールに進み
ます。 

2. [デバイス]→[新しいデバイスタイプを追加]の順にクリックし、[他社製のエンコーディ
ングデバイス]を選択します。 

3. [他社製のエンコーディングデバイス]をクリックして、他社製のエンコーディングデバ
イス管理ページに進みます。 

4. [追加]をクリックして、デバイス追加ウィンドウを開きます。 

5. 追加モードを IP/ドメインとして選択します。 

6. 必要な情報を入力します。 

チャンネル番号 

チャンネル数。 

開始番号 

開始チャンネル番号からエンコーディングデバイスのチャンネルを追加します。 
 

例 

開始番号テキストフィールドに 4を入力した場合、開始チャンネル番号は 4です。 

7. オプション：デバイス名でグループを作成するには、[グループにエクスポート]にチェ

ックを入れます。 
 

注記 

デフォルトでは、デバイスのすべてのチャンネルを関連するグループにインポートでき

ます。 
 

8. [追加]をクリックしてデバイスを追加します。 
 
 

IPセグメントで他社製のエンコーディングデバイスを追加する 
 

ビデオウォールでデコードおよび表示するために IPアドレスが IPセグメント内にある
他社製のエンコーディングデバイスを追加する場合は、開始 IPアドレスと終了 IPアド
レス、ユーザー名、パスワード、その他のパラメータを指定してそれらを追加できま
す。 

 

IPセグメントで複数の他社製のエンコーディングデバイスをクライアントに追加する必
要がある場合は、この作業を実行してください。 

 

手順 

1. コントロールパネルの[デバイス管理]をクリックして、デバイス管理モジュールに進み
ます。
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2. [デバイス]→[新しいデバイスタイプを追加]の順にクリックし、[他社製のエンコーディ
ングデバイス]を選択します。 

左側のデバイスタイプのパネルに、他社製のエンコーディングデバイスが表示されま

す。 

3. [他社製のエンコーディングデバイス]→[追加]の順にクリックして、デバイス追加ウィン

ドウを開きます。 

4. 追加モードとして[IPセグメント]を選択します。 

5. 必要な情報を入力します。 

開始 IP 

開始 IPアドレスを入力します。 

終了 IP 

開始 IPと同じネットワークセグメントの終了 IPアドレスを入力します。 

チャンネル番号 

チャンネル数。 

開始番号 

開始チャンネル番号からエンコーディングデバイスのチャンネルを追加します。 
 
 

6. オプション：デバイス名でグループを作成するには、[グループにエクスポート]にチェ

ックを入れます。 
 

注記 

デフォルトでは、デバイスのすべてのチャンネルを関連するグループにインポートでき

ます。 
 

7. [追加]をクリックしてデバイスを追加します。 

IPアドレスが開始 IPと終了 IPの間にあるデバイスがデバイスリストに追加されます。 
 

 

13.2 デコード装置を管理する 
 

エンコーディングデバイスのビデオをデコードし、デコードされたビデオをビデオウォー
ルに表示するために、デコード装置をクライアントに追加する必要があります。 

 
 

13.2.1 デコード装置を追加する 
 

エンコーディングデバイスのビデオをデコードし、デコードされたビデオをビデオウォー
ルに表示するために、デコード装置を追加する必要があります。デバイス管理ページでデ
コード装置を追加しない場合は、それらをビデオウォールページで追加できます。 

 

ビデオウォールページにデコード装置を追加する必要がある場合は、この作業を実行して

ください。 
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手順 

1. ビデオウォールモジュールにアクセスします。 

2. [ビデオウォール設定の入力]をクリックして、デコード装置とビデオウォール設定のイ
ンターフェイスに 

アクセスします。 

3. デコーダ出力領域で をクリックして、デコード装置のクイック追加ウィンドウを有効
にします。 

4. 追加モードを選択して、デバイスに対応するパラメータを設定します。 

- IP/ドメインモードについては、「IPアドレスまたはドメイン名でデバイスを追加す
る」を参照してください。 

- IPセグメントモードについては、「IPセグメントでデバイスを追加する」を参照し
てください。 

 
 

13.2.2 デコード装置の出力を編集する 
 

追加したデコード装置のデコーダ出力を編集できます。 
 

開始前 

デコード装置をクライアントに追加します。詳細については、「デコード装置を追加す
る」を参照してください。 

デコード装置のデコーダ出力を編集する必要がある場合は、この作業を実行してくださ

い。 
 

手順 
 

注記 

拡張 HDMI出力ボードを使用することで、NVRもデコーディング機能に対応します。 

• これはビデオ入力と連動し、デコード装置を介さずにビデオウォールにそれらを表
示させることができます。 

• これは HDMI出力を介して直接、カメラの映像のビデオウォール表示、ウィンドウ
イングおよびローミングを作動させることができます。 

• デコーダ出力のパラメータを編集することもできます。 

• 詳細については、NVRのユーザーマニュアルを参照してください。 
 

1. ビデオウォールモジュールにアクセスします。 

2. [ビデオウォール設定の入力]をクリックして、デコード装置とビデオウォール設定のイ
ンターフェイスに 

アクセスします。 

3. デコーダ出力領域で、デコード装置の前にある をクリックして、その出力を一覧表示
します。 

4. デコーダ出力の変更ウィンドウを開きます。 

- デコーダ出力をダブルクリックします。 

- ビデオウォール領域のデコーダ出力を右クリックして、[デコーダ出力の設定]を選
択します。 

5. 表示形式と解像度を設定します。 
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注記 

HDMIおよび VGA出力の場合は、解像度を編集構成できます。BNC出力の場合は、ビ
デオ規格を設定できます。 

 

6. オプション：バッチ設定を確認し、設定をコピーする他の出力を選択できます。 

7. [OK]をクリックして設定を保存します。 
 
 

13.3 ビデオウォール設定を構成する 
 

エンコーディングデバイスとデコード装置をクライアントに追加したら、ビデオ表示用の
ビデオウォールのパラメータを設定する必要があります。 

 
 

13.3.1 ビデオウォールを追加する 
 

デコーダ出力をビデオウォールに連動し、ビデオウォールにライブビューを表示するなど
の追加操作を実行する前に、クライアントに仮想ビデオウォールを追加し、実際のニーズ
に応じてビデオウォールのレイアウトを設定する必要があります。 

 

クライアントにビデオウォールを追加する場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

最大 4つのビデオウォールをクライアントに追加できます。 
 

1. ビデオウォールモジュールにアクセスします。 

2. [ビデオウォール設定の入力]をクリックして、デコード装置とビデオウォール
設定のインターフェイスにアクセスします。 

クライアントは、レイアウトが 4*4のデフォルトのビデオウォールを事前定義しま
す。必要に応じてこれを編集できます。 

3. ビデオウォールの追加ウィンドウを開きます。 

- ビデオウォールを右クリックして、[ビデオウォールの追加]を選択します。 

- をクリックします。 

4. 必要に応じて、ビデオウォールの名前を作成します。 

5. ビデオウォールの行と列を設定します。 

- フレームをドラッグして、行と列を設定します。 

- フィールドに行と列を入力します。 
 

注記 

• 行番号と列番号の範囲は、どちらも 1から 10です。 

• ビデオウォールの表示ウィンドウの総数は 100以下でなければなりません。 
 

6. ビデオウォールの比率を選択します。 

7. [追加]をクリックします。 

8. ビデオウォールを追加した後は、必要に応じて編集または削除できます。 
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ビデオウ
ォールの
編集 

 

ビデオウォ
ールの削除 

 
 
 

ビデオウォールを右クリックして、[ビデオウォールの変更]を選
択し、ビデオウォールの名前、行番号、列番号、比率を編集しま
す。 

 

ビデオウォールを右クリックして、[ビデオウォールの削除]を選
択するか、またはビデオウォールタブの をクリックして削除し
ます。 

 
 

13.3.2 ビデオウォールでデコーダ出力を連動する 
 

追加したデコード装置のデコーダ出力を、作成したビデオウォールのウィンドウに連動
する必要があります。 

 

開始前 

• デコード装置をクライアントに追加します。デコード装置の追加に関する詳細な設定
については、「デバイスを追加する」を参照してください。 

• ビデオウォールをクライアントに追加します。詳細については、「ビデオウォールを追
加する」を参照してください。 

デコーダ出力をビデオウォールと連動する必要がある場合は、この作業を実行してくださ

い。 
 

手順 

1. ビデオウォールモジュールにアクセスします。 

2. [ビデオウォール設定の入力]をクリックして、デコード装置とビデオウォール設定のイ
ンターフェイスにアクセスします。 

追加されたデコード装置のデコーダ出力が左側に表示され、追加されたビデオウォー
ルは右側に表示されます。 

 
 

3. 左側のリストのデコーダ出力をビデオウォールの表示ウィンドウにドラッグして、1

対 1の対応を設定します。 
 

注記 

Ctrlキーまたは Shiftキーを押したまま複数の出力を選択し、その後ビデオウォールに
ドラッグして、リンケージを一括設定することもできます。 

 

4. オプション：リンケージを解除するには、表示ウィンドウの右上にある をクリックし

ます。 
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13.4 ビデオウォールにビデオを表示する 
 

エンコーディングデバイス、デコード装置、ビデオウォールを設定した後、エンコーディ
ングデバイスからのビデオストリームをデコードしてビデオウォールに表示できます。 

 

デコーディングと表示を有効にした後、エンコーディングデバイスのビデオからキャプ
チャーされた画像はビデオウォールページのウィンドウに表示されます。また、リアル
タイムビデオは物理的なビデオウォールにも表示されます。 

 

注記 

いくつかの種類のデコーダの場合、信号ソースからのビデオストリーム（ローカル API

を介してデコーダに接続されたビデオ信号（例えば PC）を指す）もビデオウォールに
表示させることができます。詳細については、デバイスのユーザーマニュアルを参照し
てください。 

 
 

13.4.1 デコードと表示 
 

デコード装置とビデオウォールを追加した後、エンコーディングデバイスからビデオス
トリームのデコードを開始し、ビデオウォールにビデオを表示できます。 

 

開始前 

エンコーディングおよびデコード装置を追加し、デコーダ出力をビデオウォールと連動し
ます。 

ビデオストリームのデコーディングとビデオウォールへのビデオの表示を有効にする場合
は、この作業を実行してください。 

 

手順 

1. ビデオウォールモジュールにアクセスします。 

2. [操作ページに戻る]をクリックして、ビデオウォールの操作インターフェイスに戻りま
す。 

3. デコーディングと表示を開始するには、次の操作のいずれかを実行してください。 

- 左側パネルのカメラリストからカメラをデコーディングウィンドウにドラッ
グするか、またはデコーディングウィンドウを選択してからカメラをダブル
クリックします。 

- キーボードの Ctrlキーまたは Shiftキーを押しながらクリックして複数のカメラを
選択し、選択したカメラをビデオウォールにドラッグします。 

 
 

注記 

DS-6400HDI-Tおよび DS-6900UDIデコーダの場合、ビデオウォール表示用の信号ソ
ースパネルで信号ソースを選択できます。 
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4. オプション：シーンの設定を保存するには、次の操作のいずれかを実行します。 
 

注記 

ビデオウォールには最大 8つのシーンを設定できます。各シーンは異なる設定とレイア
ウトで構成できます。 

 

- ビデオウォールツールバーの をクリックして、現在のシーンの設定を保存します。 

-  （ の隣） をクリックして、設定を保存するシーンを選択します。 

5. オプション：シーンパネルの をクリックして、シーンを有効にします。 

6. オプション：プレビューウィンドウでカメラのライブビデオを取得します。 

1) ビデオウォールの右下にある をクリックして、プレビューウィンドウを開きます。 

2) 再生中のウィンドウを選択するか、またはカメラをプレビューウィンドウに直接ドラ
ッグします。 

3) オプション：プレビューウィンドウをダブルクリックすると、ライブビデオがフルス
クリーンモードで表示されます。 

7. オプション：カメラの PTZコントロールを作動させるには、左側の PTZパネルを展開
します。 

 

注記 

カメラは PTZコントロールに対応していなければなりません。 
 

8. オプション：再生ウィンドウを右クリックして、デコーディングを管理し、右クリッ
クメニューで表示します。 

 

注記 

メニューはデバイスにより異なります。 
 

連続デコーディングの開始/一時停止 

自動切替デコーディングを開始/一時停止します。この機能はデコーダでのみサポート

されています。 

ウィンドウを拡大 

全画面モードでウィンドウを表示します。 

デコーディングチャンネルのステータス 

デコード状態、ストリームタイプなど、デコーディングチャンネルのステータスを表

示します。 

ロゴのアップロード 

ビデオウィンドウにロゴとして画像をアップロードし、それの表示パラメータを設定
します。設定後、ロゴは物理的なビデオウォール上のウィンドウの定義された位置に
表示されます。 

ロック 

ローミング機能を無効にするには、ウィンドウをロックしてください。 
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アラームウィンドウの設定 

イベントまたはアラーム入力によってトリガーしたビデオをビデオウォールに表示し

ます。 

デコーディングの遅延 

実際の必要に応じて、デコーディングの遅延度を設定します。 
 

 

13.4.2 ウィンドウイングとローミングを実行する 
 

ウィンドウイングとは、画面上に新しいウィンドウを開くことです。ウィンドウは画面
内にあっても複数の画面にまたがっていてもかまいません。必要に応じて、ビデオウォ
ール内で再生ウィンドウを移動できます。この機能はローミングと呼ばれます。 

 

開始前 

デコーダ出力はビデオウォールにリンクしています。 

ウィンドウイングとローミングを設定する必要がある場合は、この作業を実行してくださ

い。 
 

手順 
 

注記 

ウィンドウイングとローミング機能は、デコード装置に対応していなければなりません。 
 

1. [ビデオウォール設定の入力]をクリックして、デコード装置とビデオウォール
設定のインターフェイスにアクセスします。 

2. デコーディングと表示を開始します。詳細については、「デコードと表示」を参照して
ください。 

3. デコーダ出力に連動している画面をドラッグしてウィンドウを開きます。 
 

注記 

• 開いているウィンドウの上にウィンドウを開く場合は、ウィンドウをドラッグして
Ctrlキーを押しながら作成します。 

• ウィンドウを開く前に、少なくとも 1台のカメラを選択してください。 
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ウィンドウは画面内に表示されるか、または複数の画面にまたがって表示されます。 

4. オプション：開いているウィンドウを調整します。 

1) カーソルが になったら、ウィンドウを動かして位置を調整します。 
 

注記 

ウィンドウを移動している間、点の枠線が表示されます。点の枠線の近くにウィン
ドウを移動させると、ウィンドウは枠線に合わせて調整されます。 
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図 13-2 ウィンドウの移動 

2) カーソルが方向矢印に変わったら、ウィンドウサイズを調整します。 
 

注記 

Shiftキーを押しながらウィンドウを拡大/縮小することもできます。 

3) ウィンドウをダブルクリックすると、ウィンドウが拡大して全画面に表示され、最
上層に表示されます。もう一度ダブルクリックすると元に戻ります。 

5. レイアウトを設定します。 

1) ウィンドウを選択して をクリックし、レイアウトを設定します。 

2) をクリックして、この設定を保存します。 

6. オプション：次のうち 1つ以上を実行できます。 
 

ローミ
ング機
能を無
効にす
る 

 

ウィンドウを右クリックして右クリックメニューの[ロック]を
選択すると、ウィンドウの右上に のアイコンが表示されま
す。この場合、ウィンドウを移動したりサイズを変更したりす
ることはできません。 

 

注記 

ロックされているウィンドウの場合は、クリックアンドドラッグ
して新しいウィンドウを作成できます。 

 

ローミ
ング機
能を復
元する 

ウィンドウを右クリックして、右クリックメニューの[ロック解除]

を選択します。 
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ウィンドウ
のデコーデ
ィングを停
止する 

 
 

ロ ー ミ
ン グ ウ
ィ ン ド
ウ を す
べ て 閉
じる 

 

最新のキャプ
チャー画像を
表示する 

ウィンドウを右クリックして、右クリックメニューの[デコーディ
ングの停止]を選択するか、またはマウスをウィンドウに移動して
右上の をクリックします。ウィンドウとこれが閉じます。 

 
 
 
 
 
 

をクリックしてすべてのローミングウィンドウを閉じます。 
 
 

 
 
 
 
ウィンドウを右クリックして、右クリックメニューの[更新]を
選択するか、またはマウスをウィンドウに移動して右下の を
クリックします。 

 

デジタルズーム ウィンドウを右クリックして、右クリックメニューの[デジタルズ
ームを開く]（使用可能な場合）を選択すると、カーソルが に変
わります。デジタルズームを実現するには、マウスを使ってビデ
オをドラッグします。 

 

注記 

物理的なビデオウォールへの影響を確認できます。 
 

ビデオのプ
レビューを
入手する 

再生ウィンドウを選択してアイコンの をクリックすると、画面の
右下にビデオのプレビューが表示されます。または、ライブビュ
ー用のプレビューウィンドウにカメラを直接ドラッグすることも
できます。 

 

注記 

プレビューウィンドウをダブルクリックして、全画面表示にするこ

ともできます。 
 
 
 

13.4.3 ビデオウォールに再生を表示する 
 

記録したビデオファイルはビデオウォールで再生できます。 
 

開始前 

ビデオファイルとデコーダに保存されているエンコーディングデバイスを追加し、デコー
ダ出力をビデオウォールに 

編集します。 

ビデオウォールに再生を表示したい場合は、この作業を実行してください。 
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手順 
 

注記 

再生機能はデコーダでのみ対応します。 
 

1. ビデオウォールモジュールにアクセスします。 

2. 左パネルのカメラリストから、カメラをビデオウォールの表示ウィンドウにドラッグし
ます。 

3. 再生モードに移動します。 

- 表示ウィンドウにカーソルを移動してクリックすると、 が右上に表示されます。 

- 表示ウィンドウを右クリックして、右クリックメニューの[再生する]を選択します。 

当日のビデオファイルがあるカメラの場合、再生は自動的に開始します。それ以外の
場合は、次の手順を実行して、再生に対してビデオファイルを検索します。 

4. オプション：期間やその他の検索条件を設定し、再生モードページの左側にある
[検索]をクリックしてビデオファイルを検索します。 

検索されたビデオファイルが自動的に再生を開始します。 

5. オプション：再生を制御します。 

- 再生ウィンドウにカーソルを移動させると、ウィンドウにアイコンが表示されま
す。表示されたアイコンを介して、再生の一時停止、再生の停止、キャプチャー、
記録の開始、ライブビューモードへの戻り、 

再生速度の調整などの機能を実現できます。 

- 表示ウィンドウを右クリックして、一時停止、停止、早送り、スロー再生、キャプ
チャー、記録の開始、全画面などの右クリックメニューで再生を制御します。 

 

注記 

キャプチャーした画像と記録したファイルの保存パスは、システム設定ページで設
定できます。詳細については、「ファイルの保存パスを設定する」を参照してくだ
さい。 

 

 
 

13.4.4 自動切替デコーディングを設定する 
 

自動切替デコーディングとは、エンコーディングデバイスの複数のビデオストリームを 1

つのデコーダ出力に設定し、デコーディングの切り替え間隔を設定できることを意味しま
す。 

 

開始前 

エンコーディングデバイスおよびデコーダを追加し、デコーダ出力をビデオウォールと連
動します。 

ビデオウォールに自動切替デコーディングを設定する場合は、この作業を実行してくださ

い。 
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手順 
 

注記 

自動切替デコーディングは、デコーダでのみ対応します。 
 

1. ビデオウォールの操作ページにアクセスします。 

2. ビデオウォールツールバー の横にある をクリックして、自動切替デコードの切り替え
間隔を設定します。 

3. 左パネルのカメラリストから、カメラをビデオウォールの表示ウィンドウにドラッグし
ます。 

 

注記 

自動切替デコーディングは、DS-6400HDI-Tおよび DS-6900UDIの信号ソースに対応
していません。 

 

4. カメラグループノードにカーソルを移動し、ノードの横にある をクリックする
と、自動切替デコーディングが開始されます。 

自動切替デコーディング中のデコーダ出力の表示ウィンドウは、右上に とマーク
されます。 
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第 14章 セキュリティコントロールパネル 
 

 
 

セキュリティコントロールパネルのモジュールはクライアントソフトウェアを介してパー
ティションおよびゾーンのリモート制御と設定を提供します。 

 

注記 

セキュリティコントロールパネルの権限を持つユーザーは、セキュリティコントロールパ
ネルとリアルタイムアラームを管理するため、セキュリティコントロールパネルモジュー
ルにアクセスすることができます。セキュリティコントロールパネルモジュールのユーザ
ー権限の設定については、「アカウントの管理」を参照してください。 

 
 

14.1 ゾーンイベント用クライアントリンケージを設定する 
 

セキュリティコントロールパネルのトリガーゾーンイベントに対して、サイレン、リレ
ー、クライアントリンケージおよびトリガーカメラを含むリンケージを設定できます。 

 

セキュリティコントロールパネルゾーンのイベントのリンケージを設定する必要がある
場合は、この作業を実行してください。 

 

手順 
 

注記 

ゾーンイベントリンケージを設定する前に、ゾーンを解除する必要があります。 
 

1. [イベント管理]→[ゾーンイベント]の順にクリックします。 

2. リストからゾーンを選択します。 

3. ゾーンに名前を付けます。 

4. ゾーンのタイプを選択します。 

5. 連動するリレーとサイレンを選択します。 

6. チェックボックスを選択して、クライアントリンケージを設定します。 

音声警告 

アラームがトリガーすると、クライアントソフトウェアが警告音を発します。音声
警報のアラーム音は選択可能です。 

 

注記 

アラーム音の設定については、「アラーム音を設定する」を参照してください。 
 

電子メールリンケージ 

アラーム情報のメール通知を 1人以上の受信者に送信します。 

Eマップアラーム 

Eマップにアラーム情報を表示します。 

アラーム発生ポップアップ画像 
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アラームがトリガーすると、アラーム情報を含む画像がポップアップ表示されます。 
 

注記 

最初に、トリガーカメラを設定する必要があります。 
 

アラームによってトリガーするビデオウォール表示 

アラームがトリガーしたときに、ビデオウォールにビデオを表示します。 
 

注記 

最初に、トリガーカメラを設定する必要があります。 
 

7. アラームがトリガーしたときに画像を表示したり、ビデオウォールにビデオを表示
したりするためにトリガーカメラを選択します。 

 

注記 

• イベントが発生したときにトリガーカメラの画像をキャプチャーするには、スト
レージスケジュール内でキャプチャースケジュールとストレージを設定しなけれ
ばなりません。詳細については、「リモートストレージ設定」を参照してくださ
い。 

• トリガーカメラは最大 4台まで設定できます。 
 

8. オプション：[コピー先]をクリックして、イベント設定を他のゾーンにコピーします。 

9. [保存]をクリックします。 
 
 

14.2 セキュリティコントロールパネルをリモート制御する 
 

セキュリティコントロールパネルをリモート制御し、パーティションとゾーンの両方に対
して、警備、解除、バイパス、グループバイパスなどの操作を実行できます。 

 
 

14.2.1 パーティションをリモート制御する 
 

遠隔警備、常警備、即時警備、解除、アラーム消去、グループバイパスやグループバイパ
スのリカバリーなど、セキュリティコントロールパネルのパーティションをリモート制御
することができます。 

 

クライアントソフトウェアのパーティションをリモートで制御する必要がある場合は、こ

の作業を実行してください。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[セキュリティコントロールパネル]をクリックして、セキュリテ
ィコントロールパネルのモジュールにアクセスします。 

2. オプション：ページの右上にある または をクリックして、表示モードを 

タイルまたはリストモードに切り替えます。 

3. オプション：[変更]をクリックし、必要に応じてパーティション名を編集し、パーティ
ションの表示 
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ステータスを表示または非表示に変更します。 

4. タイルモードで、[操作]をクリックして、パーティション操作ウィンドウを開きます。
一括してパーティションを 

制御することができます。 
 

 
 

 
 

図 14-1 パーティション操作ウィンドウ 

5. 操作するパーティションを選択します。 

6. 選択したパーティションを制御するには、操作ボタン（遠隔警備、常時警備、即時警
備、解除、 

アラーム消去、グループバイパスやグループバイパスのリカバリーなど）をクリックし
ます。 

7. パーティションがアラームのステータスにある場合は、パーティションのゾーンステー
タスを表示します。 

- タイルモードの場合は、 の上にカーソルを合わせるとパーティションのゾーンステ
ータスが表示されます。 

- リストモードの場合は、 の上にカーソルを合わせるとパーティションのゾーンステ
ータスが表示されます。 

 

注記 

トリガーゾーンのアラームの詳細については、「アラームの処理」を参照してくださ
い。 

 

 
 

14.2.2 ゾーンをリモート制御する 
 

バイパスを含むセキュリティコントロールパネルのゾーンをリモート制御したり、バイパ

スをリカバリーしたりできます。クライアントソフトウェアのゾーンをリモート制御する

必要がある場合は、この作業を実行してください。 
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手順 

1. コントロールパネルの[セキュリティコントロールパネル]をクリックします。 

2. オプション：ページの右上にある または をクリックして、表示モードをタイルまた
はリストモードに切り替えます。 

3. をクリックしてゾーンの操作ウィンドウを開きます。 

このウィンドウでパーティションのすべての連動ゾーンを表示し、ゾーンのステータス

を確認できます。 

4. 操作するゾーンを選択します。 

5. 起動、解除、バイパスまたは、バイパスのリカバリーをクリックして、選択したゾーン
を制御します。 

6. オプション：[ライブビュー]列で をクリックして、ゾーン内でトリガーカメラのライ
ブビューを表示します。 

 
 

注記 

イベント管理モジュールでゾーンのトリガーカメラを設定することができます。詳細
については、「ゾーンイベント用クライアントリンケージを設定する」を参照してく
ださい。 

 

 
 

14.3 マップ上にゾーンを表示する 
 

Eマップ上にゾーンを追加することができ、そのゾーン内のアラームがトリガーしたとき
に、Eマップ上にアラーム通知を表示してアラームの詳細を確認することができます。 

 

Eマップ上のセキュリティコントロールパネルのゾーンを管理する必要がある場合は、

この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

Eマップの詳しい操作については、「マップの管理」を参照してください。 
 

1. Eマップモジュールにアクセスします。 

2. ホットスポットとして Eマップにゾーンを追加します。 

1) ツールバーの[編集]をクリックして、マップ編集モードにアクセスします。 

2) Eマップツールバーの をクリックしてホットスポットを追加するウィンドウを開き
ます。または、左側のパネルの 

グループリストからゾーンアイコンを直接マップにドラッグします。 

3) 追加するゾーンを選択します。 

4) [OK]をクリックします。 

ゾーンアイコンがホットスポットとしてマップに追加され、左側のパネルのグループ
リストに追加されたゾーンのアイコンが から に変わります。 

3. 追加されたホットスポットをプレビューします。 

1) ツールバーの[編集モードの終了]をクリックして、マッププレビューモードにアクセ
スします。 
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2) オプション：ゾーン内でトリガーしたアラームがある場合、 のアイコンが表示さ
れ、ホットスポットの近くで 

点滅します（10秒間点滅）。アラームアイコンをクリックするか、ホットスポットア
イコンを右クリックして 

[アラーム情報の表示]を選択し、アラームの種類やトリガー時刻などの 

アラーム情報を確認します。 
 

注記 

• マップにアラーム情報を表示させるには、Eマップ上のアラーム機能をアラーム連
動アクションとして設定する必要があります。詳細については、「ゾーンイベント
用クライアントリンケージを設定する」を参照してください。 

• リアルタイムアラームモジュールで、ゾーンアラーム情報を確認することもでき
ます。詳細については、「アラームを処理する」を参照してください。 

 
 
 

14.4 アラームを処理する 
 

セキュリティコントロールパネルのリアルタイムトリガーCIDアラーム情報を表示し
て、アラームを処理することができます。また、履歴アラームを時間またはアラーム
のタイプで検索することもできます。 

 
 

14.4.1 リアルタイムアラームを表示する 
 

アラームのタイプ、アラーム時刻、デバイス名、CIDコード、ゾーン、パーティション、
アラームの説明など、リアルタイムでトリガーしたアラーム情報を確認できます。また、
アラームを登録して確定するか、トリガーカメラのライブビューを確認して Eマップ上
のリンクされたホットスポットを表示させることもできます。 

 

追加したセキュリティコントロールパネルのリアルタイムトリガーアラーム情報を表示す
る必要がある場合は、この作業を実行してください。 

 

手順 

1. リアルタイムアラームページを開きます。 

このページにはすべてのリアルタイムでトリガーするアラームが表示され、アラームの
タイプ、アラームの時刻、デバイス名、ユーザー、CIDコード、ゾーン、パーティショ
ン、アラームの説明などを確認できます。 

2. オプション：対応するタイプのアラームを表示するにはアラーム、例外、復元、また
は操作にチェックを入れます。 

 

注記 

• アラームのタイプは でマークされています。例外のタイプは でマークされてい
ます。復元のタイプは でマークされています。そして、操作のタイプは でマー
クされています。 

• アラームのタイプの後に続く数字は、このタイプのアラーム数を示します。 
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3. アラームを確定します。 

- [操作]列の をクリックして、選択したアラームを確定します。 

- リアルタイムでトリガーするすべてのアラームを確定するには、[一括確定]をクリッ
クします。 

確定されたアラームがリストから消えます。 

4. オプション：[操作]列で をクリックして、トリガーカメラのライブビューを表示しま

す。 
 

注記 

連動したライブビューを取得する前に、ゾーンに対してトリガーカメラを設定する必要
があります。トリガーカメラの設定に関する詳細については、「ゾーンイベント用クラ
イアントリンケージを設定する」を参照してください。 

 

5. オプション：操作列の をクリックして、ゾーンをマップ上のホットスポットとして確

認します。 

マップ上のゾーンを確認する前に、ゾーンをホットスポットとしてマップに追加する必
要があります。ホットスポットとしてゾーンを追加する詳細については、「マップ上に
ゾーンを表示する」を参照してください。 

6. オプション：希望のアラームを受信するためにアラームタイプを登録します。 

1) [登録]をクリックして、登録ウィンドウを開きます。 

2) アラーム、例外、復元、または操作をクリックして、主要アラームのタイプを選択し
ます。 

3) チェックボックスを選択して、補助アラームのタイプを選択します。 

4) [OK]をクリックして選択を保存します。 
 
 

14.4.2 履歴アラームを検索する 
 

履歴アラームを時間で検索し、検索結果をアラームのタイプでフィルタリングするこ
とができます。一致したアラームを処理することもできます。 

 

セキュリティコントロールパネルの履歴アラームを検索する必要がある場合は、この作業

を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

アラームの操作の詳細については、「リアルタイムアラームを表示する」を参照してくだ
さい。 

 

1. リアルタイムアラームページを開きます。 

2. リアルタイムアラームモジュールで、[履歴アラーム]タブをクリックして履歴アラーム
ページにアクセスします。 

3. をクリックして、期間の開始時間と終了時間を設定します。 

4. [検索]ボタンをクリックすると、一致したアラームがこのページに表示されます。 

5. オプション：アラームのタイプで検索結果をフィルタリングします。
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1) [フィルター]ボタンをクリックして、フィルターダイアログを提示します。 

2) [アラーム]、[例外]、[復元]、または[操作]タブをクリックして、主要アラームのタイ
プを選択します。 

 

注記 

アラームのタイプは でマークされています。例外のタイプは でマークされてい
ます。復元のタイプは でマークされています。そして、操作のタイプは でマー
クされています。 

3) タブの下にあるチェックボックスを選択して、補助アラームのタイプを選択します。 

4) [OK]をクリックして、アラームのタイプによる履歴アラームのフィルタリングを開始
します。 

6. オプション：検出されたアラームについては、 をクリックするか、または[一括確定]

をクリックして未確定のアラームを確定します。 

確定されたアラームの項目が灰色に変わります。 

7. オプション： と をクリックして、アラームのリンクされたライブビューを確認
し、リンクされたホットスポットを Eマップに表示します。 

 

注記 

アラームの操作の詳細については、「リアルタイムアラームを表示する」を参照してく
ださい。 

 

 
 

14.4.3 パニックアラームを処理する 
 

パニックアラームステーションの場合、パニックアラームがトリガーすると、クライアン
トを介してアラームを処理することができます。ユーザーがパニックアラームステーショ
ンからセンターに電話をかけると、パニックアラームがトリガーされます。 

 

パニックアラームステーションからトリガーするパニックアラームを処理する必要がある

場合は、この作業を実行してください。 
 
 

手順 

1. リアルタイムアラームモジュールにアクセスします。 

2. ポップアップのパニックアラームウィンドウで をクリックして電話に応答します。
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図 14-2 パニックアラームの処理 

3. オプション：ライブビューウィンドウを右クリックして右クリックメニューを開
き、以下の操作を行います。 

 

画像をキ
ャプチャ
ーする 

 

記録を開
始/停止す
る 

 

をクリックして画像をキャプチャーします。 
 
 
 

/ をクリックして記録を開始または停止します。 
 

注記 

ビデオファイルは PCに保存されます。 
 

PTZコントロール ゾーンがスピードドームに連動されている場合は、 をクリッ
クしてディスプレイウィンドウで PTZコントロール機能を有
効にします。機能を無効化するには、もう一度 をクリックし
ます。 

 

注記 

トリガーカメラの設定に関しては、「ゾーンイベント用クライア
ントリンケージを設定する」を参照してください。 
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第 15章 Pyronixコントロールパネル 
 

 
 

管理および制御に対して、Pyronixコントロールパネルを追加することができます。追加
した Pyronixコントロールパネルのパーティション、ゾーン、警報出力を制御できます。
Pyronixコントロールパネルのゾーンイベントを設定した後、デバイスがアラームモード
になっていると、クライアントは Pyronixコントロールパネルによってトリガーしたアラ
ームを受信できます。 

 

Eマップに Pyronixコントロールパネルのゾーンを追加することができ、そのゾーン内の
アラームがトリガーしたときに、Eマップ上にアラーム通知を表示してアラームの詳細を
確認することができます。Eマップにゾーンを追加するための詳細な操作については、
「マップ上にゾーンを表示する」を参照してください。 

Pyronixコントロールパネルに保存されている操作ログを検索することもできます。詳細に
ついては、「ログの管理」を参照してください。 

 

注記 

Pyronixコントロールパネルの権限を持つユーザーは、Pyronixコントロールパネルとリ
アルタイムアラームを管理するため、Pyronixコントロールパネルモジュールにアクセス
することができます。Pyronixコントロールパネルモジュールのユーザー権限の設定につ
いては、「アカウントの管理」を参照してください。 

 
 

15.1 Pyronixコントロールパネルを追加する 
 

デバイス管理モジュールで、Pyronixコントロールパネルをクライアントに追加できま
す。PyronixCloudサービスのデバイス管理者によって承認されたデバイスは、クライアン
ト経由で管理および制御できます。 

 

Pyronixコントロールパネルをクライアントに追加するには、以下の作業を行ってくださ

い。 
 

手順 

1. デバイス管理ページを開きます。 

2. デバイスタイプパネルに[Pyronixコントロールパネル]タブを表示します。 

1) [デバイス]→[新しいデバイスタイプを追加]の順にクリックします。 

2) [Pyronixコントロールパネル]にチェックを入れ、[OK]をクリックします。 

Pyronixコントロールパネルがデバイスタイプパネルに表示されます。 

3. [Pyronixコントロールパネル]タブをクリックして、Pyronixコントロールパネルの管理
ページに進みます。 

4. [追加]をクリックします。 
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図 15-1 Pyronixコントロールパネルの追加 

5. ダイアログに Pyronixコントロールパネルを追加するために必要な情報を入力します。 

クライアントユーザー名 

PyronixCloudから権限を適用するために、使用されるユーザー名を設定します。 
 

注記 

詳細については、「PyronicCloudを介してクライアントを認証する」を参照してく
ださい。 

 

システム ID 

Pyronixコントロールパネルのシステム ID。各コントロールパネルに対して固有の
シリアル番号です 

 

注記 

デバイスを介してコントロールパネルの IDを取得することができます。詳細につい
ては、指定されたデバイスのユーザーマニュアルを参照してください。 

 

アプリのパスワード 

ユーザークラウドアカウントの IDと共にコントロールパネルを識別するために使用
されるパスワード。 

 

注記 

アプリのパスワードはデバイスから設定する必要があります。詳細については、指
定されたデバイスのユーザーマニュアルを参照してください。 

 

ユーザーコード 

優先順位の異なるすべてのユーザーがコントロールパネルを起動/解除し、許可され
た操作を実行するためのコード。 

 

注記 

デバイスを介してユーザーコードを設定する必要があります。ユーザーコードの設
定については、各デバイスのユーザーマニュアルを参照してください。 
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6. オプション：デバイス名でグループを作成するには、[グループにエクスポート]にチェ

ックを入れます。 

デフォルトで、Pyronixコントロールパネルのすべてのゾーンを対応するグループにイ

ンポートすることができます。 

7. [追加]をクリックして、Pyronixコントロールパネルを追加します。 

8. オプション：Pyronixコントロールパネルを追加した後に、以下の操作を実行してくだ
さい。 

 

変更 デバイスを選択し、[変更]をクリックしてデバイスパラメータを編集しま

す。 
 

削除 デバイスを選択し、[削除]をクリックしてデバイスを削除します。 
 

注記 

Pyronixコントロールパネルをクライアントに追加するのが初めての場合
は、Pyronixコントロールパネルを追加した後、そのネットワークステー
タスはオフラインになります。管理者が PyronixCloud経由でクライアン
トを認証するまで、コントロールクライアント経由で管理および操作する
ことはできません。 

 

次にすること 

管理者に連絡し、PyronixCloudを介してクライアントを認証してください。詳細について
は、「PyronicCloudを介してクライアントを認証する」を参照してください。 

 
 

15.2 PyronicCloudを介してクライアントを認証する 
 

管理者は、ユーザーがクライアントソフトウェアを介して Pyronixコントロールパネルを
操作および制御できるように、PyronixCloudのウェブサイトにログインしてクライアン
トを認証する必要があります。 

 

注記 

1台のコンピューターの場合、Pyronixコントロールパネルを追加するのが初めての場合
は認証を依頼する必要があります。 

 
 

15.2.1 PyronixCloudアカウントを作成する 
 

クライアントを認証する前に、PyronixCloudアカウントを登録し、Pyronixコントロール
パネルを PyronixCloudに接続する必要があります。 

 

次の手順を実行して、PyronixCloudアカウントを作成してください。 
 

手順 

1. PCから http://www.pyronixcloud.comにアクセスして、アカウントを登録します。 

http://www.pyronixcloud.com/
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図 15-2 PyronixCloudアカウントの作成 

2. [アカウントを作成]をクリックして、フォームを完了します。 
 

注記 

フォームが完了すると、admin@pyronixcloud.comから確認リンクを記載したメー
ルを受信します。このリンクをクリックすると、PyronixCloudにログインしてデバイ
スを接続できます。 

 

3. PyronixCloundのホームページに戻ってログインします。 
 
 

15.2.2 デバイスを PyronixCloudに接続する 
 

PyronixCloud経由でクライアントを認証する前に、デバイスを PyronixCloudに接続する

必要があります。PyronixCloudにデバイスを接続するには、以下の手順を実行します。 

手順 

1. http://www.pyronixcloud.comにアクセスして、PyronixCloudアカウントにログインし
ます。 

 

注記 

PyronixCloudアカウントを持っていない場合は、まずアカウントを作成してくださ
い。詳細については、「PyronixCloudアカウントを作成する」を参照してください。 

mailto:admin@pyronixcloud.com
http://www.pyronixcloud.com/
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図 15-3 PyronixCloudにデバイスを接続 

2. システム IDフィールドに Pyronixコントロールパネルのシステム IDを入力します。 
 

注記 

システム IDはデバイスの一意の IDです。デバイスを介してシステム IDを取得するこ
とができます。詳細については、指定されたデバイスのユーザーマニュアルを参照し
てください。 

 

3. Pyronixデバイスに入力したクラウドのパスワードを入力します。 
 

注記 

クラウドのパスワードはデバイスから設定する必要があります。詳細については、指
定されたデバイスのユーザーマニュアルを参照してください。 

 

4. [送信]をクリックします。 

5. システム参照を入力して、デバイスに別の名前を設定します。 

6. [送信]をクリックして、操作を完了します。 
 

注記 

[送信]ボタンをクリックすると、メールが届きます。メール内の確認リンクをクリッ
クして、続行します。 

 

コントロールパネルが、システムの表示インターフェイスに表示されます。インター
フェイスの右上にあるチェックマークをクリックして、デバイスが正しく接続されて
いることを確認できます。 

 

 

15.2.3 クライアントを認証する 
 

Pyronixコントロールパネルをクライアントに追加するのが初めての場合は、Pyronixコン
トロールパネルを追加した後、そのネットワークステータスはオフラインになります。管
理者が PyronixCloud経由でクライアントを認証するまで、コントロールクライアント経
由で管理および操作することはできません。 

 

クライアントソフトウェアを認証するには、次の手順を実行します。 
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手順 

1. PyronixCloudアカウントを登録し、Pyronixコントロールパネルを PyronixCloudに接続
します。 

 

注記 

詳細については、「PyronixCloudアカウントを作成する」および「デバイスを
PyronixCloudに接続する」を参照してください。 

 

2. システムの表示ページで、[ユーザー]列のユーザーをクリックし、そのユーザーが
許可したいクライアントのユーザーであることを確認します。 

 

注記 

ユーザー列のユーザー名は、Pyronixコントロールパネルを追加するときに入力したク
ライアントユーザー名です。詳細については、「Pyronixコントロールパネルを追加す
る」を参照してください。 

 

3. 選択したユーザーの横にある をクリックします。 

4. [今すぐ保存]をクリックして、設定を保存します。 

アイコンが に変わります。 

その後、クライアントを介してデバイスへ正常にアクセスできます。 
 

 
 

図 15-4 PyronixCloudを介したクライアントの認証 
 

 

15.3 Pyronixコントロールパネルイベント用のクライアントリンケ

ージを設定する 
 

Pyronixコントロールパネルのゾーンのトリガーイベント、または Pyronixコントロール
パネルのデバイスイベントに対してクライアントリンケージとトリガーカメラを設定で
きます。 

 

Pyronixコントロールパネルのイベントのリンケージアクションを設定する必要がある場
合は、次の手順を実行します。 

 

手順 

1. イベント管理ページを開きます。 

2. [Pyronixコントロールパネルのイベント]をクリックします。 

追加した Pyronixコントロールパネルが左側のリストに表示されます。 

3. をクリックしてゾーンリストを展開し、 を選択してそのゾーンイベントリンケージ

を設定します。 
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注記 

また、 をクリックして Pyronixコントロールパネルのデバイスのイベントリンケージ

を設定することもできます。 
 

4. トリガーカメラのフィールドで、アラームがトリガーしたときに画像を表示させるた
めにトリガーカメラを選択します。 

 
 

注記 

• 選択したイベントが発生したときにトリガーカメラの画像をキャプチャーするに
は、ストレージスケジュール内でキャプチャースケジュールとストレージを設定
しなければなりません。詳細については、「リモートストレージ設定」を参照し
てください。 

• トリガーカメラは最大 1台まで設定できます。 
 

5. クライアントアクションのトリガーをオンにし、クライアントリンケージアクションを

有効にします。 

クライアントリンケージとして詳細な操作を確認できます。詳しくは以下の詳細な操
作を参照してください。 

音声警告 

アラームがトリガーすると、クライアントソフトウェアが警告音を発します。音声
警報のアラーム音は選択可能です。アラーム音の設定については、「アラーム音を
設定する」を参照してください。 

電子メールリンケージ 

アラーム情報のメール通知を 1人以上の受信者に送信します。 

アラーム発生ポップアップ画像 

アラームがトリガーすると、アラーム情報を含む画像がポップアップ表示されます。 
 

注記 

最初に、トリガーカメラを設定する必要があります。 
 

Eマップアラーム 

Eマップにゾーンのアラーム情報を表示します。 
 

注記 

このリンケージはデバイスイベントに対してのみ使用可能です。 
 

6. オプション：[コピー先]をクリックして、イベント設定を他のゾーンにコピーします。 

7. [保存]をクリックして設定を保存します。 
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15.4 Pyronixコントロールパネルをリモート制御する 
 

このセクションでは、Pyronixコントロールパネルをリモート制御し、パーティションや
ゾーンに対して警備、解除、バイパスのリカバリーなどの操作を実行できます。Pyronix

コントロールパネルに接続されている警報出力を制御することもできます。 
 
 

15.4.1 パーティションをリモート制御する 
 

追加した Pyronixコントロールパネルのパーティションを起動および解除することがで
きます。パーティションのステータスはリアルタイムで表示されます。 

 

パーティションをリモート制御する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[Pyronixコントロールパネル]をクリックして、Pyronixコントロ
ールパネルのページにアクセスします。 

追加したすべての Pyronixコントロールパネルとパーティションが表示されます。 
 

注記 

• オフラインの場合、デバイス名はグレーになります。 

• パーティションが障害状態の場合、 がパーティション名の近くに表示されます。パ
ーティションが障害ステータスになっている場合、  

にカーソルを合わせると障害状態が表示されます。 
 

2. オプション：[変更]をクリックして、必要に応じて希望するパーティション名を編集
し、パーティションの表示ステータスを[表示]または[非表示]に変更します。 

3. 各パーティションのスイッチをクリックして、パーティションを起動または解除しま

す。 

4. オプション：前回の操作を表示するには、 の上にカーソルを合わせます。 
 
 

15.4.2 ゾーンをリモート制御する 
 

追加した Pyronixコントロールパネルのゾーンのリアルタイムステータスを表示し、バイ
パスおよびバイパスのリカバリー操作を実行してゾーンを制御できます。 

 

Pyronixコントロールパネルのゾーンをリモート制御する必要がある場合は、この作業を実

行してください。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[Pyronixコントロールパネル]をクリックして、Pyronixコントロ
ールモジュールにアクセスします。 

2. [ゾーン]をクリックして、ゾーンの制御ウィンドウを開きます。 

ゾーンが表示されます。 

ゾーン番号、名前、その場所など、ゾーンの詳細を表示できます。ゾーンのバイパス

ステータスと実行ステータスがリアルタイムで表示されます。 
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3. バイパス制御を行います。 
 

バイパス ゾーンを選択し、[バイパス]をクリックしてゾーンをバイパスします。 
 

復元 ゾーンを選択し、[バイパスの復元]をクリックしてバイパスを復元します。 
 

 

15.4.3 接続済み警報出力をリモート制御する 
 

Pyronixコントロールパネルがサイレンやアラームランプなどの警報出力に接続されてい
るとき、警報出力ステータスを制御することができます。 

 

接続されている警報出力をリモート制御するには、次の手順を実行します。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[Pyronixコントロールパネル]をクリックして、Pyronixコントロ
ールモジュールにアクセスします。 

2. [出力]をクリックして、警報出力の制御ウィンドウを開きます。 

接続されている警報出力が表示されます。 

番号、名前、タイプ、パルス持続時間などの警報出力の詳細を表示できます。 

警報出力の稼働状態がリアルタイムで表示されます。 

3. 警報出力制御を行います。 

- 警報出力を選択し、[開く]をクリックして警報出力をオンにします。 
 

注記 

パルス時間でカウントダウンが始まります。カウントダウンが終了すると、出力ス
テータスが自動的にオフになります。 

- 警報出力を選択し、[閉じる]をクリックして警報出力をオフにします。 
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第 16章 アクセスコントロール 
 

 
 

アクセスコントロールモジュールは、アクセスコントロールデバイスおよびビデオインタ
ーコムに適用できます。個人およびカードの管理、権限の設定、アクセスコントロールの
ステータス管理、ビデオインターコム、その他の高度な機能など複数の機能を提供しま
す。アクセスコントロールのイベント設定を設定したり、アクセスコントロールポイント
とゾーンを Eマップ上に表示したりすることもできます。 

 

注記 

アクセスコントロールモジュールのアクセス権限を持つユーザーは、アクセスコントロー

ルモジュールにアクセスしてアクセスコントロール設定を構成できます。アクセスコント

ロールモジュールのユーザー権限の設定については、「アカウントの管理」を参照してく
ださい。 

 
 

16.1 アプリケーションシナリオを選択する 
 

アクセスコントロールモジュールに初めてアクセスする場合、実際のニーズに応じてア
クセスコントロールの適用シナリオを居住用または非居住用に選択する必要がありま
す。 

 

初めてアクセスコントロールモジュールにアクセスする際にアクセスコントロールのアプ
リケーションシナリオを選択する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

 

手順 
 

注記 

シーンが設定されたら、それを変更することはできません。 
 

1. アクセスコントロールモジュールにアクセスします。 

シーン選択ウィンドウが提示されます。 
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図 16-1 アクセスコントロールアプリケーションシナリオの選択 

2. 実際のニーズに応じて、シーンを住居または非住居として選択します。 
 

注記 

居住者モードを選択した場合、個人を追加するときに個人の出勤ルールを設定するこ
とはできません。 

 

3. [OK]をクリックします。 
 
 

16.2 デバイスパラメータを設定する 
 

アクセスコントロールデバイスを追加した後、ネットワークパラメータ、キャプチャーパ
ラメータ、RS-485パラメータ、Wiegandパラメータなどのパラメータを設定できます。 

 
 

16.2.1 ネットワークパラメータを設定する 
 

アクセスコントロールデバイスを追加した後、デバイスログのアップロードモードを設
定し、有線または無線ネットワークを介して EHomeアカウントを作成できます。 

 
 

ログアップロードモードを設定する 
 

EHomeプロトコルを介してログをアップロードするためのモードを設定できます。 
 

アクセスコントロールデバイスのログアップロードモードを設定する必要がある場合は、

この作業を実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール→デバイス管理]の順にクリックして、デバイス管理ページにア
クセスします。 
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2. デバイスリストでデバイスを選択し、[変更]をクリックします。 

3. [ネットワーク設定→アップロードモード]の順にクリックして、アップロードモードペ
ージにアクセスします。 

4. ドロップダウンリストからセンターグループを選択します。 

5. [有効化]にチェックを入れ、アップロードモードの設定を有効にします。 

6. ドロップダウンリストからアップロードモードを選択します。 

- メインチャンネルとバックアップチャンネルで N1または G1を有効にします。 

- [閉じる]を選択して、メインチャンネルまたはバックアップチャンネルを無効にしま
す。 

 

注記 

メインチャンネルとバックアップチャンネルで同時に N1または G1を有効にすること

はできません。 
 

7. [保存]をクリックします。 
 
 

有線通信モードで EHomeアカウントを作成する 
 

EHomeプロトコルのアカウントを有線通信モードで設定できます。EHomeプロトコル経
由でデバイスの追加を行うことができます。 

 

アクセスコントロールデバイス用に EHomeアカウントを有線通信モードで作成する必要
がある場合、この作業を実行してください。 

 

手順 
 

注記 

この機能はデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. [アクセスコントロール→デバイス管理]の順にクリックして、デバイス管理ページにア

クセスします。 

2. デバイスリストでデバイスを選択し、[変更]をクリックします。 

3. [ネットワーク設定]→[ネットワークセンター]の順にクリックして、ネットワークセンタ
ーのページにアクセスします。 

4. ドロップダウンリストからセンターグループを選択します。 

5. アドレスタイプを IPアドレスまたはドメイン名として選択します。 

6. アドレス種別に従い、IPアドレスもしくはドメイン名を入力します。 

7. プロトコルのポート番号を入力します。 
 

注記 

無線ネットワークと有線ネットワークのポート番号は、EHomeのポート番号と一致し
ていなければなりません。 

 

8. プロトコルトタイプを EHomeとして選択します。 

9. ネットワークセンターのアカウント名を設定します。 

10. [保存]をクリックします。 
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無線通信モードで EHomeアカウントを作成する 
 

EHomeプロトコルのアカウントを無線通信モードで設定できます。EHomeプロトコル
経由でデバイスの追加を行うことができます。 

 

アクセスコントロールデバイス用に EHomeアカウントを無線通信モードで作成する必要
がある場合、この作業を実行してください。 

 

手順 
 

注記 

この機能はデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. [アクセスコントロール→デバイス管理]の順にクリックして、デバイス管理ページにア

クセスします。 

2. デバイスリストでデバイスを選択し、[変更]をクリックします。 

3. [ネットワーク設定]→[無線通信センター]の順にクリックして、無線通信センターのペー
ジにアクセスします。 

4. APN名を CMNETまたは UNINETとして選択します。 

5. SIMカード番号を入力します。 

6. ドロップダウンリストからセンターグループを選択します。 

7. IPアドレスとポート番号を入力します。 
 

注記 

• デフォルトでは、EHomeのポート番号は 7660です。 

• 無線ネットワークと有線ネットワークのポート番号は、EHomeのポート番号と一致 

していなければなりません。 
 

8. プロトコルトタイプを EHomeとして選択します。 

9. ネットワークセンターのアカウント名を設定します。 

10. [保存]をクリックします。 
 
 

16.2.2 デバイスキャプチャーパラメータを設定する 
 

手動キャプチャーや連動キャプチャーなどのデバイスキャプチャーパラメータを設定で

きます。 
 

注記 

• このキャプチャー機能はデバイスに対応していなければなりません。 

• キャプチャー設定を設定する前に、ストレージサーバーを画像保存用に設定する必要が
あります。 

詳細については、「リモートストレージ設定」を参照してください。 
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トリガーキャプチャーパラメータを設定する 
 

キャプチャー機能を使用して、デバイスのトリガーキャプチャーパラメータを設定できま

す。 
 
 

開始前 

キャプチャー設定を設定する前に、ストレージサーバーを画像保存用に設定する必要があ
ります。詳細 

については、「リモートストレージ設定」を参照してください。 

トリガーキャプチャーパラメータを設定する必要がある場合は、この作業を実行してくだ

さい。 
 

手順 
 

注記 

この機能はデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. [アクセスコントロール→デバイス管理]の順にクリックして、デバイス管理ページにア

クセスします。 

2. デバイスリストでデバイスを選択し、[変更]をクリックします。 

3. [キャプチャー設定]→[連動キャプチャー]の順にクリックして、連動キャプチャーのペー
ジにアクセスします。 

4. 画像のサイズと品質を設定します。 

5. 一度トリガーするキャプチャー時間を設定します。 

6. キャプチャー時間に従ってキャプチャー間隔を設定します。 

7. [保存]をクリックします。 
 
 

手動キャプチャーパラメータを設定する 
 

キャプチャー機能を使用して、デバイスの手動キャプチャーパラメータを設定できます。 
 

開始前 

キャプチャー設定を設定する前に、ストレージサーバーを画像保存用に設定する必要があ
ります。詳細 

については、「リモートストレージ設定」を参照してください。 

手動キャプチャーパラメータを設定する必要がある場合は、この作業を実行してくださ

い。 
 

手順 
 

注記 

この機能はデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. [アクセスコントロール→デバイス管理]の順にクリックして、デバイス管理ページにア

クセスします。 
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2. デバイスリストでデバイスを選択し、[変更]をクリックします。
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3. [キャプチャー設定]→[手動キャプチャー]の順にクリックして、手動キャプチャーのペー
ジにアクセスします。 

4. ドロップダウンリストからキャプチャーした画像の解像度を選択します。 

5. 画質を高、中、または低から選択します。 

6. [保存]をクリックします。 

7. オプション：パラメータをデフォルト設定に戻すには、[デフォルト設定に戻す]をクリ
ックします。 

 
 

16.2.3 RS-485パラメータを設定する 
 

ボーレート、データビット、ストップビット、パリティタイプ、フロー制御タイプ、通
信モード、作業モード、接続モードなどアクセスコントロールデバイスの RS-485パラメ
ータを設定できます。 

アクセスコントロールデバイスの RS-485パラメータを設定する必要がある場合は、この

作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

RS-485設定は、デバイスに対応していなければなりません。 
 

1. [アクセスコントロール→デバイス管理]の順にクリックして、デバイス管理ページにア

クセスします。 

2. デバイスリストでデバイスを選択し、[変更]をクリックします。 

3. [RS-485設定]をクリックして、RS-485設定ページにアクセスします。 

4. ドロップダウンリストからシリアルポート番号を選択して、RS-485パラメータを設定
します。 

5. ドロップダウンリストでボーレート、データビット、ストップビット、パリティタイ
プ、通信モード、動作モード、接続モードを設定します。 

6. [保存]をクリックします。 

• 設定されたパラメータは自動でデバイスに適用されます。 

• 動作モードを変更した後、デバイスは自動的に再起動します。 
 

 

16.2.4 Weigandパラメータを設定する 
 

アクセスコントロールデバイスのWiegandチャンネルと通信モードを設定できます。ア

クセスコントロールデバイスのWeigandパラメータを設定する必要がある場合は、この

作業を実行してください。手順 

 

注記 

この機能はデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. [アクセスコントロール→デバイス管理]の順にクリックして、デバイス管理ページにア

クセスします。
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2. デバイスリストでデバイスを選択し、[変更]をクリックします。 

3. [Wiegand設定]をクリックして、Wiegand設定ページにアクセスします。 

4. ドロップダウンリストからWiegandチャンネル番号と通信モードを選択します。 
 

注記 

通信方向を送信に設定した場合、Wiegandモードを 

Wiegand26またはWiegand34に設定する必要があります。 
 

5. [保存]をクリックします。 

• 設定されたパラメータは自動でデバイスに適用されます。 

• 通信方向を変更した後、デバイスは自動的に再起動します。 
 
 
 

16.2.5 M1カード暗号化を認証する 
 

M1カード暗号化は認証セキュリティレベルを向上させることができます。カードの発行
後、クライアントソフトウェアで M1カードの暗号化機能を有効にできます。 

 

開始前 

カードを発行するには、指定されたカード登録ステーションを使用してください。詳細に
ついては、「一般カードを個人に発行する」を 

参照してください。 

M1カードの暗号化機能を有効にする必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

注記 

この機能は、アクセスコントロールデバイスとカードリーダーに対応していなければなり

ません。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[デバイス管理]の順にクリックして、アクセスコントロールデ
バイスのページに 

アクセスします。 

2. デバイスリストでデバイスを選択し、[変更]をクリックして変更ウィンドウをポップア
ップ表示させます。 

3. [M1カード暗号化]タブをクリックして、M1カード暗号化のページにアクセスします。 

4. M1カード暗号化機能を有効にするには、[有効化]のチェックボックスを選択します。 

5. セクターIDを設定します。 

セクターIDの範囲は 1から 100です。 

6. [保存]をクリックして設定を保存します。 
 
 

16.3 組織を管理する 
 

組織の追加、編集、削除など、必要に応じて組織を管理できます。組織を管理する必要が

ある場合は、この作業を実行してください。
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手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]の順にクリックして、個人およびカードの
管理ページにアクセスします。 

2. [追加]をクリックして、組織の追加ウィンドウをポップアップ表示させます。 

3. 組織に名前を付けます。 

4. [OK]をクリックします。 
 

注記 

最大 10レベルの組織を追加できます。 
 

5. オプション：組織を追加したら、次の操作を 1つ以上実行できます。 
 

組織を編集 
 

組織を削除 

 

追加した組織を選択し、[変更]をクリックしてその名前を変更しま

す。追加した組織を選択し、[削除]をクリックしてそれを削除しま

す。 

 

注記 

• 組織を削除すると、下位レベルの組織も削除されます。 

• 組織の下に追加された人がいないことを確認してくださ
い。そうでない場合は、組織を削除することはできませ
ん。 

 
 
 

16.4 個人情報を管理する 
 

組織を追加した後は、組織に個人を追加してカードの一括発行、個人情報の一括インポー
トおよび一括エクスポートなど、追加した個人を管理することができます。 

 

注記 

10,000名まで追加またはカードを追加することができます。 
 
 

16.4.1 個人を追加する 
 

クライアントソフトウェアに 1名ずつ個人を追加して、基本情報、詳細情報、アクセス
コントロールの権限、カードの連動、顔画像の連動、指紋の連動、出勤ルールなどの個
人情報を入力できます。 

 
 

個人の基本情報を設定する 
 

クライアントソフトウェアに 1名ずつ個人を追加し、名前、性別、電話番号など個人の基
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本情報を設定できます。 
 

個人を追加するときに個人の基本情報を設定する必要がある場合は、この作業を実行して

ください。
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手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]の順にアクセスします。 

2. 組織リストで組織を選択して、個人を追加します。 

3. [追加]をクリックして、個人追加ウィンドウを開きます。 

個人番号は自動的に生成され、編集することはできません。 

4. 個人名、性別、電話番号、誕生日の詳細、メールアドレスなどの基本情報を入力し
ます。 

5. オプション：個人の画像を設定します。 

- [画像のアップロード]をクリックし、ローカル PCから個人の画像を選択してクライ
アントにアップロードします。 

- [写真を撮る]をクリックして、PCのカメラで個人の写真を撮ります。 

6. 確認して個人を追加します。 

- [OK]をクリックして個人を追加し、個人の追加ウィンドウを閉じます。 

- [保存して続行]をクリックして個人を追加し、引き続き他の人を追加します。 
 
 
 

個人の詳細情報を設定する 
 

個人を追加する際、実際のニーズに応じて、個人の IDタイプ、ID番号、国など個人の
詳細情報を設定できます。 

 

個人の詳細情報を設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]の順にアクセスします。 

2. 組織リストの組織で個人を追加し、[追加]をクリックします。 
 

注記 

最初に個人の基本情報を入力します。個人の基本情報の設定の詳細については、
「個人の詳細情報を設定する」を参照してください。 

 

3. [詳細]タブをク

リックします。 

4. 実際のニーズに応じて、個人の IDタイプ、ID番号、国などを含む 

個人の詳細情報を入力します。 

連動デバイス 

屋内ステーションを個人に結びつけます。 
 

注記 

アナログインドアステーションを選択した場合は、[ドアステーション]フィールド
が表示され、アナログインドアステーションと通信するにはドアステーションを選
択する必要があります。 

 

5. 確認して個人を追加します。 

- [OK]をクリックして個人を追加し、個人の追加ウィンドウを閉じます。 

- [保存して続行]をクリックして個人を追加し、引き続き他の人を追加します。 
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個人に権限を割り当てる 
 

個人を追加するときに、その個人に権限（アクセスコントロールデバイスの操作権限およ
びアクセスコントロール権限を含む）を割り当てることができます。 

 

アクセスコントロールの権限を個人に割り当てる必要がある場合は、この作業を実行し

てください。 
 

手順 
 

注記 

アクセスコントロールの権限の設定については、「個人に権限を割り当てる」を参照して
ください。 

 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]の順にアクセスします。 

2. 組織リストで組織を選択して、個人を追加します。 

3. [追加]をクリックします。 

4. 個人の基本情報を設定します。 
 
 

注記 

個人の基本情報の設定の詳細については、「個人の詳細情報を設定する」を参照して
ください。 

 

5. [権限]タブをクリックします。 

6. 選択リストの権限で、権限チェックボックスを選択し、>をクリックして 

選択済み権限リストに追加します。 

7. 確認して個人を追加します。 

- [OK]をクリックして個人を追加し、個人の追加ウィンドウを閉じます。 

- [保存して続行]をクリックして個人を追加し、引き続き他の人を追加します。 
 
 

一般カードを個人に発行する 
 

個人を追加するときは、その人に固有のカード番号を付けた一般カードを発行できます。

個人に一般カードを発行する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]の順にアクセスします。 

2. 組織リストの組織で個人を追加し、[追加]をクリックします。 
 

注記 

最初に個人の基本情報を入力します。個人の基本情報の設定の詳細については、「個
人の詳細情報を設定する」を参照してください。 

 

3. [認証情報]→[カード]タブをクリックして、カード認証情報設定ページにアクセスしま

す。 

4. [追加]をクリックして[一般カード]タブを選択し、一般カード設定ページにアクセスしま
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5. カードパラメータ
を設定します。 

1) 一般カードのカードタイプを選択します。 

身障者用カード 

カードホルダーに対して設定された期間、ドアは開いたままになります。 

ブラックリストのカード 

カードスワイプアクションがアップロードされ、ドアを開けることができません。 

巡回カード 

検査スタッフの作業状況を確認するために、カードスワイプアクションを使用す
ることができます。検査スタッフのアクセス許可は設定可能です。 

デュレスカード 

強制があった際は、デュレスカードをスワイプすることでドアが解錠されます。同
時に、クライアントはデュレスイベントを報告することができます。 

スーパーカード 

カードは設定されたスケジュールの間、コントローラーのすべてのドアに対して有

効です。 

ビジターカード 

ビジターカードは、訪問客用として付与されます。ビジターカードの場合、最大ス

ワイプ時間を設定することができます。 
 

注記 

このカードスキャン最大回数は、0から 255までとなります。0に設定すると、カ
ードのスワイプは無制限になります。 

 

解除カード 

カードはカードリーダーのブザーを止めることができます。 

2) オプション：必要に応じて、備考フィールドにカードの備考情報を入力します。 
 

注記 

備考フィールドには最大 32文字まで入力できます。 

3) カードパスワードフィールドに、カード自体のパスワード（4～8桁）を作成します。 
 

注記 

カードリーダー認証モードでパスワードが必要な場合、カード所有者がカードをス
ワイプしてドアを出入りするときにパスワードが必要になります。詳細について
は、「カードリーダーの認証モードとスケジュールを設定する」を参照してくださ
い。 

4) カードの開始期限と終了期限を設定します。 

6. カードの読み取りモードを選択してカード番号を入力します。 

- アクセスコントローラーリーダー 

a. アクセスコントローラーのリーダーにカードを置きます。 

b. カード番号を取得するために、[読み取り]をクリックします。
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- カード登録ステーション 

a. クライアントを実行している PCに、カード登録ステーションを接続します。 

b. [カード登録ステーションの設定]をクリックして、カード登録ステーションのパラ
メータを設定します。 

c. カード登録ステーションのタイプを選択します。 
 

注記 

現在対応しているカードリーダーのタイプは、DS-K1F100-D8、DS-K1F100-

M、DS-K1F100-D8E、DS-K1F180-D8Eです。 

d. シリアルポート番号、ボーレート、タイムアウト値、ブザー、またはカード
番号のタイプを設定します。 

e. オプション：カードが M1カードで、M1カード暗号化機能を有効にする必要
がある場合は、M1カード暗号化の[有効化]をオンにし、[変更]をクリックして
セクターを選択します。 

 

注記 

M1カード暗号化機能は、DS-K1F100-D8、DS-K1F100-D8E、DS-K1F180-D8E

に対応しています。 

f. [保存]をクリックします。 

g. カードをカード登録ステーションに置きます。 

h. カード番号を取得するために、[読み取り]をクリックします。 

- 手動入力 

a. カード番号を手動で入力します。 

b. カード番号を入力するには、[Enter]をクリックします。 

7. [OK]をクリックします。 

カードが個人に発行されます。 

8. オプション：個人に発行した後、以下のうち 1つ以上を行うことができます。 
 

QRコード
の生成 

 

[QRコード]をクリックして、QRコード認証用の QRコードを生成

します。 
 

注記 

デバイスは QRコード認証機能に対応していなければなりま
せん。QRコード認証機能の設定の詳細については、各デバ
イスのユーザーマニュアルを参照してください。 

 

指紋の連
動 

 

 
顔画像
の連動 

[指紋の連動]をクリックして、カードを個人の指紋と連動します。 

ドアを通過するときに、カードをスワイプする代わりに、個人
がスキャナーに指を置くことができます。 

 

[顔画像の連動]をクリックして、カードを顔画像と連動します。 

ドアを通過するときに、カードをスワイプする代わりに、個人が
デバイスを介して顔をスキャンさせてドアを通過することができ
ます。 
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9. 確認して個人を追加します。 

- [OK]をクリックして個人を追加し、個人の追加ウィンドウを閉じます。 

- [保存して続行]をクリックして個人を追加し、引き続き他の人を追加します。 
 
 

スマートカードを個人に発行する 
 

スマートカードに指紋と IDカードの情報を保存できます。認証時に、デバイスのスマー
トカードをスワイプした後で、指紋をスキャンするか、またはデバイスの IDカードをス
ワイプすることができます。デバイスはスマートカード内の指紋または IDカード情報を
収集されたものと比較します。スマートカードを認証に使用する場合は、指紋や IDカー
ドの情報を事前にデバイスに保存する必要はありません。 

 

個人にスマートカードを発行する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]の順にアクセスします。 

2. 組織リストの組織で個人を追加し、[追加]をクリックします。 
 
 

注記 

最初に個人の基本情報を入力します。個人の基本情報の設定の詳細については、「個
人の詳細情報を設定する」を参照してください。 

 

3. [認証情報]→[カード]タブをクリックして、カード認証情報設定ページにアクセスしま

す。 

4. [追加]をクリックして[スマートカード]タブを選択し、スマートカード設定ページにアク
セスします。 

5. 周辺機器を設定します。 

1) [周辺機器の設定]をクリックして、周辺機器の設定ページにアクセスします。 

2) 発行カードモードをもう一度選択します。 

3) カード登録ステーションを選択します。 

4) 選択した発行カードモードに従って周辺機器モードを選択します。 

5) [OK]をクリックします。 

6. スマートカードを個人に発行します。 

1) スマートカードのカード種別を選択します。 

身障者用カード 

カードホルダーに対して設定された期間、ドアは開いたままになります。 

ブラックリストのカード 

カードスワイプアクションがアップロードされ、ドアを開けることができません。 

巡回カード 

検査スタッフの作業状況を確認するために、カードスワイプアクションを使用す
ることができます。検査スタッフのアクセス許可は設定可能です。 

デュレスカード 

強制があった際は、デュレスカードをスワイプすることでドアが解錠されます。同
時に、クライアントはデュレスイベントを報告することができます。
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スーパーカード 

カードは設定されたスケジュールの間、コントローラーのすべてのドアに対して有

効です。 

ビジターカード 

ビジターカードは、訪問客用として付与されます。ビジターカードの場合、最大ス

ワイプ時間を設定することができます。 
 

注記 

このカードスキャン最大回数は、0から 255までとなります。0に設定すると、カ
ードのスワイプは無制限になります。 

 

解除カード 

カードはカードリーダーのブザーを止めることができます。 

2) オプション：必要に応じて、備考フィールドにカードの備考情報を入力します。 
 

注記 

備考フィールドには最大 32文字まで入力できます。 

3) カードパスワードフィールドに、カード自体のパスワード（4～8桁）を作成します。 
 
 

注記 

カードリーダー認証モードでパスワードが必要な場合、カード所有者がカードをス
ワイプしてドアを出入りするときにパスワードが必要になります。詳細について
は、「カードリーダーの認証モードとスケジュールを設定する」を参照してくださ
い。 

4) カードの開始期限と終了期限を設定します。 

5) 指紋をスキャンし、指示に従って IDカードをスワイプします。 

6) スマートカードを読み取らせます。 

追加されたカード情報が下のリストに表示されます。 

7) [OK]をクリックします。 

カードが個人に発行されます。 
 

QRコード
の生成 

 

[QR コード]をクリックして、QRコード認証用の QRコードを生

成します。 
 

注記 

デバイスは QR コード認証機能に対応していなければなりません。
QR コード認証機能の設定の詳細については、各デバイスのユーザ
ーマニュアルを参照してください。 

 

顔画像
の連動 

[顔画像の連動]をクリックして、カードを顔画像と連動します。 

ドアを通過するときに、カードをスワイプする代わりに、個人がデ
バイスを介して顔をスキャンさせてドアを通過することができま
す。 
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7. 確認して個人を追加します。 

- [OK]をクリックして個人を追加し、個人の追加ウィンドウを閉じます。 

- [保存して続行]をクリックして個人を追加し、引き続き他の人を追加します。 
 
 

ローカルで個人の顔画像を収集する 
 

個人を追加する場合、クライアントを実行している PCに接続された顔画像スキャナーを
介して、その人物の顔画像を収集できます。 

 

顔画像スキャナーを介して個人の顔画像を収集する必要がある場合は、この作業を実行し

てください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]の順にアクセスします。 

2. 組織リストの組織で個人を追加し、[追加]をクリックします。 
 

注記 

最初に個人の基本情報を入力します。個人の基本情報の設定の詳細については、「個
人の詳細情報を設定する」を参照してください。 

 

3. [認証情報]→[顔画像]タブをクリックして、カード認証情報設定ページにアクセスしま

す。 

4. 収集モードをローカル収集として選択します。 

5. クライアントを実行している PCへ顔画像スキャナーを接続します 
 
 

注記 

[初期化]をクリックして、顔画像スキャナーを初期化することができます。 
 

6. 顔画像を収集します。 

1) [収集]をクリックして、顔画像をキャプチャーします。 

2) オプション：[再収集]をクリックして、画像を再度キャプチャーします。 

3) オプション：[削除]をクリックして、キャプチャーした画像を削除します。 

7. 確認して個人を追加します。 

- [OK]をクリックして個人を追加し、個人の追加ウィンドウを閉じます。 

- [保存して続行]をクリックして個人を追加し、引き続き他の人を追加します。 
 
 

リモートで個人の顔画像を収集する 
 

個人を追加する際、顔認識機能に対応しているアクセスコントロール端末を介してその
人物の顔画像を収集できます。 

 

アクセスコントロール端末を介して個人の顔画像を収集する必要がある場合は、この作業

を実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]の順にアクセスします。 
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2. 組織リストの組織で個人を追加し、[追加]をクリックします。
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注記 

最初に個人の基本情報を入力します。個人の基本情報の設定の詳細については、「個
人の詳細情報を設定する」を参照してください。 

 

3. [認証情報]→[顔画像]タブをクリックして、カード認証情報設定ページにアクセスしま

す。 

4. 収集モードをリモート収集として選択します。 

5. [デバイスの選択]をクリックして、顔認識機能に対応しているアクセスコントロール端
末を選択します。 

6. 顔画像を収集します。 

1) [収集]をクリックして、顔画像をキャプチャーします。 

2) オプション：[再収集]をクリックして、画像を再度キャプチャーします。 

3) オプション：[削除]をクリックして、キャプチャーした画像を削除します。 

7. 確認して個人を追加します。 

- [OK]をクリックして個人を追加し、個人の追加ウィンドウを閉じます。 

- [保存して続行]をクリックして個人を追加し、引き続き他の人を追加します。 
 
 

ローカルで個人の指紋を収集する 
 

個人を追加する場合、クライアントを実行している PCに接続された指紋認証装置を介
して、その人物の指紋情報を収集できます。 

クライアントを実行している PCに接続されている指紋認証装置を介して個人の指紋を収
集する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]の順にアクセスします。 

2. 組織リストの組織で個人を追加し、[追加]をクリックします。 
 

注記 

最初に個人の基本情報を入力します。個人の基本情報の設定の詳細については、「個
人の詳細情報を設定する」を参照してください。 

 

3. [認証情報]→[指紋]タブをクリックして、カード認証情報設定ページにアクセスします。 

4. 収集モードをローカル収集として選択します。 

5. 指紋認証装置を PCに接続し、そのパラメータを設定します。 

1) [指紋認証装置の設定]をクリックして、指紋認証装置の設定ウィンドウを開きます。 

2) デバイスタイプを選択します。 
 

注記 

現在対応している指紋認証装置のタイプには、DS-K1F800-F、DS-K1F300-F、DS-

K1F810-F、DS-K1F820-Fがあります。 

3) オプション：指紋認証装置タイプ DS-K1F800-Fの場合、指紋認証装置のシリ
アルポート番号、ボーレート、時間外勤務パラメータを設定できます。 



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

166 

 

 

 
 
 

注記 

• シリアルポートナンバーは、コンピューターのシリアルポートナンバーに対応して

いる必要があります。 

• ボーレートは、外部の指紋カードリーダーに従って設定する必要があります。デフ
ォルト値は 

19200です。 

• [タイムアウト計数]フィールドは、有効な指紋収集時間を表します。ユーザーが指
紋を入力しない場合、 

または指紋の入力を誤った場合は、 

デバイスは指紋の収集が終了したことを示します。 

4) [保存]をクリックします。 

6. 指紋を収集します。 

1) [開始]をクリックします。 

2) 手の画像の指紋を選択して収集を開始します。 

3) 指紋を収集するため、該当する指を上げて指紋スキャナーの上に 2回置きます。 

7. 確認して個人を追加します。 

- [OK]をクリックして個人を追加し、個人の追加ウィンドウを閉じます。 

- [保存して続行]をクリックして個人を追加し、引き続き他の人を追加します。 
 
 
 

リモートで個人の指紋を収集する 
 

個人を追加する際、リモートアクセスコントロールデバイスの指紋モジュールを介して、
その人の指紋情報を収集できます。 

 

アクセスコントロールデバイスの指紋モジュールを介して、個人の指紋を収集する必要が
ある場合は、この作業を実行してください。 

 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]の順にアクセスします。 

2. 組織リストの組織で個人を追加し、[追加]をクリックします。 
 

注記 

最初に個人の基本情報を入力します。個人の基本情報の設定の詳細については、「個
人の詳細情報を設定する」を参照してください。 

 

3. [認証情報]→[指紋]タブをクリックして、カード認証情報設定ページにアクセスします。 

4. 収集モードをリモート収集として選択します。 

5. [デバイスの選択]をクリックして、指紋を収集するためのアクセスコントロールデバイ
スを選択します。 

 

注記 

この機能はデバイスに対応していなければなりません。 
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6. 指紋を収集します。 

1) 手の画像の指紋を選択して収集を開始します。 

2) 指紋を収集するため、該当する指を上げてデバイスの指紋モジュールの上に置きま
す。 

7. 確認して個人を追加します。 

- [OK]をクリックして個人を追加し、個人の追加ウィンドウを閉じます。 

- [保存して続行]をクリックして個人を追加し、引き続き他の人を追加します。 
 
 

個人の出勤ルールを設定する 
 

個人を追加する際、アプリケーションシナリオが非居住者モードで、勤怠管理に対して個
人を加える場合は、個人の出勤ルールを設定することができます。 

 

個人を加える際に個人の出勤ルールを設定する必要がある場合は、この作業を実行してく

ださい。 
 

手順 
 

注記 

出勤の設定およびアプリケーションについての詳細については、「勤怠管理」を参照して
ください。 

 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]の順にアクセスします。 

2. 組織リストの組織で個人を追加し、[追加]をクリックします。 

3. 個人の基本情報を設定します。 
 
 

注記 

個人の基本情報の設定の詳細については、「個人の詳細情報を設定する」を参照してくださ
い。 

 

4. [出勤ルール]タブをクリックします。 
 

注記 

このタブページは、ソフトウェアの初回実行時にアプリケーションシーンとして、[非
居住者]モードを選択したときに表示されます。詳細については、「アプリケーション
シナリオの選択」を参照してください。 

 

5. 個人が勤怠管理に加わっている場合、[勤怠管理]をチェックして、その人物に対
してこの機能を有効にします。 

個人のカードのスワイプ記録が記録され、勤怠管理用に分析されます。 

6. 個人用の出勤ルールを設定します。 
 

注記 

勤怠管理の詳細については、[その他]をクリックして勤怠管理モジュールにアクセスし

ます。 
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7. 確認して個人を追加します。 

- [OK]をクリックして個人を追加し、個人の追加ウィンドウを閉じます。 

- [保存して続行]をクリックして個人を追加し、引き続き他の人を追加します。 
 
 

16.4.2 個人情報を一括でインポートおよびエクスポートする 
 

複数人の情報と画像を一括してクライアントソフトウェアにインポートすることができま
す。その間、個人情報と画像をエクスポートしてお使いの PCに保存することもできま
す。 

 
 

個人情報をインポートする 
 

ローカル PCから Excelファイルをインポートすることで、複数人の情報（識別情報、
指紋データ、指紋の連動先カード番号）をクライアントソフトウェアに一括してインポ
ートすることができます。 

 

個人情報を一括してクライアントにインポートする必要がある場合は、この作業を実行を

してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]の順にアクセスします。 

2. [個人のインポート]をクリックして、インポートするコンテンツとして[個人情報]を選択
します。 

3. ポップアップウィンドウで、[個人インポート用テンプレートのダウンロード]をクリッ
クして最初にテンプレート 

をダウンロードします。 

4. ダウンロードしたテンプレートに個人情報を入力します。 

f1から f10 

個人の指紋データ。 

f1カードから f10カード 

指紋の連動先のカード番号。カードに連動していない場合は、空のままにします。 
 

注記 

カードが複数ある場合は、カード番号をセミコロンで区切ります。 
 

5. 個人情報を含む Excelファイルを選択します。 

6. [OK]をクリックしてインポートを開始します。 
 

注記 

個人番号がクライアントソフトウェアのデータベースにすでに存在する場合、インポー
ト後に自動的に個人情報が置き換えられます。 
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個人画像をインポートする 
 

個人を追加した後、画像付きの ZIPファイルをクライアントソフトウェアにインポートす
ることで、複数人の画像を一括してインポートすることができます。 

 

個人の画像を一括してクライアントにインポートする必要がある場合は、この作業を実行

をしてください。 
 

手順 

1. 個人名に基づいて個人の画像名を付けます。 
 

注記 

画像は JPG形式で、200 KB未満でなければなりません。 
 

2. 個人の画像が含まれているファイルを ZIP形式に圧縮します。 

3. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]モジュールにアクセスします。 

4. [個人のインポート]をクリックして、インポートするコンテンツとして[個人の画像]を選
択します。 

5. ポップアップウィンドウで、ZIPファイルを選択します。 

6. [OK]をクリックしてインポートを開始します。 
 

注記 

デフォルトでは、インポートされた個人の画像は、その人物の最初のカードに連動されていま

す。インポートの進行状況と結果が表示されます。 

 

 

個人情報をエクスポートする 
 

追加した個人情報を Excelファイルでローカル PCにエクスポートできま

す。追加した個人情報を一括してエクスポートする必要がある場合は、この

作業を実行をしてください。 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]モジュールにアクセスします。 

2. [個人のエクスポート]をクリックして、エクスポートするコンテンツとして[個人情報]を

選択します。 

3. エクスポートした Excelファイルを保存するためのパスを選択します。 

4. エクスポートする個人情報の項目を選択してください。 

5. [OK]をクリックしてエクスポートを開始します。 

f1から f10 

個人の指紋データ。 

f1カードから f10カード 

指紋の連動先のカード番号。カードに連動していない場合は、空のままにします。



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

170 

 

 

 
 
個人画像をエクスポートする 

 

追加した個人の画像をエクスポートして、お使いの PCに保存することができます。追

加した個人の画像をエクスポートしたい場合は、この作業を実行をしてください。 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]モジュールにアクセスします。 

2. [個人のエクスポート]をクリックし、エクスポートするコンテンツとして[個人の画像]を
選択します。 

3. エクスポート用の ZIPファイルを保存するためのパスを選択します。 

4. [OK]をクリックしてエクスポートを開始します。 
 

注記 

• エクスポート用のファイルは ZIP形式です。 

• 個人の画像は、個人名に基づいて命名されています。 
 
 
 

16.4.3 アクセスコントロールデバイスから個人情報を取得する 
 

追加されたアクセスコントロールデバイスが個人情報（個人の詳細、指紋、発行された
カード情報を含む）で設定されている場合、デバイスから個人情報を取得してクライア
ントにインポートし、さらなる操作ができます。 

 

アクセスコントロールデバイスから設定済みの個人情報を取得する必要がある場合は、
この作業を実行してください。 

 

手順 
 

注記 

• この機能は、デバイス追加時の接続方法が TCP/IPのデバイスでのみ対応します。 

• デバイスに保存されている個人名が空の場合、その人物の名前はクライアントにイン
ポートした後に発行されたカード番号で割り当てられます。 

• 個人の性別はデフォルトで男性になります。 
 
 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]の順にアクセスします。 

2. 個人をインポートする組織を選択します。 

3. [個人を取得する]をクリックして、デバイスの選択ウィンドウを開きます。 

追加されたアクセスコントロールデバイスが表示されます。 

4. 個人情報を取得し始めます。 

- デバイスを選択し、[OK]をクリックしてデバイスから個人情報を取得します。 

- デバイス名をダブルクリックして、個人情報の取得を開始します。 

個人情報、個人の指紋情報（設定されている場合）、連動済みカード（設定されて
いる場合）を含む個人情報が、選択した組織にインポートされます。 
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16.4.4 個人に複数のカードをまとめて発行する 
 

1人に対して複数のカードをまとめて発行できます。 
 

1人に対して複数のカードを発行する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]の順にアクセスします。 

2. [カードの一括発行]をクリックします。 

「カードが発行されていない人」というリスト内に発行済カードのない、追加済の人

員がすべて表示されます。 

3. カードのパラメータを設定します。 

1) 実際のニーズに合わせてカードタイプを選択します。 
 

注記 

カードタイプの詳細については、「一般カードを個人に発行する」
を参照してください。 

2) カードパスワードフィールドに、カード自体のパスワード（4～8桁）を

作成します。 
 

注記 

カードリーダー認証モードでパスワードが必要な場合、カード所有者がカードをス
ワイプしてドアを出入りするときにパスワードが必要になります。詳細について
は、「カードリーダーの認証モードとスケジュールを設定する」を参照してくださ
い。 

3) 各人に対して発行されたカードの数量を入力します。 
 

例 

カードの数量が 3の場合、1人につき 3つのカード番号を読み取るか、入力すること

ができます。 

4) カードの開始期限と終了期限を設定します。 

4. 左側のカード未発行者リストで、カードを発行する個人を選択します。 

5. カードの読み取りモードを選択してカード番号を入力します。 

アクセスコントローラーリーダー 

カードをアクセスコントロールのリーダーに置き、[読み取り]をクリックしてカード

番号を取得します。 

カード登録ステーション 

カードをカード登録ステーションに置き、[読み取り]をクリックしてカード番号を取

得します。 
 

注記 

カード登録ステーションは、クライアントソフトウェアを起動するコンピューター
と接続する必要があります。[カード登録ステーションの設定]をクリックして、カ
ード登録ステーションのパラメータを設定することができます。詳細については、
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「一般カードを個人に発行する」を参照してください。 



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

173 

 

 

 
 

手動入力 

カード番号を手動で入力し、[Enter]をクリックしてカード番号を入力します。 

カードを個人に発行した後、本人とカードの情報がカード発行者リストに表示され
ます。 

6. [OK]をクリックします。 
 
 

16.4.5 個人情報を検索する 
 

個人情報をクライアントに追加した後、検索条件を設定してその人物を検索できます。 
 

これは個人を検索するための通常の検索と高度な検索を提供します。 
 
 

通常の検索 
 

個人情報をクライアントに追加した後、個人名またはカード番号で個人を検索することが
できます。 

 

個人情報を個人名またはカード番号で検索する場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]モジュールにアクセスします。 

2. 検索条件を設定します。 

- 個人を名前で検索するには、検索フィールドにその個人名のキーワードを入力し
ます。 

- カード番号で個人を検索するには、検索フィールドにカード番号のキーワードを

手動で入力するか、または[読み取り]をクリックしてカード登録ステーションで

特定のカードからカード番号を読み取ります。 
 

注記 

カード登録ステーションで読み取る前に、最初にクライアントを実行している PC

にカード登録ステーションを接続する必要があります。[読み取り]→[カード登録ス
テーションの設定]の順にクリックして、そのパラメータを設定できます。詳細に
ついては、「一般カードを個人に発行する」を参照してください。 

3. [検索]をクリックします。 

検索結果が個人リストに表示されます。 
 
 
 

詳細検索 
 

クライアントに個人情報を追加した後、カード番号、個人名、個人番号、性別など、より
正確な検索条件を設定することで対象の個人を検索できます。 

 

より正確な検索条件で対象の個人を検索する必要がある場合は、この作業を実行してくだ

さい。
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手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]モジュールにアクセスします。 

2. [高度な検索]をクリックして検索条件を表示します。 

3. 検索条件を設定します。 

カード番号 

カード番号のキーワードを入力するか、または[読み取り]をクリックし、カード
登録ステーションで特定のカードからカード番号を読み取ります。 

 

注記 

カード登録ステーションで読み取る前に、最初にクライアントを実行している PC

にカード登録ステーションを接続する必要があります。[読み取り]→[カード登録ス
テーションの設定]の順にクリックして、そのパラメータを設定できます。詳細に
ついては、「一般カードを個人に発行する」を参照してください。 

 

個人番号 

個人番号のキーワードを入力します。 

個人名 

個人名のキーワードを入力します。 
 

注記 

個人名は大文字と小文字で区別されます。 
 

4. [検索]をクリックします。 

検索結果が個人リストに表示されます。 

5. オプション：[リセット]をクリックして検索条件を消去します。 
 
 

16.4.6 カード紛失をレポートする 
 

個人が自分のカードを紛失した場合、カードの紛失をレポートして、関連するアクセスコ
ントロール権限を削除することができます。 

 

カードを紛失した個人に対してカードの紛失をレポートする必要がある場合は、この作

業を実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[個人およびカード]モジュールにアクセスします。 

2. オプション：カードの紛失をレポートしたい個人を検索します。 
 
 

注記 

個人の検索については、「個人情報を検索する」を参照してください。 
 

3. 個人を選択し、[変更]をクリックして個人の編集ウィンドウを開きます。 

4. [認証情報]→[カード]タブをクリックして、個人のカード情報を表示します。 

5. 紛失したカードを選択して、[カード紛失のレポート]をクリックします。
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カードのステータスが紛失に変わります。 

6. オプション：紛失したカードが見つかった場合は、カードを選択し、[カード紛失の
キャンセル]をクリックして紛失をキャンセルできます。 

カードのステータスが通常に変わります。 

7. オプション：個人にアクセス権限を割り当てた場合、有効にするためにその権限をデ
バイスに再度適用するように通知するウィンドウが提示します。[今すぐ適用]または
[後で適用]をクリックして、権限の変更をデバイスに適用できます。 

 
 

16.5 スケジュールとテンプレートを設定する 
 

週間スケジュールと休日スケジュールを含むテンプレートを設定することができます。
テンプレートを設定した後、権限を設定するときにアクセスコントロールの権限に設定
済みのテンプレートを採用して、テンプレートの期間中にアクセスコントロールの権限
を有効にさせることができます。 

 

注記 

アクセスコントロールの権限の設定については、「個人に権限を割り当てる」を参照して
ください。 

 
 

16.5.1 週間スケジュールを追加する 
 

カスタムの週間スケジュールを追加し、設定した週間スケジュールでアクセスコント
ロールの権限を有効または無効にすることができます。 

 

カスタム週間スケジュールを追加する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[スケジュールとテンプレート]→[週間スケジュール]の順にク
リックして、週間スケジュールの 

管理ページにアクセスします。 
 

注記 

デフォルトの週間スケジュールは 2つあります。週全体のスケジュールと空白のスケ
ジュールがあり、それらを編集または削除することはできません。 

週全体のスケジュール 

カードの読み込みが週の各曜日に対し有効です。 

空のスケジュール 

カードのスワイプは曜日ごとに無効です。 
 

2. 週間スケジュールを追加します。 

1) [週間スケジュールを追加する]をクリックして、週間スケジュールの追加ダイアログ
を開きます。 

2) [週間スケジュール名]フィールドに希望する名前を入力します。
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3) [OK]をクリックして、週間スケジュールを追加します。 

3. 左側のリストに追加された週間スケジュールをクリックして、右側にそのプロパティを
表示します。 

4. 曜日を選択し、タイムラインバーに期間を描画します。 
 

注記 

週間スケジュールでは、1日に最大 8つの期間を設定できます。 
 

5. オプション：描画時間を編集するには、次のいずれかの操作を実行します。 

- カーソルを期間に移動し、これが に変わったら、タイムラインバーの期間を
目的の位置までドラッグします。 

- 期間をクリックし、表示されたダイアログで開始/終了時刻を直接編集します。 

- カーソルを期間の終わりに移動し、これが に変わったら、ドラッグして期間を
長くしたり短くしたりします。 

6. オプション：タイムスケジュールを設定した後、次のうち 1つ以上を実行できます。 
 

日課スケジュール 日を選択し、[期間の削除]をクリックして選択した日のスケ 

の削除 ジュールを削除します。 
 

週間スケジュール 週全体のスケジュールを削除するには、[消去]をクリックしま 

の消去 す。 
 

週全体にコピー [週にコピー]をクリックして、この日のスケジュールを週
全体にコピーします。 

7. [保存]をクリックして設定を保存し、週間スケジュールの追加を終了します。 
 
 

16.5.2 休日スケジュールを追加する 
 

休日のスケジュールを作成し、開始日、終了日、休日の期間など、休日スケジュールに
日ごとに設定できます。 

 

休日を事前定義するために休日スケジュールを追加する必要がある場合は、この作業を

実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[スケジュールとテンプレート]→[週間スケジュール]の順にク
リックして、休日グループの 

管理ページにアクセスします。 

2. 休日グループを追加します。 

1) 左側の[休日グループを追加する]をクリックして、休日グループの追加ウィンドウを
開きます。 

2) 休日グループに名前を付けます。 

3) [OK]をクリックします。 

3. 休日グループに休日期間を追加し、休日期間を設定します。 
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注記 

1つの休日グループに最大 16日の休日期間を追加できます。 
 

1) [休日を追加する]をクリックします。 

2) ドラッグして期間を描画します。つまり、その期間内に、設定された権限が有効にな
ります。 

 

注記 

1つの休日期間に最大 8つの期間を設定できます。 

3) オプション：カーソルが に変わったら、編集したばかりの時間バーを移動できま

す。 

また、画面に表示されているタイムポイントを編集して正確な日時の期間を設定する
ことも可能ます。 

4) オプション：カーソルが に変わったら、選択した時間を延長したり短縮したり 

できます。 

4. [保存]をクリックします。 
 
 

16.5.3 テンプレートを追加する 
 

週間スケジュールと休日グループの設定後、週間スケジュールと休日のグループスケジ
ュールを含むテンプレートを追加して設定することができます。 

 

テンプレートを追加して設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[スケジュールとテンプレート]→[テンプレート]の順にクリッ
クして、テンプレート管理のページに 

アクセスします。 
 

注記 

デフォルトのテンプレートは 2つあります。週全体のテンプレートと空白のテンプ
レートがあり、それらを編集または削除することはできません。 

週全体のテンプレート 

カードの読み込みがその週の各曜日に対し有効であり、休日グループスケジュールは

ありません。 

空白のテンプレート 

カードのスワイプは曜日ごとに無効であり、休日のグループスケジュールはありませ

ん。 
 

2. テンプレートを追加します。 

1) [テンプレートを追加する]をクリックして、デバイス追加ウィンドウを開きます。 

2) [テンプレート名]フィールドに名前を入力します。 

3) [OK]をクリックして、テンプレートを追加します。 

3. 左側のリストに追加されたテンプレートをクリックして、右側にそのプロパティを表示
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4. テンプレートに適用する週間スケジュールを追加します。 

1) 右側の[週間スケジュール]タブをクリックします。 

2) 週間スケジュールフィールドで、設定した週間スケジュールを選択します。 

3) オプション：[週間スケジュールを追加する]をクリックして、新しい週間スケジュー
ルを追加します。 

 
 

注記 

週間スケジュール追加に関する詳細については、「週間スケジュールを追加する」を
参照してください。 

5. テンプレートに適用する休日グループのスケジュールを追加します。 
 

注記 

1つのテンプレートに最大 4つの休日グループを追加できます。 
 

1) [休日グループ]タブをクリックします。 

2) リストから休日グループを選択します。 

3) オプション：[休日グループを追加する]をクリックして、新しい休日グループのスケ
ジュールを追加します。 

 

注記 

休日グループ追加に関する詳細については、「休日スケジュールを追加する」を参照
してください。 

4) [追加]をクリックして、選択した休日グループのスケジュールを右側のリストに追加

します。 

5) オプション：右側のリストで選択した休日グループを選択し、[削除]をクリックして
選択した休日グループ 

を削除します。 

6. [保存]をクリックして設定を保存し、テンプレートの追加を終了します。 
 
 

16.6 権限を管理する 
 

個人を追加して、その人物の認証を設定した後、アクセス権限を作成して、どの人物がど
のドアにアクセスできるのかを定義できます。 

 
 

16.6.1 個人に権限を割り当てる 
 

割り当てられた権限に従って、個人がアクセスコントロールポイント（ドア）に出入りで
きるように、個人に権限を割り当てることができます。 

 

アクセス権限を個人に割り当てる必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

• 1つのデバイスのアクセスコントロールポイント 1か所に対し、最大 4個の許可を追加

できます。
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• 総計で最大 128個の許可が追加できます。 

• 権限設定を変更した場合、デバイスに権限を再適用して 

有効にする必要があります。権限の変更には、スケジュールとテンプレートの変更、 

権限の設定、個人の権限の設定、関連人物の詳細（カード番号、 

指紋、顔画像、カード番号と指紋のリンケージ、カードのパスワード、 

カードの有効期限など）の変更が含まれます。 

1. [アクセスコントロール]→[権限]の順にクリックして、権限管理インターフェイスにアク

セスします。 

2. [追加]をクリックして、権限追加ウィンドウを開きます。 

3. [権限名]テキストフィールドに、必要に応じて権限の名前を作成します。 

4. 権限のスケジュールテンプレートを選択します。 
 
 

注記 

許可設定を行う前にテンプレートの構成を行う必要があります。[テンプレートを追
加する]をクリックして、テンプレートを追加します。詳細については、「スケジュ
ールとテンプレートを設定する」参照してください。 

 

5. 個人リストで権限を割り当てる人物を選択し、>をクリックして選択済み個人リス
トに追加します。 

6. アクセスコントロールポイント/デバイスリストで、選択した人物がアクセスするため
のドアまたはドアステーションを選択し、>をクリックして選択したリストに追加しま
す。 

7. [OK]をクリックします。 

選択された人物は、連動したカードまたは指紋を使って選択したドア/ドアステーショ
ンに出入りする権限を得ます。 

8. アクセス権限の追加後、それらをアクセスコントロールデバイスに適用して有効に
する必要があります。 

1) 許可を選択し、アクセスコントロールデバイスに適用させます。 

複数の権限を選択するには、Ctrlまたは Shiftキーを押しながら権限を選択します。 

2) [すべて適用]をクリックして、選択したすべての権限をアクセスコントロールデバイ
スまたはドアステーション 

に適用します。 
 

注記 

[変更の適用]をクリックして、選択した権限の変更部分をデバイスに適用することも
できます。 

 
 

16.6.2 割り当てられた権限を検索する 
 

アクセス権限の追加後、検索条件を設定して既存の権限を検索することができます。 
 

割り当てられたアクセス権限を検索する必要がある場合は、この作業を実行してくださ

い。 
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手順 

1. [アクセスコントロール]→[権限]の順にクリックして、権限管理インターフェイスにアク
セスします。 

2. [高度な検索]をクリックして、検索ウィンドウを開きます。 

3. 検索条件を設定します。 

個人番号 

個人番号のキーワードを入力します。 

個人名 

個人名のキーワードを入力します。 
 

注記 

個人名は大文字と小文字で区別されます。 
 

カード番号 

カード番号のキーワードを入力します。 

権限名 

権限名は大文字と小文字で区別されます。 

4. [検索]をクリックします。 

検索結果が下に表示されます。 

5. [リセット]をクリックして検索条件を消去します。 
 
 

16.7 高度な機能を設定する 
 

個人、テンプレート、アクセス権限の設定後、アクセスコントロールパラメータ、認
証パスワード、ファーストカードでドアを開く、アンチパスバックなど、アクセスコ
ントロールアプリケーションの高度な機能を設定することができます。 

 

注記 

この高度な機能はデバイスに対応していなければなりません。 
 
 

16.7.1 アクセスコントロールパラメータを設定する 
 

アクセスコントロールデバイスの追加後、アクセスコントロールポイント（ドアまたはフ
ロア）、アラーム入力、警報出力、カードリーダーのパラメータを設定することができま
す。 

 
 

ドア（フロア）のパラメータを設定する 
 

アクセスコントロールデバイスの追加後、そのアクセスコントロールポイント（ドアま
たはフロア）のパラメータを設定することができます。
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アクセスコントロールデバイスのドア（フロア）のパラメータを設定したい場合は、
この作業を実行してください。 

 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[アクセスコントロールパラメータ]をクリック
して、パラメータ 

設定のページにアクセスします。 

2. アクセスコントローラーを選択して をクリックすると、選択したアクセスコントロー
ルデバイスのドアまたはフロアが 

表示されます。 

3. 右側にパラメータを表示するには、ドアまたはフロアを選択します。 

4. ドアまたはフロアのパラメータを編集します。 

ドア施錠時間 

通常のカードとリレーアクションをスワイプした後、ドアをロックするためのタイマ

ーが作動し始めます。 

身障者のカードによるドア開放時間 

身障者がカードをスワイプした後、適切な遅延によりドアの磁気を有効にすること
ができます。 

ドア開口タイムアウトアラーム 

設定した時間内にドアが閉じていない場合、アラームがトリガーすることがありま

す。 

ドアが閉じているときにドアのロックを有効にする 

ドアロック時間に達していなくても、ドアを閉じるとドアをロックできます。 

デュレスコード 

強制があるときに、デュレスコードを入力してドアを開くことができます。同時
に、クライアントはデュレスイベントを報告することができます。 

スーパーパスワード 

スーパーパスワードを入力することで、特定の人物がドアを開くことができます。 

解除コード 

カードリーダーのブザーを停止させるために使用できる解除コードを作成します
（キーパッドに解除コードを入力）。 

エレベーター制御の遅延時間 

エレベーターを使用している訪問者の期間。エレベーターコントローラーでのみ利用

可能です。 
 

注記 

• デュレスコード、スーパーコードおよび解除コードが同じであってはいけません。 

• デュレスコード、スーパーパスワードおよび解除コードは認証パスワードと 

異なっていなければなりません。 

• デュレスコード、スーパーパスワードおよび解除コードは 4～8桁でなければなりませ
ん。 
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5. [保存]をクリックします。 

6. オプション：[コピー先]をクリックしてドア/フロアを選択し、パラメータを他のドア/フ
ロアにコピーします。 

 

注記 

ドアまたはフロアのステータス期間の設定は、選択されたドア/フロアにもコピーされま

す。 
 

 
 

ドアステータスの期間スケジュールを設定する 
 

アクセスコントロールデバイスのアクセスコントロールポイント（ドア）の週単位のス
ケジュールを開いたままにするか、閉じたままにするかを設定できます。 

 

ドアステータスの期間スケジュールを設定する必要がある場合は、この作業を実行してく

ださい。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[アクセスコントロールパラメータ]をクリック
して、パラメータ 

設定のページにアクセスします。 

2. 右側にパラメータを表示するには、ドアを選択します。 

3. [ステータス期間の設定]をクリックして、ステータス期間のウィンドウを開きます。 

4. ドアステータスブラシを開いたままにするまたは閉じたままにするとして選択します。 

- 開いたままにする：ドアは設定された期間中、ロック解除されたままになりま
す。ブラシは としてマークされています。 

- 閉じたままにする：ドアは設定された期間中、ロックされたままになりま
す。ブラシは としてマークされています。 

5. タイムラインをドラッグしてスケジュール上にカラーバーを描画し、期間を設定しま

す。 

6. オプション：スケジュール時間バーを選択し、[週全体にコピー]をクリックして、 

時間バーの設定をその週の他の日にコピーします。 

7. [保存]をクリックして、ステータス期間スケジュールを保存します。 

8. [保存]をクリックして、ドアのパラメータを保存します。 
 
 

エレベーターステータスの期間スケジュールを設定する 
 

特定のフロアへのエレベーターの権限に関する週の期間スケジュールを解放または無効
に設定できます。 

 

エレベーターステータスの期間スケジュールを設定する必要がある場合は、この作業を

実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[アクセスコントロールパラメータ]をクリック
して、パラメータ 
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2. 右側にパラメータを表示するには、フロアを選択します。 

3. [ステータス期間の設定]をクリックして、ステータス期間のウィンドウを開きます。 

4. ステータスブラシを、開放または無効として選択します。 

- 開放：エレベーターで選択したフロアのボタンは、設定した期間中ずっと
有効です。ブラシは としてマークされています。 

- 無効：エレベーターで選択したフロアのボタンは無効になり、設定された期間中は
選択したフロアに移動することができません。ブラシは としてマークされて
います。 

5. タイムラインをドラッグしてスケジュール上にカラーバーを描画し、期間を設定しま

す。 

6. オプション：スケジュール時間バーを選択し、[週全体にコピー]をクリックして、 

時間バーの設定をその週の他の日にコピーします。 

7. [保存]をクリックして、ステータス期間スケジュールを保存します。 

8. [保存]をクリックして、フロアのパラメータを保存します。 
 
 

カードリーダーのパラメータを設定する 

アクセスコントロールデバイスの追加後、そのカードリーダーのパラメータを設定

することができます。アクセスコントロールのカードリーダーのパラメータを設定

したい場合は、この作業を実行してください。 

表示されます。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[アクセスコントロールパラメータ]をクリック
して、パラメータ 

設定のページにアクセスします。 

2. アクセスコントローラーを選択して をクリックすると、選択したアクセスコントロ
ールコントローラーのカードリーダーが表示されます。 

3. 右側にパラメータを表示するには、カードリーダーを選択します。 

4. カードリーダーのパラメータを編集します。 

OK LED極性/エラーLED極性/ブザー極性 

カードリーダーのパラメータに従って、メインボードの OK LED極性/エラーLED

極性/ブザーLED極性を設定します。通常はデフォルト設定を使用します。 

最小カードスワイプ間隔 

同じカードのカード読み取りの間隔が設定された値未満の場合、そのカードは無効
となります。これは 0～255まで設定できます。 

パスワード入力時の最大間隔 

カードリーダーでパスワードを入力する際、2桁の数字を押す間隔が設定値より大き
いと、それまでに押した数字は自動的に消去されます。 

カード読み取りの失敗した制限を有効にする 

カードの読み取り試行回数が設定値に達すると、アラームを報告するようにします。 

カードスワイプ失敗の最大回数 
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カードリーダーがオフラインのときに検出 

アクセスコントロールデバイスが設定時間以上カードリーダーと接続できない場
合、カードリーダーは自動でオフラインになります。 

ブザー時間 

カードリーダーのブザー時間を設定します。利用可能な時間範囲は 0～5999秒で
す。0は連続ブザーを示します。 

カードリーダーのタイプ/カードリーダーの説明 

カードリーダーのタイプと説明を取得します。これらは読み取り専用です。 

指紋認識レベル 

ドロップダウンリストから指紋認識レベルを選択します。デフォルトでは、レベルは

低です。 

顔の認識間隔 

認証時の 2つの連続した顔の認識間の時間間隔。デフォルトでは、2秒となっていま
す。 

ライブ顔検出 

ライブ顔検出機能を有効または無効にします。機能を有効にすると、デバイスはそ
の人物が生体であるかどうかを認識することができます。 

1:1セキュリティレベル 

1:1照合モードで認証する場合は、マッチングセキュリティレベルを設定します。 

1:Nセキュリティレベル 

1:N照合モードで認証する場合は、マッチングセキュリティレベルを設定します。 
 

5. [保存]をクリックします。 

6. オプション：[コピー先]をクリックしてカードリーダーを選択し、パラメータを他のカ
ードリーダーにコピーします。 

 
 

ゾーンのパラメータを設定する 
 

アクセスコントロールデバイスの追加後、そのゾーンのパラメータを設定する

ことができます。アクセスコントロールデバイスのゾーンパラメータを設定す

る必要がある場合は、この作業を実行してください。手順 

 

注記 

ゾーンが起動している場合、そのパラメータを編集することはできません。まずそれを解

除してください。 
 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[アクセスコントロールパラメータ]の順に
クリックして、パラメータ設定のページにアクセスします。 

2. デバイスを選択して をクリックすると、選択したアクセスコントロールデバイスのゾ

ーンが表示されます。
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3. ゾーンのパラメータを設定します。 

連動リレー 

ゾーンイベントがトリガーしたときにトリガーする警報出力。 

4. [保存]をクリックします。 

5. オプション：右上にあるスイッチをクリックして、ゾーンを起動または解除します。 
 
 

警報出力のパラメータを設定する 
 

アクセスコントロールデバイスを追加した後、デバイスが警報出力にリンクしている場合
は、パラメータを設定できます。 

 

アクセスコントロールデバイスのアラーム出力のパラメータを設定する必要がある場合

は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[アクセスコントロールパラメータ]をクリック
して、パラメータ 

設定のページにアクセスします。 

2. デバイスを選択して をクリックすると、選択したアクセスコントロールデバイスの警
報出力が表示されます。 

3. 警報出力パラメータを設定します。 

出力遅延 

警報出力がトリガーするまでの遅延時間。 

4. [保存]をクリックします。 

5. オプション：警報出力をトリガーさせるには、右上のスイッチを[オン]に設定します。 
 
 
 

レーンコントローラーのパラメータを設定する 
 

レーンコントローラーをクライアントに追加した後、レーンを通過するためのパラメータ
を設定できます。 

 

レーンコントローラーのパラメータを設定するには、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[アクセスコントロールパラメータ]をクリック
して、パラメータ 

設定のページにアクセスします。 

2. 左側のデバイスリストで、 をクリックしてドアを広げ、レーンコントローラーを選択
します。 

右側のレーンコントローラーのパラメータを編集できます。 

3. パラメータを編集します。 

通過モード 

デバイスのバリアステータスを制御するコントローラーを選択します。
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• [レーンコントローラーの DIP設定に従う]を選択すると、デバイスはレーンコン
トローラーの DIP設定に従ってバリアを制御します。ソフトウェアの設定は無効
になります。 

• [メインコントローラーの設定に従う]を選択すると、デバイスはソフトウェアの
設定に従ってバリアを制御します。レーンコントローラーの DIP設定は無効にな
ります。 

フリーパス認証を有効にする 

チェックボックスを選択した場合、入口と出口の両方のバリアモードが開いた
ままである場合、歩行者はレーンを通過するたびに認証を受ける必要がありま
す。そうでない場合は、アラームがトリガーされます。 

ドアの開/閉スピード 

バリアの開閉スピードを設定します。1 から 10 まで選択できます。値が大きい
ほど、スピードが速くなります。 

 

注記 

推奨値は 6です。 
 

アラーム音声プロンプトの継続時間 

アラーム音声プロンプトの再生時間を設定します。 
 

注記 

0はアラームが終了するまでアラーム音声が再生されることを示します。 
 

温度単位 

デバイス状態に表示されている温度単位を選択します。 

4. [保存]をクリックします。 
 
 
 

16.7.2 カードリーダーの認証モードとスケジュールを設定する 
 

実際のニーズに応じて、アクセスコントロールデバイスのカードリーダーに通過ルールを
設定できます。 

 

カードリーダーの認証モードとスケジュールを設定する必要がある場合は、この作業を実

行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[カードリーダーの認証]の順にクリックして、 

カードリーダーの認証設定のページにアクセスします。 

2. 左側のカードリーダーを選択して、設定します。 

3. カードリーダーの認証モードを設定します。 

1) [設定]をクリックします。
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図 16-2 カードリーダー認証モードを選択する 
 

注記 

• パスワードとは、個人にカードを発行するときに設定されたカードのパスワード
を指します。詳細については、「個人を追加する」を参照してください。 

• 認証パスワードとは、ドアを開けるために設定されたパスワードを指します。
「認証パスワードを設定する」を参照してください。 

2) モードを選択し、 をクリックして選択したモードリストに追加します。 

3) オプション： または をクリックして表示順序を調整します。 

4) [OK]をクリックします。 

モードを選択すると、選択したモードがアイコンとして表示されます。 

4. アイコンをクリックしてカードリーダー認証モードを選択し、日付にドラッグしてスケ
ジュールにカラーバーを描画します。 

これは、その期間中はカードリーダー認証が有効であることを意味します。 

5. 他の期間を設定するには、上記の手順を繰り返します。 

6. オプション：設定した日を選択し、[週にコピー]をクリックして同じ設定を週全体に 

コピーします。 

7. オプション：[コピー先]をクリックして、設定を他のカードリーダーにコピーします。 

8. [保存]をクリックします。 
 
 
 

16.7.3 複数の認証を設定する 
 

カードをグループで管理し、1つのアクセスコントロールポイント（ドア）の複数のカ
ードに対して認証を設定できます。 

 

開始前 

カードの権限を設定し、権限の設定をアクセスコントロールデバイスに適用します。詳細
については、 

「個人に権限を割り当てる」を参照してください。 

1つのアクセスコントロールポイント（ドア）の複数のカードに対して認証を設定したい
場合は、この作業を実行してください。
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手順 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[複数の認証]の順にクリックして、 

複数の認証ページにアクセスします。 

2. コントローラーリストパネルのリストでアクセスコントロールデバイスを選択します。 

3. アクセスコントロールデバイス用のカードグループを追加します。 

1) カードグループの設定パネルで、[追加]をクリックします。 

2) 必要に応じて、グループに名前を付けます。 

3) カードグループの有効期間の開始時刻と終了時刻を指定します。 

4) カードグループに追加するカードを選択します。 

5) [OK]をクリックします。 

4. 認証グループの設定パネルで、選択したデバイスのアクセスコントロールポイント（ド
ア）を選択します。 

5. カードをスワイプする時間間隔を入力します。 

6. 選択したアクセスコントロールポイント用の認証グループを追加します。 

1) 認証グループの設定パネルで、[追加]をクリックします。 

2) ドロップダウンリストから認証グループ用の設定済みテンプレートを選択します。 
 

注記 

テンプレートの設定については、「スケジュールとテンプレートを設定する」を参照
してください。 

3) ドロップダウンリストから認証タイプをローカル認証、ローカル認証およびドアを
リモートドア解錠またはローカル認証およびスーパーパスワードを選択します。 

ローカル認証 

アクセスコントロールデバイスによる認証。 

ローカル認証およびドアをリモートドア解錠 

アクセスコントロールデバイスとクライアントによる認証。個人がデバイスのカ
ードをスワイプすると、ウィンドウが提示します。クライアントを介してドアを
ロック解除することができます。 

 
 

 
 

図 16-3 リモートドア解錠 
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注記 

アクセスコントロールデバイスの接続がクライアントから切断された際、[オフラ
イン認証]にチェックを入れて、スーパーパスワード認証を有効にします。 

 

ローカル認証およびスーパーパスワード 

アクセスコントロールデバイスとスーパーパスワードによる認証。 

4) 下の左側のリストで追加したカードグループを選択し、 をクリックして、選択した
カードグループを認証グループとして 

右側のリストに追加します。 

5) オプション： または をクリックして、カードのスワイプ順序を設定します。 

6) 右側のリストに追加された認証グループをクリックして、カードのスワイプ回数を設
定します。 

 

注記 

• カードのスワイプ回数は 0以上で、カードグループ内の追加されたカードの数
量より少なくする必要があります。 

• カードのスワイプ回数の最大値は 16です。 

7) [OK]をクリックします。 
 

注記 

• 各アクセスコントロールポイント（ドア）に対して、最大 4つの認証グループを追加

できます。 

• 認証タイプがローカル認証の認証グループの場合、最大 8つの 

カードグループを認証グループに追加できます。 

• 認証タイプがローカル認証およびスーパー 

パスワードまたはローカル認証およびリモートドア解錠の場合、最大 7つの 

カードグループを認証グループに追加できます。 
 

7. [保存]をクリックします。 
 
 

16.7.4 ファーストカードでドア解錠を設定する 
 

1つのアクセスコントロールポイントに複数のファーストカードを設定することができま
す。ファーストカードのスワイプ後、複数の人がドアにアクセスすることやその他の認証
アクションができます。 

 
 

開始前 

カードの権限を設定し、権限の設定をアクセスコントロールデバイスに適用します。詳細
については、 

「個人に権限を割り当てる」を参照してください。 

ファーストカードでドア解錠を設定したい場合は、この作業を実行してください。 



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

193 

 

 

 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[ファーストカードでドア解錠]の順にクリック
して、ファーストカードでドア解錠ページにアクセスします。 

2. コントローラーリストパネルのリストでアクセスコントロールデバイスを選択します。 

3. 選択したデバイスの各アクセス制御ポイントのドロップダウンリストから、ファースト
カードモードをファーストカードで開いたままにする、ファーストカードで開いたまま
にするを無効にするまたはファーストカードの認証として選択します。 

 

 

ファーストカードで開いたままにする 

ファーストカードをスワイプした後、開いたままの状態が終了するまでドアは設定
された期間、開いたままになります。このモードを選択した場合は、開放の残り時
間を設定する必要があります。 

 

注記 

開放の残り時間は 0～1440分です。デフォルトでは、開放の残り時間は 10分にな
っています。 

 

ファーストカードで開いたままにするを無効にする 

ファーストカードで開いたままにする機能を無効にします。 

ファーストカードの認証 

すべての認証（スーパーカード、スーパーパスワード、デュレスカードおよびデ
ュレスコードの認証を除く）は、ファーストカードの認証後にのみ許可されてい
ます。 

 

注記 

ファーストカードの認証は当日のみ有効です。認証は当日の 24:00以降に期限切れ
になります。 

 

注記 

ファーストカードを再度スワイプすると、ファーストカードモードを無効にすることが

できます。 
 

4. ファーストカードリストのパネルで、[追加]をクリックします。 

5. リストからカードを選択し、[OK]をクリックして選択したカードをドアのファーストカ
ードとして追加します。 

追加されたファーストカードが、ファーストカードリストのパネルに表示されます。 

6. オプション：リストからファーストカードを選択し、[削除]をクリックしてファース
トカードリストからそのカードを削除します。 

7. [保存]をクリックします。 
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16.7.5 アンチパスバックを設定する 
 

指定したパスに従って、アクセスコントロールポイントのみを通過できるように設定で
き、カードをスワイプした後に 1人だけがアクセスコントロールポイントを通過するこ
とができます。 

 

開始前 

アクセスコントロールデバイスのアンチパスバック機能を有効にします。 

アクセスコントロールデバイスのアンチパスバックを設定したい場合は、この作業を実行

してください。 
 

手順 
 

注記 

アンチパスバックまたはマルチドアインターロック機能のいずれかを、アクセスコント
ロールデバイスに対して同時に設定することができます。マルチドアインターロックの
設定については、「マルチドアインターロックを設定する」を参照してください。 

 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[アンチパスバック]の順にクリックし
て、アンチパスバックの設定ページにアクセスします。 

2. リストでアクセスコントロールデバイスを選択します。 

3. [ファーストカードリーダー]フィールドでパスの先頭として、カードリーダーを選択し
ます。 

4. [アフターワードカードリーダー]欄で選択したファーストカードリーダーのテキストフ
ィールドをクリックして、 

カードリーダーの選択ダイアログを開きます。 

5. ファーストカードリーダーに対して、アフターワードカードリーダーを選択します。 
 

注記 

1つのカードリーダーに対して最大 4つのアフターワードカードリーダーを追加できま

す。 
 

6. ダイアログで[OK]をクリックして選択を保存します。 

7. アンチパスバックページの右上にある[保存]をクリックし、設定を保存して有効にしま
す。 

 

例 

カードスワイプパスの設定 

開始点として Reader In_01を選択し、リンク先カードリーダーとして Reader In_02、
Reader Out_04を 

選択した場合。Reader In_01、Reader In_02、Reader Out_04の順にカードをスワイプす
るだけで 

アクセス制御ポイントを通過できます。 



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

195 

 

 

 
 

16.7.6 クロスコントローラーアンチパスバックを設定する 
 

複数のアクセスコントロールデバイスのカードリーダーに対して、アンチパスバックを設
定することができます。設定されているカードのスワイプルートに従って、カードをスワ
イプする必要があります。カードをスワイプした後にアクセスコントロールポイントを通
過できるのは 1人だけです。 

 

 

注記 

これはデバイスに対応していなければなりません。 
 
 

カードに基づいてルートアンチパスバックを設定する 
 

ルートアンチパスバックは、カードのスワイプルートによって異なります。ファーストカ
ードリーダーとアフターワードカードリーダーを設定する必要があります。カードの入室
および退室記録に従って、アンチパスバックを判断します。 

 

ルートアンチパスバックを設定し、カードの入室および退室記録に従ってアンチパスバッ
クを判断する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

 

手順 
 

注記 

現時点ではM1カードに対応しており、セクターを暗号化することはできません。セク
ターの暗号化の詳細については、「M1カード暗号化を認証する」を参照してくださ
い。 

 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[クロスコントローラーアンチパスバック]

の順にクリックして、クロスコントローラーアンチパスバックの設定ページにアクセ
スします。 

2. [クロスコントローラーアンチパスバックを有効にする]にチェックを入れて、機能を有

効にします。 

3. アンチパスバックモードとして、[カードに基づく]を選択します。 

4. ルールとして、[ルートアンチパスバック]を選択します。 

5. セクターIDを設定します。 

6. [アクセスコントローラーの選択]をクリックして、アンチパスバック用のデバイスを選
択します。 

 

注記 

アンチパスバック機能を備えた最大 64台のデバイスを追加することができます。 
 

7. ファーストカードリーダーとアフターカードリーダーを設定します。 

1) カードリーダー領域で、カードリーダー列の左側にあるアイコンをクリックし、 

ファーストカードとして設定します。
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図 16-4 ファーストカードの選択 

アイコンが に変わります。 
 
 
 

2) アフターワードカードの[入力]フィールドをクリックし、ポップアップウィンドウ
でアフターワードカードリーダーを選択します。 

 

注記 

• 各カードリーダーに対して、最大で 16のアフターワードカードリーダーを追加す

ることができます。 

• アフターワードカードリーダーの入力フィールドに表示されているカードリーダー
は、 

認証順になっています。 

3) [アンチパスバックを有効にする]列のチェックボックスを選択して、アンチパスバ
ック機能を有効にします。 

8. [保存]をクリックします。 
 
 

ネットワークに基づいてルートアンチパスバックを設定する 
 

ルートアンチパスバックは、カードのスワイプルートによって異なります。ファーストカ
ードリーダーとアフターワードカードリーダーを設定する必要があります。カードリーダ
ーに保存されている入室および退室の情報に従って、アンチパスバックを認証します。 

 

ルートアンチパスバックを設定し、カードリーダーに保存されている入退場情報に従っ
てアンチパスバックの結果を認証する必要がある場合は、この作業を実行してくださ
い。 

 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[クロスコントローラーアンチパスバック]の順
にクリックして、 

クロスコントローラーアンチパスバックの設定ページにアクセスします。 

2. [クロスコントローラーアンチパスバックを有効にする]にチェックを入れて、機能を有
効にします。 

3. アンチパスバックモードとして、[ネットワークに基づく]を選択します。 

4. ルールとして、[ルートアンチパスバック]を選択します。 

5. アンチパスバックを判断するため、ドロップダウンリストからサーバーを選択します。 
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注記 

• [カードスワイプ記録の削除]をクリックして、ポップアップウィンドウでカードを選
択すると、すべてのデバイスのカードスワイプ情報を削除することができます。 

• 選択したサーバーには、最大 5000枚のカードのスワイプ記録を保存できます。 
 

6. [アクセスコントローラーの選択]をクリックして、アンチパスバック用のデバイスを選

択します。 
 

注記 

アンチパスバック機能を備えた最大 64台のデバイスを追加することができます。 
 

7. ファーストカードリーダーとアフターカードリーダーを設定します。 

1) カードリーダー領域で、カードリーダー列の左側にあるアイコンをクリックし、 

ファーストカードとして設定します。 
 
 

 
 

 
 

 

図 16-5 ファーストカードの選択 

アイコンが に変わります。 
 

2) アフターワードカードリーダーの[入力]フィールドをクリックし、ポップアップウィ
ンドウでアフターワードカードリーダーを 

表示されます。 
 

注記 

• 各カードリーダーに対して、最大で 16のアフターワードカードリーダーを追加す

ることができます。 

• アフターワードカードリーダーの入力フィールドに表示されているカードリーダー
は、 

認証順になっています。 

3) [アンチパスバックを有効にする]列のチェックボックスを選択して、アンチパスバ
ック機能を有効にします。 

8. [保存]をクリックします。 
 
 

カードに基づいて入室/退室アンチパスバックを設定する 
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ファーストカードリーダーとアフターワードカードリーダーを設定することなく、入室カ
ードリーダーと退室カードリーダーを入退室専用に設定することができます。カードの入
室および退室記録に従って、アンチパスバックを判断します。 

 

入室/退出アンチパスバックを設定し、カードの入室および退室記録に従ってアンチパス
バックを判断する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

 

手順 
 

注記 

現時点ではM1カードに対応しており、セクターを暗号化することはできません。セク
ターの暗号化の詳細については、「M1カード暗号化を認証する」を参照してくださ
い。 

 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[クロスコントローラーアンチパスバック]

の順にクリックして、クロスコントローラーアンチパスバックの設定ページにアクセ
スします。 

2. [クロスコントローラーアンチパスバックを有効にする]にチェックを入れて、機能を有

効にします。 

3. アンチパスバックモードとして、[カードに基づく]を選択します。 

4. ルールとして、入室/退出アンチパスバックを選択します。 

5. セクターIDを設定します。 

6. [アクセスコントローラーの選択]をクリックして、アンチパスバック用のデバイスを選
択します。 

 
 

注記 

アンチパスバック機能を備えた最大 64台のデバイスを追加することができます。 
 

7. カードリーダー領域で、[アンチパスバックを有効にする]列のチェックボックスを選択
して、入室カードリーダーと退出カードリーダーを選択します。 

 

注記 

最大 1つの入室カードリーダーと 1つの退出カードリーダーを確認する必要がありま

す。 
 

8. [保存]をクリックします。 
 
 

ネットワークに基づいて入室/退室アンチパスバックを設定する 
 

ファーストカードリーダーとアフターワードカードリーダーを設定することなく、入室カ
ードリーダーと退室カードリーダーを入退室専用に設定することができます。カードリー
ダーの入室および退室の情報に従って、アンチパスバックを認証します。 

 

入室/退出アンチパスバックを設定し、カードリーダーに保存されている入室および退室
情報に従ってアンチパスバックを判断する必要がある場合は、この作業を実行してくだ
さい。 
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手順 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[クロスコントローラーアンチパスバック]の順
にクリックして、 

クロスコントローラーアンチパスバックの設定ページにアクセスします。 

2. [クロスコントローラーアンチパスバックを有効にする]にチェックを入れて、機能を有
効にします。 

3. アンチパスバックモードとして、[ネットワークに基づく]を選択します。 

4. ルールとして、入室/退出アンチパスバックを選択します。 

5. アンチパスバックを判断するため、ドロップダウンリストからサーバーを選択します。 
 

注記 

• [カードスワイプ記録の削除]をクリックして、ポップアップウィンドウでカードを選
択すると、すべてのデバイスのカードスワイプ情報を削除することができます。 

• 選択したサーバーには、最大 5000枚のカードのスワイプ記録を保存できます。 
 

6. [アクセスコントローラーの選択]をクリックして、アンチパスバック用のデバイスを選

択します。 
 

注記 

アンチパスバック機能を備えた最大 64台のデバイスを追加することができます。 
 

7. カードリーダー領域で、[アンチパスバックを有効にする]列のチェックボックスを選択
して、入室カードリーダーと退出カードリーダーを選択します。 

 

注記 

最大 1つの入室カードリーダーと 1つの退出カードリーダーを確認する必要がありま

す。 
 

8. [保存]をクリックします。 
 
 
 

16.7.7 マルチドアインターロックを設定する 
 

同じアクセスコントロールデバイスの複数のドア間で、マルチドアインターロックを設
定できます。ドアの 1 つを開くには、他のドアを閉じておく必要があります。これはイ
ンターロック複合ドアグループにおいて、同時に 1 つまでのドアを開くことができるこ
とを意味します。 

 

複数のドアの間でインターロックを作動させたい場合、この作業を実行

してください。 
 

手順 
 

注記 

• マルチドアインターロック機能は、複数のアクセスコントロールポイント（ドア）を
持つアクセスコントロールデバイスでのみ対応しています。
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• アンチパスバックまたはマルチドアインターロック機能のいずれかを、アクセスコン
トロールデバイスに対して同時に設定することができます。アンチパスバック機能の
設定については、「アンチパスバックを設定する」を参照してください。 

 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[マルチドアインターロック]の順にクリック
して、マルチドアインターロックのページにアクセスします。 

2. コントローラーリストパネルのリストでアクセスコントロールデバイスを選択します。 

3. マルチドアインターロックリストのパネルで[追加]をクリックして、インターロックに
アクセスコントロールポイントを追加するウィンドウを表示されます。 

4. リストからアクセスコントロールポイントを選択します。 
 

注記 

1つのマルチドアインターロックの組み合わせで最大 4つのドアを追加できます。 
 

5. [OK]をクリックして、選択したアクセスコントロールポイントをインターロック用に追

加します。 

設定したマルチドアインターロックの組み合わせは、マルチドアインターロックリスト
のパネルに表示されます。 

6. オプション：リストから追加したマルチドアインターロックの組み合わせを選択し、
[削除]をクリックして組み合わせを削除します。 

7. [保存]をクリックします。 
 
 

16.7.8 認証パスワードを設定する 
 

認証パスワードの設定後、カードリーダーのキーパッドに認証パスワードを入力してドア
を開くことができます。 

 

ドアを開放するために認証パスワードを設定したい場合は、この作業を実行してくださ

い。 
 
 

注記 

• 認証パスワード機能は、アクセスコントロールデバイスに対応していなければなりませ

ん。 

• 認証パスワード付きのカードを最大 500枚まで、1つのアクセスコントロールデバイス
に追加できます。すべての 

パスワードは一意である必要があり、互いに同じにすることはできません。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[認証パスワード]の順にクリックして、 

認証パスワードの設定ページにアクセスします。 

2. コントローラーリストパネルのリストでアクセスコントロールデバイスを選択します。 

適用されたすべてのカードと人物がカードリストパネルに表示されます。 
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注記 

デバイスへの権限の設定および適用については、「個人に権限を割り当てる」を参照し
てください。 

 

3. 認証パスワードを入力するには、パスワード列の各カードのフィールドをクリックしま

す。 
 

注記 

認証パスワードは 4～8桁にする必要があります。 
 

4. 認証パスワードの右上にある[保存]をクリックし、設定を保存します。 

カードの認証パスワード機能が自動的に有効になります。また、アクセスコントロール
デバイスのカードリーダー認証モードをカードまたは認証パスワードとして設定するこ
とができます。詳細については、「カードリーダーの認証モードとスケジュールを設
定する」を参照してください。 

 

 

16.7.9 エレベーターコントローラー用のリレーを設定する 
 

エレベーターコントローラーの場合、フロアとリレー間の関係を管理し、フロアのリレー
タイプを設定することができます。 

 
 

リレーとフロア間の関係を設定する 
 

対象フロアに異なる種類のリレーを割り当てることができるので、リレーとフロア間の関
係に従ってエレベーターを制御することができます。 

 

開始前 

エレベーターコントローラーをクライアントに追加します。 

次の手順を実行して、リレーをフロアに割り当てます。 
 

手順 
 

注記 

• エレベーターコントローラーは、最大 24台の分散型エレベーターコントローラーにリ
ンクできます。分散型エレベーターコントローラーは最大 16個のリレーを連動できま
す。 

• デフォルトでは、リレーの総数は追加フロア数*3（3種類のリレー）です。 

• ドアグループ管理でフロア番号を変更すると、リレー設定インターフェイスの 

すべてのリレーがデフォルト設定に戻ります。 
 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[エレベーター設定]の順にクリックし
て、リレー設定のページにアクセスします。 

2. 左側のエレベーターコントローラーを選択します。 

3. 右側の未設定リレーパネルで未設定のリレーを選択します。
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利用可能なリレーは 3種類あります。 

ボタンリレー 

各フロアのボタンの有効性を制御します。 
 

注記 

はボタンリレーを示します。 
 

コールエレベーターリ

レー 

指定されたフロアに移動するようにエレベーターの呼び出しを制御します。 
 

注記 

はコールエレベーターリレーを示します。 
 

自動ボタンリレー 

ユーザーがエレベーター内でカードをスワイプするときにボタンを押すように制御
します。フロアのボタンはユーザーの権限に従って自動的に押されます。 

 

注記 

は自動ボタンリレーを示します。 
 

例 

を例とします。番号 1-2において、1は分散型エレベーターコントローラー番号、2は
リレーを示し、アイコン はリレーのタイプを表します。リレーのタイプを変更でき
ます。詳細については、「リレーのタイプを設定する」を参照してください。 

4. リレーとフロア間の関係を設定します。 

- 未設定のリレーを未設定リレーのパネルから、フロアリストパネルの対象フロ
アにドラッグします。 

- リレーをフロアリストパネルから、未設定リレーのパネルにドラッグします。 

- フロアリストのパネルで、リレーをあるフロアから別のフロアにドラッグします。 
 
 

注記 

対象フロアがドラッグされたフロアと同じタイプのリレーですでに設定されている
場合、既存の同じタイプのフロアに置き換えられます。 

 
 

図 16-6 既存のリレータイプの置き換え 
 

5. [保存]をクリックして、選択したエレベーターコントローラーに設定を適用します。 
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リレーのタイプを設定する 
 

いくつかの理由で、リレーのタイプを変更する必要があります。ボタンリレー、コール
エレベーターリレー、自動ボタンリレーを相互に変更できます。 

 

リレーのタイプを変更するには、次の手順を実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[エレベーター設定]の順にクリックして、リレ
ー設定のページに 

アクセスします。 

2. ページ左側のコントローラーリストで、エレベーターコントローラーを選択します。 

3. [リレーのタイプ]をクリックし、リレーのタイプの設定ウィンドウを開きます。 
 

注記 

• リレーのタイプ設定ウィンドウのリレーはすべて未設定のリレーです。 

• 3種類のリレー（ はボタンリレー、 はコールエレベーターリレー、 

自動ボタンリレーを示す）があります。 
 

4. リレーを 1つのリレータイプパネルから対象とするものにドラッグします。 

5. [OK]をクリックします。 
 
 

16.7.10 カスタムWiegandルールを設定する 
 

他社製のWiegandのアップロードルールの知識に基づいて、デバイスと他社製のカードリ
ーダーの間で通信するためにカスタマイズされた複数のWiegandルールを設定することが
できます。 

 

開始前 

他社製のカードリーダーをデバイスに接続します。 

この作業を実行して、他社製のカードリーダー用のカスタムWiegandルールを設定し

ます。 
 

手順 
 

注記 

• デフォルトでは、デバイスはカスタムWiegand機能を無効にします。デバイスがカス
タムWiegand機能を有効にしている場合、デバイス内のすべてのWiegandインターフ
ェイスは、カスタマイズされたWiegandプロトコルを使用します。 

• 最大 5つのカスタムWiegandを設定できます。 

• カスタムWiegandの詳細については、「カスタム Wiegandルールの説明」を参照して
ください。 

 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[カスタム Wiegand]の順にクリックして、
カスタムWiegandの設定ページにアクセスします。 

2. 左側のカスタムWiegandを選択します。
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3. [有効化]にチェックを入れて、カスタムWiegandを有効にします。 

4. Wiegandに名前を付けます。 
 

注記 

カスタムWiegand名には最大 32文字まで使用できます。 
 

5. [デバイスの選択]をクリックして、カスタムWiegandを設定するためのアクセスコント

ロールデバイスを選択します。 

6. 他社製カードリーダーのプロパティに従ってパリティを設定します。 
 

注記 

• 最大長さは 80ビットです。 

• 奇数パリティ開始ビット、奇数パリティ長さ、偶数パリティ開始ビットおよび偶数パ
リティ長さは、 

1～80ビットの範囲です。 

• カード ID、メーカーコード、サイトコード、OEMの開始ビットは、 

1～80ビットの範囲でなければなりません。 
 

7. 出力変換ルールを設定しま

す。 

1) [ルールの設定]をクリックして、出力変換ルールの設定ウィンドウを開きます。 

 
 

図 16-7 出力変換ルールの設定 

2) 左側のリストからルールを選択します。 

3) 選択したルールを右側のリストに移動するには、 をクリックします。 

4) オプション： または をクリックしてルールの順序を変更します。 

5) [OK]をクリックします。 

6) カスタムWiegandタブで、ルールの開始ビット、長さ、10進数を設定します。 

8. [保存]をクリックします。 
 
 

16.7.11 ブラックリストの個人を設定する 
 

ブラックリストの個人情報を管理し、そのブラックリスト情報をアクセスコントロールデ
バイスに適用して有効にすることができます。 
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ブラックリストに個人を追加する 
 

ブラックリストに個人を追加し、その人物の顔画像、性別、ID番号を設定できます。 
 

アクセスコントロールデバイスのブラックリストに個人情報を設定する必要がある場合
は、この作業を実行してください。 

 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[ブラックリスト]の順にクリックして、ブラッ
クリストの個人の 

管理ページにアクセスします。 

2. [個人]をクリックして、個人管理ページにアクセスします。 

3. [追加]をクリックします。 

4. [画像の選択]をクリックして、ローカル PCから個人の顔画像を選択します。 
 

注記 

画像は JPG形式で、1 MB未満でなければなりません。 
 

5. 名前、性別、ID番号などの個人情報を設定します。 

6. [保存]をクリックします。 

7. オプション：追加した個人を選択して[削除]をクリックすると、その人物がブラックリ
ストから削除されます。 

8. 有効にするには、デバイスにブラックリストの個人情報を適用します。 

1) デバイスに適用する個人を選択します。 

2) [適用]をクリックします。 

3) [すべて適用]を選択して、選択したすべての権限をアクセスコントロールデバイスま
たはドアステーションに適用します。 

 

注記 

[変更の適用]を選択して、選択した権限の変更部分をデバイスに適用することもでき
ます。 

4) [OK]をクリックして適用を開始します。 
 
 
 

ブラックリストの個人のアプリケーション結果を管理する 
 

設定した個人情報をブラックリストに適用した後、アプリケーション結果を表示した
り、適用した個人を管理したりできます。 

 

ブラックリストの個人情報アプリケーション結果を管理する必要がある場合は、この作業

を実行をしてください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[高度な機能]→[ブラックリスト]の順にクリックして、ブラッ
クリストの個人の管理ページにアクセスします。
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2. [アプリケーション結果]をクリックしてアプリケーション結果管理ページにアクセスし
ます。 

ブラックリストの適用記録を確認し、アプリケーション結果を表示することができま

す。 

3. オプション：ブラックリストに登録されている個人をデバイスから削除します。 

1) [個人を削除]をクリックします。 

ブラックリストの個人に対応したすべてのデバイスが表示されます。 

2) 個人を削除したいデバイスを選択します。 

3) [次へ]をクリックします。 

デバイスに適用されたブラックリストのすべての人物が表示されます。 

4) デバイスから削除したい個人（複数可）を選択します。 

5) [OK]をクリックして、デバイスのブラックリストから選択した個人を削除します。 

4. オプション：[個人の消去]をクリックしてデバイスを選択し、デバイスのブラックリス
トにあるすべての人物を 

表示されます。 
 
 

16.8 アクセスコントロールイベントを検索する 
 

リモートイベントやクライアントソフトウェア経由のローカルイベントなどのアクセス
管理履歴イベントを検索することができます。 

 
 

16.8.1 ローカルのアクセスコントロールイベントを検索する 
 

クライアントのデータベースからアクセスコントロールイベントを検索し、そのイベント
をローカル PCにエクスポートすることができます。 

 

ローカルアクセスコントロールイベントを検索してエクスポートする場合は、この作業を

実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[検索]→[アクセスコントロールイベント]の順にクリックし
て、アクセスコントロールイベントページに 

アクセスします。 

2. イベントソースをローカルイベントとして選択します。 

3. デバイス名、イベントタイプ、発生時刻などの検索条件を必要に応じて設定します。 

4. [検索]をクリックして、アクセスコントロールイベントの検索を開始します。 

一致したアクセスコントロールイベントが表示されます。 
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5. オプション：イベントを検索したら、次の操作を 1つ以上実行できます。 
 

カード所有
者の詳細を
見る 

 
 

キャプ
チャー
した画
像を見
る 

 

カード所有者によってトリガーするアクセスコントロールイベント
の場合、イベントをクリックして個人番号、個人名、組織、電話番
号、連絡先、写真などのカード所有者の詳細を表示します。 

 
 
 
 

イベントに連動された画像が含まれている場合、[キャプチャー]列
をクリックし、アラームがトリガーしたときにトリガーカメラか
らキャプチャーされた画像を表示します。 

 

注記 

トリガーカメラの設定に関しては、「アクセスコントロールア
ラームのクライアントリンケージを設定する」を参照してくだ
さい。 

 

連動され
たビデオ
を見る 

イベントに連動されたビデオが含まれている場合、[再生]列をク
リックし、アラームがトリガーしたときにトリガーカメラから記
録されたビデオを表示します。 

 

注記 

トリガーカメラの設定に関しては、「アクセスコントロールアラー
ムのクライアントリンケージを設定する」を参照してください。 

 

イベントのエ [エクスポート]をクリックして、検索結果を CSVファイルでロー 

クスポート カル PCにエクスポートします。 
 

 

16.8.2 リモートアクセスコントロールイベントを検索する 
 

アクセスコントロールデバイスに保存されているアクセスコントロールイベント記録を

検索できます。 
 

アクセスコントロールデバイスに保存されているアクセスコントロールイベントを検索す
る必要がある場合は、この作業を実行してください。 

 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[検索]→[アクセスコントロールイベント]の順にクリックし
て、リモートアクセスコントロールイベントのページに 

アクセスします。 

2. イベントソースをリモートイベントとして選択します。 

3. 必要に応じて、検索条件を設定します。 

4. オプション：アラーム画像付きのイベントを検索するには、[アラーム画像付き]にチェ
ックを入れます。 

5. [検索]をクリックします。 

一致したアクセスコントロールイベントが表示されます。
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6. オプション：[エクスポート]をクリックして、検索結果を CSVファイルでローカル PC

にエクスポートします。 
 
 

16.9 アクセスコントロールアラームのリンケージを設定する 
 

追加したアクセスコントロールデバイスに対し、クライアントリンケージ、デバイスリン
ケージ、またはデバイス間リンケージなどのリンケージアクションを設定することができ
ます。 

 
 
 

16.9.1 アクセスコントロールアラームのクライアントリンケージを設定する 
 

ルールを設定して、クライアントリンケージアクションをアクセスコントロールアラーム
に割り当てることができます。例えば、アクセスコントロールイベントが検出されると、
警告音が表示されたり、他のリンケージアクションが作動します。 

 

アクセスコントロールアラームのクライアントリンケージを設定する必要がある場合

は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

ここでのリンケージとはポップアップ画像、警告音、メールリンケージなど、クライア
ントソフトウェア自身のアクションに関するリンケージを指します。 

 

1. [イベント管理]→[アクセス管理イベント]の順にクリックします。 

左側のアクセスコントロールデバイスパネルに、追加されたアクセスコントロールデバ

イスが表示されます。 

2. アクセスコントロールデバイス、アラーム入力、アクセスコントロールポイント（ド
ア）またはカードリーダーを選択して、イベントリンケージを設定します。 

3. イベントタイプを選択し、リンケージを設定します。 

4. トリガーカメラを選択します。 
 

注記 

選択したイベントが発生したときにトリガーカメラの画像をキャプチャーするには、
ストレージスケジュール内でキャプチャースケジュールとストレージを設定すること
もできます。詳細については、「リモートストレージ設定」を参照してください。 

 

このカメラが撮影した画像やビデオは選択したイベントは発生した時点にポップアップ

されます。 

5. クライアントリンケージアクションを設定します。 

音声警告 

アラームがトリガーすると、クライアントソフトウェアが警告音を発します。音声
警報のアラーム音は選択可能です。



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

210 

 

 

 
 
 

注記 

アラーム音の設定については、「アラーム音を設定する」を参照してください。 
 

電子メールリンケージ 

アラーム情報のメール通知を 1人以上の受信者に送信します。 

Eマップアラーム 

Eマップにアラーム情報を表示します。 
 

注記 

このリンケージは、アクセスコントロールポイントとアラーム入力に対してのみ利用

可能です。 
 

アラーム発生ポップアップ画像 

アラームがトリガーすると、アラーム情報を含む画像がポップアップ表示されます。 
 

注記 

最初に、トリガーカメラを設定する必要があります。 
 

6. [保存]をクリックします。 

7. オプション：[コピー先]をクリックして、リンケージ設定を他のアクセスコントロール
デバイス、アラーム入力、アクセスコントロールポイント、またはカードリーダーにコ
ピーします。 

 
 

16.9.2 アクセスコントロールアラームのデバイスリンケージを設定する 
 

アクセスコントロール装置のトリガーアラームに対して、アクセスコントロール装置のリ
ンケージアクションを設定することができます。アラームがトリガーすると、同じデバイ
ス上で警報出力、ホストブザー、その他のアクションをトリガーさせることができます。 

 

デバイスのアクセスコントロールアラームに対して、アクセスコントロールデバイスリ
ンケージを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

 

手順 
 

注記 

これはデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. [イベント管理]→[イベントカードのリンケージ]の順にクリックします。 

2. 左側のリストからアクセスコントロールデバイスを選択します。 

3. [追加]ボタンをクリックして、新しいリンケージを追加します。 

4. イベントソースをイベントリンケージとして選択します。 

5. アラームのタイプと詳細なアラームを選択してリンケージを設定します。 

6. リンケージ対象パネルで、プロパティのスイッチをオンに設定してこのアクションを有
効にします。
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ホストブザー 

アクセスコントロールデバイスの警告音がトリガーされます。 

キャプチャー 

リアルタイムキャプチャーがトリガーされます。 

記録 

記録がトリガーされます。 
 

注記 

デバイスは記録に対応していなければなりません。 
 

カードリーダーブザー 

カードリーダーの音声警報が発生します。 

アラーム出力 

警報出力が通知に対してトリガーされます。 

ゾーン 

ゾーンを起動または解除します。 
 

注記 

デバイスはゾーン機能に対応していなければなりません。 
 

アクセスコントロ

ールポイント 

ドアを開く、閉じる、開いたままにする、閉じたままにするのステータスを同時にト

リガーすることはできません。 
 

注記 

• ドアを開く、閉じる、開いたままにする、閉じたままにするのステータスを同時
にトリガーすることはできません。 

• 対象のドアとソースのドアを同じにすることはできません。 
 

音声の再生 

音声プロンプトが発生します。また、選択された音声インデックス関連の音声のコン
テンツは、設定された再生モードに従って再生されます。 

7. [保存]をクリックします。 

8. オプション：デバイスリンケージの追加後、次の操作を 1つ以上実行できます： 
 

リンケージ設
定の編集 

 
 
 

リンケージ設
定の削除 

 

デバイスリストで設定済みのリンケージ設定を選択すると、イベ
ントソースとリンケージ対象を含むそのイベントソースのパラメ
ータを編集することができます。 

 

デバイスリストで設定したリンケージ設定を選択し、[削除]をクリ

ックして、 

これを削除します。 
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16.9.3 カードスワイプに対してデバイス連動アクションを設定する 
 

指定したカードのスワイプに対して、アクセスコントロールデバイスのリンケージアクシ
ョンを設定することができます。指定のカードをスワイプすると、同じデバイス上で警報
出力、ホストブザー、その他のアクションがトリガーさせることができます。 

 

カードのスワイプアクションに対して、アクセスコントロールデバイスリンケージを設
定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

 

手順 
 

注記 

これはデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. [イベント管理]→[イベントカードのリンケージ]の順にクリックします。 

2. 左側のリストからアクセスコントロールデバイスを選択します。 

3. [追加]ボタンをクリックして、新しいリンケージを追加します。 

4. イベントソースをカードリンケージとして選択します。 

5. カード番号を入力するか、またはドロップダウンリストからカードを選択します。 

6. 連動アクションのトリガーに対してカードをスワイプするカードリーダーを選択しま
す。 

7. リンケージ対象パネルで、プロパティのスイッチをオンに設定してこのアクションを有
効にします。 

ホストブザー 

アクセスコントロールデバイスの警告音がトリガーされます。 

キャプチャー 

リアルタイムキャプチャーがトリガーされます。 

記録 

記録がトリガーされます。 
 

注記 

デバイスは記録に対応していなければなりません。 
 

カードリーダーブザー 

カードリーダーの音声警報が発生します。 

アラーム出力 

警報出力が通知に対してトリガーされます。 

ゾーン 

ゾーンを起動または解除します。 
 

注記 

デバイスはゾーン機能に対応していなければなりません。 
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アクセスコントロールポイント 

ドアを開く、閉じる、開いたままにする、閉じたままにするのステータスを同時にト

リガーすることはできません。 
 

注記 

ドアを開く、閉じる、開いたままにする、閉じたままにするのステータスを同時に
トリガーすることはできません。 

 

音声の再生 

音声プロンプトが発生します。また、選択された音声インデックス関連の音声のコン
テンツは、設定された再生モードに従って再生されます。 

8. [保存]をクリックします。 

（手順 5で設定した）カードが（手順 6で設定した）カードリーダーをスワイプする
と、（手順 7で設定した）連動アクションがトリガーされます。 

9. オプション：デバイスリンケージの追加後、次の操作を 1つ以上実行できます： 
 

リンケージ設
定の削除 

 

デバイスリストで設定したリンケージ設定を選択し、[削除]をクリ

ックして、 

これを削除します。 

リンケー
ジ設定の
編集 

デバイスリストで設定済みのリンケージ設定を選択すると、イ
ベントソースとリンケージ対象を含むそのイベントソースのパ
ラメータを編集することができます。 

 
 

16.9.4 携帯端末の MACアドレスに対してデバイスリンケージを設定する 
 

携帯端末の指定された MAC アドレスに対して、アクセスコントロールデバイスのリ
ンケージアクションを設定することができます。アクセスコントロールデバイスが指
定された MAC アドレスを検出すると、同じデバイス上で警報出力、ホストブザー、
その他のアクションをトリガーさせることができます。 

 

MACアドレスに対して、アクセスコントロールデバイスリンケージを設定する必要があ
る場合は、この作業を実行してください。 

 

手順 
 

注記 

これはデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. [イベント管理]→[イベントカードのリンケージ]の順にクリックします。 

2. 左側のリストからアクセスコントロールデバイスを選択します。 

3. [追加]ボタンをクリックして、新しいリンケージを追加します。 

4. イベントソースを MACリンケージとして選択します。 

5. トリガーするMACアドレスを入力します。
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注記 

MACアドレスのフォーマット：AA:BB:CC:DD:EE:FF。 
 

6. リンケージ対象パネルで、プロパティのスイッチをオンに設定してこのアクションを有

効にします。 

ホストブザー 

アクセスコントロールデバイスの警告音がトリガーされます。 

キャプチャー 

リアルタイムキャプチャーがトリガーされます。 

記録 

記録がトリガーされます。 
 

注記 

デバイスは記録に対応していなければなりません。 
 

カードリーダーブザー 

カードリーダーの音声警報が発生します。 

アラーム出力 

警報出力が通知に対してトリガーされます。 

ゾーン 

ゾーンを起動または解除します。 
 

注記 

デバイスはゾーン機能に対応していなければなりません。 
 

アクセスコントロ

ールポイント 

ドアを開く、閉じる、開いたままにする、閉じたままにするのステータスを同時にト

リガーすることはできません。 
 

注記 

ドアを開く、閉じる、開いたままにする、閉じたままにするのステータスを同時に
トリガーすることはできません。 

 

7. [保存]をクリックして設定を保存します。 

8. オプション：デバイスリンケージの追加後、次の操作を 1つ以上実行できます： 
 

リンケージ設
定の編集 

 
 
 

リンケージ設
定の削除 

 

デバイスリストで設定済みのリンケージ設定を選択すると、イベ
ントソースとリンケージ対象を含むそのイベントソースのパラメ
ータを編集することができます。 

 

デバイスリストで設定したリンケージ設定を選択し、[削除]をクリ

ックして、これを削除します。 
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16.9.5 デバイス間リンケージを設定する 
 

アクセスコントロールデバイスがトリガーしたときにルールを設定することにより、他の
アクセスコントロールデバイスのアクションがトリガーするように割り当てることができ
ます。 

 

注記 

これはデバイスに対応していなければなりません。 
 
 

アクセスコントロールイベントのデバイス間リンケージを設定する 
 

アクセスコントロールイベントがトリガーして検出されると、警報出力、ドアの開放など
他のアクセスコントロールデバイスのリンケージアクションをトリガーさせることができ
ます。イベントはデバイスイベント、アラーム入力、ドアイベントおよびカードリーダー
イベントの 4種類に分類できます。 

 

アクセスコントロールイベントに対して他のアクセスコントロールデバイスのリンケー
ジアクションを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

 

手順 
 

注記 

デバイスはこの機能に対応していなければなりません。 
 

1. [イベント管理]→[デバイス間リンケージ]の順にクリックして、デバイス間
リンケージの設定インターフェイスにアクセスします。 

2. [追加]をクリックして、新しいデバイス間リンケージを追加します。 

3. リンケージタイプをイベントリンケージとして選択します。 

4. イベントソースを設定します。 

1) イベントソースデバイスとしてアクセスコントロールデバイスを選択します。 

2) アクセスコントロールイベントのタイプを選択します。 

デバイスイベント 

ドロップダウンリストから詳細なイベントタイプを選択します。 

アラーム入力 

詳細イベントタイプをゾーンイベントまたはアラーム入力イベントとして選択
し、ドロップダウンリストからゾーン名またはアラーム入力名を選択します。 

ドアイベント 

詳細なイベントタイプを選択し、ドロップダウンリストからアクセスコントロール

ポイントを選択します。 

カードリーダーイベント 

詳細なイベントタイプを選択し、ドロップダウンリストからカードリーダーを選択

します。
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5. 対象のアクセスコントロールデバイスをリンケージ対象に設定します。 

1) リンケージ先として、ドロップダウンリストからアクセスコントロールデバイスを選
択します。 

2) リンケージアクションを有効にするには、スイッチをオンに設定します。 

アラーム出力 

対象デバイスの警報出力が通知に対してトリガーされます。 

アクセスコントロールポイント 

ドアを開く、閉じる、開いたままにする、閉じたままにするのステータスを同時に

トリガーすることはできません。 
 

注記 

ドアを開く、閉じる、開いたままにする、閉じたままにするのステータスを同時に
トリガーすることはできません。 

6. [保存]をクリックします。 
 
 

カードスワイプに対してデバイス間リンケージを設定する 
 

個人が指定されたカードリーダー上で指定されたカードをスワイプすると、警報出力や
ドアの開放など他のアクセスコントロール装置のリンケージアクションをトリガーさせ
ることができます。 

 

カードスワイプに対して他のアクセスコントロールデバイスのリンケージアクションを
設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

 

手順 

1. [イベント管理]→[デバイス間リンケージ]の順にクリックして、デバイス間リンケージの 

設定インターフェイスにアクセスします。 

2. [追加]をクリックして、新しいデバイス間リンケージを追加します。 

3. リンケージタイプをカードリンケージとして選択します。 

4. イベントソースを設定します。 

1) ドロップダウンリストからカードを選択します。 

2) イベントソースデバイスとしてアクセスコントロールデバイスを選択します。 

3) トリガーするカードリーダーを選択します。 

5. 対象のアクセスコントロールデバイスをリンケージ対象に設定します。 

1) リンケージ先として、ドロップダウンリストからアクセスコントロールデバイスを選
択します。 

2) リンケージアクションを有効にするには、スイッチをオンに設定します。 

アラーム出力 

対象デバイスの警報出力が通知に対してトリガーされます。 

アクセスコントロールポイント 

ドアを開く、閉じる、開いたままにする、閉じたままにするのステータスを同時に

トリガーすることはできません。
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注記 

ドアを開く、閉じる、開いたままにする、閉じたままにするのステータスを同時に
トリガーすることはできません。 

6. [保存]をクリックします。 
 
 

16.10 アクセスコントロールポイントのステータスを管理する 
 

追加したアクセスコントロールデバイスのアクセスコントロールポイントのステータ
スがリアルタイムに表示されます。選択したアクセスコントロールポイントのステー
タスと連動イベントを確認することができます。ステータスを制御したり、アクセス
コントロールポイントのステータス期間を設定したりすることも可能です。 

 
 

16.10.1 アクセスコントロールポイントをグループ化する 
 

ドアのステータスを制御したり、ステータスの期間を設定したりする前に、アクセスコン
トロール装置のアクセスコントロールポイントをグループにまとめて管理しやすくする必
要があります。 

 

便利な管理に対してアクセスコントロールポイントをグループ化する必要がある場合は、

この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

• アクセスコントロールデバイスのアラーム入力をグループにインポートすることもでき

ます。 

• ビデオアクセスコントロール端末の場合は、カメラをグループにインポートできます。 

• 操作の詳細については、「グループ管理」を参照してください。 
 

1. [デバイス管理→グループ]の順にクリックして、グループ管理ページにアクセスしま

す。 

2. 新しいグループを追加します。 

1) をクリックしてグループの追加ウィンドウを開きます。 

2) グループに名前を付けます。 

3) オプション：選択したデバイスの名前で新しいグループを作成するには、デバイス名
でグループを作成 

4) [OK]をクリックします。 

3. アクセスコントロールポイントをグループにインポートします。 

1) [インポート]をクリックします。 

2) [アクセスコントロールポイント]タブをクリックします。 

3) リストでアクセスコントロールポイントを選択します。 

4) グループリストからグループを選択します。 

5) [インポート]をクリックして、選択したアクセスコントロールポイントをグループに
インポートします。
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16.10.2 ドアのステータスを制御する 
 

ドアを開ける、ドアを閉じる、開いたままにする、閉じたままにするなど、単一のアクセ
スコントロールポイント（ドア）のステータスを制御することができます。 

 

ドアのステータスを制御する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. [モニターのステータス]→[ドアのステータス]の順にクリックして、ドアのステータス監
視ページにアクセスします。 

2. 左側のアクセスコントロールグループを選択します。 
 

注記 

アクセスコントロールグループ管理については、「アクセスコントロールポイントをグ
ループ化する」を参照してください。 

 

選択済アクセスコントロールグループのアクセスコントロールポイントが右側に表示さ

れます。 

3. ステータス情報パネルの をクリックして、ドアを選択します。 

4. ステータス情報パネルに表示されている次のボタンをクリックして、ドアを制御しま
す。 

ドアを開ける 

ドアを一度開けます。 

ドアを閉じる 

ドアを一度閉じます。 

開いたままにする 

ドアを開いたままにします。 

閉じたままにする 

ドアを閉じたままにします。 

キャプチャー 

手動で画像をキャプチャーします。 
 

注記 

[キャプチャー]ボタンは、デバイスがキャプチャー機能に対応している場合に限り利
用できます。また、これはストレージサーバーが設定されるまで実行することがで
きません。キャプチャースケジュールを設定するには、「リモートストレージ設
定」を参照してください。 
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16.10.3 エレベーターのステータスを制御する 
 

エレベーターのドアを開く、制御済み、開放、コールエレベーターなど、エレベーターコ
ントローラーのエレベーターステータスを制御することができます。 

 

開始前 

エレベーターのステータスを制御する前に、リレーを対象フロアに分配する必要がありま
す。詳細については、「リレーとフロア間の関係を設定する」を参照してください。 

エレベーターのステータスを制御する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

• 他のクライアントで起動していない場合、現行のクライアントからエレベーターを制
御することができます。エレベーターのステータスが変わると、他のクライアントソ
フトウェアでエレベーターを制御することができません。 

• 一度に 1つのクライアントソフトウェアのみがエレベーターを制御できます。 

• エレベーターを制御したクライアントは、アラーム情報を受信してエレベーターのリア
ルタイムの 

ステータスを表示させることができます。 
 

1. [モニターのステータス]→[ドアのステータス]の順にクリックして、ドアのステータス監

視ページにアクセスします。 

2. 左側のアクセスコントロールグループを選択します。 
 

注記 

アクセスコントロールグループ管理については、「アクセスコントロールポイントをグ
ループ化する」を参照してください。 

 

選択したアクセスコントロールグループのフロアがインターフェイスの右側に表示され

ます。 

3. ステータス情報パネルの をクリックして、フロアを選択します。 

4. ステータス情報パネルに表示されている次のボタンをクリックして、ドアを制御しま
す。 

ドアを開ける 

エレベーターのフロアのボタンは一定期間有効であり、エレベーターのドアは開いて
います。 

制御済み 

目的のフロアボタンを押す前に、カードをスワイプする必要があります。その後、
エレベーターは目的のフロアに移動することができます。 

開放 

エレベーターで選択したフロアのボタンは、常に有効になります。 



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

203 

 

 

 
 

無効 

エレベーターで選択したフロアのボタンは無効になり、目的のフロアに移動するこ
とができません。 

エレベーターを呼び出し（訪問者用） 

エレベーターが 1階に下りてきます。訪問者は目的のフロアのボタンを押すことし
かできません。 

エレベーターを呼び出し（居住者用） 

目的のフロアへのエレベーターを呼び出します。 
 

 

16.10.4 リアルタイムカードスワイプ記録を確認する 
 

すべてのアクセスコントロールデバイスのカードをスワイプした記録のログが、リ

アルタイムで表示されます。リアルタイムのカードスワイプ記録を確認する必要が

ある場合は、この作業を実行してください。 

手順 

1. [モニターのステータス]→[カードスワイプ記録]の順にクリックして、リアルタイムカー
ドのスワイプ記録ページにアクセスします。 

カードをスワイプした記録のログが、リアルタイムで表示されます。カード番号、個人
名、組織、イベント時間などを含む、カードスワイプのイベントの詳細を表示できま
す。 

2. オプション：[最新の記録を自動選択する]にチェックを入れると、最新のカード
スワイプの記録が選択され、記録リストの上部に表示されます。 

3. オプション：イベントをクリックすると、キャプチャーした個人の画像（キャプチャ
ーした画像とプロフィール）、個人番号、個人名、組織、電話番号、連絡先などを含
むカード所有者の詳細が表示されます。 

認証結果 

カード番号未登録、登録済みなどのカードスワイプの結果。 
 

 

16.10.5 リアルタイムアクセスコントロールアラームを確認する 
 

デバイス例外、ドアイベント、カードリーダーイベント、アラーム入力などアクセスコ
ントロールイベントのログがリアルタイムで表示されます。 

 

リアルタイムのアクセスコントロールアラームを確認する必要がある場合は、この作業を

実行してください。 
 

手順 

1. [モニターのステータス]→[アクセスコントロールアラーム]の順にクリックして、リアル
タイムアクセスコントロールアラームのページにアクセスします。 

すべてのアクセスコントロールアラームがリアルタイムでリストに表示されます。アラ
ームのタイプ、アラーム時間、場所などを表示できます。
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2. をクリックすると Eマップにアラームが表示されます。 
 

注記 

Eマップでアクセスコントロールポイントを設定するには、「Eマップ上にアクセスコ
ントロールポイントを表示する」を参照してください。 

 

3. オプション：アラームがトリガーしたときに、 または をクリックしてトリガー
カメラのライブビューまたはキャプチャーされた画像を表示します。 

 
 

注記 

トリガーカメラの設定に関しては、「アクセスコントロールアラームのクライアントリ
ンケージを設定する」を参照してください。 

 

4. オプション：アラームがトリガーしたときにクライアントが受信できるアラームを選択

します。 

1) [登録]をクリックします。 

2) チェックボックスを選択して、デバイス例外アラーム、ドアイベントアラーム、カー
ドリーダーアラーム、アラーム入力を含むアラームを選択します。 

3) [OK]をクリックして設定を保存します。 
 
 

16.11 ライブビュー中にドアを制御する 
 

ライブ中にドアを開く、ドアを閉じるなど、カメラの連動したアクセスコントロールポイ
ント（ドア）を制御することができます。 

 

ライブ中にカメラの連動したドアを開閉するように制御する必要がある場合、この作業を
実行してください。 

 

手順 

1. ライブビューモジュールにアクセスし、1台のカメラのライブビューを開始します。 
 

注記 

ライブビュー開始の詳細については、「1台のカメラのライブビューを開始する」を参
照してください。 

 

2. カメラをアクセスコントロールポイントに連動します。 

1) ライブビューウィンドウを右クリックし、[アクセスコントロールポイントへの連動]

を選択して、連動済みアクセスコントロールポイントの設定ウィンドウを開きます。 

2) [有効化]にチェックを入れて、リンケージを有効にします。 

3) ドロップダウンリストからアクセスコントロールポイントを選択します。 

4) [OK]をクリックします。 
 

注記 

1台のカメラを 1つのアクセスコントロールポイントのみに連動可能です。異なる
カメラを同じアクセスコントロールポイントに連動させることができます。 
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3. カメラのライブビューを再開して、設定を有効にします。 

ライブビュー中に、4つのドア制御ボタンがツールバーに表示されます。 

4. ドアを開けたり、閉じたり、開けたままにしたり、閉じたままにするには、

をクリックして制御します。 
 
 

16.12  Eマップ上にアクセスコントロールポイントを表示する 
 

E マップ上にアクセスコントロールポイントを追加できます。アクセスコントロールポ
イントのアラームがトリガーすると、E マップでアラーム通知を表示したり、アラーム
の詳細を確認したり、ドアを制御したりできます。 

Eマップにアクセスコントロールポイントをホットスポットとして表示する必要がある場

合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

• ビデオアクセスコントロール端末の場合、カメラを Eマップに追加して、カメラの
ライブビューを表示させることもできます。 

• Eマップの詳しい操作については、「マップの管理」を参照してください。 
 

1. Eマップモジュールにアクセスします。 

2. Eマップツールバーの[編集]をクリックして、マップ編集モードにアクセスします。 

3. ツールバーの をクリックして、ホットスポットを追加するウィンドウを開きます。 

4. ホットスポットとして追加するアクセスコントロールポイントを選択します。 

5. オプション：ホットスポットの名前を編集し、名前の色を選択し、対応するフィールド
をダブルクリックしてホットスポットアイコンを選択します。 

6. [OK]をクリックします。 

ドアのアイコンがホットスポットとしてマップに追加され、追加されたアクセスコン
トロールポイントのアイコンがグループリスト内で から に変わります。アクセスコ
ントロールポイントのアイコンをクリックアンドドラッグして、ホットスポットを目
的の場所に移動できます。 

7. ホットスポットとしてマップにアクセスコントロールポイントを追加した後は、アク
セスコントロールポイントを制御し、トリガーしたアラームを表示させることができ
ます。 

1) Eマップツールバーの[編集モードの終了]をクリックして、マッププレビューモード

にアクセスします。 

2) アクセスコントロールポイントを制御するには、マップ上の制御ポイントのアイコン
を右クリックし、[ドアを開く]、[ドアを閉じる]、[開いたままにする]、[閉じたまま
にする]をクリックして、ドアを制御します。
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図 16-8 マップ上のアクセスコントロールポイントの制御 

3) オプション：アラームがトリガーすると、 アイコンが表示されてホットスポット
の近くで点滅します（10秒間点滅）。アラームアイコンをクリックして、アラーム
のタイプやトリガー時間を含むアラーム情報を確認します。 

 

注記 

マップ上にアラーム情報を表示するには、アラームのリンケージアクションとして
Eマップ上に表示を設定する必要があります。詳細については、「アクセスコント
ロールアラームのクライアントリンケージを設定する」を参照してください。 
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第 17章 勤怠管理 
 

 
 

勤怠管理モジュールには、従業員がいつ仕事を開始したり終了したりするかを追跡・監視
するための複数の機能、遅刻、早退、休憩時間、欠勤などの従業員の勤務時間を完全に制
御する機能があります。 

 
 

17.1 シフトスケジュールを管理する 
 

シフト勤務とは、毎日 24時間態勢で行われるように計画された雇用慣行です。実際に
は、その日をシフトに分割し、異なるシフトが職務を実行する時間帯を設定します。 

 

部署のスケジュール、個人のスケジュール、一時的なスケジュールを設定できます。 
 
 

17.1.1 時間帯を追加する 
 

シフトスケジュールの時間帯を追加できます。時間帯を追加する必要がある場合は、こ

の作業を実行してください。 

手順 

1. 勤怠管理モジュールを入力し、[シフトスケジュール管理]タブをクリックします。 

2. [シフト設定]→[時間帯の設定]の順にクリックして、時間帯の設定ウィンドウにアクセス
します。 

3. [追加]をクリックして、時間帯の追加ページにアクセスします。 

4. 時間帯に関連するパラメータを設定します。 

最低出勤時間 

最小出勤時間を設定します。 
 

注記 

作業開始チェックポイントと作業終了チェックポイントとして異なるカードリーダ
ーを設定している場合、[欠勤時間を有効勤務時間に含まない]にチェックを入れて
勤務時間から欠勤時間を除外することができます。 

 

チェックイン/チェックアウトが必要 

チェックボックスを選択してチェックインおよびチェックアウトの有効期間を設定し

ます。 

遅刻としてマーク/早退としてマーク 

遅刻または早退の時間帯を設定します。 

作業時間から休憩時間を除外する 

チェックボックスを選択して、除外する休憩時間を設定します。 
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注記 

最大 3つの休憩時間を設定できます。 
 

時間給期間として設定 

チェックボックスを選択して、賃金率と最小時間単位を設定します。 

5. [保存]をクリックします。 

追加された期間がウィンドウの左側のパネルに表示されます。 
 

 

17.1.2 シフトを追加する 
 

シフトスケジュールにシフトを追加できます。 
 

開始前 

最初に期間を追加します。詳細については、「時間帯を追加する」を参照してください。 

シフトを追加する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [シフトスケジュール管理]→[シフト設定]→[シフト]の順にクリックして、シフト設定の
ウィンドウにアクセスします。 

3. [追加]をクリックして、シフトを追加するのページにアクセスします。 

4. シフト名を入力します。 

5. ドロップダウンリストからシフトの時間帯を選択します。 

6. 追加した時間帯を選択し、時間バーをクリックして時間帯を適用します。 

7. [保存]をクリックします。 

追加されたシフトがウィンドウの左側のパネルに表示されます。 
 

 

17.1.3 部署のスケジュールを設定する 
 

1つの部署にシフトスケジュールを設定すると、その部署の全員にシフトスケジュールが
割り当てられます。 

 

開始前 

勤怠管理モジュールにおいて、部署リストはアクセス制御モジュールの組織と 

同じです。最初にアクセスコントロールモジュールに部署と個人を追加する必要があり
ます。詳細については、 

「組織を管理する」および「個人情報を管理する」を参照してください。 

部署のスケジュールを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. [勤怠管理]→[シフトスケジュール管理]の順にクリックして、シフトスケジュール 

管理ページにアクセスします。
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2. 部署をクリックして[部署のスケジュール]をクリックすると、部署のスケジュールウィ
ンドウがポップアップ表示されます。 

3. [勤怠管理]にチェックを入れます。 

出勤から除外された人物を除く部署内の全員が、出勤スケジュールに適用されます。 

4. ドロップダウンリストからシフトを選択します。 

5. 開始日時と終了日時を設定します。 

6. チェックイン不要、チェックアウト不要、休日に有効、時間外に有効、 

または複数のシフトスケジュールに有効など、スケジュールに関するその他のパラメー
タを設定します。 

 

注記 

[複数のシフトスケジュールに有効]にチェックを入れた後、部門内の個人に対して追加
時間帯から有効時間帯を選択できます。 

複数のシフトスケジュール 

複数の時間帯が含まれています。該当する個人はどの時間帯にもチェックイン/チェ
ックアウトすることができ、出勤は有効になります。 

複数のシフトスケジュールに 3つの時間帯が含まれる場合：00:00から 07:00、
08:00から 15:00、そして 16:00から 23:00です。この複数のシフトスケジュールを
適用している人物の出勤は、3つの時間帯のいずれにおいても有効になります。該
当する人物が 07:50にチェックインすると、その人の出勤に最も近い 08:00から
15:00の時間帯が適用されます。 

 

7. オプション：[部門内の全員に対してデフォルトとして設定]にチェックを入れます。 

部門内の全員がデフォルトでこのシフトスケジュールを使用します。 

8. オプション：選択した部署に下位部署が含まれている場合、[すべての下位部署のシ
フトスケジュールとして設定]にチェックを入れると、部署のスケジュールをその下
位部署に適用することができます。 

9. [保存]をクリックします。 
 
 

17.1.4 個人のスケジュールを設定する 
 

シフトスケジュールを 1名の個人に割り当てることができます。個人のスケジュールの詳
細を表示およびエクスポートすることもできます。 

 

開始前 

アクセスコントロールモジュールに部署と個人を追加します。詳細については、「組織
を管理する」と「個人 

情報を追加する」を参照してください。 

個人のスケジュールを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [シフトスケジュール管理]をクリックして、シフトスケジュール管理のページにアクセ
スします。
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3. 部署を選択して 1名の個人を選択します。 

4. [個人のスケジュール]をクリックして、個人のスケジュールのウィンドウをポップアッ
プ表示させます。 

5. [勤怠管理]にチェックを入れます。 

設定した個人に出勤スケジュールが適用されます。 

6. ドロップダウンリストからシフトを選択します。 

7. 開始日時と終了日時を設定します。 

8. チェックイン不要、チェックアウト不要、休日に有効、時間外に有効、 

または複数のシフトスケジュールに有効など、スケジュールに関するその他のパラメー
タを設定します。 

 

注記 

[複数のシフトスケジュールに有効]にチェックを入れた後、部門内の個人に対して追加
時間帯から有効時間帯を選択できます。 

複数のシフトスケジュール 

複数の時間帯が含まれています。該当する個人はどの時間帯にもチェックイン/チェ
ックアウトすることができ、出勤は有効になります。 

複数のシフトスケジュールに 3つの時間帯が含まれる場合：00:00から 07:00、
08:00から 15:00、そして 16:00から 23:00です。この複数のシフトスケジュールを
適用している人物の出勤は、3つの時間帯のいずれにおいても有効になります。該
当する人物が 07:50にチェックインすると、その人の出勤に最も近い 08:00から
15:00の時間帯が適用されます。 

 

9. [保存]をクリックします。 
 
 

17.1.5 一時的なスケジュールを設定する 
 

該当する個人に対して一時的なスケジュールを追加することができ、その人物には一時
的にシフトスケジュールが割り当てられます。一時的なスケジュールの詳細を表示およ
びエクスポートすることもできます。 

 

開始前 

アクセスコントロールモジュールに部署と個人を追加し、その人物の出勤ルールを設定し
ます。 

詳細については、「組織を管理する」および「個人情報を管理する」を参照してくださ
い。 

一時的なスケジュールを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

一時的なスケジュールは、部署のスケジュールおよび個人のスケジュールよりも優先度が

高くなります。 
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1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [シフトスケジュール管理]タブをクリックして、シフトスケジュール管理のページにア
クセスします。 

3. 部署を選択して 1名の個人を選択します。 

4. [一時的なスケジュール]をクリックして、一時的なスケジュールのウィンドウをポップ
アップ表示させます。 

5. をクリックして、シフト日を設定します。 

6. 時間帯を選択します。 

7. 時間バーをクリックして、選択した日程の期間を適用させます。 

8. オプション：[高度な設定]をクリックして、一時的なスケジュールの詳細な出勤ルール
を選択します。 

9. [追加]をクリックします。 
 
 
 

17.1.6 シフトスケジュールを確認および編集する 
 

シフトスケジュールの詳細を確認し、スケジュールを編集することができます。シフト

スケジュールを確認および編集する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [シフトスケジュール管理]タブをクリックして、シフトスケジュール管理のページにア
クセスします。 

3. 部署および関連する個人（複数可）を選択します。 

4. [表示]をクリックして、シフトスケジュールの詳細ウィンドウを開きます。 

シフトスケジュールの詳細が表示されます。 

5. 通常のスケジュールの詳細を編集します。 

1) [通常のスケジュール]タブをクリックします。 

2) ドロップダウンリストからシフトを選択します。 

3) [出勤ルールの設定]をクリックして、出勤ルールの設定ウィンドウを開きます。 

4) 必要に応じて出勤ルールを選択し、[OK]をクリックします。 

5) をクリックして、有効日を設定します。 

6) [保存]をクリックします。 

6. オプション：[一時的なスケジュール]をクリックして、以下のいずれかの操作を行いま
す。 

 

追加 選択した人物の一時的なスケジュールを追加します。 

       時間帯を編集します。 

         一時的なスケジュールを削除します。 
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17.2 チェックイン/アウトの記録を手動で修正する 
 

出勤ステータスが正しくない場合、チェックインまたはチェックアウトの記録を手動で修
正することができます。チェックインまたはチェックアウトの記録を編集、削除、検索ま
たはエクスポートすることも可能です。 

 

開始前 

• アクセスコントロールモジュールに組織と個人を追加する必要があります。詳細につい
ては、「組織を管理する」および「個人情報を管理する」を参照してください。 

• 個人の出勤ステータスが正しくない場合。 

チェックインまたはチェックアウト記録を修正するには、次の手順を実行します。 
 

手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [出勤処理]→[チェックイン/チェックアウトの修正]の順にクリックして、修正のページ
に 

アクセスします。 

3. [追加]をクリックして、チェックイン/チェックアウトの修正の追加ウィンドウにアクセ
スします。 

4. チェックイン/チェックアウトの修正パラメータを設定します。 

- [チェックイン]にチェックを入れて、実際の作業開始時間を設定します。 

- [チェックアウト]にチェックを入れて、実際の作業終了時間を設定します。 

5. [従業員名]フィールドをクリックして、修正する個人を選択します。 

6. オプション：必要に応じて、備考情報を入力します。 

7. [追加]をクリックします。 

8. オプション：チェックイン/アウトの修正を追加した後、次の操作のいずれかを実行しま
す。 

 

検索 検索条件を設定して、修正を検索します。 
 

変更 選択したチェックイン/チェックアウト修正を編集します。 
 

削除 選択したチェックイン/チェックアウト修正を削除します。 
 

レポート チェックイン/チェックアウト修正レポートを生成して表示します。 
 

エクス チェックイン/チェックアウト修正の詳細をローカル PCにエクスポートしま 

ポート す。 
 

注記 

エクスポートされた詳細は CSV形式で保存されます。 
 
 
 

17.3 休暇と出張の追加 
 

従業員が休暇を申請したり出張に行ったりするときに、休暇および出張申請書を追加で
きます。
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開始前 

アクセスコントロールモジュールに組織と個人を追加する必要があります。詳細につい
ては、「組織を管理する」および「個人情報を管理する」を参照してください。 

休暇申請または出張申請を追加する場合は、次の手順を実行してください。 
 

手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [出勤処理]→[休暇および出張]の順にクリックして、休暇および出張のページを開きま
す。 

アクセスします。 

3. [追加]をクリックして、休暇および出張申請の追加ウィンドウを開きます。 

4. ドロップダウンリストから休暇および出張のタイプを選択します。 
 

注記 

高度な設定で休暇のタイプを設定することができます。詳細については、「休暇のタイ
プを設定する」を参照してください。 

 

5. をクリックして、休暇または出張の期間を設定します。 

6. [従業員名]フィールドをクリックし、個人の追加ポップアップウィンドウで申請担当者
を表示されます。 

7. オプション：必要に応じて、備考情報を入力します。 

8. [追加]をクリックします。 

追加された休暇および出張が、休暇および出張ページに表示されます。 

9. オプション：休暇および出張申請を追加した後、次の操作のいずれかを実行しま
す。 

 

変更 休暇および出張を選択し、[変更]をクリックして休暇および出張申請を
編集します。 

 

削除 休暇および出張を選択し、[削除]をクリックして休暇および出張

申請を削除します。 

レポート [レポート]をクリックして、休暇または出張レポートを生成します。 
 

エクス [エクスポート]をクリックして、休暇または出張の詳細をローカル PCにエ 

ポート クスポートします。 
 

注記 

エクスポートされた詳細は CSV形式で保存されます。 
 
 
 

17.4 出勤データを計算する 
 

出勤データ、従業員の詳細な出勤データ、従業員の変則出勤データ、従業員の時間外勤
務データ、カードスワイプのログの概要を検索および表示する前に、出勤データを計算
する必要があります。 
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17.4.1 出勤データを自動で計算する 
 

毎日設定した時刻にクライアントが自動的に出勤データを計算できるようにスケジュール
を設定することができます。 

 

クライアントに出勤データを自動で計算させる時間を設定する必要がある場合は、この
作業を実行してください。 

 

手順 
 

注記 

前日までの出勤データが計算されます。 
 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [出勤処理]→[出勤計算]の順にクリックして、出勤記録計算のページを開きます。 

 

3. 出勤の自動計算パネルで、クライアントが毎日データを計算する時間を 

設定します。 

4. [保存]をクリックします。 
 
 
 

17.4.2 出勤データを手動で計算する 
 

データ範囲を設定して、出勤データを手動で計算できます。出勤データを手動で計算す

るには、次の手順を実行してください。 

手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [出勤処理]→[出勤計算]の順にクリックして、出勤記録計算のページを開きます。 

 

3. 出勤の手動計算パネルで、開始時間と終了時間を設定して 

出勤データの範囲を定義します。 

4. [計算する]をクリックします。 
 

注記 

これは 3か月以内の出勤データを計算することができます。 
 

 
 

17.5 高度な設定を構成する 
 

出勤の基本設定、出勤ルールの設定、出勤チェックポイントの設定、休日設定および休暇
タイプの設定など、出勤の高度な設定を構成できます。 
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17.5.1 基本パラメータを設定する 
 

毎週の開始日、毎月の開始日、休業日など出勤の基本パラメータを設定できます。 
 

出勤の基本パラメータを設定するには、次の手順を実行します。 
 

手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [詳細設定]→[基本設定]の順にクリックして、基本設定のページにアクセスします。 

3. ドロップダウンリストから、毎週の開始日と毎月の開始日を設定します。 

4. 休業日の設定をします。 

休業日として設定 

チェックボックスを選択して、日付を休業日として設定します。 

休業日の色をレポートに設定する 

色の選択ウィンドウから色を選択します。レポート内の休業日が設定された色とし
てマークされます。 

休業日のマークをレポートに設定する 

マークを入力すると、レポートの休業日フィールドにマークが表示されます。 

5. 認証タイプを設定します。これは、選択した認証タイプに基づいて記録された出勤デ
ータをクライアントが計算することを意味します。 

6. [保存]をクリックします。 
 
 

17.5.2 出勤ルールを設定する 
 

シフトを設定する前に、すべてのシフトに対して出勤ルールを設定できます。出勤/欠
勤、チェックイン/チェックアウトおよび時間外勤務に関するルールを設定することがで
きます。 

 

出勤ルールを設定するには、次の手順を実行します。 
 

手順 
 

注記 

ここで設定したパラメータは、新しく追加された時間帯のデフォルトとして設定されま
す。既存のものには影響しません。 

 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [詳細設定]→[出勤ルール設定]の順にクリックして、出勤ルール設定のページに 

アクセスします。 

3. 出勤/欠勤パラメータ、チェックイン/チェックアウトパラメータおよび 

時間外勤務パラメータを含むルールパラメータを設定します。 

4. オプション：[規定外労働日]にチェックを入れ、休業日の時間外勤務ルールを設定しま
す。 

5. [保存]をクリックします。 
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17.5.3 出勤チェックポイントを設定する 
 

アクセスコントロールポイントのカードリーダーを出勤チェックポイントとして設定
し、カードリーダーでスワイプするカードが出勤に対して有効にさせることができま
す。 

 

開始前 

出勤チェックポイントを設定する前に、アクセスコントロールデバイスを追加する必要が
あります。詳細については、 

「デバイスを追加する」を参照してください。 

次の手順を実行して、アクセスコントロールポイントのカードリーダーを出勤チェックポ
イントとして設定します。 

 

手順 
 

注記 

デフォルトでは、追加されたアクセスコントロールデバイスのすべてのカードリーダーが

出勤チェックポイントとして設定されています。 
 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [詳細設定]→[出勤チェックポイントの設定]の順にクリックして、出勤チェック 

ポイントの設定のページにアクセスします。 

3. オプション：[チェックポイントとしてすべてのカードリーダーを設定する]のチェック
を外します。 

リスト内のカードリーダーのみが出勤チェックポイントとして設定されます。 

4. をクリックして、出勤チェックポイントの追加ウィンドウにアクセスします。 

5. 関連するパラメータの設定を行います。 

チェックポイント名 

チェックポイント名をカスタマイズします。 

カードリーダー 

出勤チェックポイントとして、ドロップダウンリストからカードリーダーを選択しま

す。 

チェックポイント機能 

ドロップダウンリストからチェックポイント機能を選択します。チェックポイント
を作業開始/終了チェックポイント、作業開始チェックポイント、または作業終了チ
ェックポイントとして設定することができます。 

ドアの場所 

ドアの場所の名前を入力します。 

チェックポイントの説明 

必要に応じて、チェックポイントの説明を入力します。 

6. [追加]をクリックします。 

追加した出勤チェックポイントがリストに表示されます。
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7. オプション：出勤チェックポイントを追加した後、以下のいずれかの操作を行います。 
 

      出勤チェックポイント情報を編集します。 

      リストから出勤チェックポイントを削除します。 

 

 

17.5.4 休日を設定する 
 

チェックインまたはチェックアウト機能が無効になる休日を追加できます。 
 
 

指定日で休日を追加する 
 

一度だけ有効になる休日を設定できます。指定日で休日を設定

したい場合は、この作業を実行してください。 

手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [高度な設定]→[休日設定]の順にクリックして、休日設定ページにアクセスします。 

3. をクリックして、休日の追加ウィンドウをポップアップ表示させます。 

4. [指定日]タブをクリックします。 
 

 
 

図 17-1 指定日で休日を追加 

5. 休日名をカスタマイズします。 

6. 開始日を休日の初日に設定します。 

7. 休日の日数を設定します。 

8. オプション：休日を追加した後、以下のいずれかの操作を行います。 
 

      休日情報を編集します。 
 

       休日リストから休日を削除します。 
 

 

定休日を追加する 
 

元旦、独立記念日、クリスマスなど、有効期間中の平日に毎年有効になる休日を設定でき
ます。 

 

定休日を追加する必要があるときに、この作業を実行してください。
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手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [高度な設定]→[休日設定]の順にクリックして、休日設定ページにアクセスします。 

3. をクリックして、休日の追加ウィンドウをポップアップ表示させます。 

4. [定休日]タブをクリックします。 

 
 

 
 図 17-2 定休日の追加 

5. 休日のパラメータを設定します。 

開始日 

休日の初日。 

有効期間 

休日の開始日が有効になる年数。例えば、休日の有効期間が 2018年から 2019年
に設定され、開始日が 12月 31日で日数が 3に設定されている場合、休日は 2018

年 12月 31日から 2019年 1月 2日まで、2019年 12月 31日から 2020年 1月 2

日までとなります。 

6. [OK]をクリックします。 

7. オプション：休日を追加した後、以下のいずれかの操作を行います。 
 

      休日情報を編集します。 
 

       休日リストから休日を削除します。 
 

 

不定休を追加する 
 

祭日など、有効期間中の不規則な日に毎年有効になる休日を設定することができます。 
 

不定休を追加する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [高度な設定]→[休日設定]の順にクリックして、休日設定ページにアクセスします。 

3. をクリックして、休日の追加ウィンドウをポップアップ表示させます。 

4. [不定休]タブをクリックします。
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 図 17-3 不定休の追加 

5. 休日のパラメータを設定します。 

開始日 

休日の初日。 

有効期間 

休日の開始日が有効になる年数。例えば、休日の有効期間が 2018年から 2019年
に設定され、開始日が 12月 31日で日数が 3に設定されている場合、休日は 2018

年 12月 31日から 2019年 1月 2日までおよび 2019年 12月 31日から 2020年 1

月 2日までとなります。 
 

注記 

ある休日が 2年および有効期間をまたぐ場合 
 

6. [OK]をクリックします。 

7. オプション：休日を追加した後、以下のいずれかの操作を行います。 
 

      休日情報を編集します。 
 

       休日リストから休日を削除します。 
 

 

17.5.5 休暇のタイプを設定する 
 

実際のニーズに応じて、休暇のタイプをカスタマイズできます。デフォルトでは、3つの
メジャー休暇タイプがあります。休暇、代休および出張。 

 

休暇のタイプを追加、編集、または削除する場合は、次の手順を実行してください。 
 

手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [高度な設定]→[休暇タイプの設定]の順にクリックして、休暇タイプの設定ページにアク
セスします。 

3. をクリックして、左側のパネルにメジャー休暇タイプを追加します。 

4. オプション：メジャー休暇については、次の操作のいずれかを実行してください。 
 

      メジャー休暇を編集します。 
 

       メジャー休暇を削除します。
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5. をクリックして、右側のパネルにマイナー休暇タイプを追加します。 

6. オプション：メジャー休暇については、次の操作のいずれかを実行してください。 
 

      マイナー休暇タイプを編集します。 
 

       マイナー休暇タイプを削除します。 
 

 

17.6 出勤レポートを表示する 
 

出勤データを計算した後、計算された出勤データに基づいて出勤の概要、出勤の詳細、変
則出勤、時間外勤務、カードスワイプのログおよびレポートを確認することができます。 

 
 
 

17.6.1 従業員の出勤データの概要を把握する 
 

ある期間における従業員の必要な出勤時間、実際の出勤時間、遅刻の時間、早退時間、
欠勤の時間、時間外勤務時間、休暇時間などを検索して、従業員の出席データの概要を
取得することができます。 

 

開始前 

• アクセスコントロールモジュールに組織と個人を追加し、該当する人物はスワイプす
るカードを所有していなければなりません。詳細については、「組織を管理する」お
よび「個人情報を管理する」を参照してください。 

• 出勤データを計算します。 
 

注記 

• クライアントは、翌日の午前 1時に前日の出勤データを自動的に計算します。 

• 午前 1時にクライアントを実行し続けると、前日の出勤データを自動で計算すること
はできません。自動的に計算されない場合は、出勤データを手動で計算することがで
きます。詳細については、「出勤データを手動で計算する」を参照してください。 

 

ある期間内の従業員の全出勤データを検索するには、次の手順を実行します。 
 

手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [出勤統計]→[出勤の概要]の順にクリックして、出勤の概要ページにアクセスします。 

3. ドロップダウンリストから部署を選択します。 

4. オプション：検索する個人の名前を入力します。 

5. 検索したい出勤開始日と終了日を選択します。 

6. オプション：[リセット]をクリックしてすべての検索条件をリセットし、検索条件をも
う一度編集します。 

7. [検索]をクリックします。 

結果がページに表示されます。従業員の必要な出勤時間、実際の出勤時間、遅刻の時
間、早退時間、欠勤の時間、時間外勤務時間、休暇時間などを見ることができます。 

8. オプション：結果を検索した後、以下のいずれかの操作を行います。
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レポート出勤レポートを生成します。 
 

エクスポート 結果をローカル PCにエクスポートします。 
 

 

17.6.2 従業員の詳細な出勤データを検索する 
 

出勤日、該当するシフト、時間帯、作業開始ステータス、作業終了ステータス、チェッ
クイン時間、チェックアウト時間、遅番、早退時間、出勤期間、欠勤期間、休暇期間お
よび時間外勤務期間など、従業員のすべての出勤データを詳細に検索することができま
す。 

 

開始前 

• アクセスコントロールモジュールに組織と個人を追加し、該当する人物はスワイプす
るカードを所有していなければなりません。詳細については、「組織を管理する」お
よび「個人情報を管理する」を参照してください。 

• 出勤データを計算します。 
 

注記 

• クライアントは、翌日の午前 1時に前日の出勤データを自動的に計算します。 

• 午前 1時にクライアントを実行し続けると、前日の出勤データを自動で計算すること
はできません。自動的に計算されない場合は、出勤データを手動で計算することがで
きます。詳細については、「出勤データを手動で計算する」を参照してください。 

 

従業員の詳細な出勤データを検索するには、次の手順を実行してください。 
 

手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [出勤統計→出勤の詳細]の順にクリックして、出勤の詳細ページにアクセスします。 

3. ドロップダウンリストから部署を選択します。 

4. オプション：検索する個人の名前を入力します。 

5. 検索したい出勤開始日と終了日を選択します。 

6. オプション：検索したい出勤ステータスを確認します。 

7. オプション：[リセット]をクリックしてすべての検索条件をリセットし、検索条件をも
う一度編集します。 

8. [検索]をクリックします。 

出勤の詳細情報が以下に表示されます。出勤日、個人の該当するシフト、時間帯、作
業開始ステータス、作業終了ステータス、チェックイン時間、チェックアウト時間、
遅番、早退時間、出勤期間、欠勤期間、休暇期間および時間外勤務期間を見ることが
できます。 

9. オプション：結果を検索した後、以下のいずれかの操作を行います。 
 

レポート出勤レポートを生成します。 
 

エクスポート 結果をローカル PCにエクスポートします。 
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17.6.3 従業員の変則出勤データを検索する 
 

従業員番号、氏名および部署、出勤の変則タイプ、開始/終了時刻を含む従業員の変則出
勤データの統計を検索して取得できます。 

 

開始前 

• アクセスコントロールモジュールに組織と個人を追加し、該当する人物はスワイプす
るカードを所有していなければなりません。詳細については、「組織を管理する」お
よび「個人情報を管理する」を参照してください。 

• 出勤データを計算します。 
 
 

注記 

• クライアントは、翌日の午前 1時に前日の出勤データを自動的に計算します。 

• 午前 1時にクライアントを実行し続けると、前日の出勤データを自動で計算すること
はできません。自動的に計算されない場合は、出勤データを手動で計算することがで
きます。詳細については、「出勤データを手動で計算する」を参照してください。 

 

従業員の変則出勤データを検索するには、次の手順を実行してください。 
 

手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [出勤統計]→[変則出勤]の順にクリックして、変則出勤のページにアクセスします。 

3. ドロップダウンリストから部署を選択します。 

4. オプション：検索する個人の名前を入力します。 

5. 検索したい出勤開始日と終了日を選択します。 

6. オプション：[リセット]をクリックしてすべての検索条件をリセットし、検索条件
をもう一度編集します。 

7. [検索]をクリックします。 

結果が下部に表示されます。従業員番号、氏名、所属部署、変則タイプ、変則開始時
刻、変則終了時刻、変則日付を見ることができます。 

8. オプション：結果を検索した後、以下のいずれかの操作を行います。 
 

レポート出勤レポートを生成します。 
 

エクスポート 結果をローカル PCにエクスポートします。 
 

 

17.6.4 従業員の時間外勤務データを検索する 
 

指定した期間内に選択した従業員の時間外勤務ステータス統計を検索して取得することが
できます。従業員番号、氏名および部署、出勤日、時間外勤務の時間および時間外勤務の
タイプを含む詳細な時間外勤務情報を確認することができます。 

 

開始前 

• アクセスコントロールモジュールに組織と個人を追加し、該当する人物はスワイプす
るカードを所有していなければなりません。詳細については、「組織を管理する」お
よび「個人情報を管理する」を参照してください。
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• 出勤データを計算します。 
 

注記 

• クライアントは、翌日の午前 1時に前日の出勤データを自動的に計算します。 

• 午前 1時にクライアントを実行し続けると、前日の出勤データを自動で計算すること
はできません。自動的に計算されない場合は、出勤データを手動で計算することがで
きます。詳細については、「出勤データを手動で計算する」を参照してください。 

 

時間外勤務データを検索するには、次の手順を実行してください。 
 

手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [出勤統計]→[時間外勤務の検索]の順にクリックして、時間外勤務の検索ページにアクセ
スします。 

3. ドロップダウンリストから部署を選択します。 

4. オプション：検索する個人の名前を入力します。 

5. 検索したい出勤開始日と終了日を選択します。 

6. オプション：[リセット]をクリックしてすべての検索条件をリセットし、検索条件をも
う一度編集します。 

7. [検索]をクリックします。 

時間外勤務の詳細情報が下部に表示されます。従業員番号、個人名、個人の所属部署、
時間外勤務日、時間外勤務時間、および時間外勤務のタイプを見ることができます。 

8. オプション：結果を検索した後、以下のいずれかの操作を行います。 
 

レポート出勤レポートを生成します。 
 

エクスポート 結果をローカル PCにエクスポートします。 
 

 

17.6.5 従業員のカードスワイプログを確認する 
 

従業員のカードスワイプ詳細を確認したい場合は、従業員のカードスワイプログを検索し
て表示させることができます。 

 

開始前 

• アクセスコントロールモジュールに組織と個人を追加し、該当する人物はスワイプす
るカードを所有していなければなりません。詳細については、「組織を管理する」お
よび「個人情報を管理する」を参照してください。 

• 出勤データを計算します。 
 

注記 

• クライアントは、翌日の午前 1時に前日の出勤データを自動的に計算します。 

• 午前 1時にクライアントを実行し続けると、前日の出勤データを自動で計算すること
はできません。自動的に計算されない場合は、出勤データを手動で計算することがで
きます。詳細については、「出勤データを手動で計算する」を参照してください。 

 

次の手順を実行して、ビューカードのスワイプログを検索します。
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手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [出勤統計]→[カードスワイプのログ]の順にクリックして、カードスワイプのログページ
にアクセスします。 

3. 従業員の部署、従業員の氏名または出勤日を含む検索条件を設定します。 

4. オプション：リセットをクリックして、すべての検索条件をリセットします。 

5. [検索]をクリックします。 

このページに検索結果が表示されます。 

従業員番号、従業員の氏名、部署、時間、認証モードおよびカード番号などの検索詳細
を見ることができます。 

6. オプション：カードスワイプのログを検索および表示した後、以下のいずれかの操作
を行います。 

 

レポート出勤レポートを生成します。 
 

エクスポート 結果をローカル PCにエクスポートします。 
 

 

17.6.6 出勤レポートを生成する 
 

出勤データが計算されたら、特定の期間における従業員の出勤ステータスを示すレポー
トを生成することができます。 

 
 

インスタントレポートを生成する 
 

従業員の出勤結果を表示するために、一連の出勤レポートの手動での作成に対応していま
す。 

 

開始前 

出勤データを計算します。 
 

注記 

出勤データを手動で計算したり、またはクライアントが毎日自動でデータを計算できるよ
うにスケジュールを設定したりことも可能です。詳細については、「出勤データを計算す
る」を参照してください。 

 

出勤レポートを即座に生成するには、次の手順を実行してください。 
 

手順 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [出勤統計]→[レポート]の順にクリックして、レポートのページにアクセスします。 

3. インスタントレポートパネルで、ドロップダウンリストからレポートタイプを選択しま
す。 

4. 個人または部署を選択します。 

5. 出勤データがレポートに表示される期間を設定します。 

6. [生成]をクリックします。 
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定期レポートを設定する 
 

これは 5つのレポートタイプに対応し、レポート内容を事前に定義することができ、設定
したメールアドレスに自動でレポートを送信します。 

 

定期レポートを設定したい場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

自動送信メール機能を有効にする前に、メールパラメータを設定します。詳細について
は、「メールのパラメータを設定する」を参照してください。 

 

1. 勤怠管理モジュールにアクセスします。 

2. [出勤統計]→[レポート]の順にクリックして、レポートのページにアクセスします。 

3. 定期レポートパネルで、[追加]をクリックしてレポートを事前定義し、レポート内容を
設定します。 

4. レポート内容を設定します。 

個人 

追加した個人（複数可）を選択し、 をクリックしてその人を追加します。 

5. オプション：レポートをメールアドレスに自動的に送信するようにスケジュールを設定

します。 

1) [メールの自動送信]スイッチをオンに設定して、この機能を有効にします。 

2) 選択した送信日にクライアントがレポートを送信する有効期間を 

設定します。 

3) クライアントがレポートを送信する日付を選択します。 

4) クライアントがレポートを送信する時刻を設定します。 
 

例 

有効期間を 2018年 3月 10日から 2018年 4月 10日に設定し、送信日として金曜日
を選択し、送信時刻を 20:00:00に設定すると、クライアントは 2018年 3月 10日か
ら 2018年 4月 10日の間の金曜日の午後 8時にレポートを送信します。 

 

注記 

出勤記録が送信時刻前に計算されていることを確認してください。出勤データを手動
で計算したり、またはクライアントが毎日自動でデータを計算できるようにスケジュ
ールを設定したりことも可能です。詳細については、「出勤データを計算する」を参
照してください。 

5) 受信者のメールアドレスを入力します。 
 

注記 

をクリックして、新しいメールアドレスを追加することができます。5つまでのメ

ールアドレスが許可されています。 

6. [保存]をクリックします。 

7. オプション：定期レポートの追加後、次の操作を 1つ以上実行できます：
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レポートの変更 追加したレポートを 1つ選択し、[変更]をクリックして設定を編集 

 します。 
 

レポートの削除 追加したレポートを 1つ選択し、[削除]をクリックしてこれを削除 

 します。 
 

レポートの生成 追加したレポートを 1つ選択して[生成]をクリックすると、レ
ポートが即座に生成され、レポートの詳細を表示できます。 
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第 18章 ビデオインターコム 
 

 
 

クライアントは、追加されたビデオインターコムデバイスによるビデオインターコ
ム、通話記録の確認、居住者への通知の送信などのビデオインターコム機能を提供し
ます。 

 

デバイスをクライアントに追加して、アクセスコントロールモジュールでそのデバイスを
連動するように個人を設定します。 

 

注記 

• 最大 16個のドアステーションを追加でき、最大 512個の屋内ステーションまたは
マスターステーションを追加できます。ビデオインターコムの追加に関する詳細に
ついては、「デバイスを追加する」を参照してください。 

• アクセスコントロールモジュールで個人を設定する詳細については、以下を参照してく

ださい。 
 

 

18.1 クライアントソフトウェアと屋内ステーション/ドアステーショ

ン間の通話を管理する 
 

クライアントソフトウェアを介して居住者に電話をかけることが可能であり、また居住
者は屋内ステーションやドアステーションを介してクライアントソフトウェアを呼び出
すこともできます。 

 
 

18.1.1 クライアントから屋内ステーションに電話をかける 
 

クライアントを介して追加した屋内ステーションに電話をかけてビデオインタ

ーコムを実行することができます。クライアントを介して屋内ステーションに

電話をかけたい場合は、この作業を実行してください。 

手順 
 

注記 

• 1つの屋内ステーションが接続できるのは、1つのクライアントソフトウェアのみです。 

• 屋内ステーションのリモート設定を介して、15秒～60秒の範囲までの最大呼出時間と 

120秒～600秒の範囲までの最大通話時間を設定することができます。 
 

1. [アクセスコントロール]→[ビデオインターコム]ページにアクセスします。 

2. 左側のパネルで組織リストを開き、居住者グループを選択します。 

選択したグループ内の全居住者の氏名、連動先のデバイス名およびデバイス IPアドレ
スなどの情報が右側のパネルに表示されます。 

3. 居住者を選択するか、またはフィルターフィールドにキーワードを入力して対象とする

居住者を探します。 
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4. 世帯に電話をかける列の をクリックして、選択した居住者に電話をかけます。 
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図 18-1 居住者に電話をかける 
 

電話に出ると、通話中ウィンドウが表示されます。 

5. オプション：電話に出ると、次の操作を 1つ以上実行できます。      スピーカーの

音量を調節します。 

      電話を切ります。 
 

      マイクの音量を調節します。 
 

 

18.1.2 屋内ステーション/ドアステーションからクライアントに電話をかける 
 

居住者は、屋内ステーションまたはドアステーションを介してセキュリティセンターに電
話をかけることができます。警備員はクライアントを介して居住者のビデオインターホン
を実行することができます。 

 

屋内ステーションまたはドアステーションから電話を受ける必要がある場合は、この作業

を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

• 1つのビデオインターコムデバイスが接続できるのは、1つのクライアントソフトウェア

のみです。 

• ビデオインターコムデバイスのリモート設定を介して、最大呼出時間を 

15秒～60秒に設定することができます。 
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• 屋内ステーションとクライアント間の最大通話時間は、屋内ステーションのリモート
設定で 120秒～600秒に設定可能です。 

• ドアステーションとクライアント間の最大通話時間は、ドアステーションのリモー
ト設定で 90秒～120秒に設定可能です。 

 

1. [アクセスコントロール]→[ビデオインターコム]ページにアクセスします。 

2. 屋内ステーションまたはドアステーションのデバイスのインターフェイスでクライアン
トソフトウェアを選択して、 

クライアントソフトウェアの呼び出しを開始します。 

着信通話ダイアログがクライアントソフトウェアにポップアップ表示されます。 
 

 
 

図 18-2 着信通話ウィンドウ 

3. [応答]をクリックして、電話に出ます。 

電話に出ると、通話中ウィンドウが表示されます。 

4. オプション：通話中ウィンドウでは、次の操作を 1つ以上実行できます。 
 

      スピーカーの音量を調節します。

      電話を切ります。 

      マイクの音量を調節します。 

     ドアステーションに対して遠隔でドアを開けます。 
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18.1.3 ドアステーションおよび屋外ドアステーションのライブビデオを表示

する 
 

メインビューモジュールでドアステーションと屋外ドアステーションのライブビューを取
得し、ドアステーションまたは屋外ドアステーションをリモート制御することができま
す。 

 

開始前 

ドアステーションまたは屋外ドアステーションを追加します。詳細については、「デバイ
スを追加する」を参照してください。 

メインビューモジュールでドアステーションまたは屋外ドアステーションのライブビ
デオを表示させるには、次の手順を実行します。 

 

手順 

1. メインビューのページにアクセスします。 

2. ライブビューを起動します。 

- デバイスリストでドアステーションまたは屋外ドアステーションをダブルクリックし
ます。 

- ドアステーションまたは屋外ドアステーションをディスプレイウィンドウにドラッグ
します。 

 

注記 

ライブビューの詳細な操作については、「ライブビュー」を参照してください。 
 

3. オプション：ライブビューウィンドウを右クリックして右クリックメニューを開き、
[ロック解除]をクリックしてドアをリモートで開きます。 

 
 

18.2 リアルタイム通話ログを表示する 
 

ダイヤルされた通話ログ、着信履歴、不在着信履歴など、すべてのリアルタイム通話履歴
を表示できます。ログリストから直接ダイヤルしてログを消去することもできます。 

 

リアルタイムのビデオインターコムの通話ログを表示する必要がある場合は、この作業

を実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[ビデオインターコム]→[通話ログ]ページにアクセスします。 

すべての通話ログがこのページに表示され、通話ステータス、開始時刻、居住者の組織
と名前、デバイス名および呼出音や通話時間などのログ情報を確認することができま
す。 

2. オプション：操作列の をクリックして、居住者を再ダイヤルします。 

3. オプション：操作列の をクリックして、通話ログを削除します。 

4. 右上にある[消去]ボタンをクリックして、すべてのログを消去します。 
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注記 

リアルタイムの通話ログページで通話ログを削除または消去しても、削除されたログは 

[検索]→[通話ログ]ページで確認できます。詳細については、「通話ログを検索する」を
参照してください。 

 

 
 

18.3 居住者へ通知を出す 
 

異なるタイプの通知を作成して、居住者に送信することができます。4種類の通知タイプ
があります。広告、プロパティ、アラームおよび通知情報。 

 

クライアントソフトウェア上で居住者に通知を出す必要がある場合は、この作業を実行

してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[ビデオインターコム]→[通知を出す]ページにアクセスしま
す。 

2. 左側のパネルの[新しい通知]をクリックして、新しい通知を作成します。 

3. [送信先]フィールドで、 をクリックし、居住者の選択ウィンドウで居住者を選択しま
す。 

4. 通知タイトルを入力します。 
 

注記 

タイトルフィールドには最大 63文字まで入力できます。 
 

5. [タイプ]フィールドで、通知のタイプを選択します。 

6. オプション：[画像の追加]をクリックして、通知のローカル画像を追加します。 
 

注記 

• 6つまので画像を JPGE形式で、1つの通知に追加することができます。 

• 1画像の最大サイズは 512 KBです。 
 

7. 通知内容を入力します。 
 

注記 

内容フィールドには最大 1023文字まで入力できます。 
 

8. [送信]をクリックして、選択した居住者に通知を送信します。 

送信された通知情報が左側のパネルに表示されます。通知をクリックすると、右側の
パネルに詳細を表示できます。 

 

 

18.4 ビデオインターコム情報を検索する 
 

クライアントソフトウェアとビデオインターコムデバイス間の通話ログ、デバイスロック
解除ログ、送信された通知情報を検索できます。 
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18.4.1 通話ログを検索する 
 

指定した期間内にビデオインターコムデバイスのログ履歴を検索できます。ビデオインタ

ーコムデバイスの通話ログを検索する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[検索]→[通話ログ]ページにアクセスします。 

2. 通話ステータス、デバイスタイプ、開始時刻および終了時刻などの検索条件を設定しま
す。 

3. [検索]をクリックします。 

一致したすべての通話ログが表示されます。 

4. オプション：[エクスポート]をクリックして、通話ログを PCにエクスポートします。 
 
 
 

18.4.2 ロック解除ログを検索する 
 

指定した期間内のビデオインターコムデバイス（ドアステーションまたはドアステーシ
ョン（Vシリーズ））のロック解除ログを検索することができます。 

 

ビデオインターコムデバイスのロック解除ログを検索する必要がある場合は、この作業

を実行してください。 
 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[検索]→[ロック解除ログ]ページにアクセスします。 

2. ロック解除タイプ、デバイスタイプ、開始時刻および終了時刻などの検索条件を設定し
ます。 

ロック解除タイプ 

パスワードによるロック解除、強制ロック解除、カードによるロック解除、居住者
によるロック解除またはセンターによるロック解除など、ドアのロックを解除する
ユーザーまたは方法を選択します。 

3. [検索]をクリックします。 

一致したすべてのロック解除ログが表示されます。 

4. オプション：結果リストのキャプチャー列で、 をクリックして、キャプチャーした画

像を表示します。 
 

注記 

この機能はデバイスに対応していなければなりません。 
 

5. オプション：[エクスポート]をクリックして、ロック解除ログを PCにエクスポートし

ます。 
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18.4.3 通知を検索する 
 

指定した期間内に居住者に対して送信された通知を検索できます。居住者に対して送信

された通知を検索する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

手順 

1. [アクセスコントロール]→[検索]→[通知]ページにアクセスします。 

2. 通知タイプ、件名、受信者、開始時刻および終了時刻を含む検索条件を設定します。 

通知タイプ 

通知タイプを広告情報、プロパティ情報、アラーム情報、または通知情報から選択し

ます。あるいは[すべて]を選択して、全タイプの通知を検索します。 

3. [検索]をクリックします。 

一致したすべての通知が表示されます。 

4. オプション：操作列の をクリックして通知の詳細を表示および編集したり、送
信に失敗した/送信に成功した/未読のユーザーを確認したり、送信に失敗した/未
読のユーザーに対して通知を再送信します。 

5. オプション：[エクスポート]をクリックして、通知を PCにエクスポートします。 
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第 19章 顔画像比較アラームの表示 
 

 
 

顔画像の比較に対応するデバイスの場合、キャプチャーされた顔画像と一致する顔画像を
顔画像ライブラリで表示させることができます。また、顔キャプチャーアラームログと顔
画像比較アラームログを表示させることも可能です。 

 
 

19.1 キャプチャーした顔画像を表示する 
 

キャプチャーされた顔画像をリアルタイムまたは履歴で表示することができます。ライブ
ラリで結果が一致しない場合は、必要に応じて顔画像を顔画像ライブラリに追加すること
ができます。 

 

開始前 

デバイスのキャプチャールールを設定します。詳細については、デバイスのユーザーマニ
ュアルを参照してください。 

キャプチャーした顔画像を表示する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[顔画像比較アラーム]をクリックして、このモジュールにアクセ
スします。 

2. をクリックしてレイアウトを設定します。 

3. 表示ウィンドウをクリックしてからカメラ名をダブルクリックすると、ライブビューが
起動します。 

ライブビューの停止 

をクリックして、ライブビューを停止します。 

全画面表示 

をクリックすると、全画面表示になります。 
 

 
 

図 19-1 キャプチャーした顔画像の表示
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キャプチャーした顔画像とキャプチャーした時間は、リアルタイムでリアルタイム
キャプチャーリストに表示されます。 

4. [カメラをアラーム用にフィルタリング]をクリックして、関連する選択したカメラの
アラーム画像を表示します。 

5. オプション：[履歴でキャプチャー]をクリックして、履歴でキャプチャーされた顔画像

を表示します。 
 

注記 

• リアルタイムでキャプチャーされた顔画像のリストには最大 5つの画像が表示されま

す。 

• 履歴でキャプチャーされた顔画像のリストには最大 100の画像が表示されます。 
 

6. オプション：キャプチャーした顔画像を顔画像ライブラリに追加します。 

1) キャプチャーした顔画像の左上にある をクリックして、ウィンドウを開きます。 

 
 

図 19-2 顔画像を顔画像ライブラリに追加 

2) ドロップダウンリストから顔画像ライブラリを選択します。 

3) 個人の詳細を入力します。 

4) [OK]をクリックします。 
 

注記 

キャプチャーした顔画像がライブラリの顔画像と一致すると、キャプチャーした画像
とライブラリ内の画像が右側のリアルタイム比較リストに表示されます。類似性、名
前、性別、年齢など一致した人物の詳細を表示できます。 

 

7. オプション：[履歴で比較]をクリックして、履歴で一致した顔画像を表示します。 
 

注記 

• リンクされた顔/人体画像リストには、リアルタイムで一致した 3件までの記録（キ
ャプチャーされた顔とライブラリ内の顔）が表示されます。 

• 履歴リストには、履歴で一致した 100件までの記録（キャプチャーされた顔とラ
イブラリ内の顔）が表示されます。 



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

238 

 

 

 
 
 

19.2 一致した顔画像を表示する 
 

キャプチャーした顔画像が顔画像ライブラリ内の顔画像と一致する場合、一致した人物の
詳細を表示できます。リアルタイムまたは履歴での顔画像比較の記録を表示することがで
きます。 

 

開始前 

デバイスのキャプチャールールを設定します。詳細については、デバイスのユーザーマニ
ュアルを参照してください。 

一致した顔画像を表示する必要がある場合に、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[顔画像比較アラーム]をクリックして、このモジュールにアクセ
スします。 

2. をクリックしてレイアウトを設定します。 

3. 表示ウィンドウをクリックしてからカメラ名をダブルクリックすると、ライブビューが
起動します。 

ライブビューの停止 

をクリックして、ライブビューを停止します。 

全画面表示 

をクリックすると、全画面表示になります。 
 

注記 

キャプチャーした顔画像がライブラリの顔画像と一致すると、キャプチャーした画像
とライブラリ内の画像が右側のリアルタイム比較リストに表示されます。 

 

4. 類似性、名前、性別、年齢など一致した人物の詳細を表示します。 

5. [カメラをアラーム用にフィルタリング]をクリックして、関連する選択したカメラのア
ラーム画像を 

表示します。 

6. オプション：[履歴で比較]をクリックして、履歴で一致した顔画像を表示します。 
 

注記 

• リンクされた顔/人体画像リストには、リアルタイムで一致した 3件までの記録（キ
ャプチャーされた顔とライブラリ内の顔）が表示されます。 

• 履歴リストには、履歴で一致した 100件までの記録（キャプチャーされた顔とラ
イブラリ内の顔）が表示されます。 

 
 
 

19.3 顔画像比較アラームログを表示する 
 

顔キャプチャーアラームログと顔画像比較アラームログを表示することができます。
ローカル PCにエクスポートすることもできます。 
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19.3.1 顔画像比較アラームログを検索する 
 

現在のクライアント上の顔キャプチャーアラームまたは顔画像比較アラームを含む、クラ
イアントログを検索することができます。ローカル PCにログをエクスポートすることも
できます。 

 

クライアントログを検索する必要がある場合、またはログをローカル PCにエクスポート

する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. クライアントのメニューバーで[ツール]→[アラームログを検索]の順にクリックします。 

2. をクリックすると他の検索条件が表示されます。 

3. 検索期間、アラームのタイプ、デバイス IPアドレス、デバイス名などの検索条件を 

設定します。 

4. [検索]をクリックして、アラームログの検索を開始します。 
 

注記 

アラーム画像を保存するためにカメラがストレージサーバーに設定されている場合、ア
ラームログを表示できます。ストレージサーバーへの画像ストレージの設定について
は、「画像とビデオをストレージデバイスに保存する」を参照してください。 

 

一致したアラームログが表示されます。 

5. オプション：アラーム画像、デバイス IPアドレス、デバイス名、アラーム時間、ア
ラーム詳細などを含む、検索されたすべてのアラームログをエクスポートします。 

1) [すべてエクスポート]をクリックします。 

2) をクリックしてローカル PCの保存パスを選択し、エクスポートしたファイルの名
前を付けます。 

3) [OK]をクリックします。 
 

注記 

エクスポートされるファイルは XMLファイルです。 

6. オプション：アラーム画像、デバイス IPアドレス、デバイス名、アラーム時間、
アラーム詳細などを含む、選択したアラームログをエクスポートします。 

1) エクスポートしたいログを選択します。 

2) [選択項目のエクスポート]をクリックします。 

3) をクリックしてローカル PCの保存パスを選択し、エクスポートしたファイルの名
前を付けます。 

4) [OK]をクリックします。 
 

注記 

エクスポートされるファイルは XMLファイルです。 
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19.3.2 顔画像比較アラームログを開く 
 

アラームの詳細を表示するための検索条件を設定することで、他のクライアントからエ
クスポートされたアラームログファイルを開き、アラームログを検索することができま
す。 

 

開始前 

ログをローカル PCにエクスポートします。「顔画像比較アラームログを検索する」を参
照してください。 

アラームログファイルを開く必要があるときに、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. クライアントのメニューバーで[ツール]→[アラームログを検索]の順にクリックします。 

2. エクスポートしたアラームログファイルを開きます。 

1) [開く]をクリックします。 

2) をクリックして、エクスポートしたログファイルを選択します。 
 

注記 

ログファイルは XML形式です。 

3) [OK]をクリックします。 

ログファイル内のアラームログが表示されます。 

3. をクリックすると他の検索条件が表示されます。 

4. 検索期間、アラームのタイプ、デバイス IPアドレス、デバイス名などの検索条件を 

設定します。 

5. [検索]をクリックして、アラームログの検索を開始します。 

一致したアラームログが表示されます。 
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第 20章 ターゲットキャプチャーアラームの

表示 
 

 
 

ターゲットキャプチャーアラームに対応しているターゲットキャプチャーカメラの場
合、顔、人体、車両などキャプチャーしたターゲット画像を表示することができます。 

 

開始前 

最初にデバイスのターゲットキャプチャーアラームのルールを設定する必要があります。
詳細については、デバイスのユーザーマニュアルを参照してください。 

キャプチャーしたターゲット画像を表示する必要がある場合は、この作業を実行してくだ

さい。 
 

手順 

1. ターゲットキャプチャーアラームモジュールにアクセスします。 

2. カメラのライブビューを起動します。 

1) ライブビュー用のウィンドウを選択します。 

2) [カメラ]タブで、選択したウィンドウからカメラをダブルクリックしてライブビュー
を起動します。 

 
 

図 20-1 ライブビュー 
 

キャプチャーしたターゲット画像が表示されます。 

3) オプション：ライブビューウィンドウに移動し、ツールバーの をクリックして画
像をキャプチャーします。 

4) オプション：ライブビューウィンドウに移動し、ツールバーの をクリックして画像
をキャプチャーします。 

3. 下部の[リアルタイム]または[履歴]タブをクリックして、リアルタイムでキャプチャーし
た画像または履歴の画像を表示します。
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注記 

• リアルタイムでキャプチャーされたターゲット画像のリストには最大 5つの画像が表

示されます。 

• 履歴でキャプチャーされたターゲット画像のリストには最大 100の画像が表示されま
す。 

 

4. キャプチャーしたターゲットが人体または顔の場合、右側の[リンクされた顔/人体のリ

ンク]または[履歴] 

タブをクリックして、ターゲットのキャプチャーした顔と人体の画像を表示することが
できます。 

 
 

注記 

• リンクされた顔/人体画像リストには、最大 3つのリアルタイム記録（人体と
顔）が表示されます。 

• 履歴リストには最大 100件の履歴記録（人体と顔）が表示されます。 
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第 21章 統計 
 

 
 

統計モジュールは、ソフトウェアを介したデータ統計（ヒートマップ、人数カウント、カ
ウント、道路交通、顔画像検索、ナンバープレート検索、行動分析、キャプチャーされた
顔の分析）に関する 8つのモジュールを提供します。 

 
 

21.1 ヒートマップレポート 
 

ヒートマップは色で表示されたデータのグラフィカル表示であり、ヒートマップデータは
折れ線グラフで表示できます。カメラのヒートマップ機能を使用して、設定された領域内
の顧客の訪問時間と滞留時間を分析することができます。 

 

開始前 

ヒートマップネットワークカメラをソフトウェアに追加して、関連する領域を正しく設定
します。 

追加されたカメラはヒートマップルールで設定されている必要があります。ヒートマップ
ネットワークカメラ追加の詳細については、「デバイスを追加する」を参照してくださ
い。 

ヒートマップレポートを生成する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[ヒートマップ]をクリックして、ヒートマップのページを開きま
す。 

2. カメラリストでヒートマップカメラを選択します。 

3. 必要に応じてレポートのタイプを選択し、開始時間を設定します。 

4. [ヒートマップを生成]をクリックして、カメラのヒートマップを表示します。 

 
 

図 21-1 結果 

5. オプション：ヒートマップレポートの作成後、次の操作を実行できます。 
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折れ線グラフで表示 をクリックして、統計情報を折れ線グラフで表示します。 
 

画像モードで表
示 

 

をクリックして、統計を画像モードで表示します。 

赤いカラーブロック（255、0、0）は、最も歓迎される領域
を示し、青いカラーブロック（0、0、255）はそれほど人気
のない領域を示します。 

 

統計データを保存 をクリックすると、ヒートマップの詳細データが PCに保存 

 されます。 
 

 

21.2 人数カウントレポート 
 

追加した人数カウントデバイスの人数カウント統計を確認でき、統計は折れ線グラフまた
は棒グラムで表示できます。詳細データをローカルストレージにエクスポートできます。 

 

開始前 

人数カウントデバイスをソフトウェアに追加して、関連する領域を正しく設定します。   

追加されたデバイスは人数カウントルールで設定されている必要があります。人数カウ
ントデバイス追加の詳細については、「デバイスを追加する」を参照してください。 

人数カウントレポートを生成する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[人数カウント]をクリックして、人数カウントのページを開きま
す。 

2. 必要に応じてレポートのタイプを選択し、時間を設定します。 

1) レポートの時間タイプとして、日次レポート、週次レポート、月次レポートまた
は年次レポートを選択します。 

2) 統計のタイプを選択します。 

複数期間で 1台のカメラ 

2つの期間で統計を生成するためのカメラを 1台選択します。 

1期間で 1台のカメラ 

1期間で統計を生成するためのカメラを 1台選択します。 

3) データのタイプを選択します。 

入場 

入場した人数がカウントされます。 

終了 

退場した人数がカウントされます。 

入場および退場 

入場および退場した両人数がカウントされます。 

4) 時間帯を選択します。 

3. レポートを生成するカメラを選択します。 

4. [検索]をクリックして、1時間ごと、1日ごとまたは 1か月ごとの人数カウント統計と詳
細データを取得します。 
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図 21-2 結果 
 

統計は棒グラム形式で表示されます。 

5. オプション：検索後、以下の操作を実行してください。 
 

折れ線グラフ をクリックすると、折れ線グラフに切り替わります。 

に切り替える 
 

注記 

デフォルトでは、統計は棒グラム形式で表示されます。 
 

ローカル PC をクリックすると、人数カウントの詳細データが PCに保存 

に保存 されます。 
 

 

21.3 カウントレポート 
 

追加したカウントデバイスのカウント統計を確認でき、統計は折れ線グラフまたは棒グ
ラムで表示できます。詳細データをローカルストレージにエクスポートできます。 

 

開始前 

カウントデバイスをソフトウェアに追加して、関連する領域を正しく設定します。追加し
た 

デバイスはカウント設定で設定されている必要があります。カウントデバイス追加の詳
細については、デバイスを追加する 

を参照してください。 

カウントレポートを生成する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
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手順 

1. コントロールパネルの[カウント]をクリックして、カウントのページを開きます。 

2. 必要に応じてレポートのタイプを選択し、時間を設定します。 

1) レポートの時間タイプとして、日次レポート、週次レポート、月次レポートまたは年
次レポートを選択します。 

2) 統計のタイプを選択します。 

複数期間で 1台のカメラ 

2つの期間で統計を生成するためのカメラを 1台選択します。 

1期間で 1台のカメラ 

1期間で統計を生成するためのカメラを 1台選択します。 

3) データのタイプを選択します。 

入場 

入場した人数がカウントされます。 

退場： 

退場した人数がカウントされます。 

入場および退場 

入場および退場した両人数がカウントされます。 

4) 時間帯を選択します。 

3. レポートを生成するカメラを選択します。 

4. [検索]をクリックして、1時間ごと、1日ごとまたは 1か月ごとの人数カウント統計と詳
細データを取得します。 

 
 

図 21-3 結果 
 

統計は棒グラム形式で表示されます。 をクリックすると、折れ線グラフに切り替わり

ます。 

5. オプション： をクリックして、PCにカウントの詳細データを保存します。 
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21.4 道路交通レポート 
 

道路交通監視デバイスをクライアントに追加すると、検出された車両またはナンバープ
レートのキャプチャー画像を検索して表示することができます。関連する画像の検索に
は 3つのタイプがあります。車両検出、混合交通検出および交通違反。 

 

開始前 

• 道路交通監視デバイスをソフトウェアに追加して、関連する検出領域を正しく設定し
ます。追加したデバイスは、画像キャプチャー用に関連する設定で構成されている必
要があります。デバイスの追加に関する詳細については、「デバイスを追加する」を
参照してください。 

• 交通違反の場合、最初にストレージサーバーをソフトウェアに追加します。その場
合は、デバイス用にストレージサーバーを設定し、[画像の保存]および[追加情報の
保存]にチェックを入れる必要があります。詳細については、「画像とビデオをスト
レージデバイスに保存する」を参照してください。 

道路交通レポートを生成する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[道路交通]をクリックして、道路交通のページを開きます。 

2. カメラパネルで道路交通監視カメラを選択します。 

3. 関連画像を探すための検索条件を設定します。 

1) クエリのタイプを選択すると、そのイベントのタイプによってトリガーした画像が表
示されます。 

車両検出 

通過した車両を検出し、そのナンバープレートの画像をキャプチャーします。そ
の他に車両の色、車両のロゴおよびその他の情報を自動的に認識することができ
ます。 

混合交通検出 

歩行者、自動車および非自動車を検索すると、物体の画像（歩行者/非自動車/

ナンバープレートのない自動車）またはナンバープレート（ナンバープレー
ト付きの自動車）が検出されることがあります。 

交通違反 

交通ルールに違反（違法駐車や渋滞など）している車両のキャプチャー画像
を確認します。 

2) 画像を検索するためにナンバープレート番号を入力します。 

3) をクリックして、開始時間と終了時間を設定します。 

4. [検索]をクリックします。 
 

注記 

車両検出と混合交通検出の場合、ストレージサーバーが設定されていないと、ソフト
ウェアはローカルデバイスのストレージデバイスから関連する画像を検索します。 

 

5. オプション：検索後、次の操作を実行できます。 



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

248 

 

 

 

画像詳細の
表示 

 

をクリックして、画像プレビューウィンドウをポップアップ表
示し、キャプチャーした画像と関連情報を表示します。 

 

画像のダ
ウンロー
ド 

[現在の画像を選択]または画像プレビューウィンドウで[すべてを
選択]を選択し、[ダウンロード]をクリックするか、または道路交
通ページで画像項目のチェックボックスを選択して[画像のエクス
ポート]をクリックします。 

 
 

21.5 顔画像の検索 
 

接続デバイス（NVRまたは HDVR）が顔検索に対応している場合、関連画像を検索して
画像関連ビデオファイルを再生することができます。 

 
 

21.5.1 アップロードした画像で顔画像を検索する 
 

PCから顔画像をアップロードして、アップロードされた画像をキャプチャーされた顔画
像と比較することができます。 

 

開始前 

デバイスをソフトウェアに追加して、関連する設定を正しく構成します。デバイス追加の
詳細については、「デバイスの追加」を参照してください。 

顔画像を画像ごとに検索する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

この機能は関連するデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. コントロールパネルの[顔画像の検索]をクリックして、顔画像の検索ページを開きま

す。 

2. カメラパネルでデバイスを選択します。 

3. 検索する顔画像を選択します。 

1) [画像]にチェックを入れます。 

2) [画像の選択]をクリックして、PCから画像をアップロードします。 

3) キャプチャーした顔画像と照合するために、アップロードした画像から検出された顔
を選択します。 

 

注記 

• 画像は 4 MB以下でなければなりません。 

• 画像の解像度は 4096×4080以下でなければなりません。 

• JPGおよび JPEG形式のみに対応しています。 
 

4. 類似レベルを設定します。 
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例 

類似度を 40に設定した場合、キャプチャーした画像はアップロードされた画像と
40％以上の類似性があります。 

5. 表示結果の最大数を設定します。 

6.  をクリックして、キャプチャーした顔画像またはビデオファイルを検索するため
の開始時間と終了時間を設定します。 

7. [検索]をクリックして検索を開始します。 

画像の検索結果がリストで表示されます。 

8. 画像をエクスポートして、PCに保存します。 

画像のエクスポート 

すべての画像検索をエクスポートします。 

現在のページのエクスポート 

現在のページの画像をエクスポートします。 

セグメントのエクスポート 

パッケージごとに画像をダウンロードすることができます。各パッケージには最大

1000枚の画像が含まれています。 

9. オプション：検索結果に基づいて二次検索を実行します。 

1) 検索した画像に移動して、 をクリックします。 

この画像のすべての顔が分析されて、表示されます。 

2) 二次検索したい顔を選択します。 

3) 類似度と期間を設定します。 

4) [検索]をクリックします。 

 
 

図 21-4 結果 
 

クライアントは選択した顔画像に基づいて、キャプチャーした画像内の顔を検索
して比較します。
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10. オプション：検索後、次の操作を 1つ以上実行できます。 
 

詳細の表示 リストから画像をクリックして、詳細を表示します。 をクリッ
クして画像を拡大し、 をクリックして元に戻すこともできま
す。 

 

関連ビデオ
の再生 

 

をクリックして、右下の表示ウィンドウで動画の関連ビデオを再
生します。 

 

 

注記 

• をクリックしてビデオを拡大し、 をクリックして元に戻すこ

ともできます。 

• をクリックして、再生の再生速度を調整し、 をクリックして
フレームごとにビデオファイルを再生し、 

をクリックして音声を有効にし、 

再生ウィンドウをダブルクリックして、ウィンドウを最大化
させることができます。 

 

PCに画
像を保存
する 

[画像のエクスポート]をクリックして、ローカル PCにエクスポー
トしたい画像を選択します。 

 
 

21.5.2 イベントで顔画像を検索する 
 

異なるイベントタイプをフィルタリングすることで、デバイスのキャプチャーされた顔画

像を検索することができます。 
 

開始前 

デバイスをソフトウェアに追加して、関連する設定を正しく構成します。デバイス追加の
詳細については、「デバイスの追加」を参照してください。 

顔画像をイベントごとに検索する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

この機能は関連するデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. コントロールパネルの[顔画像の検索]をクリックして、顔画像の検索ページを開きま

す。 

2. カメラパネルでデバイスを選択します。 

3. 検索モードとしてイベントタイプを設定します。 

4. 表示結果の最大数を設定します。 

5. をクリックして、キャプチャーした顔画像またはビデオファイルを検索するための開
始時間と終了時間を設定します。 
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6. [検索]をクリックして検索を開始します。 
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図 21-5 検索結果 
 

画像の検索結果がリストで表示されます。 

7. 画像をエクスポートして、PCに保存します。 

画像のエクスポート 

すべての画像検索をエクスポートします。 

現在のページのエクスポート 

現在のページの画像をエクスポートします。 

セグメントのエクスポート 

パッケージごとに画像をダウンロードすることができます。各パッケージには最大

1000枚の画像が含まれています。 

8. オプション：検索結果に基づいて二次検索を実行します。 

1) 検索した画像に移動して、 をクリックします。 

この画像のすべての顔が分析されて、表示されます。 

2) 二次検索したい顔を選択します。 

3) 類似度と期間を設定します。 

4) [検索]をクリックします。 

クライアントは選択した顔画像に基づいて、キャプチャーした画像内の顔を検索
して比較します。 

9. オプション：検索後、次の操作を 1つ以上実行できます。 
 

詳細の表示 リストから画像をクリックして、詳細を表示します。 をクリック
して画像を拡大し、 をクリックして元に戻すこともできます。 

 

関連ビデオ
の再生 

 

をクリックして、右下の表示ウィンドウで動画の関連ビデオを再生
します。 
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注記 

• をクリックしてビデオを拡大し、 をクリックして元に戻すこと

もできます。 

• をクリックして、再生の再生速度を調整し、 をクリックしてフ
レームごとにビデオファイルを再生し、 をクリックして音声を有
効にし、再生ウィンドウをダブルクリックして、ウィンドウを最大
化させることができます。 

 

PCに画像
を保存する 

[画像のエクスポート]をクリックして、ローカル PCにエクスポートし

たい画像を選択します。 

 
 

21.5.3 個人名で顔画像を検索する 
 

個人名によりデバイスのキャプチャーされた顔画像を検索することができます。 
 

開始前 

デバイスをソフトウェアに追加して、関連する設定を正しく構成します。デバイス追加の
詳細については、「デバイスの追加」を参照してください。 

顔画像を個人名ごとに検索する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

この機能は関連するデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. コントロールパネルの[顔画像の検索]をクリックして、顔画像の検索ページを開きま

す。 

2. カメラパネルでデバイスを選択します。 

3. 検索モードとして個人名を設定します。 

4. 個人名のキーワードを入力します。 

5. 表示結果の最大数を設定します。 

6. をクリックして、キャプチャーした顔画像またはビデオファイルを検索するための開
始時間と終了時間を設定します。 

7. [検索]をクリックして検索を開始します。 

画像の検索結果がリストで表示されます。 

8. 画像をエクスポートして、PCに保存します。 

画像のエクスポート 

すべての画像検索をエクスポートします。 

現在のページのエクスポート 

現在のページの画像をエクスポートします。 

セグメントのエクスポート 
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パッケージごとに画像をダウンロードすることができます。各パッケージには最大

1000枚の画像が含まれています。



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

255 

 

 

 
 

9. 検索結果に基づいて二次検索を実行します。 

1) 検索した画像に移動して、 をクリックします。 

この画像のすべての顔が分析されて、表示されます。 

2) 二次検索したい顔を選択します。 

3) 類似度と期間を設定します。 

4) [検索]をクリックします。 

クライアントは選択した顔画像に基づいて、キャプチャーした画像内の顔を検索
して比較します。 

10. 検索後、次の操作を 1つ以上実行できます。 
 

詳細の表示 リストから画像をクリックして、詳細を表示します。 をク
リックして画像を拡大し、 をクリックして元に戻すことも
できます。 

 

関連ビデオ
の再生 

 

をクリックして、右下の表示ウィンドウで動画の関連ビデオを再
生します。 

 

注記 

• をクリックしてビデオを拡大し、 をクリックして元に戻すこ

ともできます。 

• をクリックして、再生の再生速度を調整し、 をクリック
してフレームごとにビデオファイルを再生し、 をクリック
して音声を有効にし、再生ウィンドウをダブルクリックし
て、ウィンドウを最大化させることができます。 

 

PCに画
像を保存
する 

[画像のエクスポート]をクリックして、ローカル PCにエクスポー
トしたい画像を選択します。 

 
 

21.6 ナンバープレートの検索 
 

接続デバイスがナンバープレートの検索に対応している場合、関連画像を検索して画像関
連ビデオファイルを再生することができます。 

 

開始前 

デバイスをソフトウェアに追加して、関連する設定を正しく構成します。デバイス追加に
ついての詳細については、「デバイスを追加する」 

を参照してください。 

ライセンスプレートを検索する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[ライセンスプレートの検索]をクリックして、ライセンスプレー
トの検索ページを開きます。 

2. カメラリストでデバイスを選択します。 
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注記 

この機能は接続デバイス（NVRまたは HDVR）に対応していなければなりません。 
 

3. オプション：検索フィールドにナンバープレート番号を入力します。 

4. をクリックして、一致するナンバープレートの画像を検索するための開始時間と終了
時間を設定します。 

5. [検索]をクリックして検索を開始します。 

画像の検索結果がリストで表示されます。 

6. オプション：ナンバープレート検索後、次の操作を実行できます。 
 

詳細の表示 リストから画像をクリックして、詳細を表示します。 をクリック
して画像を拡大し、 をクリックして元に戻すこともできます。 

 

関連ビデオ
の再生 

 

をクリックして、右下の表示ウィンドウで動画の関連ビデオを再生
します。 

 

注記 

• をクリックしてビデオを拡大し、 をクリックして元に戻すこと

もできます。 

• をクリックして、再生の再生速度を調整し、 をクリックしてフ
レームごとにビデオファイルを再生し、 をクリックして音声を有
効にし、再生ウィンドウをダブルクリックして、ウィンドウを最大
化させることができます。 

 

PCに画像
を保存する 

[画像のエクスポート]をクリックして、ローカル PCにエクスポートし

たい画像を選択します。 

 
 

21.7 画像とビデオに関連する行動分析を表示する 
 

接続デバイスが行動検索に対応している場合、関連画像を検索して関連画像とビデオファ
イルを表示することができます。 

 

開始前 

デバイスをソフトウェアに追加して、関連する設定を正しく構成します。デバイス追加に
ついての詳細については、「デバイスを追加する」を参照してください。 

行動分析関連の画像やビデオを表示する必要がある場合、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[行動分析]をクリックして、行動分析のページを開きます。 

2. カメラパネルでデバイスを選択します。 
 

注記 

この機能は接続デバイス（NVRまたは HDVR）に対応していなければなりません。 
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3. をクリックして、一致する画像を検索するための開始時間と終了時間を設定します。 

4. [検索]をクリックして検索を開始します。 

5. オプション：行動の検索後、次の操作を実行できます。 
 

詳細の表示 リストから画像をクリックして、詳細を表示します。 をクリック
して画像を拡大し、 をクリックして元に戻すこともできます。 

 

関連ビデオ
の再生 

 

をクリックして、右下の表示ウィンドウで動画の関連ビデオを再生
します。 

 

注記 

• をクリックしてビデオを拡大し、 をクリックして元に戻すこと

もできます。 

• をクリックして、再生の再生速度を調整し、 をクリックしてフ
レームごとにビデオファイルを再生し、 をクリックして音声を有
効にし、再生ウィンドウをダブルクリックして、ウィンドウを最大
化させることができます。 

 

PCに画像
を保存する 

[画像のエクスポート]をクリックして、ローカル PCにエクスポートし

たい画像を選択します。 

 
 

21.8 キャプチャーした顔画像のレポートを表示する 
 

追加した顔キャプチャーデバイスのキャプチャーした顔の統計を確認でき、統計は表、折
れ線グラフ、円グラフ、または棒グラムで表示できます。詳細データをローカルストレー
ジにエクスポートできます。 

 

開始前 

顔キャプチャーデバイスをソフトウェアに追加して、関連する設定を正しく構成します。
詳細については、 

「デバイスを追加する」を参照してください。 

キャプチャーした顔画像のレポートを表示する必要がある場合は、この作業を実行してく

ださい。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[キャプチャーした顔の分析]をクリックします。 

2. レポートの時間タイプとして、日次レポート、週次レポート、月次レポートまたは年次
レポートを 

選択します。 

3. レポートタイプ、統計タイプ、データタイプ、期間などの検索条件を設定します。 

1) 統計のタイプを選択します。 

1期間で複数のカメラ 

1つの期間に対して統計を生成するために、複数のカメラを選択することがで
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2) データタイプとして、年齢、性別、または人数を選択します。 

3) 時間帯を設定します。 

4. レポートを生成するカメラを選択します。 

5. [検索]をクリックして、1時間ごと、1日ごとまたは 1か月ごとのキャプチャーした顔画
像の統計と詳細データを 

取得します。 

• 年齢と性別の統計の場合、統計は円グラフで表示されます。 

• 人数の統計の場合、統計は棒グラム形式で表示されます。 をクリックすると 

折れ線グラフに切り替わります。 

6. オプション： をクリックすると、キャプチャーされた顔画像の詳細データが PCに保

存されます。 
 
 
 

21.9 人体画像の検索 
 

DeepinMindデバイスの場合、ローカル PCから画像をアップロードし、個人機能の設定な
どの検索条件を設定することによって、キャプチャーした人体画像を検索することができ
ます。 

 
 

21.9.1 アップロードした画像で人体画像を検索する 
 

ローカル PCから人体画像をアップロードして、アップロードされた画像をデバイスの
キャプチャーした人体画像と比較することができます。 

 

開始前 

デバイスをソフトウェアに追加して、関連する設定を正しく構成します。デバイス追加
の詳細については、「デバイスの 

追加」を参照してください。 

人体画像を画像ごとに検索する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

この機能は関連するデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. コントロールパネルの[人体画像の検索]をクリックして、人体画像の検索ページを開き

ます。 

2. カメラパネルでデバイスを選択します。 

3. 検索したい人体を選択します。 

1) 検索モードとして[画像別]を選択します。 

2) ローカル PCから比較する画像を選択するには、[画像の選択]をクリックします。 
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注記 

• 画像は 4 MB以下でなければなりません。 

• 画像の解像度は 4096*4080以下でなければなりません。 

• JPGおよび JPEG形式のみに対応しています。 
 

この画像のすべての人体が分析されて、表示されます。 

4. 類似レベルを設定します。 
 

例 

類似度を 40に設定した場合、キャプチャーした画像はアップロードされた人体画像
と 40％以上の類似性があります。 

5. 表示結果の最大数を設定します。 

6. をクリックして、キャプチャーした人体画像やビデオファイルを検索するための開始
時間と終了時間 

を設定します。 

7. [検索]をクリックして検索を開始します。 

画像の検索結果がリストで表示されます。 
 

 
 

図 21-6 検索結果 

8. オプション：検索結果に基づいて二次検索を実行します。 

1) 検索した画像に移動して、 をクリックします。 

この画像のすべての人体が分析されて、表示されます。 

2) 二次検索したい人体を選択します。 

3) 類似度と期間を設定します。 

4) [検索]をクリックします。 

クライアントは選択した人体画像に基づいて、キャプチャーした画像内の人体を検
索して比較します。 

9. オプション：人体の検索後、次の操作を 1つ以上実行できます。
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詳細の表示 リストから画像をクリックして、詳細を表示します。 をクリック
して画像を拡大し、 をクリックして元に戻すこともできます。 

 

関連ビデオ
の再生 

 

をクリックして、右下の表示ウィンドウで動画の関連ビデオを再生
します。 

 

注記 

• をクリックしてビデオを拡大し、 をクリックして元に戻すこと

もできます。 

• をクリックして、再生の再生速度を調整し、 をクリックしてフ
レームごとにビデオファイルを再生し、 をクリックして音声を有
効にし、再生ウィンドウをダブルクリックして、ウィンドウを最大
化させることができます。 

 

PCに画像
を保存する 

[画像のエクスポート]をクリックして、ローカル PCにエクスポートし

たい画像を選択します。 

 
 
 

21.9.2 個人の特徴で人体画像を検索する 
 

年齢層、性別、服装などの検索条件として個人の特徴を設定することで、デバイスのキャ
プチャーした人体画像を検索することができます。 

 

開始前 

デバイスをソフトウェアに追加して、関連する設定を正しく構成します。デバイス追加の
詳細については、「デバイスの追加」を参照してください。 

個人の特徴で人体画像を検索する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

この機能は関連するデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. コントロールパネルの[人体画像の検索]をクリックして、人体画像の検索ページを開き

ます。 

2. カメラパネルでデバイスを選択します。 

3. 検索モードとして、[個人の特徴]にチェックを入れます。 

4. 年齢層、性別、トップの色、眼鏡をかけているかどうかなどの個人の特徴を設定しま
す。 

5. 検索したい人体画像のイベントタイプを選択します。 

6. 表示結果の最大数を設定します。 

7. をクリックして、キャプチャーした人体画像やビデオファイルを検索するための開始
時間と終了時間 

を設定します。 

8. [検索]をクリックして検索を開始します。 
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画像の検索結果がリストで表示されます。
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図 21-7 検索結果 

9. オプション：検索結果に基づいて二次検索を実行します。 

1) 検索した画像に移動して、をクリックします。 

この画像のすべての人体が分析されて、表示されます。 

2) 二次検索したい人体を選択します。 

3) 類似度と期間を設定します。 

4) [検索]をクリックします。 

クライアントは選択した人体画像に基づいて、キャプチャーした画像内の人体を検
索して比較します。 

10. オプション：検索後、次の操作を 1つ以上実行できます。 
 

詳細の表示 リストから画像をクリックして、詳細を表示します。 をク
リックして画像を拡大し、 をクリックして元に戻すことも
できます。 

 

関連ビデオ
の再生 

 

をクリックして、右下の表示ウィンドウで動画の関連ビデオを再
生します。 

 

注記 

• をクリックしてビデオを拡大し、 をクリックして元に戻すこ

ともできます。 

• をクリックして、再生の再生速度を調整し、 をクリック
してフレームごとにビデオファイルを再生し、 をクリック
して音声を有効にし、再生ウィンドウをダブルクリックし
て、ウィンドウを最大化させることができます。 

 

PCに画
像を保存
する 

[画像のエクスポート]をクリックして、ローカル PCにエクスポー
トしたい画像を選択します。 
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21.10 車両の検索 
 

車両のブランド、色、タイプ、プレート番号などの検索条件として車両の特徴を設定する
ことで、デバイスのキャプチャーされた車両の画像を検索することができます。 

 

開始前 

デバイスをソフトウェアに追加して、関連する設定を正しく構成します。デバイス追加に
ついての詳細については、「デバイスを追加する」を参照してください。 

車両を検索する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 
 

注記 

この機能は関連するデバイスに対応していなければなりません。 
 

1. コントロールパネルの[車両の検索]をクリックして、車両の検索ページを開きます。 

2. カメラパネルでデバイスを選択します。 

3. [車両の特徴]にチェックを入れます。 

4. 車両のブランド、色、タイプおよびプレート番号などの車両の特徴を設定します。 

5. 表示結果の最大数を設定します。 

6. をクリックして、キャプチャーした車両の画像またはビデオファイルを検索するた
めの開始時間と終了時間を設定します。 

7. [検索]をクリックして検索を開始します。 

 
 

図 21-8 結果 
 

画像の検索結果がリストで表示されます。 

8. オプション：ナンバープレート検索後、次の操作を実行できます。 
 

詳細の表示 リストから画像をクリックして、詳細を表示します。 をクリック
して画像を拡大し、 をクリックして元に戻すこともできます。 
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関連ビデオ
の再生 

 
 

をクリックして、右下の表示ウィンドウで動画の関連ビデオを再生
します。 

 

注記 

• をクリックしてビデオを拡大し、 をクリックして元に戻すこと

もできます。 

• をクリックして、再生の再生速度を調整し、 をクリックしてフ
レームごとにビデオファイルを再生し、 をクリックして音声を有
効にし、再生ウィンドウをダブルクリックして、ウィンドウを最大
化させることができます。 

 

PCに画像
を保存する 

[画像のエクスポート]をクリックして、ローカル PCにエクスポートし

たい画像を選択します。 
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第 22章 ログの管理 
 

 
 

ログ管理モジュールでは、ログファイル（クライアントログとリモートログ）を検索して
結果をフィルタリングし、ログファイルをバックアップして、アラーム画像をエクスポー
トすることができます。 

 
 

22.1 ログを検索する 
 

ログファイルには、クライアントログとリモートログの 2 種類があります。クライアン
トログはクライアントのログファイルを参照し、ローカルPCに保存されます。リモート
ログは接続されているデバイスのログファイルを参照し、ローカルデバイスに保存され
ます。 

 
 

22.1.1 クライアントログを検索する 
 

クライアントのログファイル、またはリモートデバイスのログを検索できます。クライ

アントのログファイルを検索するには、次の手順を実行してください。 

手順 

1. ログ検索ページを開き
ます。 

2. 検索対象のログタイプとして、[クライアントログ]を選択します。 

3. をクリックして、開始時間と終了時間を指定します。 
 

注記 

1か月以内のログを検索できます。 
 

4. [検索]をクリックします。 

開始時刻と終了時刻の間のログファイルがリストに表示されます。ログの操作時間、タ
イプやその他の情報を確認することができます。 

5. オプション：ログファイルが多すぎる場合は、時間範囲を狭めるか、または検索用のロ

グタイプをフィルタリングします。 
 

注記 

ログのフィルタリングに関する詳細については、「ログをフィルタリングする」を参照
してください。 

 

 
 

22.1.2 接続デバイスのログを検索する 
 

リモートログ、つまり接続されているデバイスのログファイルを検索することができま

す。接続デバイスのログファイルを検索するには、次の手順を実行してください。
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手順 

1. ログ検索ページを開きます。 

2. 検索対象のログタイプとして、[リモートログ]を選択します。 

3. をクリックして、開始時間と終了時間を指定します。 
 

注記 

1か月以内のログを検索できます。 
 

4. [検索]をクリックします。 

開始時刻と終了時刻の間のログファイルがリストに表示されます。ログの操作時間、タ
イプやその他の情報を確認することができます。 

 

注記 

ログファイルが多すぎる場合は、時間範囲を狭めるか、または検索用のログタイプをフ

ィルタリングします。 
 

 
 

22.2 ログをフィルタリングする 
 

正常に検索された後、ログファイルはキーワードまたは条件でフィルタリングすること
が可能なため、望んだとおりにログを見つけることができます。 

 

開始前 

ログを検索します。詳細については、「クライアントログを検索する」および「接続デバ
イスのログを検索する」を参照してください。 

ログをフィルタリングするには、次の手順を実行してください。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[ログの検索]をクリックして、ログの検索ページにアクセスしま
す。 

2. [ログのフィルタリング]またはログの検索ページで をクリックして、ログのフィル
タリングパネルを展開します。 

3. フィルタリングモードを選択します。 

- [キーワードでフィルタリング]を選択し、テキストフィールドにフィルタリングする
ためのキーワードを入力します。 

- または、[条件でフィルタリング]を選択してから、ドロップダウンリストでログのタ
イプを指定します。 

4. オプション：ログファイルをより正確にフィルタリングするには、[別のフィルター条
件]をクリックします。 

5. [フィルター]をクリックして、フィルタリングを開始します。 
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22.3 ログをバックアップする 
 

クライアントログやサーバーログを含むログファイルを、バックアップ用にエクスポー

トすることができます。ログをバックアップする必要がある場合に、この作業を実行し

てください。 

手順 

1. コントロールパネルの[ログの検索]をクリックして、ログの検索ページを開きます。 

2. 条件を設定してログファイルを検索します。 

3. [ログのバックアップ]をクリックして、ログのバックアップウィンドウを開きます。 

4. をクリックしてローカル保存パスを選択し、ファイルの名前を設定します。 

5. [バックアップ]をクリックして、選択したログファイルをバックアップ用にエクスポー
トします。 

6. オプション：ログファイルのバックアップ後、次の操作を実行できます。 
 

 
 

ログファイルのバッ
クアップ情報の確認 

[ファイル]→[ログファイルを開く]の順にクリック
して、ローカル PCのログファイルのバックアッ
プ情報を確認します。 

 
 

22.4 画像をエクスポートする 
 

ストレージサーバーに保存されているアラーム画像は、ローカル PCにエクスポートす

ることができます。 
 

開始前 

追加したエンコーディングデバイスのビデオファイルと画像を保存するためのストレー
ジデバイスをクライアントに追加するには、 

「画像とビデオをストレージデバイスに保存する」を参照してください。 

画像をエクスポートするには、次の手順を実行します。 
 

手順 

1. コントロールパネルの[ログの検索]をクリックして、ログの検索ページを開きます。 

2. クライアントログを検索します。 
 

注記 

詳細については、「クライアントログを検索する」を参照してください。 
 

3. 結果をフィルタリングする際のログタイプとして、[アラームログ]を選択します。 
 

注記 

詳細については、「ログをフィルタリングする」を参照してください。 
 

4. アラーム画像を選択します。 

5. [画像のエクスポート]をクリックして、画像のエクスポートウィンドウを開きます。
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6. をクリックしてローカル保存パスを選択し、ファイルの名前を設定します。 

7. [エクスポート]をクリックして、選択した画像をエクスポートします。 
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第 23章 アカウントの管理 
 

 
 

クライアントソフトウェアには複数のユーザーアカウントを追加できます。また、必要に
応じて、異なるユーザーに対してさまざまな権限を割り当てることができます。 

 

この作業を実行して、ユーザーアカウントを追加します。 
 

手順 
 

注記 

ソフトウェアにログインするために登録したユーザーアカウントが、スーパーユーザーと

して設定されます。 
 

1. アカウントの管理ページにアクセスします。 

2. [ユーザーを追加する]をクリックして、ユーザー追加ウィンドウを開きます。 

3. ドロップダウンリストからユーザーのタイプを選択します。 

管理者 

デフォルトでは管理者アカウントにはすべての権限があり、すべてのオペレーターの
パスワードと権限を独自に変更できます。 

オペレーター 

デフォルトではオペレーターアカウントには権限がありません。手動で権限を割り
当てることができます。オペレーターは自分のアカウントのパスワードのみを変更
できます。 

4. 必要に応じてユーザー名、パスワードを入力し、パスワードを確認します。 
 

注意 

デバイスのパスワードの強度は、自動的に確認されます。製品のセキュリティを高める
ため、パスワード（大文字、小文字、数字、特殊文字の中の最低でも 3種類を含む 8文
字以上を使用）をユーザー自身で変更することを強くお勧めします。また、高度なセキ
ュリティシステムでは特に、定期的にパスワードをリセットすることをお勧めします。
パスワードを月次または週次でリセットすると、製品をより安全に保護できます。 

すべてのパスワード設定やその他のセキュリティ設定は、インストール実行者とエン
ドユーザーの責任です。 

 

5. チェックボックスを選択して、作成したユーザーに権限を割り当てます。 

6. オプション：ドロップダウンリストのコピーからユーザーを選択し、選択したユーザー
の権限をコピーします。 

7. オプション：このユーザーのデフォルトの権限を復元するには、[デフォルトの権限]を
クリックします。 

8. [保存]をクリックします。 
 

注記 

クライアントソフトウェアには最大 50のユーザーアカウントを追加できます。 
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ユーザーアカウントが正常に作成されると、そのユーザーアカウントはアカウント管
理ページのユーザーリストに追加されます。 

9. オプション：ユーザーアカウントを作成した後、以下の操作を行ってください。 
 

ユーザー リストからユーザーを選択し、[ユーザーの編集]をクリックして 

の編集 ユーザー情報を編集します。 
 

注記 

スーパーユーザーのパスワードのみを編集できます。 
 

ユーザー リストからユーザーを選択して、[ユーザーの削除]をクリックします。 

の削除 
 

注記 

スーパーユーザーを削除することはできません。 
 

コピー先 スーパーユーザーおよび管理者ユーザーの場合、[コピー先]

をクリックして他のユーザーに権限をコピーすることができ
ます。 
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第 24章 システム設定 
 

 
 

一般パラメータ、ライブビューおよび再生のパラメータ、画像パラメータ、ファイル保存
パス、ライブビューのアイコンと再生のツールバー設定、キーボードとジョイスティック
のショートカット、アラーム音、メール設定、ビデオインターコムパラメータ、アクセス
コントロール設定、セキュリティ証明書を設定することができます。 

 
 

24.1 一般パラメータの設定 
 

ログの有効期限、ネットワークパフォーマンスなど、頻繁に使用されるパラメータを設定
できます。 

 

以下のタスクは、上記のパラメータの設定を行う必要がある場合に行います。 
 

手順 

1. システム設定ページを開きます。 

2. [一般]タブをクリックして、一般設定ページにアクセスします。 

3. 一般パラメータを設定します。 

ログの有効期限 

ログファイルを保存するための時間。有効期限が切れると、ファイルが削除されま

す。 

ネットワークパフォーマンス 

ネットワークの状態を正常、良好、最高に設定します。

最大モード 

最大化モードに従い、最大化またはフルスクリーンを選択します。最大化モード

は、画面を最大化し、タスクバーを表示します。フルスクリーンモードでは、フル

スクリーンモードでクライアントを表示できます。 

オートログインの有効化 

クライアントソフトウェアに自動的にログインします。 

デフォルトのパスワードを使用する際にセキュリティプロンプトのポップアップ 

追加したデバイスのデフォルトのパスワードが変更されていない場合は、通知のた
めのプロンプトがポップアップします。 

アラームによるポップアップ画像を有効にする 

アラームトリガー時に画像ポップアップを有効にします。アラームイベントの
インターフェイスで、 または をクリックして、画像ポップアップを有効/無
効にすることもできます。 

アラームによるポップアップ画像機能が有効になっている場合の最小化されたクライア

ントのアラーム画像のポップアップ 

アラームによるポップアップ画像機能が有効になっている場合、クライアントが最
小化されたときにポップアップするアラーム画像を有効にします。 
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注記 

アラームによるポップアップ画像を有効にするには、「アラームの設定」を参照して
ください。 

 

自動時刻の同期 

指定した時点でクライアントを動作させている PCの時間と、追加したデバイスの時
間を自動的に同期します。 

キーボードとジョイスティックを有効にする 

キーボードまたはジョイスティックを有効にします。有効にしたら、キーボードと
ジョイスティックのショートカットを設定できます。 

 

注記 

詳細については、「キーボードとジョイスティックのショートカットを設定する」を
参照してください。 

 

登録管理サーバーのポート 

登録管理サーバー用の EHomeポート。ポート番号は 2000～65535です。デフォル
トのポート番号は 7660です。 

 

注記 

有効にするために、クライアントを再起動します。 
 

アラーム管理サーバーのポート 

アラーム管理サーバー用の EHomeポート。ポート番号は 2000～65535です。デフォ
ルトのポート番号は 7300です。 

 

注記 

有効にするために、クライアントを再起動します。 
 

Webサーバーのポート 

Webサーバー経由のデバイスリモート設定用のポート。ポート番号は 1～65535

でなければなりません。デフォルトのポート番号は 80です。 
 

注記 

有効にするために、クライアントを再起動します。 
 

4. [保存]をクリックします。 
 
 

24.2 ライブビューおよび再生パラメータの設定 
 

画像の形式、プリプレイ期間など、ライブビュー、再生パラメータを設定できます。 
 

以下のタスクは、ライブビューおよび再生パラメータを設定する必要がある場合に実行し

ます。 



iVMS-4200クライアン
トソフトウェア 

274 

 

 

 
 

手順 

1. システム設定ページを開きます。 

2. [ライブビューおよび再生]タブをクリックします。 

3. ライブビューおよび再生パラメータを設定します。 

ダウンロードしたビデオファイルのマージ 

日付順にビデオファイルをダウンロードするために、結合するビデオファイルの最

大サイズを設定します。 

保存されているビデオファイルの検索 

ローカルデバイス、ストレージサーバー、またはストレージサーバーとローカルデバ
イスの両方に保存されているビデオファイルを検索して再生します。 

プリプレイ時間 

イベント再生のプリプレイ時間を設定します。デフォルトでは 30秒です。 

画面のツールバー表示の有効化 

ライブビューまたは再生の各表示ウィンドウにツールバーを表示します。 

ストレージサーバー上のビデオファイルの再生を優先する 

ストレージサーバーに記録されているビデオファイルを優先して再生します。それ
以外の場合は、ローカルデバイスに記録されているビデオファイルを再生します。 

再起動後に最新のライブビューステータスを再開 

クライアントに再びログインしたときに、最新のライブビューステータスを再開し

ます。 

単一のライブビューでのバックグラウンドビデオの切断 

マルチウィンドウ分割モードで、ライブビデオをダブルクリックし、1ウィンドウ
分割モードで表示すると、その他のライブビュービデオは、リソースを保存するた
めに停止します。 

ズーム用ホイールの有効化 

PTZ モードでビデオのズームインまたはズームアウト、またはデジタルズームモー
ドでビデオのズームインまたは復元にマウスホイールを使用します。これにより、
マウスをスクロールしてライブビデオを直接ズームインまたはズームアウト（また
は復元）することができます。 

VCA再生中に関係のないビデオをスキップする 

VCA再生中に関係のないビデオをスキップすると、VCA再生中に関係のないビデオ
を再生されません。 

4. [保存]をクリックします。 
 
 

24.3 画像のパラメータを設定する 
 

表示スケール、再生パフォーマンスなど、クライアントの画像パラメータを設定できま

す。画像パラメータを設定する必要がある場合は、次の作業を実行してください。
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手順 

1. システム設定ページを開きます。 

2. [画像]タブをクリックして、画像設定インターフェイスにアクセスします。 

3. 画像パラメータを設定します。 

表示スケール 

ライブビューまたは再生のビデオの表示スケール。フルスクリーン、4:3、16:9、ま

たは 

元の解像度に設定できます。 
 

注記 

表示スケールは、ライブビューモジュールでも設定できます。詳細については、「ラ
イブビュー」を参照してください。 

 

再生パフォーマンス 

ライブビデオの再生パフォーマンス。最短遅延、バランス、滑らかとして設定できま

す。 

ストリームタイプの自動変更 

表示ウィンドウのサイズに合わせて、ライブビューでのビデオストリーム（メインス

トリームまたはサブストリーム）を自動的に変更します。 
 

注記 

ウィンドウ分割が 9 よりも大きい場合は、サブストリームに自動的に切り替

わります。 
 

優先されるハードウェアデコーディング 

ライブビューおよび再生のハードウェアデコーダの有効化を設定します。ハー
ドウェアデコーダを利用することで、ライブビューまたは再生中に HD ビデオ
を再生する際にデコーディングパフォーマンスを向上し、CPU 使用率を低減さ
せることができます。 

ハイライトの有効化 

ライブビューおよび再生で、緑色の長方形で検出したオブジェクト

をマークします。 

トランザクション情報の表示 

ライブビュー画像にトランザクション情報が表示さ

れます。 

VCAルール 

ライブビューに VCA ルールが表

示されます。 

高速再生用フレーム抽出の有効化 

ビデオを高速（8倍速以上）で再生する際は、この機能を無効にして再生画像をよ
り滑らかにして詳細を表示することができます。 
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キャプチャー画像の温度の表示 

サーマルデバイスの場合、キャプチャーした画像に温度情報を表示するように設定

します。 
 

注記 

この機能を有効にした後、[システム設定]→[ライブビューおよび再生]の画像フォー
マットが JPEGに変わり、編集することができません。 

 

4. [保存]をクリックします。 
 
 
 

24.4 ファイルの保存パスの設定 
 

マニュアル録画によるビデオファイル、キャプチャー画像とシステム構成ファイルは、ロ
ーカル PCに保存されます。これらのファイルの保存パスは設定できます。 

 

以下のタスクは、ファイルの保存パスを設定する必要がある場合に実行します。 
 

手順 

1. システム設定ページを開きます。 

2. [ファイル]タブをクリックして、ファイル保存パス設定ページにアクセスします。 

3. をクリックして、ファイルのローカルパスを選択します。 

4. [保存]をクリックします。 
 
 

24.5 ツールバーで表示されるアイコンの設定 
 

ライブビューおよび再生ウィンドウのツールバーのアイコンと順序はカスタマイズでき
ます。どのアイコンを表示し、アイコンの順序をセットするように設定することができ
ます。 

 

以下のタスクは、ツールバーに表示されるアイコンを設定する必要があるときに実行し

ます。 
 

手順 

1. システム設定ページを開きます。 

2. [ツールバー]タブをクリックして、ツールバー設定ページにアクセスします。 

3. ツールバーに表示するアイコンを選択します。 

4. オプション：ツールバーに表示するときにアイコンをドラッグして、アイコンの順序を
設定します。
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 キャプチャー ライブビュープロセスで画像をキャプチャーしま
す。キャプチャー画像は、PCに保存されます。 

 録画 マニュアル録画を開始します。ビデオファイルは PC

に保存されます。 

 デジタルズーム デジタルズーム機能を有効化します。機能を無効化
するには、もう一度クリックします。 

 ダウンロード カメラのビデオファイルをダウンロードします。
これらは PCに保存されます。ファイル別もしく
は日付別でダウンロードすることを選択できま
す。 

 

 

表 24-1 ライブビューツールバーのアイコン 
 

 ライブビューの停止 表示ウィンドウのライブビューを停止します。 

 
 
 

キャプチャー ライブビュープロセスで画像をキャプチャーしま
す。キャプチャー画像は、PCに保存されます。 

 録画 マニュアル録画を開始します。ビデオファイルは PC

に保存されます。 

 
 
 

PTZコントロール スピードドームの PTZモードを開始します。ビ
ューでクリックしてドラッグし、PTZコントロ
ールを行います。 

 双方向音声 ライブビューのデバイスとの双方向音声を開始しま

す。 

 
 
 

デジタルズーム デジタルズーム機能を有効化します。機能を無効化
するには、もう一度クリックします。 

 簡易再生 インスタント再生モードに切り替えます。 

 
 
 

リモート設定 ライブビューのカメラの遠隔設定ページを開きま
す。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

 

表 24-2 再生ツールバーのアイコン 

 

5. [保存]をクリックします。 
 
 
 

24.6 キーボードとジョイスティックのショートカットを設定する 
 

キーボードをクライアントに接続して、PTZ カメラを制御するために使用することがで
きます。キーボードやジョイスティックのショートカットを設定すると、よく使用する
操作に対してすばやく簡単にアクセスできます。
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キーボードとジョイスティックを設定する必要がある場合は、この作業を実行してくだ

さい。 
 

手順 
 

注記 

この設定ページは、一般設定でキーボードとジョイスティックを有効にした後に表示さ
れます。詳細については、「一般パラメータを設定する」を参照してください。 

 

1. システム設定ページを開きます。 

2. [キーボードとジョイスティック]のタブをクリックして、キーボードとジョイスティッ
クのショートカット設定ページにアクセスします。 

3. クライアントをインストール済みの PCにキーボードが接続されている場合、キーボー
ドのドロップダウンリストから COMポートを選択します。 

4. キーボードとジョイスティックのショートカットを設定します。 

1) リストから特定の機能を選択します。 

2) PCキーボード、USBジョイスティック、または USBキーボード列の下の項目フィ
ールドをダブルクリックします。 

3) ドロップダウンリストから複数のキー操作または番号を選択して、キーボードまたは
USBジョイスティック機能のショートカットとして設定します。 

5. [保存]をクリックします。 
 
 

24.7 アラーム音を設定する 
 

モーション検知アラーム、ビデオ例外アラームなどのアラームがトリガーすると、ク
ライアントは警告音を出すように設定することができ、警告音の音を設定することも
可能です。 

警告音を設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. システム設定ページを開きます。 

2. [警告音]タブをクリックして、警告音設定ページにアクセスします。 

3. オプション： をクリックして、異なるアラームのローカルパスから音声ファイルを選
択します。 

 

注記 

リストには 6つの定義済みアラーム音タイプがあります。 
 

4. オプション：カスタムアラーム音を追加します。 

1) [追加]をクリックして、カスタマイズしたアラーム音を追加します。 

2) [タイプ]フィールドをダブルクリックして、必要に応じてアラーム音の名称をカスタ
マイズします。 

3) をクリックして、異なるアラームのローカルパスから音声ファイルを選択します。 

5. オプション：音声ファイルのテストに対しては、 をクリックします。 

6. オプション：追加したカスタムアラーム音を選択し、[削除]をクリックしてそれを削除
します。
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7. [保存]をクリックします。 
 

注記 

音声ファイルのフォーマットはWAVのみです。 
 

 
 

24.8 メールのパラメータを設定する 
 

システムアラームが発生したときにメール通知を送信できます。特定の受信者にメールを
送信するには、続行する前にメールの設定を構成する必要があります。 

 

メールパラメータを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 
 

手順 

1. システム設定ページを開きます。 

2. [メール]タブをクリックして、メール設定インターフェイスにアクセスします。 

3. 必要な情報を入力します。 

サーバー認証（オプション） 

メールサーバーで認証が必要な場合は、このチェックボックスを選択して、認証を使
用してサーバーにログインし、メールアカウントのログインユーザー名とパスワード
を入力します。 

暗号化のタイプ 

無線をチェックして非暗号化、SSLまたは STARTTLSを選択できます。 

ポート 

メールサービスの通信ポートを入力してください。デフォルトのポートは 25です。 

ユーザー名 

[サーバー認証]がチェックされている場合、送信者のメールアドレスのユーザー名を

入力します。 

パスワード 

[サーバー認証]がチェックされている場合、送信者のメールアドレスのパスワードを

入力します。 

受信者 1～3 

受信者のメールアドレスを入力します。最大 3名までの受信者を設定できます。 

4. オプション：メール送信のセキュリティを強化するには、[SSLを有効にする]にチェッ

クを入れます。 

5. オプション：テスト用に受信者にメールを送信するには、[テストメールの送信]をクリ
ックします。 

6. [保存]をクリックします。 
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24.9 ビデオインターコムのパラメータを設定する 
 

実際のニーズに応じて、ビデオインターコムのパラメータを設定できます。ビデオイン

ターコムのパラメータを設定する必要がある場合は、この作業を実行してください。 

手順 

1. システム設定ページを開きます。 

2. [ビデオインターコム]タブをクリックして、ビデオインターコムの設定ページにアクセ
スします。 

3. 必要な情報を入力します。 

着信音 

をクリックして、屋内ステーションの着信音のローカルパスから音声ファイル
を選択します。オプションで、音声ファイルのテストに対して をクリックする
ことができます。 

4. [保存]をクリックします。 
 
 

24.10 アクセスコントロールのパラメータを設定する 
 

システムがアクセスコントロールデバイスからクライアントにアップロードされていな
いアクセスコントロールイベントを取得して、クライアントのデータベースに保存する
ように時間を設定することができます。例えば、デバイスが別のクライアント Bによっ
て警備している場合、警備期間中にトリガーしたイベントを現在のクライアント Aへア
ップロードすることができません。クライアント Aが再度デバイスを起動すると、この
機能を介してデバイスからクライアント Aにこれらのイベントを同期させることができ
ます。 

 

アクセスコントロールパラメータを設定するには、次の手順を実行します。 
 

手順 

1. システム設定ページを開きます。 

2. [アクセスコントロール]タブをクリックして、アクセスコントロール設定インターフェ
イスにアクセスします。 

3. この機能を有効にして同期の時間を設定するには、[アクセスコントロールイベントの自
動同期]にチェックを入れます。 

 

4. [保存]をクリックします。 
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24.11 セキュリティ証明書を管理する 
 

データセキュリティの目的に対し、クライアントおよび追加されたサーバー（ストリーム
メディアサーバー）のセキュリティ証明書は同じでなければなりません。 

 

ストリームメディアサーバーをクライアントに追加する前に、クライアントに保存され
ているサービス証明書をエクスポートし、それをストリームメディアサーバーにインポ
ートする必要があります。複数のクライアントが同じサーバーを使用している場合は、
クライアントとサーバーのセキュリティ証明書を同じにしなければなりません。 

 
 

24.11.1 クライアントから証明書をエクスポートする 
 

現在のクライアントからセキュリティ証明書をエクスポートし、エクスポートした証明
書ファイルをサーバーまたは他のクライアントにインポートできます。 

 

クライアントからセキュリティ証明書をエクスポートするには、次の手順を実行します。 
 

手順 

1. システム設定ページを開きます。 

2. [セキュリティ証明書]をクリックして、セキュリティ証明書インターフェイスにアク
セスします。 

3. 証明書ファイルをローカル PCに保存します。 
 

注記 

証明書ファイルは XML形式です。 
 

4. [保存]をクリックします。 
 

注記 

• 証明書をエクスポートした後、サービスと共にインストールされた PCに証明書をコ
ピーして、ストリームメディアサーバーまたは他のクライアントにインポートでき
ます。 

• ストリームメディアサーバーをインポートするには、「証明書をストリーム
メディアサーバーにインポートする」を参照してください。 

 
 
 

24.11.2 クライアントへ証明書をインポートする 
 

同じサーバーにアクセスする複数のクライアントがある場合、同じ証明書をクライアン
トとサーバーにインポートする必要があります。 

 

開始前 

いずれかのクライアントからセキュリティ証明書をエクスポートする必要があります。
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注記 

詳細については、「クライアントから証明書をエクスポートする」を参照してください。 
 
 

クライアントにセキュリティ証明書をインポートするには、次の手順を実行します。 
 

手順 

1. 他のクライアントからエクスポートされた証明書ファイルをローカル PCにコピーしま
す。 

2. システム設定ページを開きます。 

3. [セキュリティ証明書]をクリックして、セキュリティ証明書インターフェイスにアクセ
スします。 

4. [インポート]をクリックします。 

5. ローカル PCから証明書ファイルを選択します。 

6. [保存]をクリックします。 
 

注記 

有効にするために、システムを再起動します。 
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付録 A カスタム Wiegandルールの説明 
 

 

Wiegand44を例に挙げると、[カスタムWiegand]タブの設定値は以下のとおりです。 
 

カスタムWiegand名 Wiegand44 

全長 44 

変換ルール（10進数） byFormatRule[4]=[1][4][0][0] 

パリティモード XORパリティ 

奇数パリティスタートビッ

ト 

 長さ  

偶数パリティスタートビッ

ト 

 長さ    

XORパリティスタートビ

ット 

0 1グループあ

たりの長さ 

4 全長 40 

カード IDスタートビット 0 長さ 32 10進数 10 

サイトコードスタートビッ

ト 

 長さ  10進数  

OEMスタートビット  長さ  10進数  

メーカーコードスター
トビット 

32 長さ 8 10進数 3 

 

Wiegandデータ 

Wiegandデータ = 有効データ + パリティデータ 
 

全長 

Wiegandデータの長さ。 
 

トランスポートルール 

4バイト。有効なデータの組み合わせのタイプを表示します。例では、カード IDとメー
カーコードの組み合わせが表示されます。有効なデータは、単一のルール、または複数の
ルールの組み合わせです。 

 

パリティモード 

Wiegandデータの有効なパリティ。奇数パリティまたは偶数パリティを選択できます。 
 

奇数パリティスタートビットおよび長さ 

奇数パリティを選択した場合、これらの項目が利用可能です。奇数パリティスタートビ
ットが 1 で長さが 12 の場合、システムはビット 1 から奇数パリティの計算を開始しま
す。これは 12 ビットを計算します。結果はビット 0 になります。（ビット 0 は最初の
ビットです）。 
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偶数パリティスタートビットおよび長さ 

偶数パリティを選択した場合、これらの項目が利用可能です。偶数パリティスタートビッ
トが 12で長さが 12の場合、システムはビット 12から偶数パリティの計算を開始しま
す。これは 12ビットを計算します。結果は最後のビットになります。 

 

XORパリティスタートビット、グループあたりの長さおよび全長 

XORパリティを選択した場合、これらの項目が利用可能です。上記の表に応じてスター
トビットは 0、グループあたりの長さは 4、全長は 40です。これは、システムがビット
0から計算して、4ビットごとに計算し、計 40ビット（合計 10グループ）を計算するこ
とを意味します。結果は最後の 4ビットになります。（結果の長さは、グループごとの
長さと同じです） 

 

カード IDスタートビット、長さ、10進数 

変換ルールを使用する場合、これらの項目が利用可能です。上記の表に応じてカード ID

スタートビットは 0、長さは 32および 10進数は 10です。これはビット 0からカード ID

を表す 32ビットがあることを示します。（ここでの長さはビット単位で計算されます）
また、10進数の桁数は 10ビットです。 

 

サイトコードスタートビット、長さ、10進数 

変換ルールを使用する場合、これらの項目が利用可能です。詳細については、カード ID

の説明を参照してください。 
 

OEMスタートビット、長さ、10進数 

変換ルールを使用する場合、これらの項目が利用可能です。詳細については、カード ID

の説明を参照してください。 
 

メーカーコードスタートビット、長さ、10進数 

変換ルールを使用する場合、これらの項目が利用可能です。上記の表に応じてメーカーコ
ードスタートビットは 32、長さは 8および 10進数は 3です。これは、ビット 32から 8ビ
ットがメーカーコードであることを表します。（ここでの長さはビット単位で計算されま
す）また、10進数の長さは 3です。 
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付録 B トラブルシューティング 
 

 
 

クライアントソフトウェアを操作する際の一般的な症状は次のとおりです。問題を解決す
るために考えられる原因と対応する解決策を提供します。 

 
 

B.1 特定のデバイスのライブビューを取得できませんでした。 
 

 

問題 

特定のデバイスのライブビューを取得できませんでした。 
 

考えられる理由 
 

• ネットワークが不安定であるか、またはネットワークパフォーマンスが十分ではありま

せん。 

• デバイスがオフラインになっています。 

• リモートデバイスへのアクセスが多すぎるため、デバイスの負荷が高くなっています。 

• 現在のユーザーにはライブビューに関する権限がありません。 

• クライアントソフトウェアのバージョンが必要なバージョンより古いです。 
 

解決策 
 

• ネットワークの状態を確認し、PC上の他の未使用プロセスを無効にしてください。 

• デバイスのネットワーク状態を確認してください。 

• デバイスを再起動するか、またはデバイスへの他のリモートアクセスを無効にしてくだ
さい。 

• 管理者ユーザーでログインして、もう一度やり直してください。 

• 最新バージョンのクライアントソフトウェアをダウンロードしてください。 
 
 

B.2 ローカル記録とリモート記録が混同しています。 
 

 

問題 

ローカル記録とリモート記録が混同しています。 
 

解決策 
 

• このマニュアルのローカル記録は、ローカルデバイスの HDD、SD/SDHCカード
にビデオファイルを保存する記録を指します。 

• リモート記録とは、リモートデバイス側のクライアントから指示された記録動作を
指します。 

 
 

B.3 ビデオファイルのダウンロードに失敗したか、ダウンロード
速度が遅すぎます。 
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問題 

ビデオファイルのダウンロードに失敗したか、ダウンロード速度が遅すぎます。 
 

考えられる理由 
 

• ネットワークが不安定であるか、またはネットワークパフォーマンスが十分ではありま

せん。 

• NICタイプに互換性がありません。 

• リモートデバイスへのアクセスが多すぎます。 

• 現在のユーザーには再生に関する権限がありません。 

• クライアントソフトウェアのバージョンが必要なバージョンより古いです。 
 

解決策 
 

• ネットワークの状態を確認し、PC上の他の未使用プロセスを無効にしてください。 

• クライアントを実行している PCをデバイスに直接接続して、NICカードの互換性を確
認してください。 

• デバイスを再起動するか、またはデバイスへの他のリモートアクセスを無効にしてくだ
さい。 

• 管理者ユーザーでログインして、もう一度やり直してください。 

• 最新バージョンのクライアントソフトウェアをダウンロードしてください。 
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付録 C FAQ（よくある質問） 
 

 
 

クライアントソフトウェアを操作するときによく寄せられる質問は次のとおりです。ユー
ザーの問題解決に役立つよう、適切に対処致します。 

 
 

C.1 ライブビュー中に、エラーコード 91のエラーメッセージが表示

されるのはなぜですか？ 
 

 

質問 

ライブビュー中に、エラーコード 91のエラーメッセージが表示されるのはなぜですか？ 
 

回答 

複数のウィンドウでのライブビューの場合、チャンネルがサブストリームに対応していな
い可能性があります。[システム設定]→[画像]のストリームタイプの自動変更機能を無効
にして、ライブビューに適切なストリームタイプを選択する必要があります。 

 
 

C.2 ライブビュー中に、なぜ画像がぼやけていたり、滑らかではな

いのでしょうか？ 
 

 

質問 

ライブビュー中に、なぜ画像がぼやけていたり、滑らかではないのでしょうか？ 
 

回答 

ビデオカードのドライバーを確認してください。ビデオカードのドライバーを最新バージ
ョンに更新することを強くお勧めします。 

 
 

C.3 しばらく実行した後に、なぜメモリがリークしてクライア
ントがクラッシュしたのでしょうか？ 

 

 

質問 

しばらく実行した後に、なぜメモリがリークしてクライアントがクラッシュしたのでしょ

うか？ 
 

回答 

クライアントソフトウェアのインストールディレクトリからメモ帳で Setup.xmlファ
イルをノートパッドで開き、EnableNetandJoystickCheckの値を「false」に変更し
ます。クライアントを再起動し、それでも問題が解決しない場合は、当社の技術サポー
トに連絡してください。 
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C.4 ライブ中にストリームメディアサーバーを介してストリーム
を得る際、エラーコード 17のメッセージが表示されるのはなぜ
ですか？ 

 

 

質問 

ライブ中にストリームメディアサーバーを介してストリームを得る際、エラーコード 17

のメッセージが表示されるのはなぜですか？ 
 

回答 

ストリームメディアサーバーのポートマッピング、特に RTSPポートを確認してくださ

い。 
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付録 D エラーコード 
 
 
 

コード エラー名 説明 

iVMS-4200 

317 ビデオがありません。 ユーザーに再生権限がない場合はプロンプトが
表示されます。 

HCNetSDK.dll 

1 ユーザー名またはパスワード

が無効です。 

 

2 権限がありません。 デバイスのユーザーに十分な権限がありません。 

4 チャンネル番号が無効です。 リモートスクリーン制御のライブビューでプロ
ンプトが表示されます。 

5 これ以上デバイスを
接続できません。 

 

7 デバイスの接続に失敗しまし

た。 

 

23 対応していません。  

29 操作に失敗しました。  

43 バッファがありません。 デバイスを追加するときにプロンプトが表示さ
れ、デバイスポートがWebサーバーによって占有
されています。 

55 IPアドレスが無効です。  

56 MACアドレスが無効です。  

91 チャンネルが操作に対応して
いません。 

サブストリームの取得に失敗したときにプロンプ

トが表示されます。 

96 デバイスが DDNSに登録
されていません。 

 

153 ユーザーがロックされていま

す。 

 

250 デバイスが有効化されていま

せん。 

 

404 チャンネル番号のエラー、ま
たはデバイスがサブストリー
ムに対応していません。 

サブストリームの取得に失敗した場合、または
サブストリームが存在しない場合はプロンプト
が表示されます。 

424 RTSP SETUPのデータを受
信できませんでした。 

外部ネットワーク経由でソフトウェア DVSの
ライブビューを追加するときにプロンプトが表
示されます。 
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800 これ以上帯域幅を使用するこ

とはできません。 

 

Playctrl.dll 

 
 
 

コード エラー名 説明 

2  ストリームが、ビデオ&オーディオストリームでは

ありません。 

6  64ビットオペレーティングシステムで H.265を
採用すると、再生ウィンドウが黒くなります。 

SMS 

3  ソフトウェアとストリームメディアサーバー間の
接続問題。 

17  ストリームメディアサーバーとデバイス間の
ストリーミング問題。 
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